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日野市教育委員会の教育 目標と 重点

教育目標

日野市民一人一人が、いきいきとして心貨かに、生涯を通じて学び続けることを目指し、教育 ・文化

・スポーツの発展 ・充実に努める。

1 自他を尊重する心豊かな人間性を育む。

2. たくましく生きる健やかな体を育む。

3. 自ら学び続ける意欲と能力を育む。

4 自然や文化を大切にする態度を育む。

5. 国際社会に生きる能力と態度を育む。

教育目標を達成するために、次のことを重点とする。

1. 教育条件の整備並びに学校教育の内容・方法の改善 ・充実に努め、幼児 ・児童 ・生徒一人一人の個

性や能力を伸ばし、盤かな人間性を育むなど、生涯にわたる学習の基礎を培う教育活動を一層推進す

る。

2 教育施設 ・設備を充実し、その有効な活用と保全に努め、地域社会の人々へ積極的に開放する。

3 学校 ・家庭 ・地域社会の連携に努め、学校週 5日制の主旨を生かし、幼児 ・児童 ・生徒が自ら考え、

意欲的に活動する機会を拡充する。

4. 学習組織や施設活用の充実に努め、市民の多様な学習活動を支援するとともに、 地域における青少

年教育を進める。

5 公民館活動並びに図密館 ・ふるさと博物館の資料等の充実とその機能を生かし、市民の学習の機会

を拡充する。

6 スポーツ ・レクリェーション施設の護側 ・活用並びに指導体制jの充実に努め、地域の活動組織を育

成し、市民の健康づくりを支援する。

7. 家庭教育、学校教育、社会教育の緊密な連携を図り、地域の自然や文化を大切にする態度の育成に

努める。

195352~ } 



学校に4ずける主左教育推進施策と指導の重点

【主な教育推進施策】

日野市教育委員会は、先の教育目標を達成するため、次のことを学校教育において推進する。

1. 人権尊重の教育の推進

日本国憲法に基づき、教育基本法に示された教育の目的を達成するために、学校の教育活動全体を

通して、人権尊重の教育を行い、あらゆる偏見や差別の恨絶に努める。

各学校においては、全教育活動を通して人権尊重の精神を培い、一人一人の児童 ・生徒の個性と創

造性を伸ばし、互いに認め合い、支え合い、励まし合うなど人権を尊重する態度を育む。

また、道徳教育や人間としての在り方生き方にかかわる指導を充実するとともに、男女平等の教育

を推進する。

2. 社会性を育む教育の推進

児童 ・生徒を健全な社会人として育成するために、 郷土を愛する心を培い、 地域社会の一員として

の自覚を促し、地域社会の形成者としての資質を育てる。

各学校においては、家庭 ・地域・関係諸機関等との連携を一層深め、地域に根ざした学校教育を推

進し、児童 ・生徒が地域の自然や文化を愛し、 地域から学ぼうとする心情や人々との連帯感、 地域へ

の帰属意識を育む。

また、社会人講師の活用や、地域の自然 ・文化を積極的に教育活動に取り入れるなど、指導内容 ・

方法を改善し、社会性を育む教育を推進する。

3 環境教育の推進

地球上の全ての生命の生存と尊厳に重大な影響をもたらす事象に関心をもちその保全に配慮、した望

ましい働きかけのできる技能や思考力、判断力を身につけ、よりよい環境の創造活動に主体的に参加

する態度を育てる。

各学校においては、児童 ・生徒が全教育活動を通 して、自然、をいつく しむ心を育てるとと もに、環

境の保護や改善に主体的に働きかける行動力や実践的な意欲、能力、 態度を育む。

また、日常の教育活動において、環境副読本「美しいまち日野」の活用を図るなど、環境教育を推

進する。

4. 国際理解教育の推進

国際的な視野をもち、 世界の平和に貢献できる児童 ・生徒を育成するために我が固と諸外国との生

活や文化の相違を理解し、これを尊重する態度を育むとともに、コミュニケーション能力の育成に努

め、進んで国際社会に参加・協力できる能力と態度を育てる。

各学校においては、我が国の風土、生活様式、人々の生き方や考え方などの学習を通して、自国の

文化や伝統について理解することや、国際協力に果たす個人や国家の役割について主体的に学ぶ態度
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を育む。

また、全教育活動を通して異文化理解の機会や、国際的な交流の機会を生かして 、さまざまな人々

とのふれあいを通して、国際社会に生きる力を育む教育を推進する。

【指導の重点】

各学校では、教育研究 ・研修を充実し、教師一人一人が識見や指瀞カを高め教育活動を充実するとと

もに、家庭 ・地域社会との連携を一層深め、開かれた学校としての教育活動を展開する。

さらに、次のこ とを日常の教育における指道の重点として、学校教育の一層の充実 ・向上に努める。

1. 学習指導の改善 ・充実

各学校においては、次の点に重点をおいて、個に応じた指噂や体験的な活動を重視するなど、指導

内容・方法並びに評価の改善を進め、各教科等の基礎的・基本的な内容の定着を図るとともに、柔軟

な思考力や創造力、表現力を育成するなど、生涯を通して学び続ける意欲と態度を育む。

(1)学校評価を年聞を通して計画的に実施し、自校の年間指滋計画を生かして計画的 ・組織的に教育

活動を展開するo

(2) 小集団による個を生かす学習活動、ティーム ・ティーチングによる学習指噂、体験を基にした学

習活動、 地域の素材を生かした指導など、児童 ・生徒の学習過程に視点をおいた実践 ・研究を行う。

(3) 指導内容 ・方法、指導形態を創意工夫し、児童 ・生徒の側に立った学習指導を行うなど、各教科

等の特性を生かし、自ら学ぶ意欲や生涯を通じて学び続ける基礎を培う学習指導を積極的に行 う。

(4) 積極的に教育機器や、学校図自館を活用し、情報を選択し活用する能力を高める学習活動を行う。

2. 生活指導 ・進路指滋の充実

各学校においては、次の点に重点をおいて児童 ・生徒が生き生きと意欲的に生活することができる

よう、教育相談を積極的に進め、一人一人の児童 ・生徒のよさを深く理解し指導 ・援助するなど、全

校的な指母体制を一層充実して 、組織的・計画的に生活指導 ・進路指導を行う。

(1) 学級経営の充実に努め、一人一人の児童 ・生徒の自己存在感を高める指導を計画的・継続的に行

い、互いに認め合い、励まし合い、支え合う態度を育成する。

ー(2) 学級活動等の指噂内容 ・方法を創意工夫し、児童 ・生徒が自己理解を深めて、将来にわたる生き

方を考え、主体的に進路左選択する能力と望ましい勤労観 ・職業観を育成する。

(3) 児童 ・生徒の奉仕的な活動など、社会活動への参加を一層促進し、地域社会の一員としての自覚

を高める。

(4) 家庭 ・地域 ・関係諸機関との連携を密にして、人と人との関わりを重視した指導の徹底に努め、

健全な児童 ・生徒を育成する。

3. 健康 ・安全指潟の充実

各学校においては、計画的 ・組織的に、生命の大切さを十分指導し、健康 ・安全についての理解を
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徹底させ、自ら進んで健康の保持・増進や体力の向上を図る能力と態度を育成する。

(1) 児童・生徒が自ら進んで運動に親しむ態度を身につけ、心身を鍛え、生涯にわたってスポーツを

継続することができるよう指導内容・方法を工夫し、体育活動の充実に努める。

(2) 全教育活動を通して、性教育を組織的・計画的に行い、児童・生徒が人聞の性やエイズに関する

理解を深め、成長過程における課題に適切に対応できるよう指導・援助する。

(3) 計画的・組織的に安全指導や安全管理を徹底し、事故防止に努める。

(4) 多様な事態を想定した避難訓練等を計画的に実施し、学校における震災等に対する安全指導を徹

底するとともに、学校の防災計画の周知徹底を図る。

4 心身障害教育の充実

各学校においては、交流教育や理解教育を積極的に進めるとともに、個別の教育プログラムによる

指導の展開等の研究を深め、心身障害教育を充実する。

(1 ) 心身障害理解教育を推進し、児童・生徒・保護者並びに全教職員の理解を深める。

(2) 障害の種類や程度に応じた適切な教育計画と指導内容・方法について創意工夫するとともに、児

童 ・生徒の実態に即した交流教育を推進する。

(3) 家庭、医療機関及び関係諸機関との連携を深めるとともに、継続的な教育相談活動を一層充実す

る。

(4) 児童 ・生徒理解を基に個別教育プログラムを作成し、小集団による指導や個別の指導など、指導

内容・方法を創意工夫し、 一人一人の発達課題に即した指導を行 う。

5 幼児教育の充実

各幼稚園においては、幼児教育にかかわる研究・研修を充実し、幼児一人一人の発達にともなう課

題を適切にとらえ、豊かな人間性を育む教育内容・方法の改善・充実に努め、人間形成の基礎となる

心情、意欲、態度を育む。

(1 ) 幼児の生活実態や心身の発達の筋道をふまえ、教育内容・方法を工夫・改善し、幼児一人一人が

十分に自己を発揮して活動できるようにする。

(2) 身近な人と積極的にかかわる活動などを通して、基本的な生活習慣や社会性を育み、人間として

の在り方生き方の基礎を育成する。

(3) 地域の特性を生かした教育活動を充実することや、幼児の興味や関心、意欲を大切にして十分に

遊び込める環境を用意して、豊かな感性を育み、表現力や人とかかわる力を高める。

(4) 小学校や関係諸機関、保護者、地域社会との連携を図り、家庭や地域社会に聞かれた幼稚園教育

を展開し、幼児の健全な育成に努める。

※学校を、園・学校に、児童・生徒を、幼児・児童・生徒に読み代える。
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東京都教育委員会の教育目標

東京都教育委員会は、人間尊重の精神を基調とし、心身ともに健康で、知性と感性に富み、人間性盛

かな児童 ・生徒の育成を目指し、都民が生涯を通じて主体的に学ぶことのできる生涯学習社会の実現を

図り、もって、普遍的で個性盛かな文化の創造 ・発展と豊かな社会の形成に貢献することを期して、

次の視点を基本として教育を推進する。

1. 高齢化、情報化、国際化など社会の変化に伴う学習需要の増大に対応し、家庭教育、学校教育、社

会教育を充実し、相互の緊密な連携を図り、都民の生涯にわたる学習を支援する。

2. 学校教育においては、自他の生命を尊び、勤労と責任を重んじ、自主性と創造性に富み、社会連帯

意識をもち、広く国際社会において信頼と尊敬の得られる都民の育成を目指し、生涯にわたる学習の

基礎を培う教育を推進する。

3. 社会教育においては、多様な教育機関と連携し、都民が、生涯を通じ、自らの課題に即して、あら

ゆる機会、あらゆる場を利用し、生活上、職業上の資質を高め、文化的教養を深め、スポーツに親し

むことのできる環境を醸成し、生涯学習の振興を図る。
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学校教育の課題と指導の重点

東京都教育委員会は、先の教育目標を達成するため、学校教育において推進すべき課題を明らかにし、

そのために必要な、日常の教育における指導の重点を設定する。

各学校においては、教師一人一人の識見や能力を高め、校内の指導体制を確立し、家庭や地域社会と

の連携を一層深め、聞かれた学校としての教育経営を展開して、学校教育の一層の充実、向上に努める

ことが大切である。

学校教育の課題

人権尊重の教育の推進

日本困惑法の精神に基づき、教育基本法に示された教育の目的を達成するため、また児童の権利に関

する条約等の趣旨を尊重して、学校の教育活動全体を通して、あらゆる偏見や差別をなくし、人権尊重

の教育を徹底することが重要である。

特に、各学校においては、人権尊重の精神を培い、一人一人の児童 ・生徒の成長 ・発達と自己実現の

達成を図る同和教育の推進に努める必要がある。

また、障害のある人に対する理解を深めるとともに、連帯感の育成に努めることが大切である。

さらに、人種、民族、性別等を異にすることによって 、児童 ・生徒の人権が損なわれることのないよ

う十分配慮するこ とが大切である。

社会性を育む教育の推進

児童 ・生徒を健全な社会人として育成するためには、 地域の人々や自然、文化との接触の機会を通し

て、人間と環境とのかかわりについて理解を深めるとともに、地域社会の一員としての自覚を促し、郷

土を愛する心を培い、地域社会の形成者と しての資質を養うよう努めることが重要である。

特に、各学校においては、地域の自然、や文化を積極的に学校教育に取り入れることにより、自然や文

化を愛し、地域から学ぼうとする心情や人々との連帯感、地域への帰属意識を培う必要がある。

また、学校のもつ教育機能や施設 ・設備を地域社会の人 に々広 く開放し、生涯学習 ・生涯スポーツの

充実と振興を図るとともに、児童・生徒の奉仕的な活動への参加を一層促進することが大切である。

国際理解教育の推進

常に国際的な視野をもち、世界の平和と人類の幸福に貢献することのできる国民を育成するためには、

国際社会の中に生きる日本人としての自覚を促し、進んで国際社会に参加、協力できる能力と態度を養

うことが重要である。

特に、各学校においては、我が国の風土、生活様式、人々の生き方や考え方などの学習を通して自国
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の文化や伝統についての理解を一層深めさせる必要がある。

また、国際都市東京の実態に即 し、国際的な交流の機会等を生かして相互理解の基本となるコミュニ

ヶーション能力の育成を図り、教育活動全体を通して、世界の人々の生活や文化に対する理解を深め、

これらを尊重する態度を育成するとともに、国際協力に果たす個人や国家の役割を正しく認識させるこ

とが大切である。

なお、外国人児童 ・生徒については、充実した学校生活を送ることができるよう配慮することが大切

である。

指導の重点

学習指導の改善・充実

自ら学ぶ意欲をもち、社会の変化に主体的に対応できる児童 ・生徒を育成するためには、一人一人の

個性や能力を生かす指噂の徹底を図り、学ぶことの楽しさや成就感を体得させることが重要である。

各学校においては、体験的な活動を重視するなど指導内容 ・方法及び言平価の改善を図り、児童 ・生徒

が各教科等の基礎的 ・基本的な内容を確実に身に付け、 柔軟な思考力や鐙かな創造力 ・表現力を育成す

るとともに、生涯を通じて学習を継続する意欲と態度を養う必要がある。

特に、学習の遅れがちな児童 ・生徒や心身に障害のある児童・生徒に対しては、一人一人の実態を適

切に把渥し、能力、適性が十分伸長されるよう指導の徹底に努めることが大切である。

また、情報化社会の進展に対応するため、児童 ・生徒の発達段階に即して、情報を主体的に選択し、

活用してし、く能力と態度を養うことが大切である。

生活指導・進路指導の充実

盛かな心をもち、たくましく生きる児童 ・生徒を育成するためには、個性を生かし、社会の一員とし

ての自覚を高め、社会規範を守る態度を育て、自己実現を図る能力と態度を身に付けさせることが重要

である。

各学校においては、児童 ・生徒が生き生きと意欲的に学校生活を送ることができるよう、一人一人の

児童 ・生徒に対する理解を深め、保護者の要望を十分把纏するとともに、教育相談を重視するなど全校

的な指母体制lを一層充実して 、組織的・ 計画的に生活指渇 ・進路指導を行う必要がある。

特に、生活指導については、家庭、地域社会及び闘係諸機関との通機を密にして、問題行動の要因を

把爆し、人と人とのかかわりを重視した指噂の徹底に努め、児童 ・生徒の健全な育成を図ることが大切

である。

また、進路指導については、児童 ・生徒が自己理解を深め、将来にわたる生き方を考え、主体的に進
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路を選択する能力と望ましい勤労観・職業観を身に付けることができるよ う指導内容・方法の改善・充

実に努めるとともに、進路選択に当たっては、生徒の能力・適性や進路希望等に基づいて適切に助言 ・

援助する ことが大切である。

健康・安全指導の充実

児童 ・生徒が、生命を尊び健康で明るく活力のある生活を送ることができるようにするためには、児

童 ・生徒の健康づくりに努めることが重要である。

各学校においては、教育活動全体を通して、生命の大切さを十分指導し、健康 ・安全についての理解

を徹底して、自ら進んで健康の保持増進や体力の向上を図る能力と態度を育てる必要がある。

特に、児童 ・生徒が自ら進んで運動に親しむ態度を身に付け、心身を鍛え、生涯にわたってスポーツ

を継続することができるよう体育の充実を図る必要がある。

また、性にかかわる指導においては、人間の性やそれとのかかわりの深いエイズなどに関しての理解

を十分深めさせ、成長過程における課題に適切に対応できるよう援助 ・指導することが大切である。

さらに、体育活動や日常生活における事故及び交通事故の防止に努めるとともに、地震などの災害に

対して児童・生徒の安全を確保することが大切である。

(注) ["児童 ・生徒」とは、幼児 ・児童 ・生徒・ 学生をし、う。
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日野市の教育目標及び学校に~竹る主ま教育推進施策と指導の重点

.21世紀ι向けての晶(J<1<.の
観点{臨11<審)

』 個性直観の臥削
2 生u学割体晶への修行
3 変化への対応
011<宵"fi!町轟・のt且暑のねら
い{敏.審}

t 量かな心配もち、た〈 まし
〈生きる人間の宵匝

2 自ら学ぶ意欲と社会17)~化
に主体的に対応できる能力の
宵院の直観

3 闇民と Lて必JIl!とされるA
a量的・晶毒;的な内容を匝俊市
倒性を生かす"宵の充輿

4 国際理解を標的、技が闘の
文化と伝統を嶋監する態度の
宵戚の値観

字 樹』旨喝 の民政i!t.充 実

・轟礎的・』車ふ的な内容のm噂。
.個性を生かす敏宵の充実.
-術調車内容.)1法.評価の劫嘗.
.柔敏な思考力ぞ創造力町胃11..
.生温含通して学びaける書、歓と
.度を育成.

1 牢校野舗の "曲目ド以1晶、年間
指噂計画による指湯舟民側.

2 小聾図による学習活動 ←ム
' ~fチγ民 件般的な学習活動 . . 
埴繊の*t.lを生かした揃iI.

3 l1IiI内容.)J訟や描a・m・m.， .. 工夫.告敵"の特性を生か
し .自 ら学五..歓~I& ぅ .

4 11<宵・勝や学校図・館唱<16m
l..情"を迦択し樋川する飽力
を高める.

主任会

・融務 HT-fl
.1.1lilk噂仁{I;白
.保健上fr.a
・血路柵噂l'{I~ 

.制噴:上(f.企

.体宵主任企
・I.'l食 w会

敏宵目楓

1 U他官時l厄する心世かな人間性~1tLr
2. f.ょく まし く生きる健やかな体t育む
3 自ら学び銃ける意欲と能力を宵tr
4 自燃や文化を大切にする態血t育む
且 同際社会に生きる能力と態度を宵む

社会性を背t，晶背の般i血

・地域の ドl燃や主化~II置他的
に牢俊晶宵に取。入.11..地域
に似ざした学校晶宵を般道.
.児量生徒が地騒の自燃や文
化を愛l..地紙から宇ぽう と
する心情や人々との必僻担匹、
地域へり柑M庫織を宵u.

生活指iI'，革路指導:!f!lo!

.社会脱舗を守る脳症を宵応

.自己実現世図る能力を育成。

.瞳宵lIJI直活動の充実.
・児童・ 生徒題解の深化.
.校内の指噂体制の充実.
.組織的・針由伊Jに指噂。
i 学級陸宮町充現に努め.一人
一人を生かす指噂の.庄司ピ闘り
自己存在感を高める指iI.

2 主体的に道路を遭訳する能)l
と掴ま しレ働骨観 ・・:.観世宵
成する指噂.

3 '"仕的な活動など祉企活動へ
の.加の促道.‘ 軍艦・地厳・関係縦割匝聞との
;l!1!lと人と人の関hりを肱観 し
た指喝を自陣底.

岳 民 会

・人欄嶋隆雄造委員虫
・邑宵..周研究機進聾I!会
(鳳!UI:宵)
(生き方岨宵 )
(9Jjc平帯量禽 }
(国瞭理解轟宵}

.侵集iII:・*員企
・情報畠宵惟温醤白金
.8t牢相続司書員企
・牢校週 5 日制検J，J~U ~
.相1級学級運営l'閥会

健肱・ 安全 fIj喝 の 先史

・兇直・ 吐徒四心とからだの健
康づ〈 りの惟温。

."幽的 ・組般的ι生命的人凶
さt寸ー分に』旨噂.

-陣取の保持・ 2植逝'!'件)Jの向
上世間る雌hと鰻度の宵f且.

2 自ら進んで運動に観L{，)I!l
i皇自育成、生弘にわた。τス
ポーツを継続できるよう 指噂
内容・方法を工夫.

2 位&宵を飢B量的・ I1由的に
tJい.人間の位'f"ιイズに闘
する理解を様める術噂.

3 I十画的・組織的な安全附海
十安全管理と事紘防止町徹底

4 避雌訓練のE函O'f.l!Mo 防
災計画の周知徹底.

研修 会

・干:仕民仇刷1)
.品峨噂門研師
.量官a軍地掛修
・宇惜揃噂弘前1)
'l!I:劇研修 '!I.!防酬脂
.初任者研修
'l!I:宵H磁研修
.学校保健制修
・幼児l!I:宵研修
.骨値!I!健研修
・骨積骨119研修

-東京lIIi宵要員告の敏宵目.
1 社会の~化に対応l..家庭

・学校・ 社会組曹の充実と緊
密な連"を図り.生涯にわた
る学習を推遇する.

2 自他の生命を噂日、働労と
責任を重んじ.自主性と創造
住に富....社会連情意楓をも
ら.生涯にわたる芋習のJIi・
を培う魯宵を抱巡する.

.学佼"曹の舞踊
-人偏尊重の舷宵の推進
・社会性を宵む"宵の推進
.闘由理解敏宵の雄造

。指iIの量点
・宇習111.の故聾 ・充実
・生活指噂・ 進路指.の充史
.健庫・安全指導の充実

同 瞭 理解 "宵の 他 進

同僚的な視野を持ち.世界
の平和に..できる児童・生
徒を宵ぽする.設が固の風土
曹の学習を通して、自国同文
化ぞ伝統について理解するこ
とや、 閣僚臨力に畢たす個人
や凪草の役割を主体的に宇ぶ
鰍度を育む敏宵を雄巡する.

u身障省 4量宵 の 充実

.教師.~置の袋網・充襲。

幼児組育の克輿

-人間形成の革慢となる心情.2飢餓度の育応・指導内容・方法の故曹・充実。
・交ll.宵・理解"宵の娘道.
."宵プ"グラムによる術専の
展開帯。研究の推迎。

l 心身陣書型解敏宵を推進し
児童・ 生徒・保.者."・員
町屋"を傑める.

2 陣1!J17)種煩ぞ程度に応じた
直切な&宵計画と指届車内容・
方法の工夫.肥宜 ・生徒の!I!
簡に闘した交11..膏の権道.

3 I匝隆.庖般債関車び関係諸
.闘との遍I!l.継観的な"宵
相援活動の充実.

4 .量宵プログラムιよる指轟
方法町工先車嘗.

凶館会

かな心、健宇かな体世婿
う指噂。

l 幼児の生活実鼠や心身の
J5遣の筒道を踏 まえ..宵
内啓・方法を改・.

2 身近な人と積‘的にかか
わる活動、Ji志的な生活留
備や仕合性官官唱l.

3 地厳の特性を生かし般宵
活勘を過してllJ>・な感性を
宵J弘、.現力平人とかかわ
る力を高払‘ 小学使宇銅係割量関.保a
者、地蟻祉企との連衡を周
り.幼児の健全な育園』

徹宵資料

・4量JI研修:l1脳協組金
.晶宵n"高ゲース会』匝

・世宵"fi!曹料のf昌則
.画f究鍵勘栂告白

-心身陣省IJ:世般道協Jl
.英IliJli，*司kif連絡量
・学校図画館主任轟筋金
.市&宵研究企
・水肱配級会運営
・膏叢鑑賞&議運営
-科学e宵センター運営
.研究室.鍵継道義員会

.楓境副院本町活刷

."宵.8研究
・祉企科副飽本の治朗
.凶祉副院本町活用
・まどベ個蝿・発行
.".員研究室事業推進
.道路指轟置料集

."宵腫滋蜜tII
・研究書観

制究徒動4除草の雌必(学校.団体.倒人鑓111)">1)1山 ).字技能包 .，止官ゆ1"1・晶柑訓幽・ 宇樹僧噂法曹の研修
岳町雄温.研究1告の充実、敏宵眼目高扇動の充弘 肢内紛修 ・研究の宣雌.学般肪問専による指噂・助宵.量育
開発要員・研究同地区JUI17) 11助.aH開発円値助.円野I!JA'IJd1Jr.n.III!一般肪問・揃噂紡間帯の般道
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4 月

日野市教育委員会学校教育部関係及び日野市立幼・小・中学校(圏〉行事予定表
【各種会議・主任会 ・委u会等、6.:'Hij υ: '1 後 11:全u1 [1町議主刷会議、企 :午前 ・ ;午後 ・ .全日 】

日 曜 午 前 午 後 備考{学校関係) 日

l 土 l 

2 日 2 

3 月 6.再魁用研嘱修託①臓員辞令伝達式10:∞-11:30( 0新舗転補校長 ・教頭辞令伝達式 13:30-14:10( 
3 6.初任者 9:30-11:30( ) 

4 火
6.校長会 ( Ol生服U辞令伝達式 1 3: 30- 1 ~:"0 (市民会館小ホール )

4 

5 水
.m一地区指導主棋連絡会 (八王子市)

-〈職春季員会休議業日 ・終〉 5 

6 本
A小学校入学式 0凶長会 ( A小・中学校始式業式 6 ゐ小学校入学

7 金
A中学校入学式 A中学校入学式 7 

8 土
(体 操 日} 8 

。IJ 9 

10111 
6.幼維閣入園式( ) ム幼稚困入図式

10 

11 火
011野市教官研究会 (

II 

12 水
企指導主制連絡凶議会(都立教脊研究所)

J2 

13木
企学校lIii間協議会(

13 

14 金
6.~控顕会 ( ) -教育委n会定例会 (506)

14
1 -東京都市指導主劇会 ・定例会 ( } 

15 土 15 

16 日 16 

17 月
0生活指噂主任会 {

17 

18 火
企体育保健給食但当指噂主事連絡協議会{ )10学心校身図陣容邸主数任宵推進協議会 (平111台小} 18 0 連絡会

19 水 19 

20 木
企多摩地区Iti羽主事連絡協議会(多摩教育センター 0教務主任会 (

~O [1八ヶ盛砂動教室ol!地踏査

21 金
企教員研修鑑当指噂主事連絡協議会 ( 0保健主任会修①{ 内八ヶ岳移動教室梨地踏査

21 OtlJ任者研 ( 

22 土 (休 業 日)
22 

231 tOI 23 

24 月
O就学相談委H会①( ) 24 0学校経営研修会 (研究誕 )

25 火
企生活指噂担任指噂主事連絡協議会 ( ) O授業者改善研委修突員会 ( ) 25 0初任 施協議会 { } 

26 水
A日野市教育施策連絡会 ( 26 0幼児教育研修会 (

27 木
6.人倫噂重教育推進委員会( 0教育相談ケース会①滋((相l鱗室 } 27 O教育課題研修会 研究室 )

~8 金
。進路ll1il+i任会 {

記且
0研究出~I業推進会U会 (研究i蛍)

29 土 (みとりの li) 29 

:iO 日
側枝記念日{ー中) 30 

• 4/26 (水)日野市教育施策連絡会(

備

考

• 1/l6C+;) I1野地l正凶{仲1:多雌支部定期大会)

nu 

唱
E
A



5 月 【 各種会議・ 主任会 ・ ~員会等 .6 ・午前 0 : 午後 I1 全 11 1 (指導主1師会畿、 企 ;午前 ・ .午後 ・ :全日1

日 曜 午 前 午 後 備考 {学校関係} 日

I I Jj 関圃記念日(=幼〉 I 

2 火
A校長会( ) O学校経営研修会①(研'先輩)

2 企第二地l孟lli場ヨヒij(遁絡会(町山市 )

3 水
(滋 法記念日) 3 

4 本
(体 日} 4 

5 金 (-f (1島町 ~I ) 5 

6 土 6 

71U 7 

8 I )j 
企同和教育指導雄進委員会( O生活指羽主任会(

8 

9 火
|甲日光州教室災地附(日光市)

0心身障曾教背事錐研進修路会議(会(日野五小}
- 新任指導主 ) 側校記念日(ー中)

9 

10 水
|白日光移動教室実蛸査(日光市) 0日野市教育研究会総会( )小学校教育研究会総会( ) 開閣校記念念日((二幼) 10 開 記日 平山小 )

11 木1.岬区市側州国省調査 委員長会( 0研究主任会1!'!(駿専門研修会①(研究室)
11 指噂主事研究会副( ) .，量有益員会AE例会 (506)

12 金l・6園区市街噂別研究会議{
長会( ) 開校記念日(潤徳小) 12 

13 土
{休業日)

13 

14 日 14 

151 Jl 
0教育j{J~斑研修会( 研究室)

15 &生活指噂担当Jlji陣主41連絡会 ・世話人会( ) 

16 火
ι心身障瞥教育但当揃凋主事連絡協援会( >10小学校教科)11図宙開査委日会総会( 甲修学旅行(七生中 )

16
1 企人福尊m教育推進公委員会

17 水
口都一般筋目l・市学校肪問自(第一幼稚周)

17 

18 本 O情報教育般進司噂書員会( )・多摩)地区生術研悔・世話人会
0初任者研修指 &民連絡会( 団山室{仲田小)

18 

19 金
企4量蘭会( ) O道路指噂研主修任③会l( ) 

』量動救護{第一，、}
19 企図際理解4佐官 j;在日外凪人児 ・生&背連協( ) O初任占 学問Jlji品研修会ω{釧兜・3担)

20 上口運動会(四巾} 0科学数脊セ ンター{五小) |門 20 

21 U jn運動会(六小・ ='1')
21 

22 }I O中学学校校経生営活研指修噂会主③任(会( ) 
0 研究当) 口修動敏釜 (111ニ小) 22 

23 
火 口市学校勘問A(百草台小学校)

|口n移動教室 (M四小 〕 23 

2-1 水
0幼児&背研修会{

口口移動教室 (館五小 ) 24 

25 
本 企幼維閥組当指噂主事連絡凶.会{ 0教務主任会( )・多陣地l教区育健銀全姐育研成修行会政②連絡会組( ) 

0'量宵腺胤研究推進~n会 {研究室)
[門甲穆動棚教室記念程日(ー幼 }

{ 久保小}
25 

26 金
企削興占敏拘 ・風!U宣育拙巡司書員会 { 口口移動&室(八小) 26 

27 土{ 休 集 11) |門 27 

211 1.1 211 

29 }J 円市学校11iI:IIA( 11野Mt小学校)
|口』穆動教醐室 (潤記念徳小日 ()六幼 } 29 

30 
火口91女平等教育継進安員会( ) OIUi改醤司書u会+研究奨励受船者鋭明会 (

|口甲山 富 {百革命 l、) 30 0小学校体育主任会 (

31 
水門市学校紡問A (日野第一小学校 )

口口移動教室{三沢台小 ) 31 

備 -日光移動a控室岳拠穆地動踏4世査2量(5仲/9H-i'l5、/10) 
-小 5.八ヶ 重租量(i'TfJH':5/同叶 9).(!I'1一小:5/ 1~-lO). (初ニ小:5/l2~lヨ)、(飢凶小 :5/:μ-2~ ~ (第五小:5/2~-l5)、
(第)¥小:5/26-27). ( 久保小 :5/25-26). (測徳小:5/29-JO)ベ百事台小:5/3D-JI). (三沢台小:5/31-6/1) 

考 -運動会 (5/20:闘中、 5/21:六小.三中)
• 5/2~ (本)地区協定期大会
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6 月 【各種会議 ・主任会 ・聖書員会等.ム ;午前 0:午後 fl:全 '"1 ( lIi導主t評会滋 . :午前 ・ :午後 ・:全日】

日曜 午 前 午 後 備考(学校関係} 日

I 木
0学校経営研修会① (研究室 ) 関口移(動滝教合室.百草台 .七生} l 

{平山小 )

2 金
企錦二地区IIi噂主事連絡会(日野市) O~虫干I lH談研修会(2) (研'先主) 円|口修学移旅動行数 (ー中.三中} 2 

室(11直合小)

3 土
口運動会 (平111中 ) 0科学教育 センター (第五小 ) 白 3 

4 日
口運動会 (:=小} 〕

4 

5 月
0生活指噂主任会4教職専門研修会② ( 5 

口移動救護 (尚幡台小)

6 火
A校長会 ( O心身障密教官推;m凶占星会 (~I 野第三小) 782ESF底上中) 6 

(第七小)

7 水
O日野市教育研究会{ ) l白口移動教室 (南平小} 7 

8 木 企生中活学指佼導音担楽当鑑指賞噂教主室事(連絡協議会 ( 09.!技研修会〈水泳揃導 )(七生猿護学校昼内 プール ) ~鰐525実1j B 
白 日野市民会館)

9 金
A醐長会( 0保健主任会 ( ) 1教職専門研修会③ ( 白口 開校(五小} 9 

修学旅行{ニ中)

10 土
側校 (三小)

10 (体操日)

11 日
白

11 

12 月
Cl進路指場主任宿泊研修会 ( !甲移動教室(旭が丘小)

12 

13 火
白.a.lI!京仰J!i指噂主事会 ・定例会 (日野市)

0教育課凶研究推進~U会(
[白口移動教室(平111台小) 13 

14 水
円郡一散 鮎!日1・fli学校紡問B(鈎二小学校) 0'1'学校教育研究会 (

|弘 山(東光寺小}
14 

15 木
0学校経営研修会@ (研究室 } |口 15 

16 金
L'l.~頭会( 0初多任摩者研修生@活指+学iO習研指噂研修会(① ( ) 16 0 地区 究協議会 ) 

17 土
0科学教育センター(第五小)

17 

I!I日 口 週ilJ会(ー中.大飯上中)
印日光移動教室(第 l直)

18 

19 月 19 

~O 火
0授業改善題委員会 ( ) 
0教育課研修会同 (研兜五) 白円 u光砂動教室 <1:s2班 ) 20 

21 水 21 

22 本
0歓喜事主任会t教職専門研修会① ( 3日光削教室(第 3盗 )

22 

23 金
企在日外白人児童・生徒数育連絡協議会 ( ) 

23 

24 土 {休業日〉 コ 開校(ニ小、尚幡台小) 24 

25 日 25 

26 月
口市学校勧問 B(第六幼稚園) O:J!妓研修会 〈打楽総の指噂 )( 

26 

27 火
企教員研修盤当指導主事連絡協議会 ( ) 0福祉副続本改訂蚕II会 ( 27 

211 水
円-i世肪!悶・司i学校以ir.，B(三沢台小学校) 0幼児教前研修会@ (研究室 )

lコ修学肱ti(平111中)
211 

29 本 企福生担l~息育事教育推進研萎修員会( O;l!伎研修会<.IlIl科隣地研修 )(浅川流域) 29 
円筒指主任宿泊 会{

30 金 白企進路指導担当指導主事連絡協議会{
OtJJ任者研修⑤ ( ) I' O~止背楳脳研修会<D (研究室 ) l口 開開園校 (七幼} 30 

} (六小)

鋼
-小 S 八'rt必6毒ホ事動小蝿aaazJ陸8'《4R三1j事択1.(台勉何aJ5a/丘B旬唱'J喝団‘A1L2一二玉中(叫平1小小小3河》措II'J上百《畑働平中翼MM手山小台;』台卜4小町》小平館3抱叫lν{lv権》合uト合【小~三小1如岬4榊3筋昭、{小台七王一，hJ釈ド前3錦〕台八臥平哨u小小1w11保台.6咽台桝小小日jニl~Z;'脚中』fE66R.覚LH副寺時【取寸l、先ー〈川事貌司仲小七図《，寸剖t軸ー6、A; W6. 中砂叶押7》3《梅司1'''1-:6/7-8) ・4晴、日光(移動 室 lil 

-第 2111(6/20せ 2) 鱗

-第 3班自由 {6/E2~62β3)~4自)陣、
考 -中辺 、修学旅行{第一中、 三中:6/'2-4). (*1&.1::'1' : 6/6-8). (:=d{ol': 6/7-9). (!1!=4': 6/8-11). ('I"IJlol': 6/28-30) 

-連動会(6/3:平111中、6/4:三小、 6/18:ー 中 . 6/21ω申日野地区協(婦人部大会 )

-12 -



7 月 【各種会議 ・主任会 ・望書員会等 .6:午前 0:午後口;全日 1 【指導主事会畿 企.午前 .:午後 ・ :全日 】

日 帰 午 前 午 後 備考{学校関係} 日

1 土
0科学教育セ ンター(第五小)

2 日 2 

3 月
企男女平等教育批進委員会 ( 0生活指導主任会 (

3 

4 火 6校長会 (
0O心小身学障校者体数育脊主推任進会協(滋会 ()百1，l:台小) 4 

5 水
口郡一般紡問・市学校筋問AorB ( O日野市教育研究会 ( ) 0中学校教育研究会 (

5 

6 木 1口a教人尊泌校任受員会 ( ).都市側}主事会 ( ) 
主宿泊研修会 (

0相続学級年運営教委員会 ( ) 
01-2 次顕研修会 ( ) 6 

7 金 I ~園田ι心身附制姐当指導主事連絡協議会 0初任者研修(
7 長会 ( ) ( ) 

8 土
0科学教育セ ンター (第五小}

8 (休業日)

9 日 9 

10 月
0就学制後委日会 (

10 

11 火
企IHJI会 ( ) 0英紺術iJl:W改善委fl会 {

11 企同事l教向指導推巡司書U会 (

12 水
A人憎尊目立教育推進餐員会役目会 〈 .新任lI1iQ主山研修会 {

12 

13木 13 

14 金
企指導主111迎絡協議会 (榔立教u研究所} .m一地区1114主l)(.il!絡会 (多勝市)

14 

15 土 15 

16 日 16 

17 月 17 

18 火 18 

19 水 19 

20 木
&小・中学校終業式

20 

21 金 (夏季休業日・鈎} 21 

22 土 22 

23 日 23 

24 tAh製初任法者研修会〈①漣 ( ) 
月 研修会 動会 ・ダンス)( 

Otllf:f:者研修会⑥ (
24 

25 火
口暫府者研修・宿泊研修会①..2~~次宿泊研 O~背側駿研修会③{ 研究室 )

25 (精虫}

26 水 口A初a世任育相者験研修研修・術会@研(修研会究①室+}2年次宿泊{研情盟)
口科学教育センター夏季腸鹿 I(大成荘 )

26 

27 本 口22者研g・2g研pg(制 ) 口科学教育センター夏季鵬度 目{大IJlttE)
27 A 相続修 ( 究)

211 金 門A初教任宵者相研談修研修・在会i泊⑥研(修研会究①室()消血 ) n科学教背センタ-Jl挙駒直lII(k成fO
28 

29 土 29 

30 I ~I 30 

31 月
口 敏蹴一日研修 {

31 

備

考

-13 -



8 月 【各種会議 ・主任会 ・委11会等 6:午前 0:午後 r1:全111 ( 111場主刷会議 企 :午!Iif ・ .午後 ・ ::全日】

日曜 午 前 午 後 備考(学校関係 〉 日

l 火

2 水 2 

3 木 3 

4 金 4 

5 土 5 

6 日 6 

7 月 7 

8 火 8 

9 水 日

10 木 10 

11 金 "1 

12 土 12 

13 日 13 

14 月 14 

15 火 15 

16 水 16 

17 木
円研究員 ・御岳研究集会 (小学校)

17 

18 金
口研究員・ 御岳研究集会(小学校)

18 口校長一日研修( ) 

19 土 R研究貝 ・御岳研究集会(，陣校校)
研究員 ・御岳研究集会{中学 ) 19 

20 
日 門研究員 ・御岳研究集会 (中学校 )

20 

21 月
口研究員 ・御岳研究集会 (中学校 )

21 6閣民会( ) 

22 火 22 

23 水 23 

24 本
6fIJff省i研修⑤ ( 0初任者研修{ゆ (

24 

25 金
A教育課楢研修会@+初任者研修⑪( 0初任者研修⑫(

25 

26 土 26 

27 日 27 

28 月 28 

29 火 2 ~ 

30 水
M!銭研修会〈社会科隣地研修 >(日野地区 )

30 

31 木
-東京郡市指噂主 ij~会 ・ ;定例会(

31 (夏季休業日・ 終 )

備

考

-14 -



9 月 I 各領会議 ・ 主任会 .~u会~ 6:午liij 0:午後 1-1:全u1 [!I1i早主刷会A員 企 :'I'lliJ・ ;午後 ・:全日 】

日曜 午 前 午 後 備考{学校関係) 日

l 金
• 2学期始業式

{防災訓練) 1
1 

2 土 2 

3 日 3 

4 月
.r.司:fll教fHtii臨推進委H会( 4 0小・水泳記録会(川北)

5 火
6校長会(

5 
0小・水泳記録会(川l軒)

6 水
企学校勧間協議会(

6 0中 ・水泳記録会

7 木 A人多権摩尊地重区教指育導推主進$技連委絡員協会議( ) 0研究主任会(
コ修学旅行(四中)

7 
‘ 金 ( ) 

8 金
6副長会 ( ) O進路指噂主任会③( ) 8 企第二地区指導主事進絡会( 0学潤指噂研修会 4 暫!lfE./': 研修~( } 

日土
(休業1I) 

つ 9 

10 日 10 

11 月
'‘消質者教育 ・環tJt教育推進3駐日会 ( 0生就活学指相噂談主委任臼会会( 11 Oat~ fUiIII1~Q~ ( 

12 火 0心身障改密普教育μJw.進協滋会(kJUJ:'I') 
0妓来 事寄 会 ( ) 12 

13 水
円邸一般訪1m・市学校紡問B(大紙上中学校}

口移動教室(三小)
13 

14木 企生活身偉111省a障教担育当偲指当導指主導事主連事絡連協絡議協会議( ) 0初多任摩地区生活指噂協自研由究協+自現画会 ( ) 白 14 企心 会 ( ) 0 者研修:J!脂 会 職研修'尖施検肘餐闘会(

15 金
{敬老 の 日) 15 

16 土
開校記念日(三沢中)16 

17 日 17 

18 月口市学校肪問H(平1I1小学校) 18 

19 火
企東京都市指噂主事会 ・定例会{ 。教育甥体雌研究推進会餐{il会( 19 0小学校宵主任 } 

20 水
円割i一般肪r.o.市学校訪問自(日野綿一中学校) 20 

21 本
企進路指場組当llii陣主制連絡協織会( 04虫邸主任会(

211 

22 金 44匝限際会理( ) 円運動会{ー中}
企図 解敏宵 1:在日外面人児・生教育連協(

23 土 口(運秩動分会(百的草台日，l}、.組が丘小‘ =沢中) 23 

24 日 口遡動会(七生中) 24
1 

251 JJ 0中学校生活揃噂主任会 (
口修学旅行(四中)

251 

26 火 26 

27 水
n市学校肪nnB(日野郷三中学校) 白 27

1 

211 本 企列y:平等教育撤退醤n会( 28 

29 金 a体宵保健給食担当揃噂主事通絡協自由会( ) 
291 

30 土 30 

-運動会(9/22 ー中. 9/23: 百草台'J \'~ 胞が丘小 =.沢中. 9/24:七生中}

備

考

-15 -



10月 【各種会議 ・主任会・委員会等 6.:午前 0:午後 n:全11] 【指噂主事会議 企 .午前・ 午後 ・ ;全日 】

日曜 午 前 午 後 備 考 { 学 校関係} 日

1 日 口(都運動会
民 の 日)

2 月 口市学校勘附A(日野錦=小学校} 側枝記念日(ニ中、平111中 ) 2 

3 火 。心身障.u教事llfUffi協議会{じ生'1')
:~ A校民会 { 01畳:1i改普~ ll ~(

4 水 口合唱祭{平111中) 4 

5 木
企東京郡市街iJI:主事会 ・定例会 ( o~巳妓研修会〈 理科他地研修 ) (浅川流戚) 口合唱祭(大原上中)

5 

6 金 0情報教育推進修径会①II会 ( ) 6 0学留指噂研 qlJ(王者研修⑬ ( ) 

7 土 7 

8 日 口運動会(幼稚幽)
8 

9 月 口市学校勧11M(ニ沢中学校) O生証医学溜研修会〈 動物円-f育て)(研究室 )
9 

10 火 (体育 の 日) 10 

11 水 0日野市教育研究会( ).0中学校教育研究会 ( ) 
11 

12 木
nili学校訪問A(日野郷八小学校 )

12 

13 金
ムl嵐長会 ( ) o~信雄研修会〈 主l 会利臨地研修 ) (向幡地区 )

13 企教員研修位当指噂主事連絡協議会(

14 土
0科学教育センター(錦五小)

14 (休業日 }

15 日 15 

16 月
企生li'il旨J車但当指a耳主事連絡協議会世話人会 0生活指導主任会(

16 ( ) 

17 火
口市学校紡問A(日野郷五小学校)

17 

18 水
口市学校勘I~m (日野錦四小学校 } 口合唱祭 (ェ中) 18 

19 本
Olt腸主任会 (

~ -多摩地区健全T訂正行政jj!絡会議(

20 金 6.'世蹟会 ( O進路指噂主任会 ( 開校記念日(程久保小)
0保健j任会(

21 土
0就学相談望書民会(

21 O科学教育センタ一関I~.I~陣式(第五小 )

22 日 22 

23 月 口市学校勧問A(鹿久保小学校}
23 

24 火 A人術時l厄教育推進委員会 ( ) 0教官線民自研修会普(委台( ) 口合唱祭 (ー中} 24 企幼稚園担当指導主事連絡協議会 ( O英語指導法改 u会 ( ) 

25 水 門市学校訪問B(第四幼稚瑚} 25 

26 木 ム小学校音業鑑賞教進室望書 (日野市民会館) O音楽鑑賞、教室( 口音楽鑑賞教室 26 -同和書生育指司革推 員会 ・地戚観察(

27 
-同和教育指噂推進委員会・地域観察 ( ) 口合唱祭(ニ沢中) 27 金 企在日外同人児童 ・生徒数育連絡協議会( ) 

211 土
(休 業 u) 211 

29 日 29 

30 月 30 

31 火 企羽虫平等教育推進委員会 ( ) 
31 

備 -運動会 (10/1:一小、ー小.四小.五小.潤徳小.平111小、 八小滝合小.高幡台小.七小、南平小、程久保小.平山台小、東光寺小、

三ー沢幼台、小.仲凹三小幼) 
( 101百. 二幼.--.，.四幼、 五幼.六幼.七割1))

考
• 10/25体)Li野地区協{教研集会 )

一
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11 月 【各舗会議・ 主任会 ・委員会等lo.:午前 0:午後 円 .全日】 【指噂主硲会怠 企 :午前 ・ ;午後・ :全日 】

日 帰 午 前 午 後 備考 {学校関係) 日

1 水
口額一般肪問・ 市学校路間B(仲悶小学校) 開八圃小・校口合(四唱幼祭・ 五幼.中四)小)Dft..~ (七生 I 

2 本
a東京郎市』旨噂主事会 ・定例会(多摩市) 開校記念日{?嵐上中 )I 2 

口合唱祭(七生中

3 金
(文 化 の 日) 3 

4 土
0科学書生育センター(第五小 }

4 

5 日 5 

6 月
企消費占&宵.s国境l!I:育推滋養U会{ O生活指場主任会 1教職削"1研修会⑤( } 

6 

7 火
A校長会( ) O心身障書教育推進路組会(七生養rt学校 )

7 企心身障省教育鎚当指iIJ主事連絡協繊会{

8 水
0日野市教育研究会 ( ) 0中学校教背研究会 ( ) 口合唱祭(七生中)

8 

9 1 ~ 
口市学校助問A(東光寺小学校 )

9 

10 金 A企掴人権民会尊E(E&1t推)進校委員会 {
0保健校主任磁会 ( ) 
O学 園 主任巡絡会{ 10 

11 土 (休業日 ) 11 

12 日 12 

13 月
O家庭裁判所連絡会{

13 

14 火
0綬業故笹委員会{ 〉

14 

15 水
口市学校助問B(日野鶴一中学校)

15 

16 本
A生1i5指噂但当指噂主事連絡協組会( 0，教泌主任会 ( ) ..教験ur.門研修会⑤(

16 0 倒際学級運営~.u会{

17 金
口市学校紡問AUll五幼稚園 )

17 

18 土
O科学教背センター(郷五小)

18 0飢学相談司島民会(

19 日 19 

20 
月n.1i学校紡MA(平山中学校) O生雄学制研修会〈日野町&背史>(研究室)

20 

21 火 21 

22 
水口市学校筋問B(拘置合小学校) 開光校寺記念(南平、 旭が丘、 東

、平IU台、 仲問、四中 } 22 

23 本
{勤労強制のU) 23 

24 
lo.l!I:政会( > O進路指噂主研任修会( ) 24 金 &進路Ilí~草創当J旨噂主唱6連絡凶議会( } 0学習Jl'iiJJ 会 ItilH:ι研修⑬ (

25 上(休 業 日}
0科学敏宵セ ンター (111五小)

25 

261 s 26 

27 }) In市学校筋問A(測徳小学校} 27 

21l 
火 企体育保健給食』目当11í~車主事連絡協組会(

21l 

29 水
n.1i学校，wrJIIl( II.t節凶中学校 }

29 

30 木 30 

-展覧会 (11/17-18: 小.四小.平山小.百郁台小.向幡台小.M!が丘小.ー沢台小.11/17-19: lI!光寺小)

備 -学益金 (11/17-18:二小、三小、五小.六小、潤徳小、仲IU小 11/18・19:八小、 刷平小.平111台小)
. (J-来会(11/17叶 8:滝合小、組久保小. 11/18-19:七小)

考

-17 -



12 月 【各種会議・主任会・l'l'l会等 d:午前 0:午後 il:全11】 [j呂場主lJ>会議 企 :午前 ・ .午後 ・:全日】

日掛 午 前 午 後 備考(学校関係) 日

l 金
A園長会( 1 

2 土
0科学教育セ ンター(第五小) 2 

3 日 3 

4 月
O生活指導主任会(

4 

5 火
O心身障害教育推進協議会 (平111台小)

5 A校長会{

6 水
O日野市教育研究会(

6 

7 木
企福祉教育推進安員会( 0教務主任会 ( 7 

8 金
口市学校紡!日IB(平111台小学校) 0初fl-t研修⑩ ( 8 

9 土
0科学教育セ ンター(第五小)

9 
(体媒日)

10 日 JO 

II月 II 

12 火 df位置事員1会 ( ) 0教育 ~I談ケ ー ス会議( HI~担当;)
12 

企同 IHi指導錐進委員会 (

13 本
企指導主事連絡協議会(高官立教吋研究所} 0中学校教育研究会(

13 

14 木
A人指尊IfI教育推進委員会 {

14 

15 金
0初任者研修実施協議会 (

15 01-2年次教頭研修会(研究室 )

16 土
0科学教育セ ンター{第五小)

16 0就学相談委員会(

17 日 17 

18 月
O中学校生活指現主任会( 18 

19 火 19 

20 水 20 

21 本 21 

22 金 22 

23 土 (天皇誕生日)
23 

24 日 24 

25 月 A小・ 中学校修業式 251 

26 火 (冬季休業日 ・始} 26 

27 水 27 

28 木 28 

29 金 29 

30 土 30 

31 日 31 

備

考

。。
噌

E
A



1 月 【各信会繊・ 主任会 ・軍駐μ会等 ó:'h~r 0 :午後 r1: 全 ~I 1 [指場主刷会鎌 企 ;午前 ・ :午後 ・ ;全日 】

日曜 午 前 午 後 備考(学校関係) 日

1 月
(元旦 )

I 

2 火 2 

3 水 3 

4 木 4 

5 金 5 

6 土
(休業 日)

6 

7 日
(~季休業日 ・ 終〉

7 

8 月
ム小・中学校始業式

8 

9 火
。校長会 ( O心身障省教11推進協議会 ((郷三小学校} 9 

.00ニ地医指噂主#連絡会 ~I事 1 1;)

10 水
企国際理解教育 1在日外凪人児・生教育連協( ) 

10 

11 木
企幼・小・中敏育課脱届出E見明会 { -教育委U会定例会 (506)

11 

12 金
&幽民会 { 0保健主任会 { } 

12 O進路指噂主任会 (

13 土
{体来日 )

13 

1，11 tJ 14 

151 fI 口スキ -.控室{平1I1中 ) 15 
(成 人の日)

16 火
...幼維l掴証l当ltiiIJ主事連絡協議会 ( 0O小綬学業校改体a育E主任会 ( ) 16 

事静 μ会 ( ) 

17 水
円四l一般肪問・市学校訪問AorB( 幼稚刷)O日野市教育研究会 ( ) 0中学校教背研究会 ( ) 17 

18 本 企ゐ多人摩指地噂区盤指教噂育主推事進連校絡受協民強会会{{ 
0歓趨主任会( スキ ー教室 {ー中) 18 

19 金
ol!l:顕会{ 0初任者研修 O( 19 o.量背腺脳研究推進委民会(

20 土 円0就山学き相談受艮員会 (相談室) 0科学数背センター (第五小) 20 
智Jめ ( iIï~~会館 )

21 日
IlII ~ lIJめ展{市民会館 ) 21 

22 月 n企進市路学指校噂紡担問当A指{導第主三事幼連舷鋼絡協}自白金( } 0生活指噂主任会{
22 

23 火
ι心身障書教育担当指噂主事連絡協級会( 23 

24 水
口市学校筋問B(陶平小学校) 24 

25 本 ...1I0:C締iliJll噂主事会 ・li!例会〈 0研究鍛学主任級会( ) 25 
0111 遡蛍袋U会(

26 .金 円市学校紡問A(日野第六小学校 ) -多摩地区生活断噂研究協:l会( 26 

27 土 (休業 H )
271 

28 日
口スキ-，控室 (四中} 28 

29 n li学校ViMA(七生中学会校(揃} 2¥1 
)1 r ... "is二地区揃J鼻主申連絡 嵐山 }

30 火
企9l虫平等教育推進委U会{ -多摩地区生活断噂研究協!i会{ ) コ 30 

31 水
口市学校勘問日(高幡台小学校) 31 

側

考
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2 月 【各種会議 ・主任会 ・委員会等 6:午前 0:午後口:全日 1 【指導主事会議 企;午前・ .午後 ・・ 全日 】

白隠 午 前 午 後 備考{学校関係) 日

l 木
口市学校紡問A(第七幼稚園)

2 金i巾A閣初長任会者 ( ) 2 
研修宿泊研修会 ( ) 

3 土
|印庇者研修宿泊研修会 ( 3 

4 日
ロスキー教室(七生中 )

4 

5 月 企消費者教育 ・環担宣教育推進委員会( 0生活指噂主任会 ( ) 
5 

6 火
A校長会( 0心身障笹教育推進協議会 {百草台小) !白 6 

7 水
口敏顕研修会 (研究室)

|口スキ ー教室(三沢中 )
7 

8 木
企教員研修担当指導主事I連絡崎議会( ) 0教育課程届te説明会 ;心障 2∞へ小・中 3:00-，。

8 
口 スキー教室(三中 )

9 金
o~生有線製絹Ul説明会 ;幼稚凶 :1:∞~ |巾| 9 

10 土
(休業日} 白開校(一小、 三沢台小) 10 

11 日
{雄凶記念の日 ) 11 

121 H (振替休日} 12 

13 火 13 

14 水
0中学校教育研究会 ・研究発表会 (

14 

15 木
企生活指噂犯当指噂主事連絡協議会 ( ) 

15 

16 金
A敦賀直会 ( ) 0学世間噂研任修連会⑥絡4初任者研修o( 16 企在日外凶人児童・生徒数育述絡協議会{ )10学校凶由主 会 ( ) 

17 土 17 

18 日 1スキ ー教室(ー中) 18 

19 月
O中学校生活指噂主任会 ( } 

19 

20 
火 企東京邸市街噂主事会 ・定例会{ ) 0綬業改普委目会( 1 20 

21 水
O日野市教育研究会 ・研究発表会 {

21 

22 木
企同事Jf生育指週革推進委員会( 0教育相指司談事ケース会議貝 ( ) 22 0英話 法改善委 会 ( ) 

23 金
0教育謀題研究推進安n会 ( 23 

24 土 (体操日}
24 

25 H 25 

26 月
企体育保健給食担当指噂主事連絡協援会( ) 0研究室iI~築舵進委臥会・報f句会 ( 研'先当 ) 26 

27 火
0情鰍教育推進委n会( 27 O多摩地l互llJ.tf推進<!'U会 ・研究発必{多雌教育セン ター)

211 水 ~ II 

29 本
om談学級運営妥u会{ 29 

-中学校移動教室〈スキー教室 >( 中学 :21 - ). ( 中学 :21 - ). ( 中学 :21 - ) 
備

考

ハU。L



3 月 【各種会議 ・主任会 ・委員会等 d :午前 0:午後 円 :全日1 【指噂主事会議 . :午前・ ;午後 ・ :全日 】

日 幅 午 前 午 後 備考(学 校関係 〉 日

l 金 A園第長二会地( ) OO授初業任改者善研委修員O会(ト研究)奨励受給者発表会 ( 開校記念日{七小 )
企 区』曽噂主事連絡会 {八王子 }

Z 土 2 

3 日
口スキー教室 (大極上中}

3 

4 月
企生活指導担当指噂主事連絡会 ・世話人会( ) O生活指噂主任会 (

4 

5 火
。校長会 ( 0心身障省教育推進協議会 ・発表会(日野五小) |白 5 011:職研修実施凶議会(

6 水
d人樋尊重教育推進委員会( O日野市4佐官研究会( ) 0'1'学校教育研究会( ) 

6 

7 木
企人指尊麗教育推進校香員会{ ) 0教務主任会 (

7 I 

8 金
ゐ指噂主唱師連絡協議会(部立教育研究所 ) 0保健主任会(

8 0進路!liilJ主任会(

日 土
(休 業 臼)

9 

10 日 10 

11月
企進路指噂組当指噂主事連絡協議会( 0就学相談委U会( ) 

11 

12 火 A教育灘艇届出受付( ) ( ) ( ) 0教育E単位IUiIU受付 ( ) ( ) ( ) 12
1 

13 水 dJ位背課程抽lUl受付( ) ( ) ( ) OlJ.ü線~IUi IU交付 ( ) ( ) ( ) 13 

14 木 d教育際経脱出受付 ( ) ( ) ( ) 0敏背際魁絹IU受H( ) ( ) ( ) 14 

15 金 。東教願京会 ( ) 
企 部市指導主事会 ・定例会 ( } 0'位背腺魁脳LlI受H( ) ( ) ( ) 15 

16 土
d幼稚鋼修了式 (

16 

17 日 17 

18 月 A教背銀盤届出受付( ) ( ) ( ) 0教育腺程届出受付 ( ) ( ) ( ) 18 

19 火
企教育課催脳11I受付 ( ) ( )【 ) 0'虫背線魁lul出量H( ) ( ) ( ) 19 

20 本 (# 分の 1I) 20 

21 本
A中学校卒業式

21 

22 金 A教育銀製脳111受付( ) ( ) ( ) 0'世背線~~量出受付( ) ( ) ( ) 。小学校終業式 22 

23 土 (休 業日) 23 

24 日 24 

25 月 d小学校卒業式 A中学校終業式
25 

26 火 (轡季休業日 ・始)
26 

27 水 27 

2 ~ 本 28 

29 金
0111([: 1'0研修 ( 29 

30 土 30 

31 日 31 

備

|考
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日野市教育委員会指導室の年間事業計画

A 主任会・委員会等

名称 ねらい ・方針 内容・ 方法 対象

教務主任の立場から円滑な学 -教務主任の職務
教

校運営の在り方について研修す -円滑な学校運営を図る教務主 教
務

るとともに、当面する教育課題 任の在り方
市役所

務
主

について研究協議し自校の教育 -当面する教育課題
又は

主
任 活動の改善・充実に役立てる。 研究室

任
~ 

生活指導についての共通理解 -生活指導上の臨床的対策
. 

を深め、それぞれの学校におけ -学校生活に喜びを感じ、能力 生
中
生 る生活指導上の問題を解決する を十分に生かす生活指導の在

市役所 活

活 指
指 ため情報交換と研修を行う。 り方

又は
導

導
研究室 主

主
任 任

会

中
中学校の生活指導及び学校問 -先生と生徒、生徒間の人間関

中
Aで1:- の協力体制を推進し、生活指導 係の在り方 そ戸1:-
校

市役所 校
生 の充実を図る。 -学校生活に生きがし、を感ずる

生
活 又は 活
指 生活指導の確立

指
導

学校 導
主

主
任

任
~ 

心身ともに健全な児童・生徒 -学校保健の在り方
保

の育成を図るための保健教育の -保健指導の実態と望ま しい在 保

健 市役所
在り方について研究し、 健康・ り方 健

主 又は
安全教育の推進について研究す -分科会研究 主

任
-研究発表

研究室
る。

任
~ 

-22-



名称 ねらい ・方針 内容 方法 会場 対象

中学校の進路指導の基本的な -全体的な指導体制jの確立
進

在り方について研修するととも -進路指導上の問題点の整理と
路 進

に進路指導を交換する 検討
指 市役所 路

進路指導の全体計画 指
導 及ぴ

各学年の指導の重点 導

主 学校 主
進路指導を推進するための

任 任

組織運営
会

指滋資料の作成

福改 小学校福祉副読本「ふれあし、」 日野市小中学校の福枇副読本

祉定 中学校福祉副読本「寿」を作成 の改訂 市役所 改

副委 する。 又は
定

委
読員 学校 員

本会

健作 小 ・中学校における各学校の 小・ 中学校における各学校の

全成 生活指母上の取り組みを日野市 取り組みを集約し資料としてま 市役所 作

育委
全体のものとし有効活用できる とめる。 又は

成

成員 委

資会 ようにする。 学校 員

料

進作
進路指導資料の活用および手 進路学習副読本

路成 引容の作成 「明日への展望」 市役所 作

指委
を活用し、問題点、課題点を探 又は

成

務員 委

資会
る。 学校 員

が}

教推 人権尊重教育推進の視点から、 -環境教育推進部会

育進 市役所
委

課委 4課題を設定し、今後のあり方 -生き方教育推進部会

組員
又 は

について研究する -男女平等教育推進部会
研会 学校

員

究 -国際理解教育推進部会

-23-



名称 ねらい ・方針 内容 ・ 方法 会場 |対象

採

択

委

員

会

教

科

用

図

書

東京都教育委員会の指導 ・助

言を得て、各学校の意見を反映

させ、 地域の実態に即した採択

を行なう

平成 8年度よりの小学校使用

教科書の採択
市役所

及 び

学校

委

員

就
学
相
談
委
員
会

心身に障害のある幼児 ・児童

・生徒の障害と発達の状態に応

じた適切な教育措置をするため

の相談等を行 う。

-東京都教育委員会、教育相談

所及び児童相談所等との連絡

と就学に関する継続相談

・各種専門家による就学相談

校

は

細

学

又

幼

教

育

相

談

員

就
学
指
導
委
員

授

業

改

善

委

員

会

日野市の教育研究課題の解決

を目指し、個性重視の教育や創

造性を育てる教育の具体化を図

る研究を推進する。

-研究奨励事業の推進

• r児童、生徒の願いを生かし、

育てる学習活動」の研究と公

開授業 ・研究協議0

・研究集録の作成

・先進校等の管外視察

委

員

所

び

校

役市

及

学

ケ

ー

ス

会

議

教

育

相

談

事例研究を通して 、望ましい

教育相談技術を探る。

-事例研究 兼

任

相

談

員

教

育

相

談

員
室究研

体

育

主

任

会

児童の健康 ・運動能力の実態

を把握し、その増進を図るため

の具体的方策を考え、学校教育

活動全体を通した体育指導の実

践化と生活化を図る。

-体位 ・体力向上をめざした学

校教育活動全体の検討

・体育科の教科指導の充実を図

る研究 ・研修

・ 「体力づくりの日」の効果的

実践

・水泳記録会、陸上記録会の企

画

市役所

又 は

学 校

体

育

主

任
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名称 ねらい ・方針 内容 . 方法 会場 対象

週検 学校週 5日制の月 2回実施に 教育課程の編成と実施につい
市役所 委

5討 おける教育課程の編成実施評価。 て、調査 ・研究する。
又は

臼委 完全実施へ向けての課題と方
学校 員

制員 策

会

「編 教育委員会と学校とを結ぶ機 • rまどべJの企画、原稿依頼、

ま集 関紙を発行する。 編集、校正 作

ど委 学校
成

委
ベ員 員

」会

児童・生徒が自ら考え主体的 -授業研究の推進
研

に判断し、 行動したりすること -各校の校内研究の敷行 研
究 市役所

究ができる資質や能力の育成を目
主 及 び 主

指した教育活動をさらに充実 ・
任任 現地

発展するための校内研究の進め ~ 
会

方等について研修を進める。

水運 水泳記録会で、児童 ・生徒が -水泳記録会の企画、連絡、調

泳営 日ごろの学習の成果を競い、体 整、運営 市役所 運

記委 カの向上を図るとともに、学校 及 び
営

委
録員 聞の交流を図る。 現地 員

会会

日光移動教室を連合で行うに -日光移動教室の企画、実地踏
日連

光営
際し、円治な運営が行われるよ 査、連絡、調整、運営

運
市役所

移委
う連絡、調整にあたる。 営

及 び
委動

教員 現地 員

室会

F

、U
9
u
 



名称 ねらい・方針 内容 . 方法 会場 対象

人権尊重教育の推進の方法に -人権尊重教育の推進方法の協
人推

ついて検討し、学校における人 議

権進
権尊重教育の在り方について連 -研修会の開催及び人権尊重教 市役所 推

尊 進
委 絡協議する。 育推進校の成果の活用 又 は

委重

教員
また「子どもの人権読本作成 学校 員

委員会」と連携をはかり教師向
育会

けの指導資料を作成する。

情推 社会の情報化への対応をめざ -学校におけるコンピュータの

報進 し、学校教育でのコンピュータ 活用について協議 市役所 推

委 活用について研究、協議する。 -教育方法としてのコンビュー 又 は
進

教員
委

タの活用について研究 学校 員

育会

po 
q
L
 



B 宿泊研修会 (一 日研修を含む〉

名称| ねらい ・方針 内容 方法 対象

児童・生徒の実態と地域に即 -教育課程の趣旨を生かし主体

教 した教育課程の編成と実施をめ 的学習を促す学習指導
千

務 教
主 ざし、他地域を参観したり、情 -学級指導を実践している学校
任

業 務

宿泊 報交換等をとおしての資質を商 の参観
主

研 める。 -研究協議
修 県 任
会

児童・生徒の実態を把握し、 -他域の学校の生活指導

生宿 生活指導の充実を図るため他地 組織とその実践について学ぶ
静

活泊
生

域の学校を診観し、情報交換を -研究協議 活
指 研

とおして生活指導主任の資質を
岡 指

導 導
主究 高める。 主

任会 県 任

全校的な指滋体制の強化・充 -進路指導の指噂計画並び指噂

進宿 突を図るため、他地域を参観し 組織とその実践 群

路 泊
進

情報交換をとおして進路指導主 -研究協議 路

指 研 任の資質を高める。 馬 指

導 導

主修 主
任

任 会 県

一学期の教職経験を話し合い -講話「児童 ・生徒理解の方法
初 宿

指導上の課題について協力して と生活指君主」任 山 新
者泊 解決し教職の専門性を高める。 -研究討議「一学期の反省と指 梨 規. 県 採
新 研 導上の問題点J 清 用

採 究 -自然観察の指導 皇 教

教 他 諭

員 会 「動物 ・植物 ・星 ・川」
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日野市教育委員会研修事業 (A)

116. 研 修会名 回 主 題 期 日(曜)

1 学 校経 営研修会 1 学校改善とインフォームド・コンセント 4月24日(月)

2 11 2 学校組織運営の改善と新しい授業の創造 5月 2日(火)

3 11 3 心の時代の学校経営 5月22日(月)

4 11 4 危機管理体制で臨む学校教育 6月 1日(木)

5 11 5 生涯学習の一環としての学校教育 6月 15日(木)

6 11 6 欧米教育事情と我が国の教育の展望 7月 13日(木)

7 教職専門研修会 1 新しい学力観に立った校内研究の実践的研究 5月 11日(木)

8 11 2 子供社会の規範を生かした生活指導 6月 5日(月)

9 11 3 これからの学校保健の在り方 6月 9日(金)

10 11 4 学校選択、学校参加時代の教育課程の編成 6月22日(木)

11 11 5 学校不適応の早期発見と効果的な対応 11月 6日(月)

12 11 6 三者の視点に立った学校評価と教育課程編成 11月16日(木)I 

13 教 育課 題研修会 1 「児童の権利に関する条約」と学校教育 4月27日(木)

14 11 2 教室の中からの男女平等教育の現状と課題 5月25日(木)

15 11 3 国際化への対応と人間理解の指導 6月20日(火)

16 11 4 心身障害教育の現状と課題 6月30日(金)

17 11 5 発達課題を踏まえた進路指渇 8月25日(金)

18 11 6 豊かな人間関係を育む指導 10月24日(火)

19 学習指導法研修会 1 子供の内面に根差した道徳指導の展開 5月 19日(金)

20 11 2 「関心・意欲」を引き出し高める指導の展開 6月16日(金)

21 11 3 視聴覚機器を活用した指導の展開 9月 8日(金)

22 11 4 感性を育てる指導の展開 10月 6日(金)

23 11 5 ティームティーチングを生かした指導の展開 11月24日(金)

24 11 6 表現力を育てる指導の展開 2月 16日(金)

。
凸

の
L



講 師 会 場 備 考

帝京大学 教授 亀井浩明 教職員研究室 午後 2時 ~

新宿区立余丁町小学校長 下山伸一 教職員研究室 午後2時~

調布市立布田小学校長 山中義男 教職員研究室 午後2時~

府中市立府中第五小学校長 岩木弘勝 教職員研究室 午後 2時~

前千代田区立今川中学校長 五十嵐邦亭 教職員研究室 午後2時~

三菱商事人事厚生部海外子女教育アやるイザ」張江幸男 教職員研究室 午後2時~

育山学院大学講師 神田辰己 教職員研究室 午後2時~

東京女子体育大学教授 伊藤 尭 教職員研究室 午後2時~

教育庁体育部体育健康課指潟主事 山村幸太郎 教職員研究室 午後2時~

帝京大学講師 尾崎政二 教職員研究室 午後2時~

玉川大学教授 甲斐 隆 教職員研究室 午後 2時~

元東邦音楽大学教授 池沢正夫 教職貝研究室 午後2時~

法務省人権擁護委員 平洋f太郎 教職員研究室 午後2時~

国分寺市第三小学校長 安達知子 教職員研究室 午後2時~

元ベル一日本人学校長 森川 苑 教職員研究室 午後2時~

指滋部心身障害教育指導課主任指潟主事 池田敬史 教職員研究室 午後 2時~

多摩教育事務所指噂課指導主事 原 雅夫 教職員研究室 午前 9時~

八王子市教育センター教育研究所長 久家義久 教職員研究室 午後 2時~

昭島市教育委員会指導主事 松本多加志 日野第五小学校
授業者 折笠玉典教諭

午後 1時 45分~

稲城市教育委貝会指滋主事 有馬守一 仲田小学校
授業者 佐藤民男教諭

午後 1時 45分~

東京都立多摩教育研究所指導主事 嶋 治行 潤徳小学校 媛業午者後 消水義路教諭
1時 45分~

多摩市北諏訪小学校長 船田信昭 平山台小学校 授業午者後 小山田ひろみ教諭
1時 45分~

東久留米市教育委員会指導主事 増田吉史 日野第四小学校 度業午者後 団村直樹教諭
1時 45分~

国分寺市教育委貝会指導主事 高橋和維 日野第五小学校 皮業午者後 蔵冗由貴乃教諭
l時 45分~

n
E
 

ηL
 



日野市教育委員会研修事業(B ) 

J伝 研修 会 名 回 主 題 期 日(隠)

1 教 育 相談研修会 1 いじめ問題とその対応 5月 15日(月)

2 1/ 2 子ども理解と教育相談的配慮、 6月 2日(金)

3 1/ 3 子どもの性格と行動の理解 7月 25日(火)

4 1/ 4 学級経営に生かす教育相談的手法 7月 26日(水)

5 1/ 5 現代の子どもの心の理解 7月 27日(木)

6 1/ 6 思春期の心身の発達と健康 7月28日(金)

7 一 ・二年次教頭研修会 1 学校における危機管理と教頭の役割 7月 6日(木)

8 1/ 2 教育効果を高める教頭の事務管理 12月 15日(金)

9 学校保健 研修 会 1 生活科の中の保健指導 10月20日(金)

10 1/ 2 保健室における子どもへの対応 11月 10日(金)

11 学校給食 研修会 I 学校給食の役割 11月 9日(木)

12 1/ 2 輸入食品と子どもの健康 1月 18日(木)

13 幼 児教 育研修会 1 子どもへの語りかけ 4月 26日(水)

14 1/ 2 楽しい植物の栽培 5月 17日(水)

15 1/ 3 幼児の怪我と病気の処置 6月 21日(水)

16 各種実技 研修会 1 楽しく安全な水泳指導 6月 8日(木)

17 1/ 2 運動会に活用できるダンス 7月 24日(月)

18 1/ 3 社会科臨地研修 1(日野地区) 8月 30日(水)

19 1/ 4 社会科臨地研修n(高幡地区) 10月 13日(金)

20 1/ 5 理科臨地研修 1(浅)11の流れ) 6月29日(木)

21 1/ 6 理科臨地研修n(浅川原の生物) 10月 5日(木)

22 1/ 7 打楽器の指導 6月26日(月)

23 生涯学習 研修 会 1 動物の子育てに学ぶ 10月 9日(月)

24 1/ 2 日野の教育史余話 11月 20日(月)
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議 師 il: 場 備 考

東京学芸大学 教授江川 政成 教職員研究室

日野市立七生中学校相談学級 嘱託鈴木清司 11 

日本女子体育大学 教授石川 尚子 11 午後 1:00-3 :00 

東京学芸大学 教授松村茂治 11 午前 9:30-11 : 30 

目白学園女子短期大学 教授真仁田 昭 11 

都立梅ヶ丘病院 医師海老島宏 11 

前日野市立平山小学校 校長内藤 康 11 

前日野市立滝合小学校 校長草刈 喜一 11 

日本体育大学 講師坂入博子 11 兼保健主任会

都中部総合保健センター 心理技術員星 一郎 11 兼保健主任会

前中野区立学校給食会 会長石原美子 11 

日本子孫基金 世話人 三宅 征子 11 

埼玉大学 講師光永久夫 11 

元日野市立日野第八小学校 校長渋谷議ー 第七幼稚園 午後 1:30-3: 30 

立川市立第三小学校 養護教諭 上山美智子 教職員研究室

目黒区立五本木小学校 教諭飯島俊之他 東部会館

立川市立第五小学校 教諭高杉裕子
潤徳小学校体育館

午前 9:30-
板橋区立大谷口小学校 教諭鈴木千鶴穂 午後 3:30

元日野史談会 会長谷春雄他 日 野 町 午前 9:30-11:30

元日野市史編纂室 室長森久保J忠雄他 日 幡

日野市立南平小学校 校長馬場 武
教職員研究室

日野市立日野第五小学校 校長畑石重輝

日野野市市高立幡日野第二小学校 校長宅*山憲一
11 

日 台小学校 校長兼島政邦

中野区立沼袋小学校 教諭大湊 j勝弘 日野第五小学校

元都立多摩動物公園 園長矢島 稔 教職貝研究室

日野市史編集委員会 委員沼 謙吉 11 

※備考欄に時間の記載のないものは、午後 2時から 4時までとなります。
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日野市教育委員会研修事業 (C)

( 1) 初心者コ}ス

研修会コース名 研修会番号 内 ~ 

A.初心者コース A-1 -パソコンの動かし方、扱い方。 ・パソコンの仕組みを知る。

-キーボー ドになれる。 ・簡単な命令でパソコンを動かしてみる。

..........・・........................・・・・・・・・・.........・・・・噛・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー..................ー・・・.

A-2 • BASICで簡単なプログラムを作ってみる。

-汎用ソフト (ハイパーキュープ)の紹介。

(2) 初級コ ースー1

研修会コース名 研修会番号 内 p廿d守'

B.ハイ パーキュ B-1 -ワープロ

一フコース パソコンで文書を作成、編集、保存をする。

B-2 -表計算

電卓として活用し、グラフを簡単に作成、文書に挿入する。

B-3 -グラフ ィックス 図や絵を描く。また、絵や写真をパソコン

に取り込む。描いた絵や写真を作成済みの文書に取り込む。

B-4 -データベース データベースの作り方。

登録したデータの並べ換えや検索を体験する。

(3) 初級コースー 2

研修会コース名 研修会番号 内 n廿h 

C.一太郎コ}ス C-1 -キーボード練習

-文字入力

C-2 -文書の編集 ・印刷

-機能キ ーの活用
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回 数 日 時 研修会場

1 講座 5/16 2 : 00 - 4: 00 日野市立平山中学校

1 講座 5/23 2: 00 - 4: 00 日野市立平山中学校

回 数 日 時 研 修 4Z53‘ Z 場

1 講 座 5/30 2:00 - 4:00 日野市立平山中学校

1 講 度 6/6 2:00 - 4:00 日野市立平山中学校

1 議 座 6/13 2:00 - 4:00 日野市立平山中学校

1 講 座 6/20 2: 00 - 4: 00 日野市立平山中学校

回 数 日 時 研 修 ぷ:z:;込Z 場

2 言箆 座 8/3 9:00 - 3:00 日野市立平山中学校

2 言緯 座 8/4 9:00 - 3・00 日野市立平山中学校

二
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日野市教育委員会の学校訪問

1 趣旨

学校訪問は、教育委員、教育長、学校教育部長、教育庶務課長、学務課長、指導室長、指導主事が

学校を訪問し、学校の教育活動の実態に直接触れることを通し、下記の事柄について、理解を深め、

日野市の教育の充実 ・発展に資する。

① 学校の当面する教育指導上の諸問題への対応を図る

② 学校の施設 ・設備上の諸条件の整備、活用状況を把握する

③ 日野市の教育活動の全体を把握し、教育行政上の参考にする

④ 各学校の教職員との協議 ・懇談を行い相互の理解を深める

① 学校訪問の成果を日野市の教育内容・方法の充実 ・発展に資する

(1) A訪問

2年に一度、教育長、学校教育部長、教育庶務課長、学務課長、指導室長、指導主事が訪問し、

学校経営全般にわたって実態を把握し、教育内容の充実 ・発展のために協議する。

①学校概況、 ②授業参観、@施設・設備の活用状況、 ④諸帳簿閲覧、⑤協議・懇談

なお、教育委員長、教育委員も時間の許す範囲で、訪問する。

(2) B訪問

市教育委員会訪問Aのない学校に指導主事が訪問し、教育指導上の課題について、協議・懇談す

る。

①教科 ・道徳、 ・特別活動の指導に関すること、 ①教育課題に関すること 、③生活指導・進路指導

に関すること 、④授業研究に関すること、 ⑤学級 ・学年経営に関すること、 ⑥指導要録等に関す

ること 、①教育研究・研修に関すること、④教育課程に関すること。

(3) 一般訪問

各学校、各幼稚園の要請に応じ、東京都教育委員会指導主事並びに日野市教育委員会指導主事が

訪問し、 それぞれの学校(園)の置かれている条件に応じ、教職員とともに学校(園 )のもってい

る問題について 、実際的に解決する方途を見いだすなど、隔意のない協議 ・懇談を行う。

ただし、 一般訪問は、 A訪問のない学校にB訪問と合わせて行う 。
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訪問日程

学校 ・国名 訪問日(曜) 種 別 学校 ・園名 訪問日(曜 ) 種 別

日野第一小学校 5月 31日(水) A 日野第一幼稚園 7月 5日(水) A 

日野第二小学校 6月 14日(水) 都 日野第二幼稚園 5月 17日(水) 都

日野第三小学校 10月 2日(月) A 日野第三幼稚園 1月22日(月) A 

日野第四小学校 10月 18日(水) B 日野第四幼稚園 10月25日(水) B 

日野第五小学校 10月 17日(火) A 日野第五幼稚園 11月 17日(金) A 

日野第六小学校 1月 26日(金) A 日野第六幼稚園 6月 26日(月) B 

潤徳小学校 11月 27日(月) A 日野第七幼稚園 2月 1日(木) A 

平山小学校 9月 18日(月) B 

日野第八小学校 10月 12日(木) A 学校 ・園名 訪問日(隠) 種別

百草台小学校 5月 23日(火) A 日野第一中学校 9月20日(水) 都

滝合小学校 11月 22日(水) B 日野第二中学校 11月 15日(水) B 

高幡台小学校 1月 31日(水) B 七生中学校 1月29日(月) A 

日野第七小学校 5月29日(月) A 日野第三中学校 9月 27日(水) B 

南平小学校 1月 24日(水) B 日野第四小学校 11月29日(水) B 

程久保小学校 10月 23日(月) A 三沢中学校 10月 9日(月) A 

旭が丘小学校 11月 30日(木) A 大坂上中学校 9月 13日(水) 都

平山台小学校 12月 8日(金) B 平山中学校 11月20日(月) A 

東光寺小学校 11月 9日(木) A 

三沢台 小学校 6月 28日(水) 都 (種別) A;市学校訪問A

B ;市学校訪問B

仲田小学校 11月 1日(水) 都 都;都一世訪問+市学校訪問B
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教育委員会

委員長

古谷洋 太

職務代理

小松恒夫

委員

黒海保雄

中田俊子

園田 匠

に品。、 学校教育部長

谷 正幸

日野市教育委員会事務局組織

庶務係長

山口義信

施設係長

福永捷吉

主査
安松 巌

学務係長

田 辺 貞 義

保健給食係長

池 田 邦 雄

子

二

清

和

賢

長長

係

村

係

津

員

藤

査

梶

導

小

職

佐

主

指

教

J
j一

長室

沢

導

小
指

教職員研究室長

清水 七 郎

事務次長

高橋喜代子

( 1995年 6月1日現在 )

教育委員会々議、規則、人事、予算、経理契約、文書管理に関する

こと。

学校施設の計画及び営繕 ・修繕に関すること。

学級の編成及び割当、通学区媛、教材、教具の整備、市立幼稚園に

関すること。

教職員、児童・生徒の保健管理、学校の環境衛生、学校給食、安全

会に関する こと。

教育課程の整備改善、学校教育指導、教職員の研修、教育相談に関

すること。

教職員の人事、給与、福利厚生、公務災害に関すること。



む3‘、3

教育長

園田 匠

社会教育部長

加藤侃一郎

「一社会教育係長

社会教育課長斗 鷹取 孝

青山 武 L一 文化財係長
藤井和夫

副主幹
中野 修

社会教育の総合計画、社会教育団体の指導育成、芸術、文化の振興
に関すること。

文化財の調査、保護に関すること。

「一 体育係長 社会体育事業及び市民プール、南平体育館、市営陸上競技場等の管
一一一_j (謀長補佐事務取銀)理、運営、学校開放、体育、レクリ ェー ション団体の育成に関する

体育課長τ一寸 、 こと。
奥住文男 | 

課長補佐
ノJ Lー 主査

関 逸男
殿内 正 彦 井上秀樹

市立図書館長
斎藤隆夫

副主幹
神山正志
小川幸子

庶務整理係長 文書管理、人事、予算、物品及び施設管理に関すること。
(副主幹事務取扱)

奉仕係長 図書館奉仕網の整理、分館の運営、奉仕計画及び蔵書構成の調整に
藤沢和男 関すること。

業務係長 図書の貸出し及び図書館運営の調査研究及び企画に関すること。

中尾順一

主査
若林康子 西村久美子
桝田昌盛 浅野 茂

「一 管理係長
| 高橋 園夫

予算、文書管理、施設の維持管理、物品の保管、施設の利用に関す
ること。

中央公民館長 | 
斉藤好美一一ト一指導係

I (管理係長兼務)

」ー主査

公民館活動の企画運営、成人、青年、婦人教育関係行事の実施に関
すること。

斉 藤 秀 明 小泉尚武
ふるさと博物館長
(部長事務取扱)寸一 庶務係 予算、経理、施設の維持管理に関すること。

I (事務次長事務取扱)
事務次長 | 
梅崎満洲夫 Lー 学芸係 資料の収集、展示、整理、保管に関すること。

(事務次長事務取扱)



教育庶務課事務分担表

課 長宮岸一馬

係 名 職名 氏名 分 担 事 務 内 廿"'" 

庶務係 係 長 山口 義信 1 教育委員会の会議に関すること 。

2 教育委員会の条例、規則の制定 ・改廃に関すること。

3. 労働安全衛生に関すること。

4 給料運鍛。

主事 佐藤ミツ子 1. 教育委員の報酬の支払い及び出張に関すること。

2 教育委員会の対外関係に係る事務及び予算執行に関すること。

3. 教育委員会事務局の予算・決算に関すること。

4 教育委員会職員の休暇等に関すること。

5. 教育委員会事務局及び学校の購読物・帳票類に関すること。

6. 学校職員の職務免除に関すること。

7. 学校の臨時職員に関すること。

8. その他、部及び課内庶務

主 事 山 下 義 之 1 小中学校委託業務に関すること。

2. 特別整備用備品の購入 ・管理事務。

3. 小中学校の校庭整備及び響備に関すること。

4. 学校配当予算に関すること。

5. 予算 ・決算に関すること。

6. 用務員の被服貸与・研修に関すること。

7 学校臨時職員に関すること。

8. 給料運搬

9. 学校の交換便に関すること。

主事 佐藤謙太郎 1. 小中学校のザイムス処理に関すること。

2 小中学校の公共料金の執行管理事務。

3. 決算に関すること。

4. 施設の修繕 ・工事等のザイムス処理。

5. 児童 ・生徒の派遣に関すること。

6 学校の交換便に関すること。

主事 松田江身子 1 小中学校のザイム ス処理に関すること。

2 決算に関すること。

3. 施設の修繕 ・工事等のザイムス処理。

4 教育委員会事務局の文書収受に関すること。

5. 学校の交換便に関すること。

主事 宮津 優 子 1. 学校物品購入に係る契約事務及び単価契約に関すること。

2 高校生奨学金 ・私立高校入学生貸付斡旋に関すること。

3 学校の備品管理に関すること。

4. 特別整備用備品の購入 ・管理事務。

5. 決算に関すること。

6 課内庶務

7 学校の交換便に関すること。
~ 
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係名 職 名 氏名 分 担 事 務 の 内 廿，...，. 

施設係 係長 福永捷吉 1. 係の統括 ・調整に関すること 。

2. 教育施設の整備計画に関すること。

3. 中学校、幼稚園の営繕・施設整備に関すること。

4. 渉外調整に関すること。

主 査 安松 巌 1. 文部省の学校施設補助に関すること。

2 新規事業の統括・調整に関すること。

3 予算 ・決算に関すること。

4 契約業務に関すること。

主 事 小平裕明 1. 文部省の学校施設補助に関すること。

2. 小学校の営繕・修繕・施設整備に関すること。

3. 学校用地の補助に闘すること。

主 事 小峯克之 1. 防衛庁関係補助に関すること。

2 中学校の修繕 ・施設整備に関すること。

3. 委託業務に関すること。

4 係の備品・消耗品の購入に関すること。
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学 務課 事 務分担 表

学務謀長 小寺瑞彦

係 名 職務名 氏 名 事 務 分 担 内 ?{; ・

学務係 係 長 田 辺 貞 義 ① 学務係の予算 ・決算に関すること

② 学校配当予算に関すること

③ 謀予算 ・決算の取りまとめに関すること

④ 幼稚園に関すること

⑤ 新設校、園設置届けに関すること

主 事 管野尚美 ① 課内の庶務に関すること

② 幼稚園使用料の徴収に関すること

③ 幼稚園就園奨励授に関すること

④ 幼稚園臨時職員の雇用、賃金支払に関すること

⑤ 幼稚園、学校配当予算の財務会計執行事務に関すること

@ 学務係の決算に関すること

主 事 宮本喜芳 ① 就学援助費に関すること

② 特殊教育就学奨励費に関すること

③ 学校の備品等に闘すること

④ 幼稚園の設備 ・備品等に関すること

⑤ 幼稚園、学校災害賠償補賞に関すること

⑥ 小 ・中学校予算編成に関すること

主事 佐藤文昭 ① 入学事務に関すること

② 転出、転入学に関すること

③ 学齢簿に関すること

④ 学級編制に関すること

⑤ 学区域に関すること

@ その他就学事務に関すること
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係名

保健

給食係

職務名

係 長

氏名 事務分 担 内 * 廿

池田邦雄 10) 保健給食の全般に関すること

② 学校保健会、給食会等の関係団体に関すること

③ 学校 (園 )医等に関すること

④ 給食関係視察等の対応に関すること

⑤ 通学路に関すること

⑤ 学校給食関係の各種委員会に関すること

主事|園栖光男|① 給食関係委託事務に関すること

② 給食備品に関すること

③ 給食関係予算に関すること

④ 学校給食会に関すること

⑤ 給食関係の統計調査報告等に関すること

⑤ その他給食関係の庶務に関すること

主事|宮津功一 |① 幼稚園、 学校の環境衛生に関すること

② 園児 ・児童・生徒及び教職員の各種健康診断に関すること

③ 日本体育 ・学校保健センターに関すること

④ 学校医等に関すること

⑤ 学校保健会に関すること

@ 養護教諭会に関すること

⑦ 保健闘係予算に関すること

@ 通学路に関すること

主査|縄村和子|① 栄養士、調理員の庶務事務に関すること

② 幼稚園教諭、栄養士、調理員の研修に関すること

③ 児童 ・生徒の就学猶予、免除、指匠等に関すること

④ 栄養士、調理員等の臨時職員の雇用及び派遣に闘すること

⑤ 幼稚園、給食関係職員の被服貸与に関すること
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指導室事務分担表

指導室長 小沢春童

係 名 職 名 氏名 事 務 分 担 内 '$ 

指導係 係 長 小津賢二 校長会 ・教頭会に関すること。

2 指導室関係予算の調整及び執行に関すること。

3 学校図書館事務嘱託員に関すること。

4 帰国児童生徒講師及び外国人英語指導補助員雇用に関する

こと。

5 庁内調査等に関すること。

6 その他連絡調整に関すること。

主 事 楢本 昭 児童生徒用教科書に関すること。

2 グラブ活動謝礼金に関すること。

3 奨学金に関すること。

4 教育相談 ・就学相談に関すること。

5 特殊学級編成に関すること。

6 心身障害児教育関係の予算、各種事業、援助に関すること。

主 事 梅田時万 1 移動教室 ・修学旅行の実施及び援助に関する こと。

2 水泳記録会に関すること。

3 プール指導謝礼金に関すること 。

4 社会科見学、遠足 ・移動教室の届出に関する こと。

主 事 細野智子 1 教科用図書採択、教師用教科書 ・指導書、教材に関するこ

と。

2 教員の研修及び研修関係の都費の支出に関すること。

3 社会人講師に関すること。

4 各種事業委託及び補助事業に関すること。

5 パス補助金に関すること。

6 学校訪問の届出に関すること。

7 教育実習に関すること。

8 音楽鑑賞教室に関すること。

9 都立高校入学選放書類に関すること。

10 指導関係文書の収受、整理及び配布に関すること。
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係名 職 名 氏名 事 務 分 担 内 H廿" 

教職員係 係 長 佐藤 清 1 校長及び教職員(以下「学校教職員Jという)の任免、服

務、分限その他人事に関すること。

2 学校教職員の勤務評定 ・業務評定に関すること。

3 学校教職員の叙位 ・叙勲 ・表彰に関すること。

4 学校教職員の職員団体に関すること。

5 事務 ・栄養土の研修に関すること。

6 その他学校職員に関すること。

主事 赤久保洋司 1 学校教職員の旅費に闘すること。

2 学校教職員の福利厚生に関すること。

3 臨時的任用教職員(産休 ・育休代替教職員 )及び再雇用嘱

託員の社会保険に関すること。

4 日野市教職員互助会に関すること。

5 講師の報酬支給に関すること。

6 学校教職員の公務災害に関すること。

7 学校共通帳票に関すること。

主事 飯野 亨 1 学校教職員の定数、講師授業時数の割当に関すること。

2 臨時的任用教職員(産休 ・育休代替教職員)及び講師の採

用に関すること。

3 学校教職員の履歴の整理 ・保管に関すること。

4 学校教職員の任免、 服務、 分限その他人事に関すること。

5 再履用嘱託貝に関するこ と。

主 事 中谷美枝子 1 学校教職員の給与に関すること。

2 学校教職員の扶養親族の認定に関すること。

3 学校教職員の住民税の整理 ・保管に関すること。

4 学校教職員の給与簿の整理 ・保管に関すること。

5 学校教職員の退職手当に関すること。

6 学校配当予算の執行に関すること。

7 帰国児童生徒講師 ・外国人英語指導補助員 ・巡回指導員の

賃金支払に関すること 。

8 室内の庶務に関すること。
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指 導主事事務 分担

1 教科・領域担当

国語 書写 長谷 川 生 活 長谷 川 体育、保健体育 間 瀬

社 4Z3玄h 長谷 川 音 楽 長谷 川 外 国 語 間 瀬

算数 数 学 間 瀬 図画工作 、 美術 間 瀬 道 徒、 長谷 川

理 科 間 瀬 家庭、技術家庭 間 瀬 特 7J1j 活 動 長谷 川

2. 市教育委員会事業

校 長 ヨ4エ』 長谷 川 幼 稚 園 長 ヨtエ〉 長谷 川

教 頭 ヨtエ〉 間 瀬 教 務 主 任 dzEエh 長谷 川

生活指導主任 fd: 間 瀬 進 路指導主任 dzEコ" 長谷 川

保 健 主 任 fd: 間 瀬 中学校生活指導主任会 間 瀬

研 究 主 任 ぷZ当玄h 間 瀬 体 育 主 任 コ左E〉 間 瀬

給 食 主 任 fd: 長谷 川 研修 (初任者研修、A研修) 間 瀬

就学相談委員 ぷz当コ 長谷川 人権尊重推進委員 会 長谷 川

心身障 害教 育 推進協議 会 長谷 川

授業改善委 員 fd: 長谷 川 情報教育推進委員会 間 瀬

環境 教 育 推進委 員会 長谷 川 学 校 図 書 館 主 任 連 絡 会 長谷 川

日 野市小 学校 教育 研究会 長谷 川 相談学級運営委員会 長 谷 川

日野市中学校教育研究 会 間 瀬 英語指導改善委員会 長 谷 川

科学教育センタ ー運営委員会 間 瀬 初任者研修実施協議会 間 瀬

音 楽 鑑賞教室運営委員会 間 瀬 日光移動教室運営 委員会 間 瀬

情報公開検討委員会 長谷 川 水泳記録会運営検討委員会 間 瀬

進路指導問題協議会 (進指主任会) 日光移動教室資料作成委員会 (日光運営委)

学校週 5 日制検討 委員会 (教務主任会) 健 全育成資料作成委員会 (生指主任会)
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3. 指導事務分担

都教委指導部 ・都研 ・多摩研 長谷川 都教育研究員 ・開発委員会委員 間瀬

国 ・都研究奨励、市研究奨励 長谷川 学校訪 問 指導訪 問 間瀬

教 育 謀 程 届 出 長谷川 教育謀程・年間指導計画 長谷川

研 究 集録 副読本 間瀬 教 材 届 出 承 認 間瀬

遠足、移動教室、修学旅行届 出 間瀬 ま どベ編集 . 発行 間瀬

就 A弓~ -措置替指導 長谷川 東京都市指導主事会、第二地区会 長谷川

行事予定作成、委員会等開催通知 間瀬 教 育 資 料 . 情 報 長谷川

4. 施設・行事

教職員 研 究 教科由センター

文 イヒ 行 体 育 行 事

5. 東京都教育委員会指導事務担当

A寸u一e 校 訪 問 協 議 ぷZ込:;; 長谷川 同和教育指導推進委員会 長谷川

生活指導担当指滋主事連絡協議会 間瀬 道徳教育担当指導主事連絡協議会 長谷川

区市指 irJ主事研究会議 長谷川 幼稚園教育担当指導主事連絡協議 長谷川

心身障害教育担当指導主事連協議 長谷川 安全教育担当指導主事連絡協議会 長谷川

消費者教育推進委員会 間瀬 男女平等教育推進委員会 間瀬

在日外国人児童 ・生徒教育連絡会 間瀬 国際理解教育推進委員会 間瀬

外国人児童 ・生徒教育担当述絡会 間瀬 福 祉 教 育 推 進 委 員 会 長谷川

教員研修担当指導主事連絡協議会 間瀬 体育 ・保健 ・給食担当指導主事連 間瀬

環境教育推進委員会 間瀬 人 権 尊 重 教 育 推 進 校 委 員 会 間瀬

健全育成縫 進 校 香 員 会 間瀬 進路指滋担当指導主事連絡協議会 長谷川

中学校生徒指噂総合推進校連絡会 長谷川 勤労生産体験学習研究指定校連絡 間 瀬

病弱児教育研究協力校連絡会 間瀬
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日野市立教職員研究室

日野市立教職員研究室は、教育に関する専門的 ・技術的事項の研究を通じ、その成果を敷街し、教育

内容の向上を図るとともに、教育関係職員の研修を積極的に進め、その資質の向上を図り、日野市にお

ける教育の充実と振興を図る教育機関として位置する。

1. 日野市立教職員研究室の組織及び運営

日野市立教職員研究室に、室長、次長、事務職員、専門職員、顧問を置く。それぞれの臓は、教育

委員会がこれを任命する。

(1) 組織

一一一一一---l教職員研究室運営審議会 |

教育経営主任

教育経営担当

研修担当

教育情報主任教育相談室主任教育環境主任 事務主任

教育資料担当教育相談担当 健全育成担当 (次長兼任)

教育方法担当 心障教育相談担当図書館教育担当 事務担当

(幼児教育を含む)子供の人権電話 国際理解教育担当

情報教育担当相談担当 科学教育担当
適応指導担当

(2) 職務
文化スポーツ担当

① 室長は、日野市教育委員会の命を受け、教職員研究室を管理し、教職員研究室が行う事業を企

画、運営、実施する。また、その他の事務を掌理するとともに、所属職員を指揮監督する。

② 次長は、室長を補佐し、担当事務を処理する。

③ 指導主事は、研究室の専門職員の指導及ひー助言に当たる。

④ 主任は、各係を統括し、 事業を遂行する。

⑤ 専門職員は、上司の命を受け、担当する事項の研究及び所掌事務に従事するとともに，指導主

事の助言を得て、事業の実施に当たる。

専門職員は、教育相談員、教育指導員 (嘱託員)並びに教育委員会が任命する専門職員をL、ぅ。

⑥ 事務職員は、上司の命を受け、担当事務を処理する。

⑦ 顧問は、教育委員会が任命する学識経験者で、教育研究等の推進のための助言に当たる。

(3) 日野市立教職員研究室運営審議会

教職員研究室の運営について必要な事項を審議する。委員は、教育委員会が委嘱する、学校関係

者、教育行政機関関係者、学識経験者を持って充てる。

(4) 日野市立教職員研究室事業縫進委員会

教職員研究室の事業計画 ・推進について検討する。委員は、教育委員会が委嘱する、学校関係者、

教育行政機関関係者、教職員研究室員を持って充てる。
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2. 日野市立教職員研究室の事業内容と分担

(1) 教職員研究室の事業

① 幼児・児童・生徒についての研究調査及び教育関係職員の研修等に関すること 。

② 教育に関する専門的・技術的事項の研究及び教育環境に関すること。

① 教育に関する資料の整備及び活用に関すること。

@ 教育相談に関すること。

@ 前各号に掲げるもののほか必要な事業。

(2) 教職員研究室事務分掌

① 教育経営係

3. 

・教育経営の研究及び調査に関すること。

・教育関係職員の研究及び研修に関すること。

② 教育情報係

・教育資料の収集及び提供に関すること 。

・教育方法の研究及び改善充実に関すること(幼児教育を含む)

.情報教育の研究及びその活用に関すること

① 教育相談(室)係

.教育相談に闘すること。

・教育相談に関する研究及び学校への援助に関すること 0

.心身障害児の相談及び援助に関すること

・子供の人権電話の相談に闘すること。

@ 教育環境係(第一分室:日野市立日野第二中学校内に世く)

・健全育成に関する研究及び資料提供に関するこ と。

・児童 ・生徒の適応指導及び学習促進に関すること 0

.学校図書館の機能の活用に関すること。

・自然科学教育の研究及び振興に関すること 0

.学校施設の活用に関すること。

⑤ 庶務係

・教職員研究室の事務に関すること 0

.他の係に属さないこと。

教職員研究室職員

室 長 清 水 七 郎

次 長 事務長事務代理 高橋喜代子

(1) 教育経営係 -教育経営担当

-研修担当

(2) 教育情報係 -教育資料担当

-情報教育担当

-教育方法担当

(幼児教育を含む)

(3) 教育相談係 -一世教育相談担当

-心身障害教育相談担当

-子供の人権屯話相談担当

高木宏文

o山口武彦

o村 田 志 信

古 厩 清 夫

志 村 桂 次

石川 紹子

渡浅満子

三宅其美

御子柴万里子

o波多野 坦

(石川輝子

-願問 日本女子体育大学教授(心理学)

東京学芸大学教授(心理学)

都立梅が丘病院児童神経科部長
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小泉宣夫

(星野晴ー)

星 野 晴 ー

影山 健

木村あかね

(片岡千碍子)

片岡千碍子

大野隆久

片岡千蒔子)

石川尚子

松村茂治

海老烏宏



(4) 教育環境係 -健全育成担当

-図書館教育担当

-国際理解教育担当

-科学教育担当

-適応指導担当

(日本語教室)

-文化スポーツ担当

(5) 庶務係 -次 長

主 事

若手 務

4. 日野市戦後教育史編さん室

室長石 井三士

次 長清水春海

5. 教育相談事業

阿部忠志 北原 景昭

o草 苅 和 志 (草刈 喜一 )

江口耕一 草刈 喜一

有泉徹郎 (内藤 康)

内藤 康

高橋喜代子

佐藤 員

小松あさ江 鈴木ゆみ子

若林正治

日野市立教職員研究室教育相談室係は、日野市に在住する幼児・児童 ・生徒(高校生を含む)及び

その保護者を対象とする教育相談に応ずるとともに、学校が行う教育相談への協力・援助を行い、教

育相談活動の促進と充実を図る。

なお、教育相談は、相談員の指導の下、兼任教育相談員が分担 ・協力して行う 。

(1) 相談内容 ・方法

【一般教育相談】

幼児・児童 ・生徒の学習、行動、特徴、性格、進路適正等にかかわる相談に応じ、個性や社会

性を伸長するための助言 ・援助を行う。

【心身障害教育相談】

心身に障害のある幼児 ・児童 ・生徒の発達・成長にかかわる相談に応じ、その適性や能力を伸

ばし、積極的に社会参加できるように相談・援助する。また、一人一人の幼児 ・児童 ・生徒の特

性に側した適切な教育を実現するための相談・援助を行う。

【学校教育相談】

幼児・児童・生徒の学校(園)生活への適応、問題行動等にかかわる相談に応じ、学校、保護

者、関係機関等との協力を得て、幼児・児童・生徒の個性や社会性を伸長するなどの指導、助言

・援助を行う。

【電話相談 】(92-0505 ) 

電話による相談を行う。

【子供の人権電話相談 】(92-2782 ) 

幼児・児童・生徒のいじめにかかわる相談に応じ、適切な人間関係を培う助言 ・援助を行う。

また、学校 ・家庭 ・地域・関係機関との連携を図る。

(2) 斉紐相談員

第三幼稚園 園長 坂口嘉津子 潤徳小学校教諭 川原 田 和 子

日野第一小学校教諭 土方久枝 平山小学校養護教諭 佐藤 ヒサ子

日野 第二 小 学校教諭 矢 野 良 枝 日野第八小学校教諭 若 林 真砂子

日野第四小学校養護教諭 丸山 幸江 平 山台小 学校教諭 中原正毅
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日野市心身障害教育推進協議会

目 的

本協議会は、日野市教育委員会から研究委託を受けて、心身障害教育の充実を図ることを目指し、心

身に障害のある幼児 ・児童 ・生徒に適切な教育を保障するための教育条件の整備、 指導内容 ・方法の改

善 ・充実並びに社会的な自立を促す教育の在り方等について研究するとともに、心身障害児理解教育を

具体的に進め、啓発活動や教職員を対象とした研修、交流教育等の諸事業を企画し実践する。

事業の内容

上記の目的を達成するため、本協議会の事務局を協議会身長校に置き、次の主たる事業を行う。

①心身障害教育の在り方の検討、②固定学級及び通級学級における指導と学級経営の在り方の検討、

③心身障害教育に関する啓発資料の作成及び交流教育の推進、④就学相談の充実と相談活動への協力

と援助、⑤幼児 ・児童 ・生徒の適応状況及び発達状況のf盤、⑤学校における相談組織と機能の充実

⑦進路指導の充実

組織

( 1) 本協議会は、次に婦げる者をもって組織する。

日野市教育委員会教育長、学校教育部長、指導室長、学務課長、指導主事、指導係長、顧問医、

日野市心身障害学級設置校長、心身障害学級担任、各幼 ・小・中学校(国)の教員 (心身障害教育

担当)、教育相談室専任相談員、本協議会4長が指名した者。

(2) 本協議会は、次の専門部を置き、上記の事業を般進する。

ァ.研究部 心身障害教育の在り方、心身障害学級の適正配匠及び将来構想等に関する研究

イ.研修部 心身障害教育に関する研修の推進、啓発資料の作成等に関する取り組みと調査

ウ.相談部 相談活動への協力、幼児・児童 ・生徒の適応状況及び発達状況の把握と担任への援

助

委託の内容

1， 心身に障害のある児童 ・生徒の教育内容・方法の研究

一人一人の幼児 ・児童 ・生徒の障害の特性に応じた適切な指湾内容 ・方法及び評価の工夫 ・改善を

進める。そのために、個に応じた教育プログラムを作成し、個別指導や小集団指追を進め、授業実践

を通して個性を育むとともに碁礎基本の徹底を図る教育の在り方について検討願いたい。

2. 固定学級及ひ通級学級における指導のあり方の備す

固定学級のあり方並びに通級学級の指導と在籍する学級での指導との関連や役割を明確にする。特

に通常の学級に在籍する児童 ・生徒の聴覚 ・言語陪寄書への指導について通級による指導の関連や役割

を明確にするとともに、聴覚 ・言語障害の指噂のための学級の設位について調査研究願いたい。
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3. 心身障害教育に関する啓発資料の作成及び交流教育の推進

日野市全体を視野に入れた心身障害教育に関する啓発資料並びに広報活動を具体的に検討し、 実施

願いたい。

4. 就学相談の充実と相談活動への協力と援助

学校、医療、福祉、保健の各機関の専門性を生かし相互に連携を図り、一人一人の発達を保障する

ために、きめ細かな教育相談を進めるための相談活動のあり方の研究を願いたい。

5. 進路指導の充実

心身に障害のある生徒の個性や能力、適性を最大限に伸ばし将来社会的に自立して生活していくこ

とができるように、職業安定所、商工会議所などの協力を得て、職業体験を通して社会参加ができる

子どもを育てることができるよ う、実践を踏まえた指導のあり方の研究を願いたい。

n
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日野市立小学校科学教育センタ ー

1 目的

児童の謀題意識を基に観察 ・実験などを通して、意欲的に探究し、自然の事物 ・現象についての特

性や決まりをとらえ、自然についての科学的な見方や考え方を養うとともに自然を愛する豊かな心情

を涌愛し、自ら学ぶ意欲を高め、生涯宏通じて学び続ける児童を育むことを目指すものとする。

このことによって、これから先の高度情報化社会や産業構造、生活様式の変化に主体的に対応し、

こころ鐙かに違しく生きてし、く児童を育成する。

2.内容

児童の自然科学に対する興味・関心を喚起し、謀題意識を持って意欲的に深究することのできる内

容とする。

指現員は、可能な限り教えることを少なくし、児童が問題の発見から結論に至る一連の問題解決の

過程を大切にした援助 ・指導に重点を置き、児童の自ら学ぶ楽しき、追求する楽しさ、調べる楽しさ

などを実感できるものとする。

こうした内容とすることによって、児童の自然に対する些かな心情や自己効力感、を高めることので

きるものとする。

3.運営

( 1) 設 置 科学教育センター校として、当分の問、日野市立日野第五小学校に置く。

(2) 講 座 7. 1年聞を前期、後期の二期制とし、期を通して児童の謀題意識を基に、問題の発見

から結論に至る一連の研究活動を行うものとする。

さらに、夏季講座を開講する。夏季講座は、 「日野市立八ク岳高原大成荘」を処点

として、自然観察を中心とした内容とする。

①前期(5月-9月)、②後期(10月-2月)、③夏季講座 (7月下旬 )

イ.各講座の単位時間と単位数

① 1単位時聞を概ね 2時間 (土隔日午後)とする。

②単位数を慨ね 8単位とする。

③夏季講座は、 5単位とする。

ゥ.夏季講座の移動用パス借上料以外の諸費用は、参加者の自己負担とする。

(3) 対象児童と定員

各講座の定員を 40名とする。ただし、前期は 6年生児童、後期は 5年生児童を対象とする。夏

季講座は、前期講座終了者を主たる対象とする。
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4.運営組織

(1) 科学教育センター長、センタ一次長、主任を置く

①科学教育センター長は、科学教育センターの設置校長とする。

②科学教育センタ一次長は、科学教育センターの設置教頭とする。

③主任は、東京都嘱託職員を充てるものとする。

(2) 科学教育センター運営委員会を置く

①次の運営委員による協議を基に科学教育センターを運営する。

ア.委員長(小学校長) 1名

イ. 副委員長 (科学教育センター長) 1名

ウ. 副委員長(小学校教頭) 1名

ェ.科学教育センタ一次長 1名

オ. 科学教育センター主任及び担当 2名

ヵ.指導員(小学校教諭) 4名

キ. 日野市教育委員会学校教育部指導室長 1名

ク. 日野市教育委員会指導主事 1名

②運営委員会は委員長が召集する。

(3) 指導組織

①科学教育センタ一長、次長の指導の下、主任と指導員が協力してセンタ一生の指導に当る。

②指導員は、センタ一生の小集団を形成し、これを責任を持って援助 ・指導に当る。

(4) 指導員を置く

①小学校教諭を持って充てる。

②学習内容に即した社会人講師を充てる。ただし、科学教育センター長の要請によるものとする。

(5) 指導計画作成委員会を置く

①指導計画作成委員会を設置し、各期及び夏季講座の指導計画を作成する。

②指導計画作成委員会は、科学教育センター長の指導のもと、センター主任が中心となり、指導員

の協力のもとに指導計画を作成する。

運営費・その他

(1) 科学教育センタ ー委託費

授業委託費を運営費(消耗品、備品、印刷費、夏季講座パス借上料等)並びに指導員等の報酬に

当てる。

(2) センタ一生(児童)の通学

①科学教育センターへの通学のための諸費用はセンタ一生の自弁とする。

②通学途中における交通事故等による災害補償は、児童の在籍校が日本体育・学校健康センターへ

の手続きを行い、給付を受けるものとする。

③自転車による通学は禁止し、センター主任を中心として、適宜交通安全指導を行うものとする。
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5. 科学教育センターの運営組織

委員長 馬場 武(南平小学校長) センター長 畑石重締(日野第五小学校長)

次 長 吉野美智子(日野第五小学校教頭) 主 任 草刈 喜一(教職員研究室)

担 当 江口耕一(教職員研究室 )

指導員 丸茂洋子(日野第一小学校教諭) 指導員 山中康生(高幡台小学校教諭)

指導員 飯塚 昭(日野第二小学校教諭) 指導員 豊田 光(日野第七小学校教諭)

指導 員 後藤健夫「日野第二小学校教諭) 指導員 丸貫政博(南平小学校教諭)

指 導員 井上 充(日野第三小学校教諭) 指滋員 矢野百合子(程久保小学校教諭)

指噂 員 丸山由紀夫(日野第四小学校教諭) 指導員 樋口邦男(程久保小学校教諭)

指 専員 鈴木節子(日野第五小学校教諭) 指導員 板岸朋代(程久保小学校教諭)

指噂員 清水 良夫 (日野第六小学校教諭 ) 指導員 毛k野美津子 (旭が丘小学校教諭)

指導員 牧野 盤 (潤徳小学校教諭) 指滋員 倉津節子 (平山台小学校教諭)

指導 員 前津正治(平山小学校教諭) 指導員 会田 尚子(東光寺小学校教諭)

指導員 大成ー鈴夫(日野第八小学校教諭) 指滋員 茂木 敏光(三沢台小学校教諭)

指導員 松本善秀(百草台小学校教諭) 指務員 八木正子(仲田小学校教諭)

指導員 遠回 弘(滝合小学校教諭) 指導員 雨宮宣夫(仲田小学校教諭)
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校長 ・教頭事業担当一覧

1. 学校教育部

(1) 指導室関係

分 類
校 長 ~ 教 頭 ~ 

名 称
小学校 中学校 小学校 中学校

教 務 主 任 ~ 馬場 武 松原 勇 雨宮 充 石川 光男

生活指導主任 会 西国敦子 松 津 茂 久 斎藤正子 酒井徳行

中学 校生活指導主任 会 松津茂久 酒井徳行

主 任会 進路 指導主任 会 谷合明雄 片倉俊秀

保 健 主 任 ぷZ与" 小笠原久雄 日食和雄 宇野有斐子 辻野良子

研 究 主 任 会 秋山 憲一 福 島 良 樹 青木友晴 太田俊禰

体 育 主 任 ~ 信夫清彦 武内忠雄

人権尊重教育推進委員会 中村孝一 松原 勇 高 橋 茂 子 深 山 睦 弘

教育課題研究推進委員会

環境教育推進部 会 秩山 憲一

生き 方 教 育 推 進 部 会 谷合明雄 青木友晴

男女平等教育研究推進部会 香川善平

国際理解教育推進部会 松原 勇 宇野有斐子

情報教育推進委員 会 馬場 武 名塚三雄 青木友晴 深山陸弘

学校週五日制検討委員会 馬場 武 雨宮 充 石川 光男

中村孝一 佐 藤 静 雄

三津山要

委員 会 情報公開検討委員 会 岩下和夫 日食和維 難波和子 深山陸弘

科学教 室 検討委員 会 畑石重輝

馬場 武

教科用図書調査委員会 岩下和夫

教科用図書採択委員会(国語) 増賀 従 男 逸 見 明 男

(社会) 香川 善平 佐藤静雄

(算数) 三津山要 田中晴美

(理科) 兼島政邦 宇野有斐子

(音楽) 飯田園代 光地 幸子

(生活) 品 田敏男 上篠 茂

(図工) 畑野元 一 高 橋 茂 子

(家庭) 鈴本利恵子 西森恵子

(体育) 信夫清彦 武内忠雄
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U
 



音楽鑑賞教室運営委員会 三津山要 山崎妙子 高 橋 茂 子 鈴木 渉

小・日光移動教室運営委員会 畑石 重輝 西森恵子

畑野元一 逸見明男

品田敏男 佐藤静雄

運 営 小・水泳記録会運営委員会 信夫清彦 武内忠雄

飯田園代

中・水泳記録会運営委員会 日食和維 石川 光男

相談学級 運 営 協 議 会 山崎妙子 片倉俊秀

学校図書館主任連絡会 増賀従男 山崎妙子 田 中 晴 美

授業 改善委員会 秋山憲一 福島良樹 八木文夫 酒 井 徳 行

小原良雄

心身障害教育推進協議会 増賀従男 名 塚 三 雄 高 橋 茂 子

委 託 小笠原久雄 谷 合 明 雄 小 杉 博 司

三津山要 上僚 茂

畑石重輝

科学教育センター 畑石重輝 吉野美智子

就学 相談委員会 小笠原久雄 名塚三雄 高 橋 茂 子

三津山要 小杉博司

上保 茂

英語指導改善委員会 福島良樹 深山睦弘

推 進 教員現職研修実施協議会 小原良雄 谷合明雄

日野市教育研究会 小林繁人 日食和維 木内秀雄 太田俊蒲

鍋田良子 田中晴美

哲初展運営委員会 鈴本利恵子 山崎妙子 斎藤正子 辻野良子

福祉副読本改定委員会 鈴本利恵子 中根 勉 西 森 恵 子 辻野良子

健全育成資料作成委員 会 西国敦子 松 津 茂 久 太田由起夫 酒 井 徳 行

資 料 子供の人権読本作成委員会 中村孝一 松原 勇 田中晴美

進路指導資料作成委員会 谷合明雄 片倉俊秀

「まどぺ」編集委員会 品田敏男 難 波 和 子

(2) 庶務課関係

校 長 会 教 頭 4玄L 

分 類 名 称
小 学校 中学校 小学校 中学校

戦後教育史編纂委員 会 小林繁人 中t良 勉

中学校体育連盟 ・研究会 日食和維

ヴ，，
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(3) 学務課関係

分 類 名 称

*ι ロ 食 主 任 ぷZ三為

給食関係
A寸~一- 校 給 食 ぷ;z:;当，

寸主~ー. 校
保健関係

保 健 dzエ~ 

養 謹 教 諭 ~ 

(4) 研究室関係

分 類 名 称

運営審議会委員会

委 員 事業 推進委 員会

2. 社会教育部

( 1) 社会教育謀関係

分類 名 称

社 会教 育 委員

委 員
市 PTA連絡協議会理事

(2) 体育課関係

名称

学校体育施設解放運営委員

校 長 ~ 

小学校 中 学 校

J鍋田良子 中線 勉

鍋田良子 中根 勉

小笠原久雄 日食和維

小笠原久雄 日 食 和 維

校 長 iZ斗:;; 

小学校 中学校

小幡 建

香川 善平 名塚 三雄

西田敦子

校 長 dZb三h 

小学校 中学校

小幡 建

秋山 憲一 松津 茂久

畑石 重輝 福島良樹

鈴本利恵子

校長会

小学校

信夫清 彦
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中 学 校

教 頭 d22b島E 

小学校 中学校

光地 幸子 鈴木 渉

光地 幸子 鈴木 渉

宇野有斐子 辻野良子

教 頭 コtエ込

小学校 中学校

逸 見 明 男 鈴木 渉

教 頭 4Z2コ.

小学校 中 学 校

教 頭 会

小学校

佐 藤 静 雄

中学校

片倉俊秀



校長会
名存F

小学校 | 中学校

図書館運営審議委員 | 増賀従男

(4) 公民館関係

校長会
名 称

小学校 中学校

公民館運営審議委員 | 馬 場 武

(5) ふるさと博物館関係

校長会
名 彰F

小学校

ふるさと博物館運営委員| 兼烏政邦

3. 都校長会・都教育委員会関係

校
分 類 名 称

小 学校

委 員
青少年健全育成委員

環境週 間 行 事 運 営 委 員 兼島政邦

4. その他

分類 名
校

称
小 学校

環境緑化協会評議委員 兼島政邦

委. 員 市教職員互助会理事

保健所 事業運営委員

長

長
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中学校

松滞茂久

~ェ当h

中学校

会

中学校

名 塚 三 雄

教頭 会

小学校 中 学校

教頭 会

小学校 中学校

教 頭 会

小学校 中学校

教 頭 会

小 学 校 中学校

教 頭 会

小学 校 中学校

宇野有斐子



管 理 運営 規則

代学校名 学校長 教務主任
生 活

保健主任 進 路

指導主任 指導主任

1 日野 一小 岩下和夫 志賀由具 黒川 和彦 矢口由美子 II 

2 日野二小 秋山 憲一 平島孝夫 小島義範 渡 辺 敏 子

3 日野 三 小 三津山要 橋本清明 長 津 範 重 渡辺三枝子 i 
4 日野四小 小原良雄 矢野 優 安西利江 丸 山 幸 江 1 
5 日野五小 畑石重輝 鈴木節子 馬 場 富 男 常盤 町子

6 日野六小 小幡 建 市川 光男 和田雅実 金 野 峰 子 よ
7 潤徳小 香川 善平 清水義路 間島春美 川原田和子

8 平山小 畑野元一 渡辺 A寸hらー 田 中 延 子 佐藤ヒサ子

9 日野八小 鈴本利恵子 林 亀三 沼田恵美子 森藤百々代

10 百草台小 小笠原久雄 宮崎 E主 松本善秀 船山陽子

11 滝合小 西国敦子 染谷 定 昭 西尾京子 戸塚美由記

12 高幡台小 兼島政邦 銭蹟芳子 千葉正美 古越富子

13 日野七小 品田敏男 河野千秋 岩松親和 園崎桑子

14 南平小 馬場 武 吉田 弘 山田栄子 村山 栄子 1 
15 程 久 保 小 小林繁人 竹内勝美 粕谷吉弘 古 川 美幸

16 旭 が 丘 小 信夫清彦 窪田正子 栗原 茂 小島典子

17 平 山 台 小 増資従男 中村康成 山田謙一 荒居和子

18 東光寺小 鍋田良子 小林むつみ 佐藤幸夫 渡辺知子

19 三 沢台小 飯田園代 鷹尾冨貴江 小林和子 太島真知子 i 
20 仲田小 中村孝一 雨宮宣夫 岩 崎 英 夫 小林八重子

1 日野一 中 松津茂久 千葉英明 吉田俊明 高橋恵子 清水 盛

2 日野 二 中 日 食 和 雄 演本敏朗 野口英一 三瓶法子 田中 厚

3 七生中 名塚三雄 瀬川 昭英 真仲祐一 酒 井 智 子 柳沢宜子

4 日野三 中 福 島 良 樹 熊谷仁一 成 田 義 信 小林浄子 平山方茂

5 日野四中 松原 勇 鎌田義男 石川 晴ー 松岡由香 河手達治

6 三沢中 山崎妙子 長友良嗣 清水 明 小野田恵子 鳥居恵美子

7 大 坂上 中 谷合明雄 木嶋 健 池田誠喜 奥住貴美代 三浦利信

8 平 山 中 中級 勉 井ノ上節子 北野一也 阿部貴美子 吉野豊生
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第八条に基づく主任 一覧表

9二a子4 年 主 任

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年

花田僚子 風野敏子 本多和美 乾ひさ子 土方 久枝 丸茂洋子

西志村二三子 小口澄代 田中和子 久保田由子 槙 圭子 高橋 孝子

前回佐和子 北島あけみ 古家静子 庚嶋とし子 由比ヶ潰慶子 小峯みゆき

安西 利江 陶山葉子 田村 直樹 名取明代 玉置 順子 福田 功

斉 藤弥生 酒匂由美子 越村あや子 赤 井 光 子 鈴木知英子 御木 茂

高木千恵子 佐々木隆雄 逸見禦子 野村 治子 渡辺友子 清水良夫

清水義路 志村 道子 秋葉秀茂 川原田和子 清水 絢子 高橋 健

田中延子 駒形富子 茅野とめ子 池田雅子 橋本美枝子 金子直子

土井公子 加藤征子 加藤陣子 横山 昌司 斎 藤 悦 子 三浦理恵子

宮崎 且 遠藤佐知子 中村みどり 中島志郎 木附隆三 松本 善秀

藤津恵子 小111 隆 五十嵐容子 栗原典子 後 藤 絢 子 上保かなゑ

富田郁子 伊藤奈穂 国領美那子 高橋智子 銭庚芳子 千葉正美

国崎桑子 小畑由美子 外山理佳 藤本はるみ 井浦 弘 小坂 克信

宗近孝子 芝田理恵 西原美枝子 溝江恵美子 村 山 栄 子 永原愛子

竹内勝美 矢野百合子 後藤欣子 吉川 美幸 粕 谷 吉 弘 三木 滋

田代久子 相原早苗 窪田弥生 赤 松 昭 子 秩野美津子 入国純子

針 田和子 小山田ひろみ 山田謙一 若松宮紀子 中村康成 吉尾真理子、

三枝光子 小林むつみ 会田 尚子 笹 本 竹 司 笠 井 祐 子 藤井義啓

鷹尾富貴江 桑田悦子 松田其弓 山浦 幸子 茂木敏光 中江智明

宇土悦子 織松久美子 和田いさを 相川 峰子 八木正子 雨宮宣夫

寺津義雄 浅野和也 荒 延江 I~ 
三係正普 山田 雄次 橋本幹雄 ¥ 
鈴木 茂 真柴哲子 今井正喜 ¥ 
山口俊治 荒川 善敏 服部 圭助 ¥ 
荒川 歌詞主 高麗隆治 村上敏雄 ¥ 
柄沢剖I'i!!:子 原田康司 福地 和子 ¥卜¥

倉田和俊 佐藤 勇 成瀬 誠 ¥ 
坂井 悦子 提 信1導 池田純二 ¥ 

噌
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日野市立小・中学校主任

¥ 学校名 研究 ・研修 人権尊重 国語科 社 会 科 算数・数学科

1 日野一 小 丸茂洋子 乾ひさ子 花田僚子 土 方 久 枝 山田治枝

2 日野二小 問中和子 寺本恵久子 芹川 康子 後 藤 健 夫 矢野良枝

3 日野三小 樋口俊子 橋本 清明 前田佐和子 厳島とし子 由比ヶ漬慶子

4 日野四 小 坂本有子 田村 直樹 橋爪 憲子 玉置順子 安西利江

5 日野五 小 鈴木知英子 折笠 玉典 高橋真知子 馬場 富男 越村あや子

6 日野六 小 高木千恵子 霊山 邦夫 渡辺友子 鶴間紀子 和田雅美

7 潤 徳 小 高橋 健 小野 l勝政 清水絢子 川原田和子 松崎しのぶ

8 平 山 小 茅野とめ子 橋本美枝子 駒形富子 田 中 延子 渡辺 Aす品らー

9 日野 八小 海老原倶知子 斎藤 悦子 安斎美代子 横山 昌司 海老原良知子

10 百草 台小 遠藤佐知子 松本 善秀 中村みどり 中島 志郎 大鳥ルミ子

11 滝 合 小 小山 隆 小山 隆 栗山 洋子 田野倉むつゑ 五十嵐容子

12 高幡 台小 高橋智子 千葉正美 伊藤奈穂 高橋智子 五l朱小波

13 日野七小 小坂克信 川井田和子 神 匡子 小坂克信 岩松親和

14 南 平 小 依田逸夫 宗近孝子 村山 栄子 生井 恵子 溝江恵美子

15 程 久保小 矢野百合子 櫨山 千秋 竹内勝美 鎌田由美 田中悦子

16 旭 が 丘小 和栗悦子 和栗悦子 伊藤紀子 田代 久子 吉川 都子

17 平 山 台 小 針田和子 中原正毅 仲本雅代 山田謙一 字留賀員理子

18 東 光 寺 小 笹本 竹司 秋葉集ー 笠井祐子 高木 宏 富津和子

19 三 沢台 小 中江智明 松田 真弓 小林和子 中江智明 山浦 幸子

20 仲 田 小 植松久美子 植松久美子 植松久美子 和田いさを 相川 隆子

1 日野一 中 山田智之 山田智之 岸 隆男 杉 本 恵 志 清水 肇

2 日野二 中 松元郁子 倉橋延男 田中 厚 三浦英昭 小鷹 文一 l

3 七 生 中 大坪久美子 桜井 圭子 柳沢 宣子 船田 伸一 大坪久美子

4 日野三 中 平山 方茂 細谷 敏昭 杉本洋子 荒川 善敏 新井教旦

5 日野四中 菊池基文 高麗隆治 嘉向三樹男 森 紀子 市川 尚春

6 三沢中 阿部信一郎 柄沢都世子 清水良子 中野秀樹 添田田鶴子

7 大坂上中 高橋陽子 金子公雄 横山砂知子 木嶋 健 田熊 裕

8 平 山 中 常松 悦子 中里 久子 林 範夫 石村繁樹 中嶋健一郎
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及び担当一覧表 (その 1) 

理 科 生活科 音楽 科 図工 ・美術科
体育 . 技術 . 
保健体育科 家庭科 (女 )

志賀由具 田中ユミ子 栖原太郎 関賀穂留 菊池 修

飯塚 昭 磯田洋子 須山ひとみ 川名勝紀 赤木はるか

井上 充 北島あけみ 森 莱摘 宗像ゆき子 宮坂裕子

塚本 純子 陶山糞子 立花せつ子 小野絵美子 福田 功

鈴木節子 菊地 和子 岡田恵子 北野義昭 山北 雅史

市川 光男 佐々木隆雄 村上悦子 霊山邦夫 清水良夫

牧野 主主 志村道子 饗庭仁美 d俣靖江 小野勝政

前海正治 比嘉道子 千秋 香 服部たかし 秦 弘教

大成鐸夫 神 幸子 鶴薗美千代 高橋英子 林 亀三

総本善秀 宮崎 且 福田栄子 丸カズ子 菱田美恵子

遠因 弘 小山 隆 鳥山悦子 岩崎 裕 佐藤 睦

銭厳芳子 井上洋美 作山 秀樹 宇留賀公夫 冨田郁子

盛田 光 国崎桑子 椎名圭子 尾闘いずみ 井背1i 弘

山田 栄子 山口嘉恋 稲葉重樹 依田逸夫 九貫政博

樋口邦男 矢野百合子 川上一校 木村令子 吉野 宏

岡田充生 和菓悦子 田中千枝子 梅 田 勝 裕 山崎富子

倉津節子 針田和子 二宮 弘美 大久保陸子 小山田ひろみ

笹本竹司 三枝光子 洲崎明美 秋葉集ー 藤 井 義 啓

鈴木茂子 桑田悦子 征矢ちづる 倉林晴夫 茂木敏光

小俣三佳子 宇土悦子 捜川順子 鶴凹久美子 佐藤民男

千葉英明 ¥ 和田ゆき子 田 和 菜 穂 斉 藤 光 人 横山 勝行

飯嶋生正 ¥ 田中幸美 斉藤まりえ 石川 恵子 秩庭英子

犬束正敏 ¥ 機井圭子 常 松 瑞 穂 今井正喜 鈴木 茂

細谷敏昭 ¥ 大野湾子 服部圭助 横溝雅之 井上義孝

辰己息子 ¥ 村上敏雄 大津由紀 村野浩史 遠藤 博

長友良嗣 ¥ 森重晃英 及川 克格 井原千恵子 田畑 恵子

関 11関子 ¥ 山田よし子 高橋陽子 堀田智暁 佐 藤 至 正

吉野並生 ¥ 松野智子 中里久子 金田広美 小杉 智代
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日野市立小・中学校主任

1¥ 学校名
技術 . 

英語科 道 徳、 特 別 活動 学校行事
家庭科 (男)

1 日野 一 小 山本 順子 丸茂洋子 風 野 敏 子 志賀由具

2 日野二 小 小林恵久子 小島 義範 内田 知子 平島孝夫

3 日野 三 小 樋口俊子 小峯みゆき 諏訪英樹 宗像ゆき予

4 日野四小 中線京子 丸山由紀夫 名 取 明 代 小野絵美子

5 日野五小 寺岡千恵子 折笠玉典 折笠玉典 山北 雅史

6 日野六小 森田隆子 野村治子 小川浩太郎 市川 光男

7 潤 徳 小 津崎きよみ 秋葉 秀茂 牧野 豊 清水義路

8 平 山 小 金子直子 渡辺 学 利板川 薫 渡辺 AすMー与

9 日野 八小 三浦理恵子 斎藤 悦子 横山昌司 林 亀三

10 百草台 小 岡島 美代 遠藤佐知子 遠藤佐知子 宮崎 旦

11 滝合小 後藤 絢子 加藤美樹 上保かなゑ 上保かなゑ

12 高幡台 小 越智久子 千葉正美 高橋智子 銭庚芳子

13 日 野七 小 来間志信 川井田和子 有馬佳代子 ，河野千秩

14 南平小 永原愛子 磁島 章 溝江恵美子 吉田 弘

15 程久保 小 森 幸子 三木 滋 田中悦子 竹内 l勝美

16 旭が丘小 佐藤智子 赤松昭子 青柳香保留 窪田正子

17 平 山 台 小 吉尾真理子 若松富紀子 仲本雅代 中村康成

18 東光寺 小 小林むつみ 会田 尚子 富 津 和 子 小林むつみ

19 三沢台 小 佐々木幸恵 松田真弓 真野 功 庇尾富貴江

20 仲田小 八木正子 雨宮宣夫 楼川 順子 雨 宮 宣 夫

1 日野一中 横山 勝行 浅野和也 山田智之 杉 本 恵 志 千葉英明

2 日野二中 秋庭英子 阿部隆男 松元郁子 藤塚康子 小鷹文一

3 七 生 中 鈴木 茂 横田恵子 松原 清 奥仲祐一 瀬川 昭英

4 日野ニ 中 井上 義孝 長薄 利尚 富沢 隆 熊谷仁一 熊谷仁一

5 日野四中 遠藤 博 内藤佐喜子 河手達治 辰巳恵子 鎌 田 義 男

6 三沢中 田畑 恵子 松尾由木 長友良嗣 長友 良嗣 長 友 良 嗣

7 大坂上中 佐藤至正 林田千野 成瀬 誠 池田誠喜 成瀬 誠

8 平 山 中 小杉智代 升川 綾子 中 里 久 子 中里久子 井ノ上節子
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及び担当一覧表 (その 2) 

視 聴 覚 学校図書館 給 食 安 全 教 育 養 護

井口 幸恵 風野敏子 田中ユミ子 花田僚子 清水 妙子

川名勝紀 西志村二三子 槙 圭子 小島義範 渡 辺 敏 子

井上 充 宗像ゆき子 小峯みゆき 井上 充 渡辺三枝子

福田 功 玉置順子 立花せつ子 陶山葉子 丸山幸江

蔵元由貴乃 酒匂由美子 岡田恵子 馬場富男 常盤 町子

飴家 純 垣内奈緒美 森田隆子 和田雅実 金野峰子

牧野 盛 秋葉秀茂 饗庭仁美 川原田和子 反町麻佐子

前海正治 池田雅子 金子直子 田中延子 佐藤ヒサ子

中山 勉 加藤聞子 加藤征子 神 幸子 森藤百々代

木附隆三 庚 瀬逸子 丸カズ子 宮崎 旦 船山陽子

染谷定I沼 栗原典子 高橋紀子 遠回 弘 戸塚美由紀

作山秀樹 井上洋美 富田郁子 千葉正美 古越富子

小畑由美子 藤本はるみ 神 匡子 小林良江 中山伸子

芝田理恵 宗近 孝子 山口 嘉恵 磁島 章 竹野久乃

三木 滋 森 幸子 木村令子 粕谷吉弘 田島佳子

入国純子 赤松昭子 団代久子 栗原 茂 小 島 典 子

山田謙一 若松宮紀子 中原正毅 山田謙一 荒居和子

高木 宏 笠井祐子 三枝光子 佐藤幸夫 渡辺知子

倉林晴夫 桑田悦子 征矢ちづる 小 体 和 子 太島真知子

佐藤民男 藤森睦美 宇土悦子 岩崎英夫 小林八重子

葛岡明子 回京l菜穂 白井由美子 和田ゆき子 高橋恵子

橋本幹雄 鈴木晶子 阿部 隆 男 田中 厚 三瓶法子

小菅 房子 杉山典子 佐藤碍枝 松井保子 彼 岸 智 子

阿部 圭助 須藤美穂 鈴木忠理子 成田信義 小林浄子

竹 田和彦 森 紀子 滋谷直子 石川晴ー 松岡由香

磯部博子 岡辺 稔 柄沢都世子 及川克裕 小野田恵子

倉田和俊 万 鴻 孝 司 山田よし子 奥住}']:美代 奥住貴美代

林 範夫 田中順子 チト川 綾子 鈴木 浩 阿部貴美子

F
D
 

nb
 



日野市立小・中学校主任

学校名
心身障害教育推 日光移動教室 水泳記録委会 科学教育セ 音楽鑑賞教
進協議会委員 運営委員 運営員 ンター指導員 室運営委員

1 日野一 小 井口幸江 菊池 修 菊池 修 丸 茂 洋 子 栖原太郎

2 日野二 小 小島義範 小林恵久子 平島孝夫 飯後塚藤 健昭夫 須山ひとみ

3 日野三 小 長津範重 長津範重 由比ヶ漬慶子 井上 充 森 菜摘

4 日野田小 塚本純子 鈴木 淳 福田 功 丸山由紀夫 立花せつ子

5 日野五小 蔵元由貴乃 折笠玉典 常 盤 町 子 鈴 木 節 子 岡田恵子

6 日 野六 小 野村治子 清水良夫 垣内奈緒美 清水良夫 村上悦予

7 潤徳小 盛 恭子 高橋 健 高橋 健 牧野 量主 饗 庭 仁 美

8 平 山 小 駒形富子 金子直子 秦 弘教 前浮正治 千秋 香

9 日野 八小 海老原倶知子 酒井 誠 林 亀三 大成鍔夫 鶴薗美千代

10 百草台 小 丸石淳一 松本善秀 松本善秀 松本善秀 福田栄子

11 滝合 小 阿部ひとみ 高橋紀子 佐藤 陸 遠田 弘 鳥山 悦子

12 高幡 台 小 国領美那子 越智久子 千 葉 正 美 山中康生 作山 秀樹

13 日野七小 藤本はるみ 川井田和子 川井田和子 豊田 光 椎名 圭子

14 南平 小 宗近孝子 永原愛子 磯島 章 九貫政博 稲葉重樹

15 程久保小 矢野百合子 森 幸子 吉野 宏
矢野百合子

川上一枝樋口邦男

16 :It旦が丘 小 秋野美津子 栗原 茂 山崎富子
根 岸 朋 代
秋野美津子 問中千枝子

17 平山台小 針田和子 吉尾真理子 吉尾真理子 倉津節子 二 宮 弘 美

18 東光寺小 笹本竹司 市川 博子 黒木桂子 会田尚子 洲崎明美

19 三 沢台小 真野 功 中江智明 佐々木幸恵 茂木敏光 征木ちづる

20 仲 田 小 小林八重子 雨宮宣夫 小山 しおり 八雨木官 正官安子 機川 順子

1 日野 一 中 田和 奈穂 1¥ 鈴木直也 ¥ 横和溝四ゆ明女子子

2 日野二 中 小島俊子 ¥ 石川 恵子 ¥ 田 中 幸 美

3 七生 中 常怯 瑞穂 ¥ 小菅房子 ¥ 桜井圭子

4 日野三中 荒川 善敏 ¥ 磯崎百合子 ¥ 大野 手喜子

村上敏雄一
5 日野 田 中 高津良幸 ¥ 市川佐和子 ¥ 鈴木園生

¥ ¥ 
田中知恵子 一

6 三 沢 中 阿部信一郎 石 田 匡 志 植松 幸子

7 大 坂 上中 篠塚浩幸 ¥ 堀田 智暁 ¥ 山田よし子

8 平 山 中 坂井悦子 ¥ 鈴木 浩 ¥ 松野智子
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及び担当 一覧表(その 3 ) 

情報教育推進委員 英語指導改善連絡会 相談学級運営委員会

山川 徳弥 浅野和也 平 沢 明 雄

三係正善 償井直子 横井直子

鈴木 茂 横田恵子 小菅房子

大谷 治 長津 利尚 成田信義

遠藤 博 舟矢厚子 村野浩史

染業仁博 松尾由木 井原千恵子

大滝啓也 林田千野 林田千野

堤 信博 升川綾子 北 野 寸 包

巧-co 



研究奨励事業

1. 趣旨

これからの学校は、児童 ・生徒が社会の変化に主体的に対応でき、生涯を通して学び続ける力と意

欲を育むなど、個性を生かす教育を充実 し、豊かな心をもちた くま しく生き る児童 ・生徒を育成する

ことが期待されてし、る。

そのためには、各学校がこれまで以上に自ら学ぶ意欲、主体的に学ぶことのできる学習方法などを

身につけられるよう援助・ 指導することが大切で、ある。

把童 ・生徒が、学び方を学び、自ら考え、主体的に判断し行動できるようにするためには、児童 ・

生徒自らが見たり 、聞いたり 、調べたりする体験的な学習を通し、生きてはたらく 知識を身に付けら

れるよ うにする ことである。

よって、各学校では、学習指導の改善 ・充実とし、う視点から、児童 ・生徒が基礎的 ・基本的な内容

を身に付ける過程を通して、さらにそれらを基盤としながら一人一人の個性を生かし、それを伸ばす

学習指導の在り方など、授業実臨を通して研究する必要がある。

研究奨励は、これから先の学校教育を創造し、児童 ・生徒の個性尊重の教育の推進を目指 して、新

しい時代の要請に合った教育方法の開発を行 うなど意欲的に研究にとり組む学校、学年や教科、御仁

の研究実践を求めるものである。そして、日野市立小 ・中学校における鐙かな教育実践をより一層充

実し、生涯を通じて学び続けようとする児童 ・生徒の育成を図ろうとするものである。

なお、平成 7年度からは、従来の授業研究委託事業と研究奨励事業をまとめ、新たに授業研究奨励

事業として発足させ、 21世紀に生きる子供の生涯学習の推進を目指し、教育内容 ・指導方法の改善

を積極的に進めるための研究や、各学校の教育推進上の課題解決を目指した校内研究 ・研修を充実す

るためのものへ改善する。

2. 研究の種別及び補助金

①校内研究補助費

② 研究指定補助費

・学校研究

・グループ研究

. 個人研究

①授業改善研究補助費

3. 研究期間

120千円

450千円

100千円

30千円

1. 000千円

(1) 学校研究は、 2年間の継続研究とする。ただし、研究の内容によ り単年度の研究も認める ものと

する。

(2) グループ研究及び個人研究は、 単年度の研究とする。
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なお、各研究奨励は、その研究と実践の成果を広く公開することを原則とする。特に、学校研究は、

公開発表を条件とし、 2年間継続研究する学校は、 1年次に中開発表を実施し、2年次に本発表を実

施するものとする。ただし、単年度で研究を進める学校は、その年度内に公開発表するものとする。

4. 研究主題

21世紀に生きる子供の生涯学習の推進を目指し、児童 ・生徒一人一人の個性を生かす教育の視点

に立った指導の内容 ・方法の工夫 ・改善を図る研究として相応しいものとする。

5. 研究内容

下記のいずれかの事項に重点を位いて研究を推進する。

(l) 研究指定補助

ア 小集団による主体的 ・創造的な学習指導に闘する研究であること

イ ティーム ・ティーチングなどの指母方法 ・形態に関する研究であること

ウ 体験的な学習活動に関する研究であること

エ 地域素材を生かした教育活動に闘する研究であること

(2) 校内研究補助

教育内容 ・指導方法の改善を積極的に進めるための研究や、各学校の教育推進上の課題解決を目

指した校内研究 ・研修。

6. 研究奨励の申請

学校研究、グループ研究、個人研究、校内研究ともに、各学校長が日野市教育委員会に別紙の申請

}により、必要事項を記載し、日野市教育委員会に申請する。申請魯には、研究計画舎を添付するも

のとする。

なお、研究奨励受給者の決定は、日野市教育委員会が授業改善委貝会委員長に諮問し、決定する。

7. その他

経費の収支決算については、}]I]途報告曹を学校長の確認を経て期日までに日野市教育委員会学校教

育部指導室宛に提出する。
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研究奨励受給者 一覧

①学校 奨 励

学校名 代表者名 研 究主題 . 内 容

三沢 中 学校 山崎 妙子 自ら学び心豊かな生き方を培う生徒指導

(個性を生かして育てる学習指導を基本にして、いじめや

不登校、問題となる行動を改善し、豊かな人間関係を育む

指導のあり方などについて学校、家庭、地域社会、関係機

関などとの連携をもとに研究する。)

② 団体奨励

日野第一小学校 志賀由具 ティームァィーチングを取り入れた授業の改善

(①ティーティーチングにおける教師の役割を明らかにす

る。 ②教科の特性や教材の特色を生かした指導方法を工夫

する。 ③児童の個人差に応じるティームティーチングによ

る指導方法を工夫する。)

日野第二小学校 渡辺敏子 発達課題をふまえた「命の学習jのカルキユフムづくり

(発達課題をふまえた目標を作成し、それに合わせて立案

した年間計画が自校の実態に合 うかど うかを指導を通して

検討する。)

日野第五小学校 越村あや子 教育相談的手法を取り入れた学習指導の研究

(日々の諸活動を観察していく中で、一人一人の個性を見

つけ、教育相談的手法を取り入れた学習形態に視点を当て

児童一人一人が仲良く楽しく活動できる授業の質的改善を

図る。 )

日野第六小学校 清 水 良 夫 児童が主体的に学ぶための資料室の活用

(①地域素材を生かした資料づくり ②資料室を活用した

主体的な学習活動のあり方 ②資料室の整備)

潤徳小学校 牧野 豊 地域の自然に興味関心を持ち主体的にかかわろうとする態

度の育成 (自校周辺の動植物の調査を行い、調査結果の

整理を通して自然環境へのかかわりについて考えさせてい

く。)

南平 小 学校 山 田栄子 ティームティーチングによる個に応じた指導及び課題別指

導の研究 (理科学習を通して 、児童自らが課題を見つけ、

問題解決していく能力を育てる主体的学習の開発。)

日野第一中学校 山 田智之 道徳教育を効果的に進める方法

(生き方指導としての進路指導から、生きるべき姿を教育

する道徳指導を、生徒会活動、学級活動を通して探り、そ

のマニュアルの作成をする。)

日野第四中学校 菊池 基文 学校嫌いな子をなくす相談活動のあり方

(相談活動における系統的指導のあり方や綿密な計画の確

立を図る。)

ニ 沢中 学校 染 葉 博 文 コンビュータを活用した指導法の改善

(コンピュータ利用の拡大の方策を得るとともに、コンピ

し一一一一

ュータを活用した授業を通して指導法の改善を図る。 )

-70 -



① 個人

学校名 代表者名 研究主題 . 内 容

日野第一小学校 小川賀世子 適切に自己表現をするための指導法の工夫

(①考えをつくる筋道を大切にする。①表現の基礎的・ 基

本的な技能を身につけさせる。③進んで表現しようとする

意欲を高める。)

潤徳小学校 川原田和 子 一人一人の自己実現を図る指導方法の研究一自由研究の発

表を通して一 (合科的な自由研究の発表に取り組ませ、

個と集団の真理の追究力を高める。そのために、自分らし

いレポートの発表に取り組ませるための偲に応じた援助の

仕方を工夫する。)

@ 校内研究

学校名 代表者名 研究 主 題 . 内容

日野第一小学校 岩下和夫 一人一人の児童が意欲的に学習にとり組むための指導法の

工夫 一 体育科を通して 一

日野第一小学校 秩山憲 一 自ら学ぶ力を育てる指導法の研究

日野第二小学校 ニ津山 要 教材教具の整備・活用による指現法の改善

日野第四小学校 小 原 良 雄 自分の思いや考えを豊かに表現できる子を育てる指導法の

工夫

日野第五小学校 畑石重輝 盟かな心をもち、楽しく学び合う児童の育成

日野第六小学校 小幡 建 自ら学ぶ子どもを育てる生活科 ・社会科の学習

一 併験学習を通して ー

制 徳小学校 香 川 善平 主体的な学習態度を育てる指滋法の研究

平 山小学校 畑 野 元 一 楽しくわかる算数の学習指導法の工夫

日野第八小学校 鈴本利恵子 児童の主体性を高める指若手法の研究

百草台小学校 小笠原久雄 考える力を育てる指導法の工夫

滝合 小 学 校 西 国 敦 子 子どもが意欲的に学ぶ指噂法の研究

高幡台小学校 兼 島 政 邦 子供の意欲を伸ばす算数授業

日野第七小学校 品田敏男 児童一人一人が自ら考え、自ら学ぶ学習活動の工夫

一 地域教材の活用と教材内容の精選一

南平小学校 馬場 武 児童の主体性を生かす学習活動の研究

程 久保小学校 小 林 繁 人 子どもの意欲が生きる学習指導

旭が丘小学校 信夫清彦 子どもによく考えさせる授業のあり方

平 山 台小学校 増 賀 従 男 子どもの表現力を虫かにする指潟法の工夫

東光寺小学校 鍋回 良子 一人ひとりが生き生きと学習に取り組む指導法

三沢台 小学校 飯 閉園代 豊かな心をもち進んで実践できる児童の育成

仲 田小学校 中 村 孝 一 お互いを認め合い、高め合う子の育成

日野第一中学校 松 海 茂 久 1. 進路指滋と関連した道徳教育のあり方

2. 生徒の活力を生かす指潟のあり方

日野第二中学校 日 食 和 維 教育相談

七生中学校 名塚 ニ 雄 「生活指噂」の在り方

日野第二中学校 福 島 良 樹 主体的 ・創造的な学習の展開を求めて

日野第四中学校 松原 勇 直かな人間形成を目指した指導のあり方

大坂上中学校 谷合明雄 生き生きと魅力ある学校をめざして

一 一人一人の生徒に目を向けた指滋 一

平 山 中学校 中板 勉 生徒の主体性を宵てる指潟の工夫 ・改善

ーi勺，



東京都教育研究員・教育開発委員会委員

く教 育 研 究 員〉

日野 第一 小学校 教 諭 山 本 )1頂 子 家 庭

日野第五小学校 教 論 折 笠 主 典 道 徳、

潤 徳、 小学 校 教 諭 清 水 絢 子 国 語

平 山 小学校 教 諭 千 秋 香 コ日包 楽

程久保小学校 教 諭 木 滋 教育課題

平山台小学校 教 諭 杉 坂 昌 子 心身障害教育

仲 回 小学 校 教 諭 山 しおり 社 会

日野第二 中 学 校 教 諭 田 中 幸 美 音 楽

日野 第 三 中学校 教 諭 黒 須 恵 子 学校給食

日野第四中学校 教 諭 石 )11 晴 道 徳、

〈教育開発委員会〉

-委員長

日野第一小学校 校長 岩 下 和 夫 体 育

- 委 員

日野第一小学校 教諭 風 野 敏 子 生 活

日野第一中学校 教諭 山 田 智 之 美 術

日野第二中学校 教諭 秋 庭 英 子 技術・家庭
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日野市立小・中学校使用教科

1.小学校

国語科 「わたしたちの小学国語」 (日本書籍)

「わたしたちの小学書写」 (日本書籍)

社会 科 「新しい社会」 (東京書籍)

「楽しし、小学校社会科地図帳最新版」 (帝国書院)

算数科 「小学校算数」 (学校図書)

理 科 「新しい理科J (東京書籍)

生活科 「小学校せいかっ」 (学校図

音楽科 「小学生の音楽」 (教育芸術社)

図画工作科 「図画工作」 (日本文教出版)

保健科 「新しい保健」 (東京書籍)

家庭科 「新しい家庭」 (東京書籍)

2.中学校

国語科 「国 語」 (光村図書)

「中 学窃 写」 (日本書籍)

社会科 「社会科中学生の地理 世界の人々と日本の国土最新版」 (帝国書院)

「中学社会 歴史的分野」 (日本古籍)

「中学社会公民的分野」 (日本 自 籍)

「中学校社会科地図最新版」 (帝国書院)

数学科 「新しい数学」 (東京書籍)

理 科 「新しい科学 (1. 2分野)J (東京曾籍)

音 楽 科 「中学生の音楽」 (教育芸術社)

「中学生の器楽」 (教育芸術社)

怯術科 「美 術」 (日本文教出版)

保健体育科 「新しい保健体育」 ( 東 京 自 籍)

技術家庭科 「技術 ・家庭 上 ・下」 (開隆堂出版)

外国語科 iNEW TOTAL ENGLISHJ (秀文出版)

qa
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園児 ・児童 ・生徒、学級数

く1995年 5月 1日現在〉

上段 1995年度
( )学級数

下段 1994年度

!16. 小学校名 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 合計 心障

1 日野第一小学校 87 (3) 83 (3) 71 (2) 77 (2) 74 (2) 77 (2) 469 (14) 
81 (3) 72 (2) 83 (3) 74 (2) 74 (2) 79 (2) 463 (14) 

2 日野第二小学校
90 (3) 95 (3) 84 (3) 110 (3) 92 (3) 121 (4) 592 0.9) 
100 (3) 83 (3) 115 (3) 98 (3) 123 (4) 109 (3) 628 (19) 

3 日野第三小学校 44 (2) 54 (2) 67 (2) 71 (2) 65 (2) 68 (2) 369仙 6(1) 
55 (2) 68 (2) 72 (2) 65 (2) 68 (2) 78 (2) 406 (12) 7(2) 

4 日野第四小学校
78 (2) 65 (2) 74 (2) 85 (3) 81 (3) 85 (3) 4回(15)
67 (2) 75 (2) 80 (2) 79 (2) 80 (2) 77 (2) 458 (12) 

5 日野第五小学校
92 (3) 92 (3) 109 (3) 104 (3) 77 (2) 112 (3) 586 (1~ 3 (1) 
96 (3) 113 (3) 112 (3) 83 (3) 108 (3) 91 (3) 603 (18) 5 (1) 

6 日野第六小学校
63 (2) 102 (3) 84 (3) 79 (2) 85 (3) 80 (2) 493同
106 (3) 88 (3) 84 (3) 86 (3) 78 (2) 82 (3) 524 (1~ 

7 潤徳小学校 48 (2) 51 (2) 67 (2) 60 (2) 61 (2) 43 (2) 330 (12) 
48 (2) 62 (2) 50 (2) 58 (2) 48 (2) 55 (2) 321ω 

8 平 山小 学校
61 (2) 63 (2) 58 (2) 67 (2) 64 (2) 59(2) 372 (12) 
62 (2) 58 (2) 65 (2) 63 (2) 59 (2) 78 (2) 385凶

9 日野第八小学校
94 (3) 99 (3) 106 (3) 99 (3) 101 (3) 104 (3) 603同

100 (3) 91 (3) 99 (3) 99 (3) 101 (3) 109 (3) 599 (18) 

10 百草台小学校
46 (2) 46 (2) 55 (2) 56 (2) 69 (2) 74 (2) 346 (12) 10(1 
46 (2) 53 (2) 63 (2) 69 (2) 76 (2) 65 (2) 372 (12) 5(1 

11 沌合小学校
49(2) 73 (2) 87 (3) 95 (3) 83 (3) 96 (3) 483 (16) 
79(2) 91 (3) 103 (3) 91 (3) 102 (3) 109 (3) 575 (1司

12 高幡台小学校
48 (2) 40 (J) 52 (2) 32 (1) 59 (2) 57 (2) 288 (10) 
42 (2) 57 (2) 42 (2) 63 (2) 60 (2) 63 (2) 327 (12) 

13 日野第七小学校 111 (3) 105 (3) 72 (2) 110 (3) 96 (3) 102 (3) 596 (1~ 
95 (3) 71 (2) 105 (3) 94 (3) 102 (3) 116 (3) 583 (17) 

14 南平小学校
63 (2) 61 (2) 74 (2) 64 (2) 79 (2) 78(2) 419 (12) 
56 (2) 72 (2) 61 (2) 74 (2) 77 (2) 80(2) 420 問

15 程久保小学校
38(1) 54 (2) 41 (2) 65 (2) 62 (2) 82 (3) 342 (12) 
57 (2) 44 (2) 65 (2) 62 (2) ‘82 (2) 65 (2) 375 (12) 

16 処が丘小学校
131 (4) 141 (4) 121 (3) 120 (3) 120 (3) 124(4) 757 (2~ 
142 (4) 131 (4) J24 (4) 130 (4) 130 (4) 140 (4) 797 (24) 

17 平山台小学校
24 (1) 29 (1) 27 (1) 46 (2) 42 (2) 35 (1) 203 (8) 14 (2) 
30 (1) 27 (1) 45 (2) 42 (2) 36 (1) 40 (1) 220 (8) 9(2) 

18 東光寺 小学校
55 (2) 53 (2) 62 (2) 67 (2) 45 (2) 73 (2) 355 (12) 
51 (2) 61 (2) 67 (2) 43 (2) 72 (2) 62 (2) 356 (12) 

19 三沢台 小学校
37 (1) 49 (2) 49 (2) 43 (2) 57 (2) 50 (2) 285 (1~ 
48 (2) 48 (2) 42 (2) 53 (2) 48 (2) 70 (2) 309 (12) 

20 仲田小 学校
43 (2) 58 (2) 42 (2) 43 (2) 54 (2) 52 (2) 292 (12) 
61 (2) 42 (2) 44 (2) 55 (2) 54 (2) 61 (2) 317 (12) 

~ 1，302 (44) 1，413附 1，402 (45) 1，493旬。 1，466 (4司 1，572付句 8，648(277 23(5) 
1，422 (4カ 1，407向。 1，521 (49) 1，481 (48) 1，578 (4力 1，629 (4司 9，038(284 21(6) 

ra 
勾，
，



116. 中学校 名 1 年 2 年 3 年 5十 心 障

1 日野第一中学校
200 (5) 217 (6) 217 (6) 634 Q7) 
218 (6) 216 (6) 212 (6) 648 Q8) 

2 日野第二中学校
161 (5) 211 (6) 191 (5) 563 Q6) 
212 (6) 190 (5) 208 (6) 610 日

3 七生中学校
139 (4) 128 (4) 142 (4) 409 (12) 13 (3) 

129 (4) 140 (4) 185 (5) 454 (13) 15 (4) 

4 日野第三中学校
184 (5) 206 (6) 214 (6) 604 Qカ
208 (6) 216 (6) 260 (7) 684 Q9) 

5 日野第四中学校
233 (6) 224 (6) 222 (6) 679 U8) 
225 (6) 224 (6) 253 (7) 702 U9) 

6 三 沢中学校
198 (5) 160 (4) 190 (5) 548 u4) 
158 (4) 184 (5) 191 (5) 533 u4) 

7 大坂上中学校
223 (6) 229 (6) 189 (5) 641 仕カ 11 (2) 

228 (6) 185 (5) 218 (6) 631 日 10 (2) 

8 平山中学校
131 (4) 125 (4) 148 (4) 404 札2
128 (4) 153 (4) 176 (5) 457 (13) 

言十 ---------
1，469 (40) 1，500 仰 1， 513 ~l) 4，482 (123) 24 (5) 
1，506 (4司 1，508 (41) 1， 703 (4司 4，717(130) 25 (6) 

116. 幼 稚 園名 4 歳 児 5 歳 児

60 (2) 44 (2) 104 (4) 
1 第一幼稚園 46 (2) 47 (2) 93 (4) 

30 (1) 32 (1) 62 (2) 
2 第 二 幼 稚園 30 (1) 26 (2) 56 (3) 

28 (1) 30 (1) 58 (2) 
3 第 ニ 幼 稚園 20 (1) 34 (2) 54 (3) 

29 (1) 31 (1) 60 (2) 
4 第四幼稚園 30 (1) 28 (1) 58 (2) 

26 (1) 35 (1) 61 (2) 
5 第五幼稚園 30 (1) 29 (1) 59 (2) 

24 (1) 22 (1) 46 (2) 
6 第六幼稚園 20 (1) 23 (1) 43 (2) 

41 (2) 56 (2) 97 (4) 
7 第 七 幼 稚園 59 (2) 60 (2) 119 (4) 

---------
238 (9) 250 (9) 488 U8) 

計 235 (9) 247 ul) 482 (20) 
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公立幼稚園児、 IJ、学校児童、中学校生徒の数の推移

人
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( 1995年 5月 1日現在)

ー一一一一一小 学生
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市立小・中学

番 開校 建 築 ー
校地面積

校舎保有

校 名 年度 面 積 普通教室

号 年度 場改築
rrt 

η1 (保有)

1 日野 一 小 M 6 37. 38. 39 20，947 4，370 20 

2 日野 二小 M 7 42. 43. 48. 53-54 11，640 4，705 24 

3 日野 三小 S 23 41. 42.47.49-50 H.6 16，806 6，018 20 (3) 

4 日野 四小 M 6 40. 44. 49. 15，292 3，839 16 

5 日野 五小 S 34 H2 16，765 6，295 23 

6 日野 六小 S 40 38. 40. 43. 48 19，833 6，025 30 

7 潤 徳 M 6 39. 40. 45 15，376 4，784 26 

8 平 山 M 6 39. 4 O. 41. 44 15，845 4，388 22 

9 日野八小 S 44 44. 47. 49 17，601 5，102 24 

10 百草 台小 S 45 44. 48. 50 15，482 5，248 24 

11 滝 メ口斗 S 46 45-46 H.6 20，458 5，548 26 

12 高 幡台小 S 47 46. 48. 52 16，017 4，983 25 

13 日野七小 S 48 47-48. 52-53. 57 13，509 4，806 22 

14 南 平 S 49 48-49. 53. 56 16，020 5，254 25 

15 程久保 小 S 52 49-50. 50-51 16，988 4，092 17 

16 旭が丘小 S 52 51-52.56 16，642 5，463 26 

17 平山台 小 S 53 52-53. 54 18，536 4，939 18 (2) 

18 東光寺 小 S 54 53-54 19，586 4，356 18 

19 三沢台 小 S 55 54-55 15， 170 4，463 17 

20 仲 田 S 59 58-59 15，660 3，434 12 

1 日野一中 S 22 37. 3& 40. 41. 5Q 58 19，386 6，113 22 

2 日野 二 中 S 29 34.35.38.41. 49-50. 60-61 21. 150 6.596 25 

3 七 生 中 S 22 36. 38. 44. 45. 50-51. 59-60 20，367 5，934 18(2) 

4 日野三中 S 45 45.47.49.58-59 21，520 7，287 26 

5 日野田中 S 48 47. 49. 52. 61-62 18，955 6，486 24 

6 沢 中 S 52 51-52. 58-59 23，623 7，147 24 

7 大坂上中 S 55 54-55. 57 19，389 6，630 23 (3) 

8 平 山 中 S 56 55-56. 3 18，200 5，991 20 
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校 施 設 一 覧

1995年 5月 1日現在

教 室

体育館
プーノレ

給 食室 学 級数特 7.i1J 教 室
大(25Xllm)

理 音 図工 技 家 視 図 食 特別 教育 コン 宵l
小(10X5m) 

m' ( )心障学級

科 楽 美術 術 庭 M品広i 書 堂 活動 相談 ヒタュ室ー

1 1 2 1 1 1 760 大 ・小 179 14 

1 2 1 1 1 1 1 761 /1 192 19 

1 2 3 2 1 l 2 814 /1 144 12 (2) 

1 1 l 1 1 765 /1 130 12 

2 2 1 1 1 809 /1 349 18 (1) 

1 1 1 1 1 1 795 /1 213 17 

1 l 1 1 1 779 /1 191 12 

1 1 1 1 1 1 545 /1 157 12 

1 1 1 1 710 /1 231 18 

1 1 1 1 1 752 /1 188 12 (1) 

1 2 1 1 1 751 /1 256 17 

1 1 1 1 1 1 714 /1 226 12 

1 1 1 1 1 736 /1 219 17 

1 1 2 1 1 734 /1 188 12 

1 1 l 1 1 760 /1 216 12 

1 1 1 1 1 760 /1 213 24 

1 1 1 1 1 1 760 大・小.12X5m 268 8 (2) 

1 1 l 1 1 760 大 ・小 214 12 

1 1 1 1 1 757 /1 215 12 

1 1 1 1 1 760 /1 224 12 

2 2 2 2 2 1 1 2 1 842 大 310 18 

2 2 1 2 2 1 1 1 1，075 /1 290 17 

2 2 2 2 (1) 2 (1) 1 1 1 1 765 /1 290 13 (4) 

3 3 2 3 2 1 1 1 1，067 /1 435 19 

2 2 2 2 2 1 1 1 1，136 /1 355 19 

2 2 2 2 2 1 1 1 1，118 /1 293 14 

2 2 1 2 (1) 2(1) 1 1 1 1 1.118 /1 233 17 (2) 

2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1，189 /1 197 13 
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と 地区割 当 表

害 避難場 所 収容人口 避難 地 区 番号 避難 場 所 収容人口 避 難 地 区

第一中学校 ・市民 人 日野目の一部部丁、神野明 4 滝合 小 学校
人 東平山1.2.3.丁目

1 の森スポーツ公園 28，000 丁の一 、日本 11 8，500 西平山1.2.3.4丁目
町 1-7 目

2 豊田 児童公園 東豊田 1.2. 4丁目
高 幡 台 小 学校

程久保の大部分
11，000 12 第三中学校 22，000 

第二 小 学校 豊田1-4丁目
明 星大学

高幡台団地

3第三 小 学 校 新町1.2. 4. 5丁目
鹿 島 台 公 園

23，000 13 南平 小 学校 12，500 南平 1-5丁目
日野自動車グランド 日野台1.2.3.4.5丁目

南平体育館

4 多摩川グラウンド
日野の一部、新井、 旭が丘小、 第四中 旭が丘の全部

22，500 石田、万願寺、下回 14 都立科学技術大学 30，000 
第四 小 学校

の一部 旭が丘東公園
西平山5丁目

多摩平団地自然公園 多摩平 1-6丁目
平山1.2. 3丁目

5 第 二 中学 校 21，000 東豊田 3丁目 15 平 山 台 小 学校 7，500 
多摩平第一公園 多摩平 7丁目の一部

平山苑

第七 小 学 校 多摩平 7丁目、神明
栄町 1-5丁目

6 日野中央公園 23，000 1-4丁目、大原上 16 東光寺 小 学校 8，600 
実 践女子大 1-4丁目 新町 3丁目

7 第八小学校 16，000 
百革、落川、三沢の 17 三 沢 台 小 学校 13，000 

百草、三沢の一部
三 沢中学校 一部 百草台自然公園 日本信販百草園住宅

8 新井橋際河川 敷 11，000 
高幡、新井の一部 18 駒 形 公 関 10，000 

日野の一部、堀之内
潤徳小学校 三沢の一部 上回、宮の全部

9 平 山 小学校 13，000 平山4.5.6丁目 言十 1 8 個所 286，600 
平 山 中学校 南平 6.7.8.9丁目

10 百草台小学校 6，000 
百草団地、 百革、
程久保の一部

避難場所
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園 名 日野市立第一幼稚園

所在地 日野市多摩平 4-3 

電 話 0425-81-4124・4105

11慎 路 鎌田駅より北へ徒歩約 10分

園児数 男 47名女 58名 計 105名

園長氏名 篠島静子

1 沿革の概要

昭40.4. 1 日野市立第一幼稚園として設置さ

れる。

4. 10 第 1回入園式挙行(5歳児・ 4歳

児含む 7学級園児 280名

5. 30 園章制定

昭41. 5. 25 開園記念日とする。

昭43. 9. 6 プール工事(第 1次)終了

12.20 遊戯室増築工事完了

昭 44. 3. 10 プ}ル工事(第2次 )完了

昭45.7. 15 運動場拡張工事完了

昭48. 3. 14 東京都交通安全教育圏第 1次研究

発表会開催

10.23 東京都交通安全教育園第 2次研究

発表会開催

sB 50. 3.10 創立10周年記念研究発表会開催

園高k制定

10.31 プ}ノレシャワー取付

12. 20 園舎(鉄筋・鉄骨)増改築工事完了

昭51. 4. 1 4歳児(2年保育)募集中止

昭 57.8.31 運動場整備

昭58. 9. 1 幼児教育 センタ}開設に伴い、 2

保育室提供

昭60. 4. 10 4歳児(2年保育)募集再開、2

学級 60名

12. 17 幼稚園外周緑化工事完了

11.29 遊戯室の屋根改装工事完了

昭62. 9. 15 玄関隣接の便所の改装(男女別大

人用)工事完了

AB63. 4. 1 1学級減、4学級となる

平 3. 4. 1 毎月第 2土防!日週休となる

10. 31 隣接たまだいら保育園との通路工

事完了、物世移設、温水シャワー

設置

平 4.3.31. 遊戯室内の改修工事完了

3.31 幼児教育セ ンタ}廃止

4. 1 毎月第 2土雌日 ・第4土脱日が迎

休となる。

6. 10 プーノレ改修工事完了

2. 歴代の園長

氏 名

江角正予 昭 40.4. 1-昭 56.3. 31 

光永久夫 H百56.4. 1-sB 57. 3. 31 

回 中光一 日百57.4. 1-sjg 60.3.31 

上 山 洋一郎 昭 60.4. 1-昭 62.3.31

高橋千鶴子 昭 62.4. 1-平 3.1. 9 

ニ上道子 平 3.1.10-平 5.3. 31 

棋烏静子 平 5.4.1-現在

3 地域の環境

住宅団地の中心に位置 し道路の角地にあるた

め騒音や交通量が多い反面、近くには公園があ

り緑に囲こまれ自然環境に恵まれている。

4. 教育目標

(l) 幼稚閣の教育目標

人間形成の基礎を暗い、一人一人の個性を伸

ばし、主体的で、 心豊かな幼児の育成を目指す。

仲良く遊べる子ども

明るく元気な子ども

よく考えやりぬく子ども

5. 指導の重点

(1) 教育課程編成、実施にかかわる指導の重点

幼児一人一人の発達にともなう課題を適切に

とらえ、保育形態を配慮するとともに、教育内

容 ・方法の改善 ・充実に努める。さらに教師聞

での連携を図り 、子どもの良さを認め、相互に

尊重しあえるよう、指滋や援助を進める。

四歳一教師との信頼関係を基盤とし、安定した

園生活の中で、基本的生活習慣や態度を

育て 、遊びを通して自己を表現すること

の楽しさを味わわせ、多J僚な経験を顧み

Zねる。
五歳一友達と遊びを考えたり 、工夫しながら自

分の思いや願いを実現 していくことを通

し、 一人一人が自己を十分に発縦し、満

足感や充実感をえさせる。

6. 本年度の研究主題

遊びを十分に楽しむ子どもを育てる。

7 本闘の特色

0 隣接する 「たまだいら保育園」との保育交流

を僚にして、 地域の幼児教育という 広い視点

に立ち改善を図る。

。。



日野市立第二幼稚園名園

日野市平山 4-5-4 地在所

0425-91-4125 話電

京王線平山城枇公園下車徒歩 10分路11関

計 62名女 32名男 30名数児国

江邦向平園長氏名

をみせている。

4 教育目標

人間尊重の精神を基盤に、心身共に健康で豊

かな心情をもち、 主体的に生活しよ うと する人

間性豊かな幼児の育成を目指す。
o元気でー明るい子ども

。進んでとりくみやりぬく子ども

o豊かな心をもっ子ども

本年度の指導の重点

幼児が目的意識を持って登園し、様々な自己

表現する体験を通 して、遊びの充実を図る。

" 0 日々の生活の中での具体的な場簡をとらえ

4 て、基本的な生活習慣や社会的な集団生活
歳 のノレ吋レが身につくように援助する。

児 o幼児が、新しい経験となるような活動や輿

〉 味関心の持てる活動に進んで取り組み、自

ら生活する喜びを感じられる機会を多くする。

o同年齢の幼児と交わって遊ぶ中で友達と一

緒に遊ぶ楽しさを知らせ、自分の感じたこ

とや考えたことをまわ りに伝えようとする

気持ちを育てる。
0集団遊び ・行事の準備 ・ごっこ等の遊びの

機会をとらえ、友達の大切さや相手に対す

る思いやりの気持ちが育つようにする。

o自分たちで遊びを進める楽しさを味わ う中

で、自分で判断し行動する力を身につけた
り、協力してやりとげることの大切さに気

付 くようにする。

o製作活動や表現遊びな ど、生活の中で感じ

たことや考えたこと・遊びの中でのイ メージを

自由に表現する機会を充実させ、友達と伝

え合った り表現したりする喜びを感じられ
るようにする。

本年度の研究主題
「遊びこめる子を育てる」

幼児の遊びの記録を基に「遊び込めていると

きJの要因を分析し、物的環境の構成との関連

から考察することにより 、より適切な環境構成
や教師の援助のあり方を追求する。

7. 本国の特色

o平山城枇公園や河原など、園周辺や市内の自

然環境を利用し、四季を通じて自然に親しめ
る野外活動を、多くとり入れている。

その他(教職員の研究歴 )

必内訳| 研究員 | 開発委員

l |平向邦江 (49年 ) I平向邦江 (58年)

2 |井上宏子 (H2年)I井上宏子 (H4年J

3 I t.i尾真須子 (H5年Y

〈

5
歳
児
〉

5 

6 

1. 沿革の概要

昭 40. 4. 1 日野市立第二幼稚園 として平山小

学校校庭内に設置される。

4.10 第 1回入国式挙行入園児 131名

学級数 4.(一年保育 2学級、二年

保育年少 2学級)

開国記念日 と定める

園章制定

学級数 3.(二年保育年長 1学級、

一年保育年長 I学級 二年保育年

少 1学級)以後 3学級運営

3.10 日野市研究協力固として研究発表

を行う
一年保育児で 3学級の編成

東京都交通安全教育推進学校研究
発表会(第一年次)

東京都交通安全教育推進学校研究

発表会 (第二年次 )

創立 10周年記念式典開催

都立教育研究所幼児教育研究室調

査協力のため幼児運動能力調査を

行う

二年保育再開
現在地に園舎防音改築工事が開始

される

新園舎完成移転

屋上プールサイドの塗装、及び人

工芝の張り替え

遊戯室、舞台壁面改修

旦_____1!
後藤 IE 太

|安航利治

l小野 晃

深海 ;真 人

|林 ;L; )'~ I 1別口:'.' --I附 fill.3 
一一一一一 一I f}1 1除 智章 1沼 fiR.1 -限引.3

~昭 12.3 

-1l1117.3 

-1回51.3 

-11?155. 3 

~昭 62.3

- ']'.元 3

~ 可1'- 5.3 

~現校

l悩10.1 

Il{j12. 1 

Jl1l17.1 

J1{j 51. 1 

|Jlli池守 -11凶(;1. 1 

|以 1-1 務iitf11問 1;2.1

-Ifl l為的 γ|干元.，1 

"'Ji. ':'J邦 i_LI平 5.;1 

5. 10 
5. 30 
4. 1 

10. 22 

12. 14 
昭55.10. 18 

4. 1 

8. 30 

昭 60. 4. 

平 4. 5. 

平 6.11.30

2. 歴代園長

4. 1 

2. 21 

H百46

昭 57
昭 59.

昭 48
昭 49.

昭 41

8 

-82-

地域の環境
市の南西部に位置し、平LLi小学校に隣接して

いる。南に多摩丘陵、北に浅川、 西に八王子に

固まれた東西に長く起伏に富んだ地域である。

近年団地や都営住宅の建設及び、股地、丘陵の
宅地化が急速に進んでいる。園の週辺は道路や

下水道の整備が行われつつあり、 市街地の様相

3 



1. 沿革の概要

昭 41. 4. 1 

4. 11 

5. 4 

昭 42. 5 

11 

sB 46. 4. 

昭 47. 3 

昭 49. 4. 1 

昭 51. 2. 

昭 53. 8. 

昭 54. 8 

昭 56. 3 

昭 56. 4. 

昭 60. 8 

昭 63. 8 

平 2. 3 

2 歴代協l長:

氏 名

吉 田辰次

永野林弘

吉田辰次

下回 忍

器産呂木経次

村田安正

古谷洋太

平向邦江

f中山英代

山本智恵子

園 名 日野市立第三幼稚園

所在地 日崎市日野本町 2-14-1

電 言古 0425:-81-7127 

I1原 路 JR日野駅下車東へ 10分

園児数 男 31名 女 23名計 54名

園長氏名 坂口嘉津子

日野市立第三幼稚園として日野

第一少学校内に設立

第一回入国式を挙行

学級数 (4) 4歳児 2

5歳児 2 入園児数 143名

開園記念日と定める

プロ Iツク塀完成

観察池設置

市研究協力闘

屋外飼育舎新設

全学級 1年保育となる。

区画整理のため、正門移動

園庭整備 10周年記念研究発表

ホ}ル、保育室床改装

廊下床改装

園歌制定

2年保育再開

保育室内装

ホール屋根改装

正門扉改装

年月~年月

昭 41.4 -昭 41.5 

昭 41.6 -昭 .4'2.3

昭 42.4-昭 44.3

昭 44.4-昭 50.3

昭 50.4-昭 55.3 

昭 55.4-昭 58.3

昭 58.4-昭 62.3

昭 62.4-昭 63.3

昭 63.4-平 3.3

平 3.4 -平 5.3 

3 地域の環境

交通量の多い甲州街道、 川崎街道、市道に固

まれている。急速に宅地化が唯み周囲の自然も

失われ、こども達の遊び場は限られてきている。

しかし、市役所、市民会館、図書館、公民館、

生活保健センタ}、公園など文化的な環境に恵

まれた場所になりつつある。

4. 教育目標

人間尊重の精神を基調とし、 心身ともに健康

で、いきいきと活動する心豊かな幼児の育成を

めざして

o丈夫な体で元気に遊ぶ子

o思いやりをもったやさしい子

o最後までやりぬく子

5 本年度の指導の重点

一人一人の幼児の良さを生かし、適切な援助

をすることにより、自ら遊びをつくりだす幼児

を育てる。

多様な活動に興味、関心を示し、自ら取組ん

でいこうとする態度や意欲、創造性、表現力を

育てる。

4歳児 集団の中で自分の力を十分に発揮した

り、友達とのかかわりを楽しみ、集団

生活に必要な基本的生活習慣を身につ

ける。

5歳児 互いの思いを表現し、良さを認めあう

などの経験を通して社会生活に必要な

習慣やルールを身につける。

6 本年度の研究主題

i¥，、きいきと遊ぶこどもを育てるJ
幼児の実態はあくをするために記録をとり指

導のあり方を探る。

7. 本闘の特色

。保護者の保育参加や地域の人とのふれあいを

通して人に親しむ機会が多い。

o地域の自然環境を国外保育や綴子での共通体

験の活動に取り入れている。

8 その他教職員研究歴
¥ 内訳 E

開発委員

坂口嘉fl!子 平 5. 4 ~現在
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園 名 日野市立第四幼稚園

所在地 日野市石田 431-6

電話 0425-83-3903

JI頃 路 立川 高幡不動京王パス四小前下車徒歩 5分

国児数

園長氏名

1. 沿革の概要

昭 48. 4. 1 日野市立第四幼稚園として開園

学級数 2、園児数 41名

10. 9 

11. 1 

昭 51. 8.30 

昭 54.9. 8 

昭 56. 9.30 

昭 57.11. 11 

落成式挙行

開園記念日と定める

各保育室前、テラス完成

廊下床、足洗い場改装完成

各保育室、教材整理棚完成

創立 10周年記念式典挙行

国歌制定

職員室床木製改装完了

廊下改修、屋根、外装塗装

昭 60. 8.31 

1沼田.8.26 

平 2.8.30 

平 3. 8 31 

平 4.11.18

平 5. 9. 13 

平 6.8.23 

各保育室床、遊戯室床、壁塗装

水道管のとりかえ工事

創立 20周年記念式典

屋根部分改修

雨どい改修

2 歴代園長

氏 名 年月~年月

内藤達夫 昭 484. 1 -昭 52 3. 31 

釜池 博 昭 52.4. 1 -昭 57.3. 31 

竹永秀雄 昭 57.4. 1 -昭 60.3. 31 

回 中光穂 昭 60.4. 1 .-昭 62.3.31 

梶村和子 昭 62.4.1 -平元 3.31 

上野美津枝 平 7じ 4.1-平 5.3. 31 

山本智恵子 平 5.4.1 -現在

3 地減の環境

日野橋より東へ約 1km入った多摩川の土手近

くにあって、日野第四小学校に隣接してし、る。

田畑や梨園、農業用水路等自然環境にめぐまれ

ているが、宅地化が進み、子どもの遊べる場所

は少なし、。

男 27名女 33名計 60名

山本智恵子

4 教育目標

一人一人を大切に し、 豊かな人間性を育み、

心身共に健康で自ら進んで、生活できる幼児を育

成する。

0心身共に健康で、元気に遊べる子ども。

0意欲をもって取り組むことができる子ども。

o人と関わる中で思いや願いを伝えられる子ど

も。

o自然や文化の良さを感じる子ども。

5 本年度の指導の重点

o幼児の実態や発達に即した指導計画及び、個

々の幼児の実態に即した個別の指導計画を立

案し指導と評価の一体化を図り日々の評価の

充実に努める。

0教師一人一人が保育に対するとらえ方や能力

を高め、共通理解のもとに幼稚園教育の一層

の充実に努める。

o地域の自然、に親しむ機会をできるだけ多くも

ち、体験的活動を通して豊かな感性を育て、

心身共に健康な発達を促す。

4歳。いろいろなことに興味をもって、思いき

り遊び、楽しく園生活を送る。

o基本的生活習慣の自立を図り、自分から

進んでものごとに取り組む。

5歳。意欲をも って主体的に遊び、充実 した園

生活を送る。

o相手の立場になって考え、良さを認め合

う友達関係を育てる。

o友達と一緒に、遊びをより楽しくするた

めに試したり工夫したりする。

6. 本年度の研究主題

「幼児の発達段階に即した遊び」

7 本闘の特色

o幼小の連携、異年齢との交流を密にし、互い

に学び合うようにする。

o自然環境を生かし、圏外保育を通して、四季

折々の動植物への関心と親しみを持たせ、自

然、の中で存分遊ぶようにする。

oひまわり号の活用や、音楽などを積極主的に取

り入れ、教師と子どもが共感しあい、自己発

揮できる環境の設定に配慮.している。
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園 名 日野市立第五幼稚園

所在地 日野市三沢 175

電 話 0425-92-0432 

1関 路 京王線高幡不動駅下車東へ徒歩 13分

園児数 男 28名女 33名計 61名

園長氏名 酒匂瑠美子

l 沿革の概要

昭 49. 4. 1 

4.15 

11. 1 

昭 53. 4. 1 

昭 56.4. 1 

昭 59. 2.25 

3.31 

昭 60.4. 1 

昭 61. 3. 15 

平 3.10. 6 

平 3. 4. 1 

平 3. 8. 31 

平 5.1. 18 

2. 歴代闘長

日野市立第五幼稚園として設置

される。

学級数 2、定員 80名

教諭 3名、用務員 1名

第一回入図式挙行 園児数 62名

落成式を挙行 同日を開園記念

日とする。

1学級相のためプレハブ教室増

築、学級数 3、定員 120名

学級数 2、定員 80名

創立 10周年記念式挙行

プレハプ教室徹去

2年保育開始学級数 2

定員 70名

教材室増設

ホール屋根取替 ・トイレ改修

学級数 2 定員 65名

保育室流し台改修 ・ホール床改

修

外灯設位、園舎職員室 ・保育室

屋根改修

氏 名 年月 ~ 年月

岡本省吾 昭 49.4. 1-昭 53.3. 3 

古谷洋太 昭 53.4.1-昭 58.3.31 

渋谷義一 昭 58.4. 1-昭 61.3.31 

桜 田鈴子 昭 61.4. 1-平 3.3. 31 

高野英男 平 3.4. 1-平 3.4. 30 

酒匂瑠美子 平 3.5. 1-現 在

3 地域の環境

京王線高幡不動駅と百草園駅のほぼ中間の{立

位にあり、周聞は開発途上にあるがまだ自然に

恵まれており、小学校、中学校に隣接している。

近くには、日幡不動尊、多摩動物公園、百草固

などがあ り、四季折々の野外活動を楽しむこ と

ヵ:で-きる。

4. 教育目標

心身共に健全で主体性をもち、人間性豊かな

子どもを育成するために、次の目標を設定する。

o元気な子ども・健康で明るく意欲的な子ども

・たくましい子ども

oやさしい子ども・周聞の人々に感謝の気持ちを

もつ子ども

・自然や生命を大切にする子ど

も

o考える子ども・よく見て 、気づく子ども

・自ら試し、工夫する子ども

5. 本年度の指導の重点

幼児の実態を捉え発達段階に即した目標を設

定し、次のことに留意して、学級経営を行う。

4歳児 o基本的生活習慣を身につけるとともに、

幼児期にふさわしい生活を展開し、幼

児の心情を育てながら一人一人の個性

や可能性を伸ばす。

o友だちとのかかわりの中で自己表現し

たり、集団で遊ぶ楽しさを十分味わわ

せ、園行事や圏外保育などの生活体験

にも積極的にかかわる。

5歳児 o自ら目的や課題をもって環境にかかわ

り、多様な経験や体験を繰り返し行う

中から、健康で充実した生活を主体的

に創り出せるようにする。

o幼児が互いを認め合い育ち合える望ま

しい人間関係を育み、友だちとのかか

わりを深めていく中で力を発揮し、社

会性を身につけてし、く 。

6 本年度の研究主題

「集団での造形活動」について指導内容、方

法等の改善 ・充実に努める。

7. 本闘の特色

。広い園庭を十分活用し、幼児にいろいろな体

験を通して幅広い戸外活動を楽しませる。

o圏内外の施設や教材 ・環境を利用した遊ひ・を

通して、友だちと遊ぶ楽 しさを見つけ、互い

に刺激し合い、育ち合える場とする。

F
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園 名

所在 地

電 話

11贋 路

園児数

園長氏名

1 沿革の概要

H召50.9. 6 園舎新築工事起工

日召51. 3. 19 国会完成、鉄筋平屋建

4. 1 日野市立第六幼稚園として開園

学級数 2、定員 80名

園長 1名、教諭 3名、用務員 1名

4. 10 入国式挙行、園児数 73名

5. 29 開国記念式典挙行

開園記念日とする

H自52. 5. 30 プール(ヤマハ・ キューテ ィメ

イト DX)設置

na 53. 3.]2 1学級増設のためプレハプ教室

増設、学級数 3、定員 120名

nB 55. 4 1 学級数 2、定員 80名

n召58. 8. 5 プールのフェンス、闘庭フェン

ス防球ネッ ト完成

1lB60. 4. 1 2年保育開始、定員70名、学級

数 2、4歳児30名、5歳児 40名

11. 1 園歌制定

12. 14 創立 10周年記念式挙行

昭61. 9. 10 国庭拡張、闘舎外壁塗装

平]. 8. 31 南側テラスに屋根をかける

平 3.11. 15 教室、ホーノレのストープ改修

平 4. 8. 31 廊下床張り替え、門柱、防球ネ

ット設置、登り棒新設
平 5. 8.20 ホール、保育室の床改修

2. 歴代園長

氏 名 年月~ 年月

手 代 木 和 夫 昭 51.4.1-昭54.3. 31 

近内信輝 昭 54.4.1-昭 58.3. 31 

津野田 昭一 昭 58.4.1-昭62.3. 31 

上野美津校 昭 62.4.1-平7c.3. 31 

坂口嘉津子 平冗.4.1-平 5.3. 31 

高野真由美 平 5.4.1-現在

3 地域の環境

日野市の東南部にある多摩丘陵に造成された

高幡台団地と百草団地との境に位置し、園舎は

緑の森林に固まれ、起伏に富んだ所である。

近くには多摩動物公園、百草圏、高幡不動尊

などがあり 、野外遊びのできる場所も多く、自

然に親しむことができる。

日野市立第六幼稚園

日野市程久保 876-2

0425-92-6330 

京王線高幡不動駅より百草団地行きパスで
高中盤台団地下車 徒歩 5分

男 23名 女 20名計 43名

高野真由美

4. 教育目標

人間尊重の精神に基づき、主体的に生きょう

とする心身共に健康で、感性に寓み、人間性豊

かな幼児の育成を目指す。

o思いやりのある子

o自分で考え最後までや りぬく子

o元気な身体で仲よく遊べる子ども

5 本年度の指導の重点

o幼児の特性を理解し一人一人の発達を捉えて

個性を生かすことのできる指導計画の作成、

実践、反省を通して 、連続性のある指導をす

る。

4歳児 ・基本的生活習慣の自立を促し集団生活

の中で、望ま しい態度を身につけさせ

る。

・教師と幼児、幼児相互の信頼関係を深

め、自己を十分に発揮させるために幼

児の実態把握と記録の充実を図り、心

身の調和のとれた発達を促す。

5歳児 ・主体的に取り組む態度を身につけさせ

るために一人一人の発達段階に応じた

保育を進める 0

.友達と協力して遊びを進めるために相

手の存在を認め互いに尊重しあう心を

育てる。

o地域の環境や人々とのかかわりを通して、幼

児が積極的に行動する意欲、態度を育成し生

活経験の幅に広がりを持たせる。

o身近な自然や社会事象に興味、関心を持たせ

嫌々な経験を積み重ねることによって、思い

やりの心や表現する力を育てる。

6 本年度の研究主題

「地域に聞かれた幼稚園をめざして」

7 本国の特色

o動植物の飼育栽培を子ども達が行い、育てる

ことの喜びを味わわせている。

o園周辺の自然澱境を利用した圏外保育を多く

取り入れ、思う存分に体を動かし、自然に親

しませている。

o地域に親しみ愛する心を育てると共に、人と

かかわる力の育成に努めている。
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園 名

所在地

電 誌

11頃 路

闘児数

園長氏名

1. 沿革の概要

昭 59.10. 6 園舎新築工事起工

昭 60. 4. 1 日野市立第七幼稚園として設置

鉄筋コンクリート 2階建

学級数 2 定員 70名

昭 60. 4. 10 

昭 60. 6. 30 

昭 62.4. 1 

昭 63.3.11 

教職員 3名 園地面積 2599ば

第 1回入図式挙行園児数 49名

開園記念日とする

4歳児 1クラス稿、定員 100名

(年少 2、年長 1) 

園舎増築工事完成

昭 63. 4. 11 学級数 4( 4歳児 2、5歳児 2)

定日 140名

平 2. 2. 20 

平 6~7

2 歴代園長

氏 名

石井 ニ 土

f中山英代

平 向邦江

上野美津枝

3 地域の環境

国歌11i1]定
文部省委託研究「幼稚闘教育の

在り方についての実践的調査研

究」

年月~年月

昭 60.4. ] -昭 62.3. 31 

sR 62. 4. 1 -昭 63.3.31 

昭 63.4. 1 -平 5.3.3l 

平 5.4.1 -現在

市の西端に位位し、地域の約半分が工業地区

職住近接による公団や社宅により若年層の人口

が増加している。周辺道路の交通iEが多いが道

路は整備され、街路樹やグリーンベノレトが四季

折々 に定しし、。大学、 中学校、保育刷、児童館

障害者や老人のための施設が隣接し、文化福祉

ゾーンとして地域のかなめとなっている。

4 教育目標

人IlJJ~1iT(の精神を法制にし、主体的で心~か

な幼児の育成をめざす。

。 心の~~かな子ども

。切るく元気な子ども

o一生懸命とりくむ fども

日野市立第七幼稚園

日野市旭が丘 2-42

0425-86-3770 

JR豊田駅下車京王パス 都立科学技術大学前

男 43名女 54名計 97名

上野 美津枝

5. 本年度の指導の重点

0 日々の個人記録をもとに、幼児一人ひとりの

発達や特性を把握し、幼児自身が自己のよ さ

に気づくことや、相手の良さを認め合える関

係を育てる。

o闘の畑に親しんだり、園外保育等で地域の自

然を活用し、幼児自身の発見、 感動できる直

接体験を大切にし、感性豊かな子を育てる。

(2) 環境の構成

o人間関係を広げるため、親子の会(保育参加)

組父偲参観における人とのふれ合いや、未就

園児 ・小学生との交流の機会を計画的に持つ。

o幼児の成長や季節に応じて動植物の飼育、栽

借や地域の自然に親子、教師と共にかかわる

等の直接体験を通して、収盤の喜び ・発見 ・

篤き・愛護の気持ち等を味わうことのできる

機会を作る。

o発達段階に応じた教材 ・教具 ・遊具を提示し

向ら進んで遊びに取り組み、充実感、満足感

の味わうことのできる環境構成に努める。

0移動図3館の活川、絵本童話の読み聞かせ、

歌の会等を通して盛かな心を育てる。

6 本年度の研究主題

「般かな人間関係を育てる」

一 家庭 ・地戚とのかかわりを過してー

7. 本闘の特色

o通園区域は広く、高層住宅、社宅等が多い

o飼育物の世話や菜園、国庭での草花の栽麿等

の直媛併轍を通して情操地かな心を育ててい

る。

8. その他 (教職員の研究歴)

r'-，J)'J訳I _ . _ I 
¥ |研 究 員 |開 発委員

目上野美津枝 |上野 美津枝

渡 辺 明 子
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学校名

所在地

電 話

1憤 路

児童数

校長氏名 岩下和夫

1 沿革の概要

明 6. 5. 5 土淵山普門寺の本堂をあて Ij~校。

第一大学区第八中学区第五十四

番小学日野学校と弥す。(現在

の中央公民館のとなり。)

IJlj 45 2.11 校歌、校章制定、校舎増改築、

校地拡張

sl:l 11 4.29 校旗寄贈 (古谷剛次郎氏)

昭 15 日野2800番地(現在地)に土

地 900余坪、新校舎建築開始。

(戦時中、軍徴用)

昭 23. 4.25 新校舎に移転完了

昭 25. 4. 1 東京都指定実験学校となり、教

育課程の研究発足

H召Z1. 3. 5 上記の研究発表

1115 28 8.22 80周年記念プーノレ竣工

H召38.11 3 日野市制施行により日野市立日

野第一小学校と校名を変更

昭 43. 4. 1 日野市研究協力校として「教育

環境の整備」を主題として研究

発足

8. 1 日野市集会場を屋内 運 動 場 兼

講堂として移管

sl:l 44. 2.21 日野市研究協力校として「教育

環境の整備について」発表

5. 1 東京都学校花壇協力校となる

H召46. 4. 1 日野市小学校訪問学級設置

5月 17日開校

昭 47. 2 都市計画神明上区画整理事業開

始校庭南側一部縮少

H召48.11 創立百周年記念祭

H百55 8 排水構改修、受水槽設置

昭 57. 6 体育館新設

H召58. 8 校内塗装、窓アルミサッシ化

sl:l 58.11 開校 110周年記念集会、式典

昭 59. 3 仲田小分離

昭 59. 8 屋上全面防水、 プレハブ撤去

日 野 市 立 日 野 第 一 小 学 校

日野市日野本町 2-]4ーl

0425-81-0073・0061

中央線日野駅下車 徒歩 6分

男 241名 女 228名計469名

教頭氏名 木内秀雄

sl:l 60. 3 

H召60.11 

日召 62 2 

平元.8 

平元.11

平元.11

平 2. 8 

平 3. 1 

平 3. 8 

平 4 8 

平 4.10 

平 5. 8 

平 6. 3 

平 7. 8 

2 歴代校長

氏名

1 日!RJ義I1関

2 国府田学

3 小 川 則要

4 鈴木宗也

5 上 野 兼 松

体育倉庫新設

南 ・北側 ブロッ クベい撤去、楠

込とする

東京都教育委員会「健康づくり

推進校Jとして公開発表

校庭整備工事

校舎建具等改修、建築工事

温度保持設備工事新設

放送室改修工事

日野市研究協力校として「一人

一人の読みの力を育てるための

指導法の工夫」を副主題として

研究発表

校庭改修

給食配膳室扉改修

職員玄関前排水管改修

教室の出入口扉一部改修

第二図工室焼き窯設置

ランチルーム全面改修

教室出入口扉の改修

駐輪場設置

飼育小屋設置

東校舎廊下塗装工事

年月~年月

明 6 5-明 9. 7 

明 9. 7-明 11 3 

明 11. 4-明 15 3 

明 15 4-明 16 8 

明 16 9-明 18 3 

6 一見友三郎 明 18. 4-明 19. 4 

7 八木岡寛待IJ 明 19 5-明 21 10 

8 佐 野 鶴 松 明 21.1] -大 5 3 

9 古谷剛次郎 大 5 4-大 12 1 

10 河 合 平 作 大 12 2-大 15 3 

11 古谷剛次郎 大 15 4-昭 11

12 宮川 海ニ 昭 11. 2-昭 18 3 

13 貫 井 半 蔵 昭 18 4 -s百23 8 

14 小 池 嘉 一 sfl 23 9 -p召34 3 
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氏名 年月~年月
15 尾崎半次郎 昭 34. 4 -[l{:j 37. 3 

16 五十嵐光 llB 37 4-昭 38 3 

17 木村 清 昭 38. 4-昭 41 3 
18 吉田辰次 昭 41. 4-昭 44. 3 

19 下回 忍 昭 44. 4-昭 50. 3 

20 溝呂木桂次 昭 50. 4-昭 55. 3 

21 村田安正 昭 55 4-昭 58. 3 

22 古谷 洋太 昭 58 4-昭 62 3 

23 山口武彦 昭 62. 4-乎 4 3 

24 岩下和夫 平 4 4-

3 地域の環境

校区は広く、農地、工場、商底、住宅により

構成される地戚である。 本校は日野駅より徒歩

6分の所に位置する。 駅周辺は開発も進み、か

つての日野宿のおもかげも失われつつある。し

かし、まだ随所に歴史をとどめる史跡も残り、

自然も美しく 、心やすまる環境も残されている。

4 教育目標

(1) 学校の教育目標

人間尊重の精神を基調とし、広 く国際社会において尊敬と信頼の得られる知 ・徳 ・体の調和のと

れた人間性豊かな児童の育成を目指し、次のように学校教育目標を設定する。

① 科学性を身につける子ども

事実を正しく見る目を養い、正しい判断力 ・順序だった思考力 ・意欲的な制造力等の知性を育

てる。

② 強かな心情を持った子ども

其 ・善 ・美に対する感受性を養うとともに、自然や動組物愛護、他人に対する思いやりの心を

育てる。

③ 強い君、志を育てる子ども

困難にあってもくじけない耐性を育て、目標に向かつて最後までやりとげる実践力を培う 。

@ じようぶな体をつくる子ども

健康に関心を持ち、進んで運動に取り組み、健康 ・体力の維持向上を目指す態度を育てる。

本年度は、第三項目及び第四項目の「強い意志を育てる子どもJrじようぶな体をつくる子ど

も」を重点の教育目標とし、これの具現化のために全教育活動を通して全力を傾けてL、く。特に

重点数科を体育科とし、校内研究の中心に据える。

5 指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア各教科

生涯にわたって主体的に学び続ける意欲や能力 ・態度の基礎基本を身に付ける。また、児T置が

主体的に学習することに重点をおいた授業を創造する。そのため、

・指導内容の重点化を図り、体験を通して考える ・調べる ・確かめる等の時聞を十分にとり、考

える力 ・問題解決の力 ・情報活用能力 ・表現力 ・創造性の育成を図る。

・新しい学力観に立つ学力を育成することを重視して、 T.T等を含めた指現法の改善に努める0

・児童が健康、体力に関心をもち、体育科の学習活動を通して、進んで心と体の健康づくりに取

り組むよう指滋の工夫に勿める。

イ 道 徳

社会規範 ・生活規範のもととなる道徳的価値の向揚・内面化を図り、道徳的実践カを高める。

そのため、

・道徳の時間の充実を図り、意図的 ・計画的な指務に努める。

・ 全教育活動を通じて、根気強さや耐性、自然環境の大切さ、生命の~v.重 ・ 他を思いやる心等の

育成を重視した指羽を進める。

児童の協同 ・協力frl'i動を泊して、 助け合い ・学び合い ・支え合う 心を育てる。また、児童の自

主的 ・自治的活動を通して例nや社会性 ・国際性を情う 。そのため、

Q
d
 

n
6
 



o児童の主体的 ・体験的活動を促し、縦割り活動等望ましい集団活動を行う中で連帯感や盟かな人

間関係を育てるとともに、地域の一員として望ましい生き方ができるように指導する。

o多様な教育活動を行う中で、個人の持つ特性の発見に努め、一人一人のよい商が伸長するように

指導する。

0体育的な活動を通して、ねばり強さや耐性、健康 ・体力の向上等心と体の健康づくりを推進する。

(2) 特色ある教育活動

ア 研究活動の中で定着してきたふれあいタイム、教師の読み聞かせ、併赦学習活動等を通 して、

児童理解を深め、心と体の健康づく りに努める。

イ 幼稚園、中学校との交流の場を設定 し、幼・小 ・中の触れ合いを通して異年齢の相互理解を深

める。

ウ 学級活動、学校裁量の時rl:¥Jを通して、調別指導の充実、学級経営の推進を図り 、児童一人一人

が、いじめのない楽しくゆとりのある学校生活を送れるよ う指導する。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア 生活指導

① 全教職員の共通理解のもとに基本的行動様式の定着を推進する。そこで「五つの約束」を重

点とし、集団の秩序と安全保持の立場から指導を徹底する。

② 校内の教育相談を通して、児童の不安や悩みを聞き、学校生活への適応 ・学習の適応を図り、

明るく楽 しい学校生活が送れるように指導する。

③ 学校週五日制に伴う休日の過ごし方について 、学校と家庭 ・地域の連携を深め健全なる生活

ができるように指導する。

イ 進品名指導

児童一人一人の個性 ・能力の開発 ・伸長をめざす。そのため、児童のよい面の発見に努め、認

め ・誉め或いは児童のもつ悩みや願いの相談にのり、励まし力づける。また、各教科 ・道徳 ・特

別活動等さまざまな学習活動の場を通 して、児童がめあてを持ち健康で‘たくま しい生き方ができ

るよう 指導に努める。

6 本年度の研究主題

これからの社会を生き生きと過ごすには、健康 ・体力は重要な資質である。 しかし、本校の児童の

実態をみると 、必ずしも健康 ・体力等の商で充実 しているとはいえない。そこで、研究主題は「一人

一人の児童が意欲的に学習に取り組む指導法の工夫」を継続し、体育科及び体育的な活動を校内研究

の中心に捉え、 児童の主体的な活動と教師の支援のあり方を実践的に実証してし、く。

7. その他(教職員の研究隆)

ト建 中央研 研究 員 開発委 員 研究生、他

1 志賀由具(平成 4) 
岩 下 和 夫 49 岩下和夫 52 

(体育) (体育 ・現代化)

2 
木内秀雄 54 志賀 由具 59 

(社会 ) (体育)

3 
志 賀 由 具 59 

(体育)

4 
小川賀 世子平成 6

L国語)

5 
清 水 妙 子 47 

(学校保健 )
'-
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学校名 日野市立日野第二小学校

所 在 地 日野市東豊田 2-14-1

電 話 0425-81-0070・0851 FAX 0425-81-0851 

I1慎 路 JR豊田駅南口下車徒歩 10分
京王線南平駅下車徒歩 15分

児童数 男 324名女 271名 計 595名

校長氏名 秋山憲一 教頭氏名 太田由紀夫

1 沿革の概要

明 7. 3 神奈川県 9大区小4区虫回村尋

常小学校として創設、戸長山口

平大夫氏長屋を仮校舎にする

年月不詳 養生寺本堂を校舎とし、上下 2

等級に分ける。

明 12. 2 豊田 1320番地、普ー生寺の西隣

に新校舎建築

明 26. 4 東京府に編入される

明41. 3 日野小学校盟国分教場さとなる

昭 17 虫回 218番地に新校舎建築、平

屋建 6教室

日召 21. 6. 南多摩.(，IJS虫凹国民学校として再

び独立

rls 27. 12 第 l次増築、2附建8教室、日

野町立日野第二小学校と校名変

更

sA 31. 11 第 2次地築、 2附建 6教室

Ils 38. 11 日町市立日野第二小学校と校名

変更

昭 113.6. 第 1次防音、 4附建校舎完成

[li{ 44. 3. 第2次防音、 4階建校舎完成

H召46. 2 体育館工'H、務成

f1{149. 3 第 3次防音、 4附建校舎完成

11. 創立百周年記念式典を行 う

附 55. 3. 1附建校舎完成

sA 56. 5 新プール完成

9 校庭整備完成

昭 57. 8 普通教室内部塗袋完 f
t1A 58.12 校庭歩道完成

t1s 59. 6 創立百十周年記念式典を行 う

l凶63.8 体育館改装

平 元.8 日i白水槽取替

平 2. 8. 校舎大規模改修完 f
平 3. 9. 給食室・日夜1111的)st(3附)改修完了
平 5. 2 ランチルーム完成

平 5. 2 生前科広場完成

平 5. 3 第二校庭川地伯上げ決定

平 5. 8. 校舎、床、天井改修

平 6. 8. 各階ろう下内装改修

平 7. 3. 保健室シャワー設置

2. 歴代校長

氏 名 年月~年月

小山茂平 昭 21. 6 - 27. 9 

地島光 一 sjg 27.10 - 34. 3 

小池嘉一 昭 34 4 - 38. 3 

森久保惣次 sjg38. 4 - 42. 3 

後藤正太 昭 42 4 - 47. 3 

安積利治 昭 47 4 - 50. 3 

永井雅夫 昭 50. 4 - 53 3 

鈴木英夫 昭 53 4 - 57 6 

篠宮忠男 昭 57. 7 - 61. 3 

荒木健治 H召61 4-平成克.3 

馬場 武 平成克 4-平成 5. 3 

秋山滋一 平成 6.4-現在

3. 地域の環境

・本校の学区は、かつては "豊田の里"と呼ば

れた静かな出村て、あったが、近年になって急

に宅地造成が進み、民家の割合が激減してい

る。 しかし、学区内の至る所に湧水があり、

サワガニやカワニナが生息す自然環境が残さ

れている。

・保護おや地域の方々は、教育に対する関心が

深く協力的である。登校時の交通安全指潟や

特種のサーク ノレ活動に積極的に参加している

また、浅川を含んだ地域の清掃活動である

PTA主催のク リー ン作戦は、14年目を迎え

るなど、環境に対する関心も高い。

・学校前の都道をはじめとして、学区内の道路

はどこも泊中日がせまく歩道もない。 しかも交

通此がしだいに附加 し、登下校の安全が韮!s，

される状況になってきている。

・ 現在、位山南及び東豊田土地区画整理、J~業が

進行し、 i凶学路の変更が度重なっている。
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1 教育目標

(1) 学校の教育目標

人間の尊重の精神に徹し、日本人としての自覚を高め、国際社会に奉仕できる心身共に豊かな子

どもの育成を目指して、次の目標を定める0

. からだも心も強く、明るい子

・ みんなと仲良くカを合わせられる子

。 よく考え、進んで行動する子(重点目標)

責任をもって最後までやり抜く子

(2) 学校の教育目擦を達成するための基本方針

教育目標の具現化のために、全教職員の共通理解を大切にし意図的、計画的、組織的、継続的に

以下の方針をもって、教育活動を進める。

l 教育活動全体を通して心豊かな人間性を育み、人権尊重の意識と自他を思いやる実践的行動力

を育てる。

2 児童一人一人の個性、能力を生かした指導により基礎的基本的内容の定着を図り、生涯にわた

って学び続ける態度を育成する。

3. 授業研究を重視し指導法の改善に努め、自ら学ぶ意欲、能力を育み、主体的、創造的に学校生

活をおくることができるようにする。

4 基本的な行動様式に対する職員の理解を深め、組織的に生活規範を高揚させ、自主的、自立的

な生活態度を育成する。

5 家庭、地域との連携を基盤におき、地域への愛着を培い、学校週 5日制の主旨を生かして地域

社会で意欲的に活動できるようにする。

6 地域の環境に関心を持たせることにより環境を大切にする心を育て、その保全に配慮、した望ま

しい働きかけができる態度を育成する。

7. 教育活動全体を通して、我国の文化や伝統を大切にすると共に、諸外国の生活や文化を理解し、

これを尊重する態度を育む。

8 心身に障害のある児童および外国人児童については、実態に応じ適切な教育計画を創意工夫し、

自ら適応できるようにする。

2. 指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア各教科

生涯にわたって学び続ける意欲や能力 ・態度(思考力、表現力、情報活用能力、コミュニュケ

ーション能力)の土台を築くために、

・指導内容の重点、化を図り、学習時間の確保・多様な指導方法、形態 (T.T.の導入など)を

創意工夫する。

・休験的な活動や問題解決的な学習を取り入れる。

・教材、教具の整備活用などを図り、児童が成就感、満足感をもっ授業を行う。

・一人一人に学習の目当てをもたせ、学び方を学ぶ授業を創造する。

イ道徳

全教育活動を通して、下記の事項を重点として指導するとともに、道徳の時聞を通して、道徳

的価値を学び、判断力を高め、道徳的実践力を育てる。

。自分自身・…学期始めや終わりに、自己目標について検討させたり、月目標(生活、保健、給

食)について反省させるなど、学校生活をみつめ振り返るよ うにさせる。

。他 人……ていねいな言葉使いに心掛け、誰に対しても思いや りの心で接するなど人権意識

を大切にする0

0自然、崇高なもの・…・・地域の自然、や風物を教材化し、環境保全や生命尊重の意識を深める。

。集団 ・社会… -……一人間関係を大切にした学級活動を展開し、個と集団の在り方を自覚させ、

規則や決まりを大切にする規範意識を高める。

ウ特別活動

望ましい集団活動を通して心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図るとともに、協力してよ
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りよい生活を築こうとする自主的、実践的な態度を育てる。

o係活動や集会活動を充実させ、自己の存在感を自覚し、 他者と豊かに関わる集団を形成する。

o児童会活動や委員会活動、 クラブ活動において、児童の発想や主体性を生か して企画立案をす

ることにより、自覚と責任ある行動がとれるように支援する。

(2) 特色ある教育活動

。 児童会活動、児童集会や生活体育の充実。

・なわとび集会、こども祭り 。

。 地域の自然や社会を教材化し、地域から学ぶ。

・体験的な活動を重視する。

・社会人講師の活用。

。 家庭、地域と連携した環境美化、保全。

・グリーン作戦 (PTA、地域との清姉活動、そのポスター、標語作りによる教材学習との関

連)

く〉 ティームティーティ ングによる学習指導

・指導形態、個別学習の創立工夫

(3) 生活指導 ・進路指導

ア 生活指導

・日々の児童の実態を的確につかみ、全職員の共通理解のもと組織的に指導に当たり、基本的生

活習慣の確立を図る。

・教科指塁手における適切な言語環境の整備、コミュニュケーション能力の育成により調和のとれ

た人間関係を確立する。

・学習環境(掲示、学習用品の整備)を整え、学習への意欲と自ら学ぶ姿勢を高める。

・家庭、地域社会および保育園、幼稚園、中学校との連携を図り、児童の健全育成を進める。

・児童の健康と安全の確保のために環境を整備充実し、事故防止に努める。

イ 進路指導

・教育相談を充実し、児童のよさを引き出し、認め励ますことによ って、児童一人一人の個性、

能力を開発、伸長する。

・地域や教室での学習における人との関わりの中で、児童一人一人に自らのよさを自覚させ、将

来への夢や希望をも って生きてし、く 態度を育てる。

8. その他(教職員の研究歴)

〉て 研 ，ノ升U‘ 且 現代化委凸 ・開発委員 研究生 ・海外研

1 秩 山窟-(51理科) 手火山 憲一 58(理科) 秩山憲一 58研究生(理科)

2 高木映子(50教育方法) 太田由紀夫(2ヨーロッパ)

3 太田由紀夫(63理科)

4 損 圭チ( 4学校給食)

5 平島孝夫( 2算数)

6 小島義 範 ( 4特別活動)

内
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学校名

所在地

電 話

児童数

校長氏名 三津山 要

1. 沿革の概要

llB 23. 4. 1 

llB 25. 6. 10 

7. 18 

9.19 

l砲27.4.15 

6. 10 

llB 28. 6. 10 

H百30. 4. j 

H召32. 3. 4 

日自 33. 8. 3 

ns 34. 3 

fls 35. 4. 1 

昭 3811. 3 

昭 42.4. 7 

H百43.11.15

昭 46. 2. 16 

H百48. 4. 1 

lls 50， 2.25 

6. 1 

昭 54. 4. 1 

H召58. 4 2 

lls 58. 4.20 

sB 59. 3. ro 
3.25 

8 29 

12.20 

昭 60.320 

日野小学校日野台分校として設

置される。児童 1- 3年 340名、

教室4、全学年 2部授業

日野台小学校として独立する

児童数 696名、教室 9、 4年生

迄 2部授業

校章制定

4教室増築、教室数 13、3年ま

で 2部授業

4教室増築、教室数 17、2年ま

で 2部授業

校歌制定

校地 850坪拡張、 6教室増築、

教室数 23、 2部授業を解消

日野第三小学校と校名を変更

旧教室4を取除き 6教室を増築

教室数 25、児童数 869名

給食調理室完成・大小フL ノレ滋成

校地 1，100坪拡張

日野町特殊学級が併置される

日野市制施行に伴し、日野市立日

野第三小学校と校名を変更

防音校舎新築起工式

校地地番変更、日野市日野台 2

丁目 1番地の 1

体育館落成式校章制定

鉄筋新校舎 9教室増築落成

鉄筋新校舎竣工

校旗制定

東光寺小と分隊

ひばり学級教室増設

無人化(夜間 ・日限・祝祭日等)

機械警備始

藤だな改修

給食調理室天井塗装

体育館渡り廊下天井改修

体育館ステージホリゾント幕改修

音楽室床全面改修・黒板灯設備

用務員室改修

南校舎非常階段手すり改修

給食雑排水経路改修 ・浄化槽整

備 ・プール内、ンート防水 ・排水

日 野 市 立 日 野 第 = 小 学 校

日野市日野台 2ー 1-1

0425-81-0101・0850

男 196名女 178名 計 374名

(内ひばり 6名 )

教頭氏名 岡田詩美子

昭 60.3.31 

昭 61. 3 31 

8.31 

10.31 

昭 62

H召63 1. 20 

8 20 
8.31 

平元. 3.31 

平 2. 8. 21 

平 2. 8.30 

平 3. 9. 30 

平 3 9.'30 

平 4.

平 5.

平 6. 3. 

平 6年度

2 歴代校長

氏 名

パノレプ改修 ・消防水利設備

裏門拡張 ・門扉改修

道路側防球ネット生垣完成

体育館内部塗装

北校舎屋上改修

プール更衣室等照明取付

ひばり教室改装 ・体育館外部塗装

体育館屋根塗装・北校舎外壁修理

体育館床塗装・渡り廊下外壁修理

屋外幹線改修 ・校庭整備

フ.ーノレフェンス ・プ吋レ-!f1'ド改修

南校舎玄関塗装

理科室床研磨、実験机交換

北校舎改修 (1年次)

ランチルーム開設

北校舎改修(2年次)

北校舎大規模改修終了

プーノレ トイ レ改修

飼育小屋新設

体育館大規模改修

南校舎窓枠改修

校庭防球ネット延長

年月~年月

高野忠正 昭 25.6.10-26.3. 12 
(事務取扱)

高野!忠正 昭 26.3.13-27. 9.30 

尾崎半次郎 昭 27. 10. 1-34. 3. 31 

五十嵐諜光 昭 34 4.1-37.3.31 

塚本 正 rrB 37 4. 1 - 4 1. 3. 31 

池田瑞男 H召41 4.1-47.3.31 

岩井庄 三 H召47 4. 1 - 50. 3. 31 

平松健太郎 昭 50. 4.1-54.3.31 

竹永秀雄 昭 54 4. 1 - 57. 3. 31 

古田lfX介 昭 57 4. 1 - 62. 3. 31 

内藤 康 llR 62. 4.1-平 2.3.31 

土偶賀従男 平 2 4. j-平6.3.31

ニ津山 要 平 6 4. 1 ~ 現在
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3 地域の環境

東京都の南西多摩川の南岸、甲州街道沿し、に位置し、海抜 80mの日野台地を中心とした地域であ

る。

日野自動車工場とともに発展した地域で‘あり台地のため公害も少ない。

日野台地(学区域)の北部は多摩川をへだて立川市、南は多摩丘陵、西部t主八王子市が眺望できる

すぐれた環境に恵まれている。

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

教育基本法に基づき、人間尊重の精神を基調に、心身ともに健康で心豊かな児童の育成を目指し、

次の目標を定める。

0 じょうぶな子ども

。よく考える子ども

0明るく思いやりのある子ども

(2) 学校の教育目擦を達成するための基本方針

o児童相互が個性を認め合い、励まし合い、支え合う望ましい人間関係を育む教育を推進し、人間

尊重の態度の育成に努める。

0基礎基本を重視し、学年相互の関連した教育内容を精選 ・組織化するとともに、 児童が主体的に

学習に取り組むような指導 ・評価の工夫 ・改善を図る。

0児童一人ひとりの個性と創造性を伸ばし、社会の変化に主体的に対応できる能力を育み、生涯を

通じて学び続ける意欲と力を育成する教育の充実に努める。

0保健 ・体育的活動を年聞を通して計画 ・実践し、自ら進んで心身をきたえる態度を養うとともに、

たくましく生きる子どもの育成に努める。

0学校の教育環境を整備し、効果的で創意ある教育活動が実現できるようにする。

o家庭や地成社会との連携や交流を一層深め、聞かれた学校づくりを推進する。

0学校週五日制の月 2回の実施に伴い、その意義や効果について家庭や地域社会に対してさらに啓

発し、各々の教育力を生かしながら自ら判断し行動できる心貨かな児童の育成に努める。

5 指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

o教材教具の工夫 ・活用を研究し、基礎的 ・基本的事項の学習の定着を目指した指導を充実させ

る。

0体験的学習を重視し、気づかせ、・発見させる学習を推進することによって意欲的に学習に取り

組ませ、柔軟な思考力 ・的確な判断力を培う 。

0成就感 ・達成感をもてる綬業を確立し、主体的に学ぶ学び方を身につけ、意欲的に学習に取り

組む態度を育成する。

o個性をとらえ、学科形態や学習過程を工夫 し、個に応じた指導に勿める。

イ.道徳

0教育活動全体を通じて道徳教育を充実させ、実際的 ・体験的活動の中で、よく考え、進んで実

践してし、く態度を育成する。

0資料 ・視聴覚教材の充実を図り、授業の工夫 ・改善を進めるとともに、道徳的態度の深化、補

充、統合に努め、道徳的実践力を高める。

ウ.特別活動

0学級活動や委l~会、ク ラ ブ活動、集会活動等の自主的 ・ 実践的活動を充実させ、望ましい人I 1\ J

関係を形成するとともに、集団の巾で自己を生かす力を育てる。
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0児童の実態に即応した活動計画をもとに、具体的 ・蝉力的に指導を進め、創意工夫を生かした

行事を通して、豊かでうるおいのある心を育てる。

(2) 特色ある教育活動

0地域の自然 ・人材を生かした多様な教育活動を工夫し、自然 ・文化・ 伝統を大切にする態度を培

う。

0誕生給食、兄弟学級集団での遊び等、縦割り 集団での生き生きとした活動場面を通して、児童の

連帯感を育て 、あわせて体力の向上を図る。

0心身障害学級や養護学校との交流を通して、 心身に障害のある友だちゃ人々との相互理解を深め、

思し、ゃりゃ共に生きることのすばらしさを学ばせる。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

0全教職員の共通理解をもとに、体験的活動の中で人間とのふれあいを深めることを通して、集

団のきまりとその意義を理解させ、進んで守ろ うとする態度を養う。

0児童理解に努め、児童と教師の心のふれあいを大切にした指導を充実させる。さらに、家庭 ・

地域との連撹を密にして効果的指導に努める。

イ.進路指導

o児童一人一人のよさを発見し、その個性や特性を生かすことのできる教育活動の場を設定し、

将来に希望を持ち、意欲的に生活することができるよ うに援助する。

0学校週五日待Ij月 2回実施に伴い、様々な体験的活動を促し、社会の一員としてのかけがえのな

い自己に気づかせ、社会人となるための基礎となる力を育てる。

6 本年度の研究主題

教材教具の整備 ・活用による指導法の改善

7. 本校の特色

(1 ) 児童は主体性 ・粘り強さにもう一歩というところはあるが、明るく 素直で活発である。

(2) 校内研究では"よく考える子ども "の育成のために、教材教具の開発 ・工夫 ・整備 ・活用によ

る指導法の改善を掲げて、授業研究を進める。

(3) 地域に残されている畑や自然を教材として活用し、さらに、地域の炭産物を給食に取り入れ、

地域との連携も深まってきている。

(4) ひばり学級(心身障害学級 )があり 、校内における交流教育はもとより、市内心陣学級との交

vtEや地域に隣接している八王子東養護学校との交流教育にも力を入れている。

8 その他 (教職員の研究歴)

〉建 研究 生 研 究員 開発 委員 中央研 海外派遣

1 青木 利夫 6 二津山 要 53 岡田詩美子平6
(心障教育) (算数)

2 青木利夫平冗
(心障教育 )

3 岡田醇美子平 2
(学校保健)

4 前回佐和子平 5

(国語)
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日野市立日野第四小学校

日野市石田 430

名

地

話

路

校

在
学

所

電

順
0425-81-0038・3076

日野駅から高幡不動駅行パス下回下車

立川駅北口から高幡不動駅行パス四小前
下車 徒 歩 3分

京王線高幡不動駅から立JII北口行パス四小前
下車徒歩 3分

児童数 男 227名女 243名計 470名

校長氏名小原良雄 教頭氏名 光地 幸子

1. 沿革の概要

明 6. 5. 5 下回学舎

明 11. 9. 下回小学校

明 41. 3 日野小学校下回分教場

昭 29. 8. 18 校地決定4，259.14坪

昭 30. 4. 4 落成式並びに開校式 この日を

開校記念日とする

12. 22 校章制定

12. 25 第二期校舎竣工

昭 31. 3. 5 校旗完成

昭 35. 7. 20 プール洛成式立を祝賀会

昭 36.11. 1 校歌発表会、以後この日を開校

記念日とする。

昭 40. 3. 31 防音校舎9教室完成

昭 41. 3.31 防音校舎第 2WJ工事完了

昭 43ユ1幻 統計教育研究指定校として研究

発表会をする(郷、市指定校)

昭45.3.31 体育館落成

防音校舎 7教室増築完成

昭 48.5. 22 創立百周年記念式典

昭 54. 3.20 受水槽改修、渡り廊下改修

3. 25 防火戸改修、非常放送装位設備

6. 22 プーノ同イド全国立ノクリート塗装工事

Uf{ 55. 2. 2 給食寝作業場及び休J自主改修工

1:ll 

6. 20 プール内塗装工事

昭 56. 8. 25 新校舎への親子方式T V配線、

放送室内のスタジオ形式の改装

8.27 屋上高位水槽改造

8.30 都市ガス化にともなう配管取替

附 57. 3.幻 旧校舎毘上ネットフェンス貼替

UB 57. 4. 4 

9. 4 

昭 58.3. 27 

10. 31 

昭 59. 3.31 

9. 28 

昭 60. 8.31 

昭 61. 2.28 

8. 4 

昭 62. 2. 23 

sB 63. 3. 27 

昭 63. 7. 31 

8. 

8. 3 

8. 8 

平元. 8.31 

平 2. 3.17 

平 2.7.-10. 

平 2.9.- 10. 

平 3. 3. 1 

平 3. 3.17 

平 4. 8 

平 4 8 

平 5. 8. 

5. 11 

平 6. 3. 
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フ.ール便所の水洗化、更衣室等

の改修

非常階段設置

自転車置場設置

創立百十周年記念式典

仲田小学校分離 141名転出

校庭の体育倉庫新設

校舎棟工事(窓枠 ・天井張替等)

体育館玄関 ・天井 ・屋上修理

校庭東側フェンス張替工事

給食調理室、配膳空間壁撤去工

事

プーノレシャワー、目洗い場等工事

フ.ール内塗装工事

小プール排水工事完了

アスベス ト撤去工事

集水桝工事完了

放送室調整卓取替工事

校庭改修工事

校舎外塗装工事

体育館自動巻き上げパスケット

取り付け工事

体育館内外壁 ・床工事

消火栓ポンプ取替工事

保健室エアコン設位工事

体育館消火絵工

パソコン設置

造形砂場設営工事

給食調理室改築工事

創立 120周年記念式典

生ごみ分解消滅機設位



平 6.10 新館建物内外改装完了 η
4
 

平 ランチルーム使用始

2 歴代校長

¥ 氏 名 年月~年月 I~ 氏 名 年月 ~ 年月

1 浦上増太郎 昭 30.3. 29 - 36. 3. 31 6 竹永秀雄 昭 57.4.1-60.3.31

2 田中善次 昭 36.4. 1 - 44. 3. 31 7 田中光穂 昭 6O. 4. 1 - 63. 3. 31 

3 森 厳 昭 44.4. 1 - 47. 3. 31 8 波多野 畑 昭 63.4. 1-平 3.3.31 

4 内藤達夫 昭 47.4 1-52.3.31 9 片岡千詩子 平 3.4.1-平7.3. 31 

5 釜 池 博 日百 52. 4 1 - 57. 3. 31 直空 小原良雄 平 7.4. 1-

3. 地域の環境

市の東端、多摩川と浅川のおちあう三角地帯 9地区である。甲州街道から約 1伽南にへだたった多

摩川あたりに位置する。近年、万願荘の集団住宅をはじめ、万願寺、新井地区の区画整理 ・宅地造成

化がすすめられ、田園地域より住宅化しつつある。また、モノ レーノレの工事も着々と進んでいる。

4 教育目標

( 1) 学校の教育目標

人間尊重の精神を基調とし、生涯にわたる学習の基礎を培い社会の変化に自ら対応できる心豊か

な児童の育成をめざして、次の目標を定める。

。自分の力で考える子(重点目標)

0 じようぶな体をつくる子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

0 みんなと協力する子

o最後までやりぬく子

未来社会をたくましく生きま友く子どもを育てるために「地域に根ざした、聞かれた教育」をもっ

て、何事にも意欲的に取り組み、学ぶ力を身に付けた個性虫かな児童の育成をめざし「自分で考

える子」を重点目標とする。

0教育目標を学年 ・学級で具現化 し、全教育活動を通して人間尊重の精神を培い、人としての在

り方や生き方を学ばせる。

0新しい学力観に立った授業の工夫 ・改善をめざし、個に応じた指導や体験を重視した指導を推

進し、主体的な学習態度を育てるとともに、基礎 ・基本の定着を図る。

0教師と児童及び児童相互の人間関係を深め、道徳、性の函養を図るとともに、人々 との触れ合い

を通じて国際人としての良識ある態度の素地を培う。

0教育活動全般を通して健康安全について理解を深め、自ら生命の保持、生涯にわたって体力の

維持向上を図る能力や態度を育成する。

0聞かれた学校をめざし、家庭 ・地域社会との交流と連携を密にするとともに、学校週五日制の

趣旨を生かし、地域の自然 ・文化及び諸施設を取り入れた教育活動を推進し、 地域の一員とし

ての自覚と余暇の充実した活川指導を通して 、全人的な児童の育成をめざす。

5 指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

o児童一人ひとりの考え方や取り組みを大切にし、成就感や満足感を味わわせ、学習意欲を喚

起する。そのために、授業研究の公聞を通して指導内容の重点化 ・指導法の改善につとめる。

0表現力 ・思考力 ・創造力の育成を図るために、体験的学習 ・問題解決学習を重視した指導計

画の作成及び教材教具の整備活用につとめる。

イ.道徳、

0全教育活動を通して児童相互の人間関係 ・児童と社会、自然とのかかわりを深める中で児童

の内面に根ざした道徳性の育成を図り 、人としての生き方を学ばせる。
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0家庭や地域社会との連携を図る中で日常生活における基本的な生活習慣や望ましい人間闘係

を育てる実践的な態度を矯う 。

ウ.特別活動

o児童会活動 ・行事等においては、話し合い活動を充実させるとともに、児童相互の協働の場

を設定し、協力してよりよい生活を築こうとする連帯意識を育てる。

0 クラブ活動では自発的・自治的な活動を通して、集団の一員としての自覚を深め、自主的・

実践的な態度の育成を図る。

0学級活動では一人ひとりの意見を尊重し、自己実説を図らせる。

(2) 特色ある教育活動

0異年齢集団活動(たてわり活動)の場を設定し、児童相互のかかわりを広げ、社会性や思いや

りの，心を育てる。

0多摩川の自然を取り入れた学習活動、畑における生産学習など、地域を生かした体験的 ・勤労

生産的な学習を取り入れ、自らが触れて学ぶ基本姿勢を育てる。

(3) 生活指辺 ・進路指導

ア.生活指導

o話を聞く態度の育成を中心に、集団生活の中で必要な基本的な生活習慣の指導徹底を図る。

また、物を大切にする習慣の形成に配慮し、環境を維持 ・改善してし、く態度の素地を培う。

o児童一人ひとりの良さを理解し指導 ・援助していくために、家庭 ・地減との連携をいっそう

深めるとともに、教育相談体制の充実を図る。

イ.進路指導

o児童の発達段階に即して、主体的な学び方を身に付けさせるとともに進級 ・進学への適切な

指導を行う。

6. 本年度の研究主題

『自分の思いや考えを盛かに表現できる子を育てる抱導法の工夫J

7 本年度の特色

(1) 児童の実態をもとに上記の研究主屈を設定し、読解をもとに児童一人ひとりが自らの力で考え、

主体的に判断し些かに表現できる指滋をめざす。

(2) 呉年齢たてわり集団活動により、児童聞の心の触れ令い協力の機会をもとに、思いやりのある

心些かな児童を育て、人間性~かでうるおし、のある学校づくりをめざす。

(3) 基本的生活科慣の定着を図るため、生活朝会 ・生活委日会 ・児童相談を共通理解の場としてい

く。又、各学j切に生活指岩手全体会を聞き、指導の予だてを得るための事例研究、講師からの指導

等幅広い研修の場として L 、く。吏に、児童と教師との~Iわりを重視し、生活問題の早期発見 、 早

期対応、政極的m辺により、児童の健全育成を図る。

(4) 多摩川、近隣出家の畑の借11J等により、自然利用、地域性を生かしての体験学習を深めてし、く。

(5) 環境整備委員会の充実を図り、全教職員による学宵環監の整備、校舎内外の安全確保を推進す

る。

(6) 学校教育活動への保護ぷーの関わり、幼小及び中学との連携、教職員によるPTA活動への積極的

な参加lにより、地域と家庭、学校との連携を-h'}深めながら本校の教育の充実を図るo

8. その他(教職日の研究歴)

必¥内訳 研 究 員 必¥内訳 海 外 派 巡

小原 良雄 ( 62・道徳) 5 光 地 吾容 子(平 6海外派遣)

2 玉置 順子 ( 61・給食) (平 2.教材開発、国語)

3 福田 功(平 4.・体脊)

4 立花せつ子(平 4 ・音楽)
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学校名

所在地

電話

11闇路

児 童 数

校長氏名 畑 石 重 輝

1 沿革の概要

昭 34.4. 1 日野町立日野第五小学校開校

4. 6 日野第二小学校、日野第三小学

校の校舎を借用し授業開始

6. 8 第 1期工事完成新校舎にて授

業開始 (現在地)

昭 35. 9. 13 第 2期工事完成 2部授業解消

昭 36. 5. 31 第 3期工事完成

8. 28 大プール、小プーノレ竣工

昭 38 2.20 校章制定

H百39. 3.11 校歌発表会

3. 25 校旗制定 (卒業記念寄贈品 )

昭 40.4. 1 芝山分校日野六小として独立

昭 42. 2.23 都、市研究協力校発表会

昭 43.5. 20 体育館竣工

昭 44.3. 3 創立 10周年記念式典

昭 50.4. 1 訪問学級設置

昭 51. 3. 31 校舎全面的改修若手

昭 54. 3. 31 校舎 5教室改修

昭 55. 3. 31 校舎5教室改修

sB 56. 3.31 

昭 59. 3.31 

昭 60. 3.31 

昭 61. 3. 31 

昭 62.9. 

昭 63.4. 18 

平元.3.29 

平元.7. 17 

平 2. 3.26 

平 2. 4. 5 

平 2. 7.24 

平 2. 7.30 

校舎6教室改修 (H校舎)

理科室改修、玄関ドア取付

体育館床研磨

渡り廊下屋板取替

校舎新築本決まり

改築設計予算決定

校舎改築工事予算承認

校舎改築工事着工

一年校舎取りこわし工事

さやか学級新校舎に引越し

バスクッ トゴール設置工事

新校舎へ引越し

平 2. 8. 1 旧校舎解体工事

日野市立日野第五小学校

日野市多摩平 6-21-1

0425-81-0407・0445

豊田駅北口より京王パス 日野駅行き
五小前にて下車徒歩 3分

日野駅より京王パス八王子駅行き
日野自動車工場前下車 徒歩 5分

男 313名 女274名計 587名(うち病弱児5名)

教頭氏名 音 野 美智子

平 2. 9. 1 

平 2.11. 30 

平 2.12. 1 

平 2.12. 5 

平 4. 2. 25 

平 5. 1. 7 

平 5.6 11 

平 6.11.28

平 7. 3 8 

2 歴代校長

氏 名

増島光一

rrn上増太郎

福寿文雄

星 野正男

荒井一男

三 井知 夫

多昌直之

田中光 一

上山洋一郎

新校舎で授業始

30周年記念 ・校舎務成記念式典

航空写真撮影

校庭工事検査完了

「さやか学級J公開研究発表

体育館舞台袖幕取替え

体育館舞台吊物昇降機工事完了

さやか学級研究発表(文部省調査

研究協力校)

体育館舞台鍛帳工事

年月~年月

昭 34.4. 1-昭 36.3. 31 

昭 36.4. 1-昭 39.3. 31 

昭 39.4.1-昭 42.3. 31 

昭 42.4. 1-昭 47.3. 31 

昭 47.4. 1-昭 49.3 31 

昭 49.4. 1-昭 52.3 31 

昭 52.4. 1-昭 56.3 31 

昭 56.4. 1-昭 60.3. 31 

昭 60.4. 1-平 3.3 31 

野村武郎 平 3.4.1-平 5.5. 7 

畑 石 重 輝 平 5. 5.16 -現在

3. 地域の環境

昭和 33年日本住宅公団により日野台地が開

発され、多摩平団地が建設された。この一角に

日野第五小学校が設置された。南は中央線、北

は国道 20号線(甲州街道)にはさまれ、パス

網が発達し交通は便利である。

100一

団地の住宅以外に住宅街、商庖街をかかえ、

付近には 日野自動車など 4つの大会社がある。

また、自然環境に比較的恵まれ、団地内は公園、



緑地、広場などが整備され立木、 芝生に阻まれた空間は静かな住宅地としてよい教育環境となって し、る。

4. 教育目楳

人間尊重の精神を基調に、これからの社会において児童一人一人が心身共に健康で主体的に生き、

個性を発揮し、自ら学ぶ意欲と学習の仕方を身に付け、国際社会に貢献できる児童を育成する。

児童像として -健康でたくましい子ども

・心豊かで 明るい子ども

・進んて学び工夫する子ども

・認め合い 助け合う子ども

5 学校の教育目標を達成するための基本方針

ア.人間尊重の精神を基調に教育活動全体を通して、あらゆる偏見や差別をなくす人権尊重の教育を

展開する。

イ.自ら進んで健康の保持 ・桶進や体力の向上、ならびに環境の保護 ・改善を図る能力や態度を教育

活動全体を通して育てる。

ウ.自ら学ぶ意欲や思考力 ・表現力 ・判断力等を学力の基本とし、学ぶことの楽しさや成就感を体得

させ、~かな心を育む教育を推進する。

ェ.内発的な学習意欲を引出し、主体的に学び合える学習を展開するための指導 ・支援をする。

オ.児童一人一人の特性や個性を認め、自分のもてるものを発揮できるよう考えや思い等を生かす指

導を進めるとともに、児童相互の連帯感を育てる。

カ.学校教育諸活動についての理解を家庭 ・地域に図り 、児童の健全育成に向けて闘かれた学校を推

進する。

6. 指導の重点

(l)各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

・重点研究「盛かな心を持ち、楽しく学び合う児童の育成」の実現に向け、学級 ・学年単位の指

穏を充実させ、主体的に学ぶ力を育てる。

・指潟教材を基礎的 ・基本的な事項に精選し、指滋計画のもとに個に応じた指導の工夫を図り、

学力の定着に努める。

・地域の自然 ・社会環境の活用や教材 ・教具の整備活用、体験学習を取り入れるなど積極的に行

い、学ぶ意欲や態度を育む。

イ.道徳

・自然や人々とのふれあいを深める併識や動植物を育てる併散を通して、児童の内隠に根ざした

道徳性を育てる。

・資料を整備し、道徳J受業の充実を図る。

・教師と児童及び児童相互の人間関係を深め、他への思いやり等の心情を陶冶し、その実践力を

育てる。

ウ.特別活動

・学級活動、児童会活動、グラブ活動等に具年齢:m団の活動を取り入れ、楽しい学校生活を展開

する。

・児童の興味、関心のある多様な集会活動を主体的に実焔させ、自主性を育てる 0

・身近な環境に目を向けさせ、勤労生産 ・奉仕的活動等を通して、環境をより良くしていこうと

する実践的態度を指 う。

句
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(2) 特色ある教育活動

・集会活動を企画し、異年齢集団の活動を通し、楽しい学級、学校生活にする。

・多 目的ホール、多目的教室、視聴覚機器等の施設、設備の活用を通して主体的な活動を促し、

学習活動の充実を図る。

・子ども祭り等、学校生活に創意ある活動を取り入れ、活力のある活動にする。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

・毎月の指導目標を具体的に設定し、毎週土曜日に教職員の共通理解を図り、指導を徹底する 0

・教師と児童が密度の濃い接触を通し、児童の心身の安定に努め、指導体制を整え、指導の充実

を図る0

・家庭、地域の連携を深め、基本的生活習慣を身に付け行動できる児童を育成する。

イ.進路指導

児童一人一人の特性を十分理解し、その個性や能力を伸ばし、将来の希望等について教育活動

全体を通して指導する。

7 本年度の研究主題

「豊かな心を持ち、楽しく学び合う児童の育成」

8. 本校の特色

住宅公団の進出に伴い、昭和34年新しい建築様式により建設された。当時少ない児童数と広く静か

な校域の中で、理想的教育活動をめざしていた。しかし児童数の急増により、 8回に亘る増改築の後、

新しい施設 ・設備の整った現在の校舎が平成 2年に完成した。校地内には手入れの行届いた樹木が多

く、静かな環境の中で、学習がて、きるよう環境の整備ができている。本年度は学校の施設 ・設備を積極

的に地域に開放し、開かれた学校としてモデルを示すことにな っている。

日々の教育活動では、市の重点 ・課題のもとに地域 ・児童の実態に即した創意ある指導の実臨に努

めるとともに、多目的ホール ・多目的教室を生かした学習活動を取り入れている。

校内研究では主体的に学ぶ力を育成するために、本年度も「豊かな心をもち、楽しく学び合う児童

の育成」を研究主題に取り上げ、豊かな心情を育てるとともに、基礎・ 基本となる内容の指導の徹底

を図り主体的に学ぶ力の育成を目指している。

学校行事や特別活動では、兄弟学級の活用を取り入れながら体力づくり 、運動会、音楽会、演劇教

室、さらには身近な環境に目を向けさせ勤労生産・ 奉仕的活動等の教育活動を設定している。

o各学年では発達段階に応じ、学習意欲を高める指導法の研究に努め、自主協力学習を進める。

0児童相互、 児童と教師相互の交流を通じ、教育相談 ・個別指導 ・創意ある教育活動を実践する。

o兄弟学級の活動を通じ、児童の創意や発想を大切にし、最後までねばり強い活動を推進する。

9. その他(教職員の研究歴)

沢ぞ 研究 員 開発委員 道徳助言研 教育課程委

1 
畑石 重 輝 北野 義昭 青野美智子 鈴木節子
( S 59理科) ( S 60図工) ( S 63道徳) (平 3 理科)

2 
音野美智子
( S 62道徳)
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学校名 日野市立 日野第六小学校

所在 地 日野市多摩平 3-21

電 話 0425-81-4686・0366

11関 路 中央線豊田駅北口下車 徒歩 13分
京王パス コニ カ袋門下車 3分

児 童 数 男 249名 !J:243名 計 492名

校長氏名 小幡 建 教頭氏名 西森 恵 子

1 沿再生の慨要

昭 39. 1. 1 日野第五小学校芝山分校として

設置 児童 1年- 3年

7学級 263名

昭 40.4. 1 日野第六づ学校として開校

14学級 児童数 515名

教職員 21名

9. 6 プール完成 (6コース 25m) 

昭 42. 2. 21 校歌の発表会

昭 43.2.22 児童の体力づくりの研究発表会

6.17 南校舎(普通教室 11、職員室、

校長室 )完成

昭 45 2.28 屋内体育館完成

3.16 落成式挙行 (学校、PTA共催)

昭 47. 2. 28 正門前舗装、北西門取付

3. r児童の社会性育成の実践指滋」

発表 (市研究協力校)

昭 59. 7. 北校舎廊下の張 り替え

昭 60.6.29 創立 20周年記念六小子ども ま

つ りを行う 円形花壇完成

附 61.12 校庭南側生垣完成

昭 63. 8 体育館の床 ・壁面改修

11. 12 第 1回音楽会開く。こ の年より 、

学芸会、展覧会、音楽会を順に

行う

平 1. 8 

平 2. 3. 1 

平 5. 3.31 

平 5. 4 

平 5.11.6-7

北校舎玄関、下駄箱新設

ランチノレームが新装なる

造形砂場完成

人権尊重教育の推進校指定

展覧会を行う

平 6.11.5-6 第 3回音楽会を開 く

平 7.3. 17 プール薬品庫完成

「考えさせる授業への手だて」発足 I2. I佳代校長氏名

!有校舎 3階地築(普通教宅 5、

1f楽室、竹理宅 4) 

5. 南門完成

4 

1沼49.4 

IIA 50. 3. .18 49年度者15愛鳥モテ'ル校に指定

6.28 li日校十周年を祝う 会

12. 22 東京都選挙管理委員会よ り感謝

状を受ける(永年選挙ポスター

コンクーノレに協力したため)

附 52.1. 10 体育倉庫完成

4. 1 

|明 5t1.9. 

Il?-，( 56，11. 18 

11パ58.11.26 

27 

附 58.3-

口野市胞が丘小学校分離

北校舎非常階段完成

六小こどもまつ りの~1庖

展覧会IJH俄(附府142年以来 16

年ぶり)

体l'mUik似て予の塗袋、大プール

ビニーノレ必り、 l旬校介内装改修

氏 1"1 年月~年月

JJQ -'-<美良英 昭 40.4.1-昭 43.3. 31 

峰岸敬次郎 昭 43.4. 1-昭 46.3. 31 

新 海 E 三 昭 46.4.1-昭 50.3. 31 

安積 利 治 昭 50.4. 1-昭 53.3. 31 

光永久夫 昭 53.4. 1-昭 57.3. 31 

石井 三 土 昭 57.4. 1-昭 62.3. 31 

1!? 水七郎 昭 62.4， 1-平成 4.3.31 

小 幡 建 平成 4.4.1 -現在

3 地域の環境

日野市開発の先駆けとなった多摩平団地と静

かな住宅地域の中に位位し、近くにコエカ、富

士官機、帝人、千代問 円動車等の工場がある。

7附す機の騒tTはあるが教育的環境は比絞的よし、。
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4 教育目標

(1) 学校の教育目標

本校の教育は人間尊重の精神を基調とし、法規に基づき、地域社会の特性をふまえ、民主的社会

人として調和のとれた人間形成の基礎づくりを目指し次の目標を定める。

o考えながら学ぶ子

o思いやりをもっ子

oがんばりぬく子

o身体をきたえる子

(2) 学校の教育 目標を達成するための基本方針

7.豊かな心をもち、たくましく生きる児童をめざす。特に「考えながら学ぶ子Jr思いやりをも

っ子」を重点目標に掲げ、知・情・意・体の調和のとれた児童の育成を基盤にすえ、自己教育力

を高める教育活動の充実を図る。

イ.児童の自ら学ぶ意欲を育てるために、学習の基礎的基本的な内容を重視するとともに、教師の

協業と協働を図り 、個性と能力をひき出す教育活動の准進を図る。

ウ.具体的な学年・学級目標を設定し、その具現化を目指す。学年 ・学級聞の協力体制を強め 、効

率の高い教育活動の展開と、教師の研修・研究を推進し、学年 ・学級経営の充実に努める。

ェ.東京都人権尊重教育推進校として 、生命尊重、人権尊重の意識を自ら高める児童を育むために、

全ての児童の交流を大切にし、相互理解と協力の機会を設定して、思いやりの心の育成を図る。

オ・学校週五日制への移行に伴い、学校 ・保護者・地域が一体となり交流 ・連携を図る。

5. 本年度の指導の重点

( 1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各 教 科

o研究主題 「自ら学ぶ子どもを育てる生活科・社会科学習」について追究する。特に併救的活動

を中心に学習指導法の改善充実を図る。

o研究や自身の授業を通して体験的活動を重視した学習や問題解決的学習を推進する。

o児童のつまずきをな くし、基礎基本の学力を充実するため、学年を中心とした研究を推進する。

o個に応じた指導を重視し、ティームテ ィーチ ング指導の充実を図る。

イ.道徳

o心豊かで、助けあい、認めあう人間関係の育成を目指す。

o進んで働き、最後までがんばる態度め育成を図る。

o動植物を愛護することを通して、生命の尊厳についての意識を育てる。

o資料の整備・ 活用 ・指導法の改善を図り、道徳的実践カを高める。

ウ.特別活動

0 学級活動の充実を図るため、児童の自発的 ・自治的活動を促し、自主的 ・実践的な態度を身に

付けさせる。

0 児童会活動を楽しい学校、規律ある生活を目指す児童の自主的な活動の場とし、特に委員会活

動、学級活動との関連を強める。

o楽しいクラブ活動を目指し、児童相互に協力し、助け合う自主的な活動を大切にする。

(2) 特色ある教育活動

0奥学年による活動を計画し、助け合いや遊びの機会を多くすることによ り、思いや りや責任感を

育てる。

o児童の創意を大切にし、自発的に参加できる行事を企画・ 実践する。
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0 福祉副読本の活用や地域の福祉施設との交流を深め、福祉教育の充実を図る。

o環境副読本の活用を通して、環境教育の素地を養う。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

o進んで働く態度とがんばりぬく力を育てるとともに、基本的な生活習慣の定着化を図る。

o心身に障害のある児童に対し、共通埋解を図り、学校全体で見守り、育成にあたる。

0家庭や地域との通説を深め、協力しあって児童の健全育成にあたる。

o言語活動の適正化を図り、思いやりをもっ児童の育成にあたる。

イ.進路指導

o児童一人一人の個性・特性を理解し、発達段階に応じた指導を図るとともに、自己のよさをいっ

そう伸長させようとする意欲 ・態度を育てる。

6 本年度の研究諜題

「自 ら学ぶ子どもを育てる生活科 ・社会科の学習」

o体験学習のあり方を追求し、監かな心をもち、たくましく生きる児童像の具現化をめざす。

o日常の学習態度を育てるために、特に「聞くこと」の指導も全校で取り組んでいく。

o各学年ごとに分科会を構成し、 綬築研究を中心にすすめる。

7 本校の'持色

(1) 児童、教職員一体となって、花担、自然林、情燥池を整備充実し、学校緑化と情操教育に効果を

あげている。また、野鳥の愛護にも努め直接体験活動の充実の一環としている。

(2) 子どもが創る学校づくりの一環として、すすんで働く子の育成を目ざしている。

・多摩平団地の造成に伴って新設された団地校である。

・児童は細長型、都会型の体位をしめ し、ねばり強さに欠け、父母への依頼心が強L、0

・保護者の教育的関心は高く、保護者会の出席状況はよし、。

8 その他(教職員の研究歴)

~ 道徳助言 研 研 究 員 海外派遣

1 西森恵子(平 5) 小幡 建(53理科) 小幡 建(57 ) 

2 西森恵チ(平 4家庭) 和田雅実(平 5) 

3 村上悦子 (45音楽)

4 IQ} I品l紀 子〈平 3生活)

5 ll'i水 良 夫(54. 僻地)

6 小川浩太郎 (平 6 体育)
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学校名 日野市立潤徳小学校

所在地 日野市高幡 402

電 話 0425-91-0409・0410

11原 路 京王線高幡不動駅下車北へ徒歩 5分

児童数 男 179名女 150名計 329名

校長氏名 香 川 善平 教頭氏名 逸見明男

1. 沿革の概要 sB 46. 2. 日野市研究協力校として「学級

明 6.5 三沢医王本堂を仮校舎として 指導の計画と実践」の主題のも

開校、潤徳学舎と称す とに研究発表協議会を開催

明 11.J 1 三沢 701番地に移転し、潤徳 4. 普通教室9教室、学校図書館増築

学校と称し校舎を新築する HB 48. 5 開校百年記念式典挙行記念碑摘

明 20. 4. 校名を11当符、尋常高等小学校と変 樹完成

更 sB 49. 4 日野市立南平小学校分離開校

明 26. 4 校名を潤徳尋常小学校と変更 昭 52.4 日野市立程久保小学校分離開校

明 34.4. 校名を潤街、尋常高等小学校と変 昭 55. 9 校庭整備完了

更 H百58.2. 研究発表会(国語)

明 42.5 分学校昭景尋常小学校を廃止し、 5. 開校 110周年記念式典挙行

落川分校とする sB 60. 2 研究発表会(全学級公開、国語)

sB 16. 4. 校名を潤徳国民学校と変更 平 4. 7-8 保健室改修

昭 22.4 校名を七生村立潤徳小学校と変 平 4. 7-10 給食室改修

更 平 5.1-3 更衣室改修

昭 27. 5 創立 80周年記念として、白鳥 平 5 4. 湾処内 トンボ池完成

省吾作詩、信時潔作曲の校歌を 平 5. 9 体育館の椴帳 ・中幕 ・バック幕

作成する l倍幕新調

H百33. 2 校名を日野町立潤徳小学校と変 平 5.11 開校 120周年記念式典挙行

更 造形用砂場新設

昭 34. 4 給食調理室完成 平 6 3 校庭西側フェンス改修

sB 37. 10 大 ・小プーノレならびに更衣室完 平 6. 8 家庭科室壁面塗装 ・同準備室床

成 研磨、プール倉庫屋根改修

昭 38.11 校名を日野市立潤徳小学校と変

更 (90周年記念式典挙行、記念
2 歴代校長

事業として水棲動物園、河川模

型完成)

sB 40. 12. 安全教育優良校として者1I教委及

代 氏 名 年月~年月

初 大塚四郎右衛門 倉Ij 立

2 覚井誘腕 明 9.12-明 11.11 

び都学校保健会より表彰される
3 和山作太郎 明 11.11-明 15.11

sB 41. 3. 現在地に鉄筋コンクリート三階
4 土方喜久太郎 明 15.11-明 17. 2 

建防音校舎完成、落川分校廃止
5 宮倉保五郎 明 17. 2-明 19.10 

H百44.2 屋内体育館落成
6 小宮太之助 明 19.10-明 20.10

9 日野市立日野第八小学校分離開校
7 須崎和蔵 明 20.10-明 31. 3 

昭 45. 4 日野市立百草台小学校分離開校
8 小宮浦一郎 明 31. 2-明 34. 4 
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9 加 藤 菊 次 郎 明34. 4-明36. 1 20 赤坂冗春 昭 22.2-昭 27.9 

10 佐藤良輔 明 36. 1-明 42.4 21 塚 本 正 昭 27.10-昭 37.3 

11 沖倉与一 明 42.4-明 43.4 22 尾崎半次郎 昭 37.4-昭 41. 3 

12 荒木田大夫 明 43.5-明 45.3 23 塚 本 正 昭 41. 4-昭 43.3 

13 小宮浦一郎 明 45. 4-大 12.3 24 潟呂木経次 昭 43 4-昭 47.3 

14 平 杉 蔵 大 12.4-大 13.3 25 星野正男 昭 47.4-昭 51. 3 

15 矢沢久司 大 13. 3-大 14.9 26 村田守正 昭 51. 4-昭 55.3 

16 小泉栄一 大 14.10-昭 3.3 27 黒沢保雄 昭 55.4-昭 61. 3 

17 広井博昭 昭 3. 4-昭 7.9 28 篠宮忠男 昭 61.4-昭 62.3 

18 重松正顕 昭 7. 9-昭 14.7 29 石黒 健 昭 63.4-平 4.3 

19 鈴木俊蔵 附 14. 7-昭 22 2 30 香川善平 平 4.4- 現一手一二
3 地域の環境

南に多摩丘陵が連なり、北は浅川が流れ、東西に田園が広がり、自然環境には恵まれていたが、最

近急激に団地や住宅がふえ、ベッドタウンと しての様相を呈するに至った。

東西に走る)11崎街道の交通量も激増し、交通事故の心配も多くなっている。また、平 日は日野高校、

実践女子大学、明星大学、中央大学生の通学に、休日には、高幡不動重弘多摩動物公園、多摩テック

等の行楽に高l幡不動駅を中心にその乗降客て、にぎわっている。

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

人間尊重の精神を基調とし、生涯を通して主体的に学ぶ意欲を持った心身共に健康で心豊かな児

童の育成を目指して、次の教育目標を定める。

敬 愛 ・考える子

自

動

由

労

-はたらく子

・心ゆたかな子

.健康な子

(2) 学校の教育目擦を達成するための基本方針

「主体的に問題に取り組み、やりぬく子どもを育てるJことを指導の重点として、生涯にわたる

学習の基礎を培う教育を推進する。

① 児童の主体性を重視した教育活動を通して、一人一人の個性や能力を伸ばし、互いに認め合い、

励まし合い、支え合う人権尊重の態度を育てる。

② 研究 ・研修の充実により、科教科等の基礎的 ・基本的内容の定着を図ると共に、主体的に学留

する意欲や態度を育てる。

③ 全教科 ・領域にわたって、体験的な活動を重視し、自然をいつくしむ心や環境を大切にする態

度を育てる。

@ 家庭 ・地域との連携をより深め、地核の自然や文化を取り入れた教育活動の充実を図ることに

より、国際理解の基礎を培 うと共に、社会性を育てる。

⑤ 年聞を見通した指湾計画の作成と指湾内容 ・方法の改普により、教育水準の維持・向上を図る。

5. 指埠の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア各教科

① 児童一人一人の個性、能力を生かす学科指潟法を工夫し、基礎的、基本的な内容の徹底を図る。

② 地域の|当然、や文化を生かした体験的学習をとり入れ、自ら生きる力を育てる。

③ 主体的、意欲的な学科態度を育て、生涯にわた って学ぶ力の北礎を培う 。

イ道徳
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① 教育活動全体を通して、生命尊重や思いやりの心を育てるよう指導する。

② 道徳、の授業の充実を図り 、道徳的実践力を育てる。

@ 児童相互、児童と教職員との信頼関係を深め、望ましい人間関係を育てる。

ウ特別活動

① 望ましい集団活動を通して、 心身の調和のとれた発達を図り 、個性を伸長する。

② 主体的な活動を通して、集団の一員としての自覚を深め、協力してより良い生活を築こうと

する自主的、実践的な態度を育てる。

(2) 特色ある教育活動

① 水曜日の朝の学級活動や学年をこえた縦割り班集会などでの交流により 、社会性や連帯感を育

てる。

② 野菜作りや学校周辺の清掃活動などの場を通して、すすんで働き、物事を意欲的にやりぬく態

度を培 う。

③ 「読み聞かせ」の時間を設け、豊かな情操を高める。

@ 浅川や向島用水親水路、 高申請山、 不動尊など、 地域の豊かな自然や文化にふれる体験活動を通

して、自然や文化を大切にする態度を育てる。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア生活指導

① 教師と児童、および児童相互の心のふれあいを大切にする。

② 全教職員の共通理解のもとに、基本的生活習慣の定着を図る。

@ 児童の健康と安全を確保し、事故防止に努める。

④ 家庭および地域との連携を深め、協力して児童の健全育成に努める。

イ 進路指導

① 児童理解に基づき、児童の個性、能力の伸長を図吹、生涯にわたって、自己実現の図れる基

礎を培う 。

② 体験的な活動等を通して、望ましい勤労観や職業観を育てる。

6 本年度の研究主題

主体的な学習態度を育てる指導法の研究

7 本校の特色

創立 120年の歴史と伝統をもっ学校である。j悶倍、小を母校とする父母、新しく住居を構えた父母、

集団住宅に住む父母等がお り、教育に対する関心や意識が多様である。

0保護者、地域との連携を強め、教育力を高め、児童の健全育成につとめている。

0 全職員が交替で読み聞かせを したり、本の紹介をしたり して、心豊かな児童の育成につとめている。

o地域の自然、(浅川・ 向島用水親水路など)を生かした学習活動を取り入れている。

o本年度は、教育目標の「心ゆたかな子」に重点をおいた校内研究及ひd 生活指導を推進し、教育目標

の具現化につとめる。

8. その他(教職員の研究歴 )

教 育 研 ~ 員 そ の 他

香 川 善平 ( 49特活) 香 川 善平 (55.56兵教大大学院留学 )

反 町麻佐子 ( 2保健 ) 香 川 善平 (58.59多摩研推委)

逸見明男 ( 3道徳、 ) 逸見明男(2道徳助言研)

牧野 豊 ( 5特活)

清 水 絢 子 ( 7国語 )
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学校名

所在地

電 話

11煩 路

児 童 数

校長氏名 畑野元一

1. 沿革の概要

明 6.5. 

明 17

明 35.5 

明 41

H召16.4. 

sB 22. 4. 

昭 32.2 

昭 38.11

H百42. 5. 

昭 46.3. 

U~ 53. 4 

H召57.8. 

昭 58， 5 

8. 

H召59.1 

11 

昭 60. 3. 

8 

昭 61. 7 

UB 62. 1. 

H百63

平元.

平 3

司z 4 

宗印寺を仮校舎として開校 (真

心学舎とし、し、修業年|授は8カ年)

平山 598番地に新築移転

校名を平山尋常小学校と改める

校名を平山尋常高等小学校と改

める

尋常科を 6カ年、高等科を 2カ

年とする

国民学校令の施行により七生村

立平山国民学校と改める

新学校教育制度の実施によ り七

生村立平山小学校と改める

日野町、七生村合併により日野

町立平山小学校と改める

市制施行により日野市立平山小

学校と改める

平山4-8-6に移転する

1衛合小の新設に伴なう学区変更

平山台小の新設に伴なう学区変更

校舎窓、屋上、体育館内部補修

開校 110周年祝賀式典挙行

本f正楠慨闘l特男撒割ω1略取替

本館北非常'用階段設位

体育館外壁改修

第二幼稚園移転校庭鉱張

教室廊下側悠改修

正門改修

校庭整地 本館北側アノレミサッ

シに改修工事本館防火シャッ

ターおよび扉改修工事本館外

壁全IIII塗装工事

体行館展恨塗装工']1:、保健室校

庭出入n.li"1設工事:

西門改修、 フェンスの生息化

間側トイレ改修 生r.r;tト常改修

東側トイレ改修

日野市立平山小学校

日野市平山 4-8-6

0425-91-4123・0512

京王線平山域社公園下車徒歩 7分

男183名 女 187名計 370名

教頭氏名 宇野有斐子

代 氏 名 年 月 ~ 年 月

初 5契 義 伯 明 6.5-明 12.1 

2 大沢教之助 明 12.1 -明 20.3 

3 石井芳丸 明 20.4 -明 30.5 

4 吉永信丸 明 30.6 -明 35.5 

5 小 宮繍一郎 明 35， 6-明 45.3 

6 古 屋 障 司 明 45.4-大 2.5 

7 勝又房太郎 大 2.5-大 4目 5

8 平 杉蔵 大 4.6-大 9.3 

9 上 田 富 弥 大 9目 4-大 15.3 

10 杉山 喜知太郎 大 15.4-昭 6.3 

11 石 川 雄 丸 昭 6.4 -昭 11.2 

12 鳥羽照司 昭11.2-昭 13.3 

13 石谷倉太郎 昭 13.4 -昭 21.3 

14 飯塚節 三 昭 21.3 -昭 22.3 

15 田宮五郎右衛門 昭 22.4-昭 28.3 

16 森久保惣治 昭 28.4-昭 34.3 

17 高橋本義 昭 34.4-昭 37.3 

18 加 4美良英 昭 37.4 -昭 40.3 

19 後藤正太 昭 40.4 -昭 42.3 

20 安穏 利治 昭 42.4-昭 47.3 

21 小野 5s. 昭 47.4 -昭 51.3 

22 深沢真 人 昭 51.4 -昭 55.3 

23 林 元美 昭 55.4 -昭 58.3 

24 伊 藤智章 AR 58. 4 -sB 61. 3 

25 蓮池守一 昭 61.4 -平 2.3 

26 内藤 康 平 2.4-平 7.3 

27 知l野 冗 一 平 7.~ -
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3 地域の環境

(1) 浅川と多摩丘陵に挟まれ、西は八王子市に接する平地、田んぼ、畑等の農地 もいくらか残り自然

に恵まれた環境である。

(2) 近年は、団地、都営住宅、造成地住宅が建造され、学校周辺は農地の区画整理もすすみ、道路や

橋も拡張され市街化されつつあり、 他地減からの転住者が多い。

4 教育目標

(1) 学校の教育目標

憲法 ・教育基本法 ・学校教育法に基づき(特に人間尊重の精神を基調に)知 ・徳 ・体の調和のと

れた人間性豊かな児童の育成をめざして、次の教育目標を設定する。

0 すすんで学び やりぬく子

・自ら学ぶ意欲をもち、主体的に生きる力を育てる。

・自分の 目標をもち、失敗や障害を乗り越えて最後までがんばりぬく力を育てる。

O 思いやりをもち 助け合う子

・自他のよさを見つける目を育て、支え合い励ま しあう気持ちを育む。

・相手を尊重する態度 (あいさつ ・言動など )が実践できる力を育てる。

O からだをきたえ 元気な子

・すすんで・からだを鍛え、たくましく生きる力を育てる。

・自他の健康 ・安全に気をつけ心身共に健全な子を育成する。

なお、本年度は「思いやりをもち、 助け合う子」を重点と し、 自他のよさを見つける目を育て、支

え合い励ましあう気持ちを育み、相手を尊重する態度(あいさつ、言動など )が実践できる力を育て

る指導に力点をおく。

(2) 学校の教育 目標を達成するための基本方針

前記の教育 目標達成のため、児童一人一人のめあてを常に明確にし、一人一人の児童が、個性や

能力を発揮 し、自分で考えて最後まで粘 り強くやりぬけるような教育環境を整えることを基本とす

る。そのため、次のような方策で教育課程を編成する。

① こども主体の授業をすすめる。

① 教育環境の整備をすすめる。

① 自他の尊重と社会性を育てる教育活動をすすめる。

@ たくま しく生きる力をつける。

5. 本年度の指導の重点

(1 ) 各教科 ・道徳、 ・特別活動

ア各教科

① 基礎・ 基本を重視 し、児童一人一人の発達段階に応じた指導計画をたてる。

② 指導内容の精選を図り、系統化と組織化により、楽しく豊かな授業の創造に努める。

③ 児童の課題意識を大切にした授業計画をたて、表現力を豊かにするとともに主体的探究的学

習をすすめる。

④ 浅川や南平丘陵公園など地域の特性を生かした様々な体験学習と地域の教育力を導入した活

動を展開する。

イ道徳

① 撃かな併救を通して児童の内面に根ざした道徳性の育成をはかる。

② 日常の生活における基本的な生活習慣や望ましい人間関係の育成などとの関わりの中で道徳、

的実践が促されるよう配慮する。

ウ特別活動

① 児童の実態、学年の発達に応じた指導を適切に行い、楽しい学校 ・学級づくりをめざす。

nu 
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② 児童の主体性、創造性を生かした活動を通して自主的実践的態度を育てる。

③ 集団下校班等縦割りの異年令集団を生かし、児童相互の触れ合いを広げ、豊かな人間関係を

深める。

(2) 特色ある教育活動

① 児童が主体的、創造的に取り組む集会活動を活発化し、学校生活に変化と潤いを持たせる。

② 学級 ・学年の時聞を特設し、教師と児童、児童と児童の相互の触れ合いを通して人間関係を深

める。

③ 地域の特性を生かし、又PTAなどとの連携で通学路グ リー ン作戦など、環境教育をすすめる。

@ 稲作り、野菜づくり、花づくりなどの栽培体験を通して、自然に親しみ、心強かな児童の育成

をはかる。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア生活指導

① 自己を確立し、社会集団の一員として希望を持って明るく 強 く生きる力を身につけさせる。

② 地域や学校での生活のあり方を自ら考え、基本的行動様式と社会規範を守った行動がとれる

ようにする。

① 自他を尊重し、正し く判断し行動できる児童をそだてる。

イ 進路指導

・自己を見つめ、自己実現できる児童を育てる 0

.生きがし、を見つけられる児童を育てる。

・常に自分の生き方を考えられる児童を育てる。

6. 本年度の研究主題

「楽しくわかる算数の学習指導法の工夫」

7 本校の特色

( 1) 本校は開校 122年の歴史と伝統を持つ学校である。児童の中には、曽祖父母 ・祖父母 ・父母と 5

世代にわたって在校した者もあり、地域の学校に対する愛着が強L、。又一方、学校周辺の開発が進

み、新しく居住する者も多L、。したがって、地域からは多様な要望が多く 、また期待も大きい。こ

の中で、伝統として残されてきた古き良きものを大切にし、そして新しいものを取り入れる ことに

より、良い校風をつくることに励んでいる。

(2) 児童は素直であるが、やや自己中心的な行動が目立つ。そこで、今年度は「思いやりを持ち、助

け合う子」を教育円標の重点に定め、教育をすすめている。

(3) 校内には、 130m'余りの広い花型、 100m'余りの聞んぼと同様の飼育小屋 ・広場があり、花や稲

の栽培、がちょうやあひる等の飼育、又、学校周辺の自然を活用した体験的学習を通して、児童の

心と体の育成に努めている。さらに、地域の旧家を移築したれ、ろりの部屋 (京産 )Jでの古老に

よる 「お話会」や、そこに展示してある昔の農耕機具等を使った隆史学習など地域の教育力を生か

した活動を行っている。この1¥，、ろりの部屋JはPTA活動にも開放し、地域に刷かれた学校づく

りを目指している。

8 その他 (教職員の研究廃)

〉ぞを 研究生 研究員 中央研 ・海外派遣 開発委員

問 中 延 子 平4
(社会

2 
千秋 呑 1995 字野有斐子平6

(音楽) (道徳)
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学校名 日野市立日野第八小学校

所在 地 日野市三沢 200

電 話 0425-91-2411・2412

I1頂 路 京王線高幡不動駅より東へ徒歩 15分

児 童数 男300名女 299名計 599名

校長氏名 鈴本 利恵子 教頭氏名 青木友情

1. 沿革の概要

IIB 44. 1. 2 開設が決定工事に着手

4. 1 八小関係の教員並びに児童を分

離し、授業を開始

8. 16 日野第八小学校開校

9. 1 415名の児童に転入学通知が出

されたが、校舎未完成のためそ

のまま潤徳小で授業を行う

11. 1 開校式を挙行開校記念日と決定

11. 25 校舎務成祝賀式挙行

昭 45. 1. 15 公募によ り校章決定

4. 1 14学級と なり、 プレハプ2教室

増築

7. 15 校旗ができる

7.16 25 m 6コースのプーノレが完成し、

7'ーノレ聞きを行う

9. 7 校歌完成 作詩 米津千之、作

幽 渡辺浦人

昭 46. 4. 1 15学級 プレハプ教室増築

6. 4 社会教育のための校庭開放を実

施する

9.15 体育館工事着工

昭 47. 2. 15 体育館落成式を挙行する

4. 1 プレハプ 2教室増築

プレハブ 5教室使用

6.20 西武百草団地入居のため250名

の児童転入

昭 48. 3 本校舎8教室の増築完了

5 校地前程久保川の工事完了

昭 49.3. 1 校門が完成

昭 49.4. 1 学級増のため、プレハブ 5教室

を使用

8. 15 プレハブ 2教室が増設され、図

書室、教材室として使用

9. 10 都水道に切替え

l四日 1. 20 校 地 肱 張 西門整備完了

2. 20 第 3期増築完了 普通教室 6、

教材室 2、非常階段、更衣室、

自転車置場、危険物貯蔵庫、投

てき板

7. 15 プール市水切替工事完了

10.25 体育館床塗替え

12.20 砂防(10x 8m)完成

昭 52. 4. 16 プレハブ教室、調理室改修工事

完了

昭 53.4.15 プレハフ'2階建工事完了教室 8、

図書室、音楽室として使用

昭 54. 3. 31 プレハプ 2階建 2教室増築工

事完了

11. 17 開校十周年記念式典

昭 55.3. 31 三沢台小学校を分雌

プレハブ全教室を撤去

昭 57.9.10 運動場全面改修完了

昭 59. 8.31 防球フェンス (5X90m)完成

図書室(2教室打抜き)完成

昭 60.9.26 花壇防球フェンス(5x35m)完成

花坦増設 (5X1.5悦， 3ヶ所)

フ.ーノレ更衣室通路舗装

昭 61. 3. 24 体育館屋根塗装 ・雨どし、工苦境了

8. 27 体育館照明設備新設

昭 62.1. 31 プール機械室改装

平元. 8.31 西校舎屋 |二改修

平元.11. 25 創立 20周年記念式典

平 3.10.7 ランチルーム完成使用開始

平 4.10.12 体育館改修工事完了使用開始

平 6. 3. 7 生活科ゾーン整備工事完了

(砂場、屋外テーフ'ル、ベンチ)
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2.歴代校長

氏 名 年月~年月 氏 名 年月 ~年月

金 子武夫 昭 44.8 - 48. 3 草苅和志 1]863.4- 平 3.3 

岡本省吾 昭 48.4 - 53. 3 石 川 耀 子 平 3.4- 平 6.3 

古谷洋太 昭 53.4 - 58 3 鈴本 利恵子 平 6.4- 現在

池谷義一 昭 58.4 - 63. 3 

3. 地減の環境

学校は、京王線高幡不動駅と百草園駅の中聞に位置している。学区は東西に細長く 、学校まで徒歩

で 40分位要する児童もいる。周辺は、開発途上にあり、回をつぶして住宅 ・商広が建設され、都市

化が著しし、。通学路の殆んどは、旧段道のため細長く曲りくねっていて危険な所もある。

4. 教育目標

( 1) 学校の教育目標

憲法、教育基本法、学校教育法に基づき、人間尊重の精神を基調として、本校の教育を行う。社

会の変化に対応して、主体的に判断や行動ができ、個性坐かで、生涯を通して自ら学び続けること

のできる国際社会に生きる、人間の育成をめざし、次の教育目標を定める。

ア.健康でたくましい子ども

イ.美しくゆたかな心の子ども

ウ.深く考えやりぬく子ども (重点)

ェ.力を合わせはげみあ う子ども

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

ア. r深く考えやりぬく子ども」を重点目僚とし、生涯ーを通じて学び続ける児童の育成を図る。

イ.自他の生命を尊び、互いに認、め合い、支え合い、励まし合う好ましい人間関係を育み、人間尊

重の精神を培う。

ウ.校内研究 ・研修を通して、指導内容 ・方法 ・評価の改善、充実に努め、発達段階に即 し、基礎

的内容の定着を図る。また、一人一人の個性、能力を伸長し、生涯を通じて学習を継続する意欲

と態度を育む。

エ.聞かれた学校を目指し、地域の自然や文化を積極的に取り入れた教育活動や体験的な学習活動

を工夫する。

オ.自然、をいつくしむ心や環境を大切にする態度を身に付け、環境の改善に主体的に働きかける実

践的態度や技能を育成する。

カ.自国の文化や伝統について理解を深め、郷土を愛する心を培い、進んで国際社会に参加 ・協力

できる能力や態度を育成する。

キ.心身に障害のある児童の理解を深める指導を充実する。

5 指却の重点

(1) 各教科、道徳、特別情動

ア.各教科

0個々の児童に良11し、 t15縫自1']・基本的内容の指噂を徹底する。

o多様な指滋方法や形態を取り入れ、主体的 ・創造的な学留活動を工夫し、思考力 ・判断力 ・表

現力を育成する。

o地域の特色を生かした教育の在り方を追究するとともに、体験的な学習を監視し、生きて働く

力を育てる。
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イ.道徳

o全教育活動を通して、 豊かな感性や徳、性を滋養し、人間としての生き方、在り方の自覚を一層

深める。

o道徳、教育全体計画及び年間計画の改善を図り、道徳の時間を充実 し、道徳的実践力を高める。

o家庭や地域社会との連携 ・協力を深め、盤かな併救を通して内商に根ざした道徳性を育成する。

ウ.特別活動

o児童の主体性、創造性を伸ばす体験活動(八小祭、全校遠足)を通して、 一層の自主的、 実践

的な態度を高める。

o児童の共働・協力活動(勤労生産的活動 ・奉仕活動)を通して、助け合い、学び合 う心と態度

を育み、望ましい人間関係を培 う。

(2) 特色ある教育活動

o Iゆとりの時間J等を積極的に活用し、異年齢集団活動で、豊かな心、生きる力としての知恵、

健やかな心と体を育む。

o地域 ・家庭 ・関係諸機関との連携を深め、環境の改善、老人福祉などにも主体的に働きかける態

度を培う。

o心身に障害のある児童の能力 ・適性の伸長を図るため、関係諸機関との連携を密にしたり、共通

理解を図る。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

0全教職員共通理解のもと、基本的生活習慣の定着を図る。

o I八小の約束」をよりどころに、集団の規範を守る態度、互いに認め合い支え合 う態度を育む。

o家庭 ・地域 ・関係諸機関と緊密な連携を図り、児童一人一人のよさを深く理解するとともに、

個々の課題に的確に対応する。

イ.進路進導

0 よさを認め励まし、一人一人の児童の個性や能力 ・適性を開発、 伸長する。

0全教育活動を通して、一人一人が目あてを持ち、生涯を通じて主体的に学留を継続する意欲と

態度を育成する。

6 本年度の研究主題

「児童の主体性を高める指導法の研究J - 自ら調べ学ぶ力を育てる 一

7 本校の特色

① 「きれいな学校Jr明るいあいさつJr正しいことば」が、本校の努力目標である。全教育活動

を通して、 学習・生活 ・言語環境の整備に努めている。

② 恵まれた地域の自然環境や文化財を活用し、フィ ーノレドワ ーク等の体験学習を日常の教育活動に

取り入れ、 学習に対する興味 ・関心を高め、郷土を愛する心を育てている。

③ 地域と連携のもと、 3-6年児童のサッカーク ラブ員が、放課後、練習に励んでいる。サッカー

技術の向上、体力づく り、 チームづく りを通して、健全育成の面で大きな成果をあげている。

8 その他(教職員の研究歴)

海ぐ空 中 央 研 研 究 員 開 発 委 員 道徳助言研・その他

l 鈴本利恵子(平 4) 鈴本利恵子(59国語)

2 林 亀三(63.体育) 斎藤 悦子(6道徳)

3 林 亀三(57体育) 海老原県知子(5.家庭)

4 石岡房子(63国語1
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学校 名 目野市立百草台小学校

所在地 日野市百草 999

電話 0425-91-0997・0998

)1慎 路 京王線高l幡不動駅より百草団地行きパスにて
百草センター下車徒歩 5分

児童数男 177名女171名計 348名

校長氏名 小笠原久雄 教頭氏名 資藤正子

1. 沿革の概要

昭 44. 8. 2 校舎新築起工

12. 1 日野市立潤徳小学校百草台分校

として潤徳小学校内で授業開始

昭 45 4. 1 日野市立百草台小学校として新

校舎に移転開校する 学級数 8、

児童数 118名、教職員 16名、市

職員 3名

6. 1 開校式挙行、 6月1日を開校記

念日とする

昭 46. 3. 8 校鋭、校歌発表会を聞き、 3月

8日を制定記念日とする

4.30 校舎北側の埋立工事完了

7. 31 プール工事完了、大プール、小

プーノレ、シャワー、更衣宅、機

械室竣工

昭 47. 2. 12 調理室火入れ式、調理開始

6.17 体育館完成

昭 48.9. 26 校舎新築工事開始

IIR 49. 3. 31 増築 7教室竣工

ß~ 51. 3. 20 :t:t'1築校舎完成普通教窒 9、図

工窒 1

昭 54.5. 3] 開校 10周年記念式挙行記念

誌、タイムカプセノレ作成

10. 31 校庭南側の階段上に正門滋成

昭 55. 4. 1 学区成変更により、悔が丘団地

が本校学区に制入される

昼上フェンス取持完了

校庭改修工事完了

小プール底改修工事完了

校庭内門改修工事完了

本校舎南面外壁修理及び塗装

A V.r'j設置工事完了

昭 58. 8. 6 

9. 7 

[171 61. 4. 3 

nA 62. 3.19 

11{{ 63. 2. 8 

6.25 

IIB 63 9.10 

平1. 2.21 

1. 10. 3 

平 2.3. 10 

7.21 

8. 3 

10. a 

11. 16 

平 3. 3. 29 

8. 30 

平 4. 3. 31 

平 5. 1. 21 

jZ 5. 4. 1 

平 6. 8. 

2 歴代校長

外壁塗装工事完了 (本校舎北面)

プール管理棟外壁修理塗装完了

体育館、補修、改修工事完了

(床面、外壁塗装含)

新校舎漏水配管修理完了

電動パスケットポール設置

給食室シャッター取り 付け

プーノレ、足洗い場設置、とびこ

み台撤去

開校 20周年記念式挙行 記念

誌発行

クーラー設置(保健室)

給水管改修工事完了

飼育舎新設

和室新設

つくし学級(情緒 ・通級)開設

各教室採光フ'ロックフィルム貼布

図工室流し改修工事

氏 名 年月~年月

岡本省吾 45. 4. ] - 48. 3. 31 

村田安正 48. 4 1 - 51. 3. 31 

問中春男 51. 4. 1 - 55. 3. 31 

竹内音治 55. 4. 1 - 58. 3. 31 

志賀頼治 58. 4 1 - 59. 9 8 

村松微 ー 59. 10. 1 - 63. 3. 31 

4i刈自:ー 63. 4 1 - 3. 3. 31 

小笠原久縦 3. 4 1 -現 在

3.地域の環境

日野市の南東部にあ って、多摩丘陵に造成さ

れた、百草団地と悔が丘団地とが主な学区域で

ある。
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団地の内外ともに起伏が多く、 まわ りには緑豊かな、静かで変化に富んだ高台がある。

限下には、浅川がゆっく りと流れ、その向うには日野市外に続いて立川まで一望することができる。

近くには多摩動物公園や百草園等があり、日曜日には都鹿をさけたリクレーションの人々でにぎわう。

自然にし、だかれたよい環境といえよう。

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

憲法 ・教育基本法の精神に基づき、児童 ・地戚の実態をふまえ、健康な体と、思いやりとたくま

しさのある心を持ち、自ら判断し主体的に行動する児童の育成をめざし、r.記の四つの目標を設定

する。

o元気な子ども o考え る子ども

o働く子ども o助け合う子ど も

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

自らよく考え行動できる児童の育成を指導の重点とする。

「よく考えるJことを日常的に児童が意識するように、児童の発達段階に則 して、目標を具体化

したり、指導場商を設定する等、倉IJ意を生かした教育活動の充実を図る。

・全教職員の共通理解のもとに組織的計画的に全教育活動をすすめる。

・教職員相互が研修、研究を深め、児童に基礎的基本的内容を身につけるとともに、自ら学ぶ力を

培うために、体験的学習を取り入れる等の授業の創造に努める。

-自ら、健康の保持、体力の向上をはかる能力 ・態度を児童一人ひと りに育てるとともに、思いや

りとたくましさを持った心を育むため、特に体育、道徳、特別活動の指導の充実を図る。

・児童の個性や特性を教師、児童相互が認め、更によりよい伸長をめざして、励まし協力していく

姿勢を犬切にする。

・児童の学びの場と して、学校や地域の自然を大切に し、 落ち着いた、整理整頓された環境の美化

整備に努める中で、環境教育の充実を図る。

・聞かれた学校をめざし、家庭、地域、学校の連携を密にし、相互の理解と協力のもとに児童の教

育にあたる。学校五日制の休業日に当たっては、児童自身や家庭の計画に よる過ごし方を尊重し、

各児童の体験を通した学びを大切にする。

5 指詳の重点

(J) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教 科

児童自らが考え、主体的に取 り組む学習をめざす。

・教材 ・教具の工夫、視聴覚機器の活用等を基に、基礎的基本的事項を児童一人ひとりに身につけ

させるとともに、児童の興味、関心を大切にし、児童の学習過程や学ぶ姿勢に視点をあてた授

業の展開に努める。

・指導に体験的学習を取り入れ、 その体験に基づく児童一人ひとりの学習への関わりを大切にする。

イ.道徳

豊かな体験を通し、自他の生命の尊さや人と人の心のつなが りを大切にする実践的態度や行動

を、道徳の時間の指導だけでなく全教育活動を通して育み、人権を尊重し平和を希求することの

大切さを自覚させる。

ウ.特別活動

児童の個性 ・特性、体験、創君、が生かされ、児童が喜びをも って主体的に参加する望ましい集

団活動をめざす。また、活動を通して、心身の健康や安全、豊かな情操、望ましい人間関係等、

人として調和のとれた発達を図る。
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(2) 特色ある教育活動

・読書指導を更に充実させ、児童に豊かな情操や思考力を育む。

・草花の栽培、 ミニ動物園の飼育活動を通し、自然、をいつくしみ、愛する心を育て、環境の改善に

主体的に働きかける行動力や実臨的な意欲、能力、 態度を育む0

・本校通級学級や都立七生養護学校との交流教育の発展、充実をはかり 、互いに認め合い、支え合

い、励ま し合う 、豊かな人間性を培う 。

(3) 生活指滋 ・進路指導

ア.生活指導

・「よく考えて行動できる子」を重点目標とし、主体的に生活していく力を培う 。各学年、学級

の児童の実態に基っ・き、 「考える」をキーワードとして、目標を具体化し、児童に意識化を図

る。また、児童の成就感、達成感を大切にした指導を基に、基本的生活習慣や集団生活におけ

るきまりの遵守、安全な行動等ーを児童が主体的に身につけるよう努める。

・教育相談に関わる問題には、正しい児童理解の基に組織的にあたる。

イ.進路指導

・生活全般の体験を通して、児童自らが自分の長所を発見し、その長所を伸長し、自己を向上発

展させる意欲や態度を育てる。

6 本年度の研究謀題

「考える力を育てる指導法の研究」

一一一教科指導を通して一一一

7 本校の特色

在学児童のおよそ 85パーセ・ノトが、住宅公団百草団地から通学する児童であり、いわゆる団地学校

である。そのため通学路は鐙備され、専門の遊歩道が通学路となり、安全性は極めて高いが、学区域

は狭し、。多摩丘陵の一画にあり、自然には恵まれている。

特色ある行

0毎週木曜日を児童集会とし、勤労体験的内容(草とり集会、石ひろい集会他)も加味した児童主

体の活動をする。

0心身障害理解教育推進協力校として、近隣の養護学校との交流に力を入れてし、る。

8. その他(教職員研究歴)

文建 研 究 員 開発委員

l 小笠原久雄(49.特活) 小笠原久雄 (55.特活) I 

2 賀野 藤正子(63.m写) 丸 カズ子(4図工)

3 丸 カズ子(52図工)

4 木 附 隆 三 (63社会 )
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学校名 日野市立滝合小学校

所在地 日野市西平山 2-3-1

電 話 0425-83-5172・5173

JI関 路 京王線平山域社公園下車徒歩 10分

児童数 男252名女 234名 計486名 (4月 7日現在)

校長氏名 西国敦子 教頭氏名 小杉博 司

1. 沿革の概要

昭 44.12.26 敷地購入(仮称第 11小学校)

IlB 46. 3.31 南校舎 (A棟)完成。プレハブ

校舎仮設使用

4. 1 日野市立滝合小学校開校

20学級編成、教職員 27名

市職員 6名

4 6 第 1回入学式、始業式

4.30 運動場体育固定施設の設置

5. 30 北校舎 (B棟)完成

6 1 開校記念日

6. 5 掲揚塔、水飲場、足洗場完成

6.30 給食室竣工

7.20 プール竣工

10. 1 校庭鉄柵竣工、花塩 ・池完成

12. 1 校章、校歌制定

昭 47 1. 21 エル ・サルバド、ル国教育局次長視

察

2. 20 体育館・校内通路完成

2. 25 落成式

3. 25 第 1回卒業式(卒業生 78名)

IIB 50. 2.18 体力作り研究発表

4 校庭植樹 250本

H自51. 3. 旭が丘小分離(児童 201名)

8 動物園完成

4 校地内に学童保育月T涜成

sB 53 9.26 校庭全面整備完成

H百58.8. 中庭舗装排水工事完了

sB 59 8.30 給食室タ イノレ・ 壁修理完了

sB 61. 5. 6 体育館内工事完了

日召 62. 1. 29 フ.ールシート防水加工正事完了

2. 6 シューティングボード工事完了

8 31 A棟外装工事完了

昭 63. 8.31 B棟外装工事完了、校庭南側フ

平元.8. 31 

玉p: 2 8 

平 3. 8 

エンス移設工事完了

給食室ダム、ウェータ工事完了

校舎北側舗装

外部7](飲場改修、A棟 1階廊下

塗装

AV調整卓交換

A棟 2.3階廊下塗装、A棟 3階

教室内装

A棟廊下改修、 2階教室内装

体育館全面改修工事完了

玉12: 4. 1 

8 

平 5. 8 

平 6. 8. 

2. 歴代校長

氏 名 年月~年月

峰岸敬次郎 昭 46.4 - 50. 3 

鈴木英夫 昭 50.4-53.3

梅田 茂 昭 53 4 - 56. 3 

鈴木敏郎 昭 56.4 - 59. 3 

野口昭平 昭 59.4 - 62. 3 

有泉徹郎 昭 62.4- 平3.3 

草 刈 喜一 平 3.4-平 7.3 

西国敦子 平 7.4-現在

3 地域の環境

本校は、日野市の南西にあって、校庭の南側

に浅川が流れ、その向こうに緑の多摩丘陵が続く。

周囲に田畑が多く、屋敷森等も残る田園の中に

位置している。 小鳥のさえず りも聞かれ、冬に

は浅川周辺に数多くのわた り鳥がみられる。

しかし、学校周辺には数多くの住宅が建ちつ

つある。学区域は、中央線の南側まで広がって

おり 、通学時間で 30分 ぐらいの児童もいる。

近年、学校前の道路を通過する自動車が増え

交通事故の危険は増大しつつある。
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4 教育目標

本校の教育は、日本国憲法、教育基本法、学校教育法に基づき東京都教育委員会並びに日野市教育

委員会の基本方針である人間尊重の精神を基調とし、児童が生涯にわたって主体的に学ぼうとする意

欲の育成に努める。

地域の特性や児童の実態を踏まえ、社会の変化に対応して主体的に判断し、行動できる能力、自ら

進んで人格の形成に努める ことのできる児童を育成する。

ア.健康でたくま しい子ども(心と体の健康 )

イ.勉強に努力する子ども(意欲とねばり強さ)

ウ.進んで協力し、実行する子ども(心のふれあいと友情)

エ.生きものをたいせつにする子ども(思いやりと生命の尊重)

.学校の教育目標を達成するための基本方針

知 ・情 ・意 ・体の調和のとれた児童の育成を目指し、自己教育力の育成、基礎 ・基本の重視と個性

・能力を尊重した指導を意図的、計画的に行う。

ア.教育目標を具現化するために、学年 ・学級の実態及び児童の発達段階に即した具体目擦を設定

し、学校の教育活動全体を通じて実践活動をすすめる。

イ.各教科及び各学年相互閣の関連を図り、各教科の目標と各指導事項との関連を十分研究し、児

童一人一人に基礎的 ・基本的な内容が確実に身につくよう授業の工夫改善を図る。

ウ.道徳の時聞が各教科及び特別活動における道徳教育と密接に関連を図りながら、自他の生命を

尊ぶ児童の育成を目指し、計画的、発展的に指導する。

エ.全教育活動を通じて、生涯にわたり健康で安全な生活を蛍むために必要な能力や態度が身につ

くように指滋の充実を図る。

オ.我が国の文化や伝統を大切にする態度を育てると同時に外国の文化にも目を向けさせ、国際社

会に生きる力を育む教育を推進する。

カ.学校行事等の計画を立てる際には、各教科との関連を考慮.し、授業時数の確保に努め、児童に

過重な負担を与えぬよう配慮、する。

5 指導の重点

(1 ) 各教科、道徳、特別活動

ア.各 教 科

1 )学習内容の焦点化し、体験的な学淘や問題解決的な学轡をすすめるなかで、柔軟な思考力 ・

判断力 ・表現力等の能力を育てる。

2) 各教科の内容においては、基礎的 ・基本的な事項を精選し、個に応じた学習を重視した授業

の改善に努める。

3)児童が主体者となる学習指導を展開していくために、学習材を適切に活用し、自らすすんで

学ぶ態度の育成を図る。

イ.道徳

] )年間指導計画を見直し、道徳の時間の充実を図ると同時に、家庭や地域社会における生活体

験を通して倍われた道徳的実践力に基づき行動できるようにする。

2)教育活動全体を通して、教師と児童及び児童相互の人間関係を深め、些かな体験を通して児

童の内而にある道徳性を伸長し人としての生き方を学ばせる。

ウ.特別活J動

l )学校生活における集団活動を通して調和のとれた心の発達と個性の伸長を図り 、活動を充実

させるための、企画力 ・実行力を養う。

2) 学校生活がよりよくおくれるよう、集団の一品としての自覚を更に高め、協力する態度を養
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い、自主的・実践的態度を育てる。

(2) 特色ある教育活動

1 )地域行事への参加、地域人材を積極的に活用し、創意ある活動を充実させるo学校園での栽

培活動、 地域の学習を通じて強かな心を育てる併教学習を進める。

2)学校をとりまく環境に注目し、美化に努める奉仕活動を重視し、自然をいつくじむ心や環境

を大切にする心を育てる。

3) 学校行事、委員会活動、クラブ活動、集会活動の企画、実施にあたっては、兵年齢集団での

活動 ・交流を重視し互いに認め合う心を育てる。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

1 )児童理解に基づき、 一人一人の児童の人格を尊重し、個性を生かしながら、社会的資質や行

動力を高め、学校生活を有意義で充実したものにさせる。

2)基本的な生活行動様式や規律ある生活態度を築き上げるために、地域及び家庭と密接に連携

しながら指導する。

イ.進路指導

1 )生涯にわたって主体的に学ぶ学び方を身につけさせ、進級 ・進学についての適切な指導を行

う。

2)趣味 ・特技等児童が持っている能力が発僚できる場への参加をすすめ、個性や特性を伸ばし

将来に希望をもたせる。

6 本年度の研究主題

子どもが意欲的に学ぶ指導法の研究

環境教育 ・性教育の 2つの分科会を設け、授業研究を通して研究を進めてし、く 。今年度は三年自の

ため、更に研究を深め成果をまとめる。

7 本校の特色

校地面積 20，458m'という恵まれた敷地内に 1周200mのトラック、パスケッ トコート 2面二の字形

にならんだ校舎、周辺部に飼育小屋、プール、体育館があり落ち着いた空間をつくっている。

児童は全般的に素朴 ・純情 ・素直などの美点を持ち、活発に行動する元気な子が多い。保護者の学

校教育に対する浬解は深く 、極めて協力的である。学校行事にも積極的に参加し、大いに内容を盛り

上げてくれる。通学路の点検も協力的である。

o稲作、野菜の栽培など勤労生産学習の充実 o児童会主催、学区オリエンテ」リング

o児童が係で活躍する運動会 o児童の希望を生かしたクラブ活動

8 その他(教職員の研究歴)

〉々を 研 究 員 開発委員 そ の {也

1 小杉博司(57社会) 西国敦子(60.家庭) 西国敦子(58.海外派遣)

2 小 杉 博司(61.社会) 小杉 博司(63教材開発社会・) 

3 
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学校名

所在地

電 話

11闘 路

児 童 数

校長氏名 旅烏政邦

1. 沿革の概要

昭 46. 8. 7 校舎新築工事起工

昭 47. 3. 10 日野市立高幡台小学校として開

校

鉄筋3階建校舎

普通教室 12 特別室 9 

特別教室 4 

学級数 12 

5.27 高幡台小学校PTA設立総会

6.24 開校式

本日を開校記念日とする

8. 1 プール完成、プール聞き挙行

昭 48. 2.24 校旗 ・校歌制定

10. 6 体育館落成式

昭 49.4. 1 第一期増築工事完成

普通教室 9・図書室 1・職員室

改造工事

昭 51.10. 13 高幡台小学校の位位標識

昭 53. 3. 31 

昭 54. 1.24 

昭 54. 3. 4 

昭 55.7. 5 

昭 56. 2. 7 

8. 30 

昭 57.11. 11 

昭 59. 8. 30 

昭 60. 8.25 

昭 61. 8. 1 

昭 63. 7. 27 

7. 30 

標高 118m 

第二期刑築工事完成

防火シャッターを全部防煙シャ

ッターへ取替完了

玄関脇造園工事完了

校庭南門工事完了

校舎南側に学級闘完成

給食配膳室改修工事完了

開校 10周年記念式典

屋上向1白水槽取替(新 ・旧館)

プール際限1球ネット取付

丸木遊具製作(職員)

校庭改修工事

新館階段天井アスベスト改修

3. 15 体育館バスケットゴール取付

平 2. 7. 23 校庭および昼上フェンス改修

日野市立高幡台小学校

日野市程久保 550

0425-91-7011・7012

京王線高幡不動駅より百草団地行きパスにて
5分 高幡台団地下Ilf

男 153名 女 134名計287名

教頭氏名 上 篠 茂

平 4. 3. 5 プール改修工事完了

3. 18 和室 (いこいの闘)完成

7.29-10.1 外壁改修工事(第一期)

12. 5 開校 20周年記念式典

平 5. 5.11 すべり台補修

5. 30 東階段(校庭)手摺取付け工事

8.11 放送室AV調整卓新設

9. 16 職員室ク ーラー取付

9. 28 屋上全両防水工事完了

10.13 東校舎外壁改修工事第二期完了

平 6. 6. 4 大プール排水パプル交換工茸涜了

2. 歴代校長

氏 名 年月~年月

平松健太郎 昭 47.4. 1 - 50. 3. 31 

手代木和夫 昭 50.4. 1 - 54. 3. 31 

近内信輝 昭 54.4. 1 - 58. 3. 31 

津野田昭 二 昭 58 4. 1 - 62. 3. 31 

小泉 宣夫 昭 62.4. 1 -平4.3‘ 31 

兼島政邦 平 4.4.1 -

3 地域の環境

日野市の南東部の多摩丘陵に造成された高幡

台団地が、おもな学区である。高幡台団地は、

5階から 11階の高層鉄筋住宅で、歩行者通路と

車道が分けられていたり、郵便局、ショッピン

グセンターが住宅内にあるなど住み良く作られ

ている。団地のまわりには緑の森林をめぐらし、

西方には丹沢、関東山地の山々を越えて宮土が

望まれ、北西方には日野市街、日野台、八王チ

市街から速く秩父のILi々 が連 っている 。学校か

ら眺める景観はまことに美しく かっ壮大である。

近くには、多摩動物公園、百草園、向。器不動

があり、都民に親しまれている。
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4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

個性豊かで調和のとれた人間形成をめざして次のよ うな児童を育成する。

① たすけあう子ども …………- あたたかい心で助け合う子ども

② かんがえる子ども ....・H ・...…- よく考えて自分から進んでやりぬく子ども

③ はたらく子ども ………...・ H ・- 働くことのすばらしさを身に付けた子ども

④ たくましい子ども ……...・H ・.. 健康で明るい子ども

(2) 学校教育目標を達成するための基本方針

①人間愛 ・自然愛に根ざした教育を推進し、人や環境にやさ しくそして環境の保護に主体的に働

きかける行動力や実践力の育成をめざす。

②社会の変化に主体的に対応できる能力の育成や創造性の基礎を培うことを重視するとともに自

ら学ぶ意欲や態度を養う。

③ 生涯にわたる学習の基礎的基本的事項を確実に身に付けさせるとともに国際社会に生きる日本

人としての資質を育てる。

④ 全教育活動を通して道徳的心情を培い、自主的・自立的な態度や勤労を尊ぶ実践的な態度を養

う。

⑤健康安全への関心を高め、健康作りと体力の向上に努めるとともに心身ともに健康で明るい子

どもを育成する。

@ 社会人講師の活用により地域の自然や文化を教育活動に生かし、郷土を愛する心を培うととも

に社会性を育む教育を推進する。

① 学校 ・家庭 ・地域社会の連携に努め、学校週 5日制の趣旨を生かし子どもが地域の中で意欲的

に活動できるように支援してL、く 。

⑤ 個 の々教師の特性を生かし、協力的で創意ある学年学級経営の充実を図る。

①校内研究を充実させ、子どもの意欲を伸ばす指導法の研究を推進する。

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教 科

・指導内容を精選し、児童自ら学習意欲や態度を高める指導法や学習形態を工夫し基礎的基本的

な内容を確実に身に付けさせる。

・地域の自然や人材など身近な教材を活用し、体験的な活動を通して日本の文化や伝統にふれる

とともに豊かな心情を育てる。

・教育機器の活用、学校図書館の活用を図り、情報を主体的に選択し、活用したり表現したりす

る能力や態度を育てる。

・学校評価を意図的 ・計画的に実施し、年間指導計画に則った教育活動の充実を図る。特に学校

週 5日制 2回実施による授業時間の確保や授業の質の維持・向上に努める。

イ.道徳

・集団行動の決まりや望ましい行動の習慣化を図り、公徳心の内面化を図る。

・相手の立場を認め合い、力を合わせて物事をやりぬく態度や思いやりの心を泊養する。

・人や自然を大切にする態度や公共心の育成を図り、ものを大切にする実践的態度を身に付けさ

せる。

・人権尊重の教育を推進し、子どもにとって今日が楽しく明日が待たれる学校づくりを推進する。

ウ.特別活動

・児童の共同 ・協力活動を通して、助け合い ・学び合い ・支え合う心を育てる。

・具年令集団や地域のボランティア活動などの具体的な体験活動を通して、自主的・自治的態度
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を育て社会性や国際性を培う。

・望ましい集団活動を通して、高幡台小の児童相互の連情感や好ましい人間関係・ 豊かな人間関

係を育て、地域社会でも望ましい生き方ができるようにする。

・勤労生産 ・奉仕活動を通して友達や地域社会のために役立とうとする心を育てる。

(2) 特色ある教育活動

・学年を越えた異年令集団活動(ミニ遠足 ・集団遊び ・子ども祭り等)と校外地区班の連帯を図

り、地区児童の連帯意識を高める。あわせて、学校生活における望ましい人間関係を矯う。

• lE作り(菊 ・莱の業 ・ひまわり等)や動物の飼育を通して豊かな心を育むとともに、生命尊重

の精神を培う 。

・和室を有効に活用し、日本の文化や伝統に触れるとともに尊重する態度を養う 。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指滋

① 全教職員の共通理解のもとに基本的行動様式の定着を図り、集団の秩序と安全保持の立場か

ら指導を徹底する。

② 全教育活動を過して、温かい人川闘係をj者い、学校が望ましい自己実現の場になるよ う、児

章一人一人の個性や能力 ・特性を相互に尊重し合 う態度を育成する。

③ 学校週 5日制にともな う休日の過ごし方について、学校 ・家庭 ・地域の連携を深め健全なる

生活ができるよ うに指導する。

イ.進路指導

児童が正しい勤労感 ・職業感を身につけ、自己の個性を生かし自己実現に向かつて努力する態

度を育てる。

6. 本校の研究主題

進んで考えることができる児童の育成

7. 本校の特色

団地校であるから家庭の生活は平均し、児童の知能程度も比較的高く格差が少ない。反面閉鎖的傾

向が見られ、連帯意識に弱さがある。このよ うな実態を考え子どもが相互の縦横のつながりを深めた

り、隣接地繊の風にふれさせることによりより広い視野を育てることを重点にして実践する。

8 その他(教職貝の研究腔)

限て 都 ・文部省委員 研 究 員 そ の 他

l オIt島政邦(61科学研B)j在島政邦(58. 理科) 千葉正美 (H4・5 道徳助言研)I 

2 上{際 茂(H5 社会 ) 千 葉 正 美 (H6・7同不'1]資料作成)

3 溝口 美枝(60. 給食)

4 日橋智子(63 保健)

5 字留到公夫(H2. 図工)

6 千葉正美(H4 道徳)

7 作111 秀樹(H4 音楽)

8 古越自子(H5. 保健)
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学 校 名

所在地

電 話

F A X 

JI憤 路

児童数

校長氏名 品 田 敏 男

1. tB革の概要

昭 48. 4. 開校 12学級児童 384名

トラックを除く運動場全商に洋

芝の締付け

6 校章制定

9. 校旗制定

12 校歌制定

昭 49. 3. r校舎体育館落成記念式J及び

4 

H召52.4. 

10. 

H百53. 4 

5 

昭 54.4. 

H百55.4. 

RB 56. 4. 

昭 57. 4. 

昭 58 4. 

H召62..4 

昭 63.4 

平元.4 

平 2. 4 

「校歌発表会」挙行

3月1日を開校記念日に制定

第 1回卒業式卒業児童 45名

開校2年め入学児童 77名

開校 5年め入学児童 79名

13学級となる。 教室不足のた

め、プレハプ教室 2:ll曽設

校舎の地築工事着工

学級数 14となる。

増築工事竣工普通教室 6

図書室 1

第 7回入学児童 93名

15学級となる。

第 8回入学児童 111名

17学級となる。

第 9回入学児童 128名

転入児童第 2学年以上 82名

18学級となる。

第 10回入学児童 128名

19学級となる。

増築工事竣工、普通教室 4、教

材室等3、昇降口、使所

開校十周年記念式典

第 15回入学児童 103名

第 16回入学児童 115名

第 17回入学児童 120名

第 18回入学児童 102名

日 野 市 立 日 野 第 七 小 学 校

日野市神明 3-2 

0425-83-3907・3908

0425-83-3908 

JR 中央線日野駅下車徒歩約 10分

男 320名女277名 計597名

教頭氏名 難波和子

平 3.4 

平 4. 4 

平 5.4 

平 5.10 

平 6. 4. 

平 7. 4. 

2. 歴代校長

~ 氏

第 19回入学児童 96名

第 20回入学児童 108名

第 21回入学児童 73名

17学級となる。

開校二十周年記念式典及び祝賀会

第 22回入学児童 95名

第 23回入学児童 111名

名 年月~年月

初代 星野武之 48. 4. 1 - 52. 3. 31 

2代 上部正彦 52. 4. 1 - 56. 3. 31 

3代 梅問 茂 56. 4. 1 - 5& 7 27 

4代 和田国 平 58.9.1 - 63. 3. 311 

5代 小幡 建 63. 4. 1 - 4. 3. 31 

6代 小林 繁人 4.4. 1 - 7. 3. 31 

7代 品回敏男 7. 4. 1 - 現在

3 地域の環境

本校は、中央線臼野駅から西へ線路そ.いに徒

歩で約 10分。 日野台地に設置されている。

校地の周囲は、住宅が増え、昔ほどの緑は少

なくなって いるが、屋上に上ると、南には多摩

丘陵、西には秩父山地や丹沢山地を隔てて富士

の秀麗が眺められる。また、この日野台地には

遺跡が発掘されている等、教育的には環境に恵

まれた場所と言える。

本校の児童の約60%は中央線の線路を隔て

た西側の住宅地に居住している。この地域はこ

こ10数年の聞に、旧甲州街道ぞいに増設され

てきた新興住宅地，借で、都営住宅 ・分譲住宅が

ある。なお、本校の周囲には、大学、市庁舎、

日野ふるさと博物館、消防署等があり、児童が

学習するに最適の地域であると思われる。

しかし、最近、南側を東聞に走る道路の交通
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設のピークが、児童の登校時間帯と合致し、しかも中央線をまたぐ陸橋を利用する児童数が圧倒的に

多いことから、交通事故発生の心配がある。

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

生命及び人権尊重の精神にみちた、心虫かでたくましく生きる心身共に健康な児童の育成を目指

し、次の教育 目擦を定める。。自分の力で考える子(本年度の重点目標)

o 思いやりのある子

o 力いっぱいやりとおす子

o じようぶな体をつくる子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

①学校の教育目標に基づき学年 ・学級の目標を定め、人間としての在り方生き方に関わる指導を

重視した学年学級経営をすすめ、児童一人一人の自己表現を図る。

① 児童一人一人が自ら主体的に学習できるよ う、指導計画を充実し、課題解決学習や体験的な活

動あるいは表現活動など多様な学習方法の工夫及び評価法の改善などを行い、日々の授業を充実

させる。

① 教育活動全体を通して児童の基本的な生活習慣を培い、互いに認め合い支え合い励まし合う思

いやりの気持ちを育てるとともに、人権尊重の精神を義いあらゆる偏見や差別の恨絶に努める。

④ 児童が自らすすんで健康と安全の保持と増進及び体力の向上を図る態度と能力の育成を目指し、

生命の尊厳を基盤とした教育をすすめる。

⑤ 身の回りの環境の保護や改善についての関心や問題解決の能力、 実践力を育てる。

@ 健全な地域社会の形成者の育成を目指し、保護者及び地域の人々との連携のもとに学校週五日

制を児童の自己教育力育成の機会とし、 「ふるさと」意識を育てる。

5 本年度の指導の重点

本年度の重点目標「自分の力で考える子」

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

o児童自ら考え、主体的に判断したり表現することを重視し、多様な学習活動や評価を工夫する。

o地域の紫材を効果的に生かし、児童が自ら諜題を見つけ追究することの喜びを味わえる指穏を

工夫する。

o日々の授業の充実を目指し、指導計画の整備と活用に勿める。

イ.道 徳

0全教育活動を通して、生命と人権を尊重するとともに、主体的によりよく生きょうとする精神

を養う 。

o道徳のl時間には、 一人一人のよさを認め、世かな心情を育てることにより、道徳的実践力の育

成を図る。

。資料や教具の整備と、保護者との連機を図る。

ウ.特別活動

o充実した学級活動を基鍛とし、児童会活動やクラブ活動への参加意識を日め、自主的自律的態

度をj者い、主体的に行動できる力を育てる。

(2) 特色ある教育活動

① 呉学年の班活動を監視し、児童の迎的意識と高学年児童のリーダー1企を惰 う。

p
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①環境教育副読本や老人福祉副読本等を活用し、併端的な活動を通して 、主体的な実践力を育て

る。

① 読み聞かせや金管バンド活動を通して、 心の豊かさを深める。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

o基本的な生活習慣を身につけさせるとともに、人権尊重の精神にたって行動できる児童を育て

る。

o健康と安全への関心を高め、互いの生命を大切にする態度を育てる。

o多面的で共感的な児童理解に努め、学校生活に主体的に取り組む力を養う。

o保護者や地域の人々と連携し、学校内外の児童の健全な生活の充実を図る。

イ.進路指導

o児童の自己実現を図るために、児童の自主的 ・自立的な態度や行動を認め励まし、児童自ら目

標を決め、その達成を目指して努力するカを育てる。

6 本年度の研究主題

(1) 研究主題名

「児童一人一人が自ら考え、自ら学ぶ学習活動の工夫」

一一一地域教材の活用と教科内容の精選(生活科・社会科)一一

(2) 研究内容の概要

。重点教科を、生活科 ・社会科とし、基礎的 ・基本的研究を充実させるとともに応用 ・発展を図る。

o地域において活用できると思われる教材について探索 ・調査 ・収集を一層深化するとともに収集

した教材について検討し、授業に活用できる資料作成をする。

o資料を授業に活用し、実証する。

o講師を招聴 し、地域教材の活用の工夫や指導方法の改善 ・授業の質の向上を図る。

o学校週五日制に対応した教科内容の精選について検討する。

o研究内容を集録としてまとめる。

7 本校の特色

(1) 中規模校の特性を生かした知 ・徳 ・体の調和のとれた児童の育成を進める。そのために、 ①奨学

年班活動を通して児童の連帯意識を育て る。@児童 ・教師の相互の交流を創意ある活動を通して深

める。③個性尊重の教育を通して自ら学ぶ意欲を高める。

(2) 自然、に学び、自然に働きかける学習を通して、自分の力で考える子を育てる。そのために、①自

然を取り入れた全体学習計画の作成 ・実施。 ②校外 ・校庭 ・屋上等の活用によ り勤労生産学習意欲

を日める。③池 ・学級園の整備、動物との触れ合いを通して自然への関心を高める。

8 その他(教職員の研究歴)

》ぞき 研 究 員 開発委 員会委員

1 品田敏男(62 社会) 品田敏男( 2 社会)

2 小坂克 信 (元.社会) 難波和 子 (63 家庭)

3 川井田和子( 2 道徳)

4 小 畑由美子 ( 5 理科)

- 126 -



学校名 日野市立南平小学校

所 在 地 日野市南平 4-18-1 

電 話 0425-92-2021・2022

I1憤 路 京王線南平駅より徒歩 15分

児童数 男 213名女 206名計 419名
じI

校長氏名 馬場 武 教頭氏名 高橋茂子

1 沿革の概要 UB 56. 9. 15 NHK全国学校音楽コンクーノレ

sB 48. 12.27 日野市教育委員会において、南 東京地区において優良校として

平小学校を設置決定 受賞

昭 49. 3 25 仮設校舎完成、プレハプ教室11 昭 57.2. 4 体育科「児童が主体的に取りく

職員室 1、校長 ・事務室 1、特 む学習指導法の改善」 研究発表

別教室 1、他に潤徳小新館に 4 会を全都にむけて行う

教室、更に保健室、用務員室を 昭 58. 3.31 学校園5整備を行う

クラブハウスに設置 昭 59.11.22 十周年記念式典、祝賀会を行う

4. 1 日野市南平小学校開校 UB 61. 8. 25 校庭南側金網フェンス工事完成

学級数 15、児童数 535名、教 昭 62.11. 4 体育館照明器具設置

職員 22、市職員 4名 昭 63.1. 23 体育館屋摂塗装

4. 5 仮設校舎校地整理完了 3. 19 体育館鍛帳改修

5. 4 本校舎工事着工 3. 19 校舎北側万年ベいの改修工事

総工費 220，166万円 8. 31 家庭科室机新設

敷地面積 26，535 鉄筋コンク 12.20 体育館北側防音壁完成

リート四階建防音校舎4，456m' 平元. 8.30 体育館床面、家庭科室改修工事

5.22 南平小学校PTA設立 陶芸釜設置完了

11. 15 本校舎完成 10.16 ランチルーム開設

普通教室 20、特別教室 5、保健 平 2. 1. 24 ランチルーム机・ 椅子新設

室、給食室、校長室、職員室、 平 3. 2.13 プール槽塗装、更衣室屋根塗装

事務室、用務員室等 平 4. 3.17 ランチルーム床、壁面、窓等全面改修

11. 22 校樹として「スズカクの木」を 4. 6. 1 生活科ゾーン完成(田んほ 2枚、

決定。校統 ・校章の図案のもと 井戸 2基、水路、池等)

とし、校歌 ・校旗 ・校章の制定 平 4. 7. 2 校庭南東フェンス改修

および発表会を挙行 平 5.6. 4 校庭西側移動式フェンス取り付け

当日を本校開校記念日として制 平 6.12. 3 開校20周年記念式典 ・祝賀会

定する。

11. 29 本校舎へ移転

平 7. 3.31 校庭設備改修

2 歴代校長

11.30 校庭整備完了、進入路舗装、正 氏 名 年月~年月

門 ・フェンス取付完了 黒沢保雄 昭 49.4. 1 - 55. 3. 3 1 

12.31 体育館完成 松日楽 J欽治 昭 55.4. 1 - 59. 3. 31 

l沼 50. 4. 30 大 ・小プーノレ完成 鈴木敏郎 昭 59.4. 1 - 62. 3. 31 

日召 53. 3. 15 校舎 3教宅地築 石井三土 昭 62.4. 1 -平3.3.31 

H召54.12.21 体育倉庫(プレハブ)完了 有泉徹郎 平 3.4.1 -平6.3.31 

昭 56.3.27 校舎 3教室 ・図13室増築 馬場 武 平 6.4. 1-現在
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3 地域の環境

本校の学区域は、日野市の南部に位置し、前面に多摩丘陵をきりひらいた南平台(なんぺいだい)

みなみが丘、鹿島台、川崎街道をはさんだ南平中下(昔からの唯一の集落 )京王線と浅川ぞいにはさ

まれた向島の六地区で構成されている。比較的まとまった学区域であり、地区の把援がしやすし、。

南平中、下をのぞき何れも新興の分譲住宅地であり、父母の社会的、経済的地位は比較的安定して

いる。 従って学校教育にょせる関心も高く、学校に協力的である。

学区域には、自然林あり、回対ll.果樹園等、自然条件にめぐまれてし、る。西方に丹沢連峰から秀麗

富士を仰ぎ見、施設、設備、校庭等の整備と 相ま って、教育的環境としては、大変恵ま れている。

4 教育目標

(1) 学校の教育目標

憲法、教育基本法の精神に基づき、児童 ・地域の実態をふま え心身ともに健康で、知性と感性に

富み、人間性豊かな児童の育成を目ざし、次の教育目標を設定する。

。 自ら考え学ぶ子

。目あてをもってやりぬく子

。思いやりのある子

。健康でたくましい子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

教育目標の具現化を図るため、全教職員の協力 ・協働体制のもと、意図的・計画的 ・組織的に体

験的活動を重視し、児童の興味・関心・ 意欲を向め、児童一人ひとりの良さや可能性を生か した教

育活動を進める。

・人間尊重の精神を根幹に据え、自分と異なるものに対する理解を深めると共に、互いに認め合い

高め合う学年 ・学級経営に努める 0

・基礎的基本的内容を身につけさせると共に、自ら学ぶ力を育成するために、児童一人ひとりの思

いや願いを大切にし、ティーム ・ティ ーチング等を通して 、授業改善を図る0

・健康安全の保持増進、体力の向上を図る能力 ・態度、思いやりとたくま しさを持った心を育むた

め、体育 ・道徳 ・特別活動の指導の充実を図る。

・教育活動全体をとおして、地域や我が国及び諸外国の文化・伝統を理解し、尊重する態度を育く

み、国際社会に参加、協力できる態度や能力を培う 。

・地域の環境に関心を持たせ、環境を大切にする心と環境保全を図る態度 ・能力を育て 、環境教育

の充実を図る。

・家庭 ・地域 ・関係諸機関との連携を衡に し、地域の自然、・人材や社会事象の活用を図り、地域に

根差した教育の推進を図る。

5 指導の重点

(1 )各教科

・授業の改善を推進し、児童自らの思考力 ・判断力・表現力等の育成を図る。

・学習活動に併験的活動をできるだけ取り入れると共に、指導方法や指導形態の工夫をし、児童の

興味 ・関心 ・意欲を高め、基礎的基本的学習内容の定着を図る。

・児童一人ひとりのよさと可能性を生かし、目当てを持って粘り強く、課題を追求しようとする態

度を育てる。

・心身の健やかな成長を図るため、水泳 ・縄跳び ・持久走等の活動をとお して、生涯にわたって 、

健康な生活を営むための素地を養 う。

・地域に根差 した教育活動をとおして、環境への理解と保全に努める態度 ・能力を育てる。
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(2) 道徳

・人間尊重 ・生命尊重の精神を基調とする道徳的実践力を学校教育全体の中で育成する。

・道徳の時聞は、多様な指導資料を活用すると共に、指導方法を工夫し、児童の道徳的心情を豊か

にし、道徳的判断力を高める。

(3) 特別活動

・小集団活動をとおして、自己実現を図らせると共に、協力してより良い学校生活を築こうとする

自主的 ・実践的態度を育てる。

・学校行事等への主体的関わりをとおして、集団への連帯感 ・所属感を育てる。

(4) 特色ある教育活動

・ 「なかよし広場」での野菜 ・草花作り、米作りやワラ細工、生活科等の併轍活動をとおして 、自

然の恵みや勤労のt1=さ、 地域の文化・ 伝統等を理解し、尊重する態度を育てる。

・ティーム ・ティーチングによる効果的な教育活動を推進する。

・草取り、石姶い等の日常活動をとおして 、環筑美化への:官、識を育てる。

(5) 生活指滋 ・進路指噂

ア.生活指導

・児童一人ひとりの成長への意欲や願いを的確に把握し、自己確立を援助する。

・人と人との関わりをとおして進んで生活を改善していこ うとする意欲を持たせる。

・家庭、地域と連椀し、望ましい基本的生活習慣を身につけさせる。

イ.進路指導

・児童一人ひとりの実態を的確に把握し、長所を認め援助し、生涯にわたって学び続けることの

楽しさに気づかせる。

・自己の特性、長所に気づかせ、意欲的に自己実現を図ろ うとする態度を育てる。

6 本年度の研究主題

、、把輩の主体性を生かす学習活動の研究H

.様々な体験を積み重ねるこ とによって見通 しを持って学習できる能力を育てる 0

・生活科ゾーンを活用して、創造的学習を組み立ててい く。

7 本校の特色

・児童は比較的素直で、礼儀正 しい。 知的好奇心も強く 、与えられた課題に対しては、熱心に取り く

み、理解力もある。反而、指示待ち的傾向も見られる。

・米作り 、野菜 ・草花作りを中心にした勤労 ・生産的体験学習を重視し、地域の教育力も積極的に取

り入れている。

8 その他

〉ぞて 研 究 貝 現代化委員 ・開発委員 海 外 派 泣

1 馬場 武 (48理科) 馬場 武(50理科 ・開発) 馬場 武(54ヨーロッ パ )

2 音田 弘(元.教育方式)

3 高橋 茂子(3特別活動)

4 山田 栄子(6特別活動)
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学校名

所在地

電 話

JI関 路

児童数

校長氏名 小 林繁人

沿革の概要

本校は潤徳小学校の規模の過大化を解消する

ためと、高幡台小学校の学区の変更に伴って程

久保地区に新設された学校で、ある。

昭 52. 2. 1 程久保小学校開設潤徳小学校

4. 

に開設準備室を設置

初 代 渋 谷義一校長就任

日野市立程久保小学校開校

学級数 18 児童数 652

教職員 26 市職員 8

7. ]5 体育館竣工

10.20 落成式挙行、この日を開校記念

日とする。校歌 ・校章発表会を

開く

11召53. 4. 4 学級増によるプレハブ教室設置

( 1教室 )19学級

up， 55. ]. 18 体育倉庫竣工

11. 1 1 飼育舎竣工

nr{ 56. 12. 17 

sR 57. 5. 13 

11召58.6 

受水槽竣工

校庭フェンス側散水栓着工

校庭砂場新設着工

6. 15 校庭砂場新設竣工

11. 4 球技場(テニスコート)工事着工

12.20 向上工事竣工

昭 59.2. 15 プール改修工事着工

2.29 向上工事完了

7.27 校庭除石工事を行う

8. 14 体育館ステージ照明設備工事

昭 60. 7. 21 校庭整地着工

8.29 校庭整地完了

昭 62.10.4 第 11回開校十周年記念運動会

を行 う

11. 6 開校十周年記念式典を行 う

日野市立程久保小学校

日野市程久保 1-14-2

0425-92-5014・5015

京王線高幡不動駅より動物園行きパスにて 5分
中程久保下車徒歩 3分

男 172名女 170名 計 342名

一
教頭氏名 田中晴美

11.14 第 4回開校十周年記念展覧会を

行う。

sB 63 8 普通教室黒板改修

平元.6.30 エアコン設置 (事務室)

8. 1 放送室AV卓取替え

11. 7 市の研究奨励を受け研究発表を

行う テーマ「豊かな心を育て

る体験学習」

平 2. 6. エアコン設置 (校長室)

8 花壇防球フェンス完成

職員室流し台移動 ・修繕

10 プール道路側フェンス(目かく

し用)完成

平 3 1. ランチルーム用テーフ.ル椅子購入

2 球技場(テニスコート)フェンス改修

平 4. 8 職員 トイレ中間壁工事完了

平 4.10 ランチルーム完成

平 5. 3 飼育舎完成

8 保健室流し全面改修

9 体育館白蟻駆除工事終了

6. 2 市の研究奨励を受け研究発表を

行うテーマ「子どもの意欲が生き

る学習指導」

3. 屋上鉄柵塗装工事完了

8 放送室改修工事完了

2 歴代校長

氏 名 年月~年月

渋谷義一 昭 52.2.1-昭 58.3. 31 

大 島 昭 子 昭 58.4. 1-昭 62.3. 31 

三 浦勝也 昭 62.4. 1-平 2.3. 31 

倉重 利 恵 平成2.4.1-平 7.3. 31 

小林繁人 平 7.4.1-現在
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3. 地域の環境

日野市の南東部にあって八王子市と接しており、明星 ・三井 ・電建の新興住宅地が主な学区域であ

る。住宅は多摩動物公園の両側の起伏に富んだ傾斜地に建てられている。西側には動物公園の園舎も

見られ、遠足時には子と.もの集団が遠望できる。東側は高幡台団地に接している。緑が多いわりに、

子どもの遊ひ.場が大へん少なL、。

最近は、住宅地域内を通過する車が増加し、児童の登下校時の安全対策も急務となっている。

4. 教育目標

本校の教育は、教育基本法 ・学校教育法に基づき、生命 ・人権の尊重を基調とし、個性鐙かで主体

的に学び国際性を身につけた児童の育成を期して次のように教育目標を定める。

元 気 o健康で生き生きした子ども

一 本 気 o自ら考え進んで行動する子ども

一、板気

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科

。JU也かで思いやりのある子ども

o目標に向かつて努力する子ども

前項の基本方針を受け、指導計画の作成、指滋内容 ・方法の改善につとめながら、次のことを重

点として指導してし、く 。

o児童の関心 ・意欲 ・態度の育成をめざし、指導と評価の一体化を図る。

o教材研究を深め、自己学習力を育成するとともに個性 ・能力に応じた綬業を追求してし、く。

o地域教材を開発し、その活用を図る。

(2) 道徳

o教師と児童、児童相互の人間関係を深め、日常生活における基本的行動様式を身につける。

o体験学習を通して人間性豊かで、思いやりの心をも った児章の育成に努める。

o道徳教育の全体計画のもとに、各教科、特別活動等、全領戚のなかで指導するとともに、家庭、地

域と連携して、道徳的実践力を高める。

(3) 特別問動

0 体験学習を通して主体的な態度を養い、協力して楽しい学校生活を計画実践できるようにする。

o学級活動の充実をはかり、実践的な態度を育てる。

0 学校行事に自主的に参加できる児童をffて、 学校生活にうるおいと変化をもたせる。

0 地域と述脱して体験的な活動を行い、 H常生活の中で実践する態度を養う。

(4) 特色のある教育活動

o iatJの 5分間運動の時間を設定して体力づくりにカを入れる。

o呉年齢集団を編成して集会活動や清掃活動等を行い、児童相互の社会性を縫う。

o rやまゆり 」の時間を設けて、児童一人一人の個性能力に応じた棺導を工夫し、諸々の体験学習

を計画実践してし、く 。

o隣接校との交流を深めるための諸活動を計画し、 実践してし、く 。

o教師、児童、保護者の一体となった実践情動を通して、相互理解と心の交流を図る。

o自然環境を愛護 ・保全する態度を育てる。

(5) 生活折渇 ・進路指部

ア生活指母

0みんな仲良く個性を認め合って助け合い、楽しい学校づくりに勿めさせる。

o tl的意識をもって、主体的に活動できる児童を育てる。
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o学校 ・家庭 ・地域が連携を深める中で、基本的生活習慣を身につけて行動できる児童を育て る。

o児童の発達段階に即して安全教育の徹底を図る。

o児童の発達段階に即して安全教育の徹底を図る。

o特に配慮を要する児童には、研修を深め、組織的に指導を行う。

イ 進路指導

o児童の個性、能力の伸長を図り 、将来にわたって自 己実現の図れる態度を培う。

o家庭 ・地域社会での勤労の実態を学習し、 望ましい勤労観・職業観を育てる。

6 本年度の研究主題

「子どもの意欲が生きる学習指導」

本校の児童は、課題に対して興味 ・関心をも って意欲的に学ぼうとする。その一人一人の意欲をよ

り 伸ばし 、 主体的に学ぶ態度をさらに育成するために、~:数科を通 して学習指導法の研究を進める。

7 本校の特色

学校生活全般を通して、児童一人一人の個性と創造性を伸ばし、自ら学ぶ態度と主体的に取り組む

態度を脊てるとともに、人の気持ちゃ立場を考えて行動できる心情、 実践力を養 うことに努める。こ

めため教師の指導力を高め、計画的に研究・研修の充実を図 り、指導に創立工夫をしてし、く。

①学校の教育 目標に基づく学年 ・学級の目標を設定 し、児童の実態に則した学年 ・学級経営の充実

を図り 、集団のモラルと質を高めてし、く 。

①全教科 ・領域にわたって学習指導要領の趣旨にそい、体験的な活動を重視し、児童の主体性や感

性の育成に努める。

① 児童自らが体力づ くりにはげむよ う、全校的な取り組みを行い、健康安全に闘する理解を深め、

日常的に突臨する態度を養う 。

@ 特別活動の充実を図り、体験ぞ実践を通して自主的な集団活動を育てるとともに個性の伸長を図る。

⑤ 地域に恨ざした教育推進のため、地域の自然・文化・人材の活用を積極的に教育計画に取り入れる。

@ 道徳教育の充実を図るとともに、地域の人々・心身障害児・ 高齢者 ・帰国児童等多くの人々との

相互理解を図り 、豊かな心の教育を推進する。

D 学溜指導と評価の一体化を図り 、個に応じた指導の充実と生涯にわたって学び続けるための自己

学習カを身につけさせる。

@ 教師相互が研究・研修を深め、複数の教師による指導など取り入れ学習指導の改善に努める。

8 その他(教職員の研究歴)

〉ぞ空 研 究 員 研 究 生

1 小林繁人(53 教育課題) 小 林繁人(44 経営)

2 丸山 まり子(57. 給食)

3 田 島佳子(平 3.保健 )

4 竹内勝 美 (平 5 書写 )

5 樋口邦男(平 6 理科)

6 三 木 滋(平 7 教育課題 )

つ臼
勺

3
唱
E
A



学 校 名 日野市立旭が丘小学校

所在地 日野市l旭が丘 5-21-1 

電 話 0425-83-3733・3748

)1煩 路 中央線豊田駅北口下車徒歩 25分 京王 ・西東京
パス(石川入口 )下車 10分

児童数 男 402名女 352名計 754名

校長氏名 信夫清彦

1 沿革の概要

昭 51. 8. 18 起工式

市議会は、日野市立旭が丘小学

校の設位を決定

昭 52. 2. 1 初代校長 小野寺東雄発令

3. 31 教頭、教諭等 25名、市職貝 8名

計 33名発令

第 1回入学式 149名 4学級

全校 18学級 707名

校舎完成

プール完成

校章制定

体育館完成

校歌制定 開校式典

第 1回卒業式 110名

体育館ボーダーライト

「雑木林の小道」完成式

音楽室廊下防音ドアー完成

給食室排水工事完成

堆肥小屋とプール塗装工事開始

プーノレフェンス工事開始

プール排水工事 ・シューテイグ

ボード工事

6. 4 理科室天井工事

4. 6 

5. 20 

6. 30 

7. 20 

8. 15 

11. 21 

昭 53.3.25 

昭 55.10. 13 

昭 57. 2.27 

昭 58.2. 7 

8.11 

昭 59.12. 10 

昭 60. 1. 20 

昭 61. 1. 13 

8.31 A V調整卓が入る

3m科室 ・国自室の陥幕取替え

昭 62. 1. 7 プールの平板工事

11. 22 開校 10周年記念式典

昭 63. 1. 7 体育館屋恨塗装

10周年記念日日時計工事

1. 30 故大熊校長献花式

8. 25 放送室 ・図密室工事 ・洗浄機取

りつけ完了

12. 23 故大熊校長遺稿集発行

教頭氏名 八木文夫

平元. 5.26 給食室クーラー設世

平 2. 6.25 校長室エアコン設置

7. 28 体育館バスケットゴール取付

平 3. 1. 16 学区変更説明会

8. 7 体育館床張り替え工事

平 4. 2.29 旭小 15年を語る会

9. 12 備蓄倉庫設置

平 5. 2.15 生活科用畑工事

5.30 第 17回運動会

6. 5 プーノレタオルがけ工事

6. 10 プールフ ェンス張り替え

8. 1 校庭改修工事開始

8. 31 給食室床工事完了

11. 10 子供議会出席

平 6. 7.11 外壁工事

2 歴代校長

氏 名 年月~年月

小野寺東雄 昭 52.2-昭 58 3 

大熊喜一 昭 58.4-昭 62.12 

飯 沼 宏 昭 63.1 -平 4. 3 

信夫清彦 平 4.4- 現在
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3 地域の環境

本校は、日野市西南部八王子市との境に位置している。学区は、浅川の第一河岸段丘と 第二段丘の

二段にまたがっている。東西2伽南北1.5伽と広く 、学校が酋に偏在しているため、通学時間 30分

以上かかる児童もいる。

学区の中心部は、東芝や帝人などの大工場が占め、その周辺に個人住宅や集合住宅が混在する。主

要道路には歩道があるが、通学路の交通安全施設は整備中である。また、工場が多く車公害が多くな

ってきた。学校の周辺には、畑や雑木林が多く 、公園もあり 、自然に恵まれている。父母は会社員が

多く 、学校教育への関心は深L、。集合住宅が増加中で、学区変更が策定されている。学級増の傾向が

ある。

4. 教育目標

( 1) 学校の教育目標

人間尊重の精神を基調と し、心身ともに健康で、知性と感性に富み、人間性豊かな児童の育成を

目指し、次の教育目標を設定する。

よく考える子ども

なかよくする子ども

がんば りぬく子ども

からだをきたえる子ども

(2) 学校の教育 目標を達成するための基本方針

① 「よ ・な ・が ・か」を地域 ぐるみの合い言葉と し、 旭が丘小 17年の成果をふまえ、今日的視

点、から教育活動を見直 し、 教育目標の達成を目指す。

② 学校教育 目標の第 1項「よく考える子ども」を重点目標とし、全教育活動を通して教育 目標の

達成を目指す。

そのために

・一人一人の児童の個性と創造性をのば し、 人権噂重の精神を培う 。

・体験的な学習 ・問題解決的な学習を重視 し、 児童の主体的な学習を促す。

・豊かな学校環境を活用し、自然、をいつくしみ、環境を改善する心と態度を育てる 0

・地域に根ざした教育を推進し、地域を愛し、地域の一員と しての自覚を育てる。

• EIら進んで運動に親しむ態度を身につけ、生涯にわたって体力の向上とスポーツを継続する心

と身体の健康づく りをすすめる。

① 共感的児童理解をもとに、人間尊重の精神を堵い、豊かな感性と人間性を育てる心の教育を推

進する。

① 発達段階に応じた指導の手立てを工夫し、一人一人にゆきとどいた教育を推進する。

⑤ 保護者、地域から信頼される学校をめざし、教職員の研究 ・研修活動を充実する。

@ 学校週五日制への移行に伴い、保護者や地域との連携のもとに、児童の学習 ・生活環境の充実

を図るとともに、児童が自ら考え、判断し、行動する態度を育てる。

5 指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

・基礎的・ 基本的な学習内容を確実に身につけ、個性を生かす教育活動を進める中で学ぶ意欲と

学習の仕方を習得させ、思考力・判断力・ 表現力の育成を図る。

・児童の主体的な学習活動を促すため、体験的な活動を取 り入れ、学習活動の多様化を図る。ま

た、地域を生かした教育活動を大切にし、地域の人々や地域の環境を教育活動に生かしてし、く。
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イ.道徳、

・児童の実態に即してねらいを重点化し、教育活動全体を通して自ら考え、正しく判断し、行動

する主体的な道徳的実践力の向上に努める。

・道徳の時聞は指導計画に基づき多様な指導資料を活用するとともに指導方法を工夫する。

ウ.特別活動

・集団活動に積極的に参加し、望ましい人間関係を築き、自ら考え、行動する児童の育成に努め

る。

-学校行事では体験的な活動、個性を生かす活動を重視し、日常の学習の総合的発展の場とする0

.日常生活への適応、健康 ・安全指導では教師の意図的 ・計画的指導を強める。

. I全校活動Jの時聞を通して、異年齢集団の中で生き生きと したま とま りのある交流を図る。

(2) 特色ある教育活動

・創活の時聞を確保し、栽府活動、飼育活動、雑木林の活用、資源の節約など環境教育を全校で取

組み、自然愛護、物を大切にする心、勤労意欲を高める。

・全学年を通して、性教育を計画的に行い、人間尊重 ・男女平等の精神を培う。

「学年 ・学級の時間JI交流のH寺間」等により、児童一人一人におもいや りの心を育て、連帯感

を強める。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

・基本的な生活習慣を身に付け、自立心 ・自律心を高める力を育てる。

・教育相談の機能を高め、問題をもっ児童への組織的対応を進める。

イ.進路指導

・体験的な活動を通して、成就感 ・達成感を味わわせ、自ら考え、判断し、決定する能力を育成

する。

6 本年度の研究課題

。子どもによく考えさせる授業のあり方

7. 本校の特色

(1) rよく考える子ども」の育成を重点、目標に設定。

(2) 授業の活性化をめざす校内研究体制づくり。(rよく考える子」の育成を大テーマとして〉

(3) 雑木林を宝として、その保存と活用への指向。雑木林の付加価値を高める思考。

(4) 体験的学習の場の充実を目指して。一人一鉢の菊づく り、椎茸栽培・茶摘み用苗木の育成、小動

物との交流の場づくり等への指向。

(5) 地域教育カとの大いなる連機。スポーッ保険を軸として学校と地域が一体化し、元旦マラソン ・

八ク岳ジャンボリー ・旭が丘少年野球リーグなと.学校創立以来の組織的な健全育成への着実な展開。

8. その他(教職員の研究股)

研 究 員 開発委員 研 究 生

信夫 消彦 (54・体育)

八木文夫(59・体育)

信夫が'I7ffi( 57・体育)

F
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学校名

所在地

電 話

1頂 路

児童数

校長氏名 増賀従男

1. 沿革の概要

昭 53. 1. 7 現在地に建設着工

4. 1 日野市立平山台小学校として開

校、平山小学校の学区から新た

に平山 1，2，3，6丁目を平山台小

学校の学区域と定める。児童数

男 268名、女 282名計550名

17学級(心障2学級合)の規模

で開校する。

10. 24 校舎落成式校章発表

11.22 開校記念展覧会 開校記念日

昭 54. 3. 9 開校記念校歌発表会

11. 10 心障学級作業学習コーナ」設置

昭 55. 3.20 校舎増築 8教室完成

8. 15 中庭排水溝、飼育舎完成、遊戯

室床張替え、ガス配管一期完成

10.20 野焼きの授業展開、テ レビ放映

昭 56 3. 18 屋上 フェ ンス(音楽室上 )完成

4. 1 男 385 女 367 計 752名、

22学級 (心障 3含む)

昭 57.4. 1 男356 女 348 計 724

21学級(心障2含む )

8.30 図書館改装 ガス配管工事完了

昭 58. 4. 1 男335 女 337 計 672

20学級(心障 2含む)

10.30 屋外パスケッ トボール施設完了

昭 59.4. 1 男 290 女 312 計 602

16学級(心障 1含む )

3 屋上フェンス完成 ・校舎増築完成

昭 60.4. 1 男 276 女 273 計 549

17学級(心障2含む )

12. 9 プール全面塗装

昭 61. 4. 1 男 236 女 245 計 481名

15学級(心障 1含む)

日野市立平山台小学校

日野市平山 2-1-1

0425-92-6381・6382

京王線平山滅祉公園下車徒歩 15分

男 110名女 107名計 217名
(内わかくさ学級 14名)

教頭氏名 雨宮 充

昭 61.12. 8 研究公開(体育を中心とする)

昭 62. 3.30 体育館どん張取替

4. 1 男 215 女 208 計 423名

14学級(心障 1含む)

昭 63.2. 5 研究発表公開(心障)

昭 63. 4. 1 男 191 女 175 計 366名

13学級(心障 1含む)

8 体育館照明装置取付け

11. 19 開校十周年記念式典挙行

平元.3 体育館パスケットゴーノレ取付け

4. 1 男167 女 171 計 338名

14学級(心障 2含む )

4 日野市研究奨励校

5. 2 文部省心身障害児理解推進校指

定

8.30 多目 的教育工事完成

平 2. 4. 1 男 151 女 146 計 297名

13学級 (心障 2含む )

10.26 文部省心身障害児理解推進校研

究発表

10.30 ふれ合い広場完成

平 3. 4. 1 男 135 女 138 計 283名

12学級(心障 2含む )

1030 屋上防水工事

平 4. 4. 1 男 131 女 121 計 252名

12学級 (心障 2含む )

平 5.4. 1 男 115 女 122 計 237名

10学級 (心障 1含む )

5. 7. 3 堀之内 3号 トンネル全校生見学

平 6. 4. 1 男 115 女 113 計 228名

10学級 (心障 2含む )

男 110 女 107 計 217名

10学級(心障 2含む)
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2 歴代校長

氏 名 年 月~年 月 氏 名 年 月~年 月

小 }II 格 昭 53 2 ~ 昭 5 7. 3 増賀従男 平 6. 4.-現 在

蓮 池 守 一 昭 57 4 ~ 昭 6 1. 3 

野 村武郎 昭 61. 4 ~ 昭 63. 9 

馬 淵 金男 昭 63.10 ~ 平 3. 3 

波多野 坦 平 3 4 ~ 平 6 . 3 

3 地域の環境

本校は日野市の南端、多摩丘陵の頂きに開発して建設。北側は、日野市はもちろん八王子、立川も

一望でき、巨大島敵図を眺めるようである。また、南側は、多摩テックから平山城祉公園に連なる雑

木林が四季折々の風物を語る。

このような、景観だけでなく 、体験学習をする上での生きた教材を得た学校である。学区は京王電

鉄が造成、分譲した平山1.2. 3丁目に加えて、平山 6丁目を含んだ、まとまりのある地域である。ま

た、この地に住む人々は相互に環境の美化、 浄化に努めているため、静かで落ちつきのある雰聞気が

維持されている。

4. 教育目標

憲法 ・教育基本法の示す国民の育成に努めるために、地域 ・児童の実態を基に、学校の教育目擦を

さだめる。

本校の教育は、生命の尊重を基底と」自らを考え正しく判断L実践できる力をもっ児童を育成する。

0 よく考え くふうする子

o力を合わせて やりぬく子

0 心豊かな やさしい子 (本年度重点目標 )

o明るく たくましい子

〈目標達成のための基本方針〉

教育目標の具現化を目指して、教育課程の編成と実践に努める。

① 「心豊かな やさしい子」を重点に掲げ、全教育活動を通じて生命及び人権を尊重する態度を

育成する。

② 教師と児童、児童相互の心の交流を深め、明朗で協力的に活動する児童を育成する。

③ 学習の過程を重視した指導法を工夫し、盛かな表現力を身につけた児童を育成する。

@ 行事の精選や週時程の工夫、また、年間指導計画の見直しを行い、児童がゆとりをもって学習

できるようにする。

⑤ 家庭 ・地域との連携を密にするとともに、地域の教育力を活用し、 聞かれた学校を 目指す。

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特活の指滋の重点

ア.各教 科

学習指導要領の主旨をふまえ、児童が意欲的に取り組む授業の創造を目指す。

① 基礎 ・基本の定着と盟かな表現力の育成を図る。そのため、 一人一人の個性 ・能力を生かす

指導を心がけ、体験的学科 、他学年他学級との合同学習 ・小集団による学習などを工夫する。

② 課題解決的学習をとり入れ、児童の主体的な学習を通して 、学ぶ喜びを味わわせ自ら学ぶ力

を育成する。

③ 生命の大切さを学びとらせる。そのため、生命に関連する各教科及び各領域の結びつきを明

らかにして指導にあたる。

@ 郷土や諸外国についての認織を深めるとともに、地球環境保全への関心を高める。

巧-
qJ
 

噌

B
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イ.道徳

① 児童一人一人が自己を見つめる道徳の授業を工夫し、心豊かでよりよく生きょうとする児童

を育成するとともに、他領域との密接な関連のなかで道徳的実践力を高める。

② 生命尊重の精神をもとに、全教育活動を通じて自分、及び他人を大切にする態度を培う。

ウ.特別活動

集団の一員としての自覚を高め、楽しく落ち着きのある生活を目指す。

① 児童一人一人の個性を尊重し、創意を生かした学級活動を心がけ、自己を生かすカを育てる。

② 児童が学校生活に関する諸問題を、自発的・自治的に解決する力を高めるとともに、帰属意

識を育む。

① 小規模校の特色を生かした異学年集団の交流を通して、全児童の心の結びつきを深める。

④ 高学年の活動の場を設定し、リーダーとしての自覚と指導力を高める。

(2) その他の活動

① 学校生活に控J¥， 、や充実感、を与える活動を計画し、豊かな心情を育てる。 (花づくり、子供祭り、

オリエンテーリング、たて客IJり清掃や班遊び)

② わかくさ学級との交流を通して 、障害児者への理解を深め、ともに生きょうとする態度を培う。

① 地域の教育力を活用し、児童に社会の一員としての認識をもたせるとともに、日常の学習がー

層深まるようにする。(ほほえみ給食、夕涼み会、ふれあいマラソン)

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

児童が生活の中で生き生かされる喜びの場を通して、力を合わせ、ねばり強くやりぬく児童を

育てる。

① 児童一人一人の個性 ・特性の把握に努め、よりよく伸ばしてし、く指導を工夫する。

② 児童が相互に生命や人権を尊重する態度を身につけさせる。

①集団生活に必要な基本的態度や健康 ・安全を心がける態度を身につけさせる。

@ 家庭 ・地域社会及び関連諸機関との連携を密にし、児童の健全育成に努める。

6 本年度の研究主題

「子どもの表現力を豊かにする指導法の工夫J
7. 本校の特色

o開校 18年目。市内全域がほぼ見渡せる。恵、まれた自然減境の教材化を図ってし、る。

o小規模枝の特徴を生かし、和やかな雰囲気と、全校たてわり活動による協働、共学を図っている。

o心|時児 と健常児との交流をすすめたり、地域の老人クラブとふれ合う体験を通して「心躍かな心や

さしい子の育成を目指す」心の教育を推進している。

0地域の要請に応える教育力の提供について、青少年育成会等と協力したり 、地域行事への参加をし

たりしてその具体化を図っている。

8 その他(教職員の研究歴)

7々で 研 究 員 開発委員

1 増賀従男(56国)

2 中村康成(55体、 61道)

3 雨 宮 充 (60.道)
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学 校 名

所在 地

電 話

11頂 路

児 童 数

校長氏名 鍋田 良子

1 沿革の概要

昭 52.9. 30 

昭 53.3 30 

6. 2 

8. 21 

昭 54. 3.10 

4. 1 

学校用地買収予算市議会議決

学校建設校舎予算市議会議決

学校開設準備委員会開催

校舎建設工事着工-54.5. 31 

体育館建設工事者工

- 54. 10. 31 

日野市立東光寺小学校として開

校。日野第三小学校の学区から、

新町 3丁目と栄町 1，2，3，4，5丁

目を東光寺小学校の学区成と定

める。児童数 545名(男287名

女 258名)15学級の規模で開

校する。

7. 18 校樹決定「さくらJ
J1.17 PTA創立総会

11. 20 校章 ・校旗 ・校歌制定

校舎 ・体育館 ・プーノレ落成記念

式典、校主主・校l1It彼露、校歌発表

昭 57.2-3 校地緑化、小鳥合新設

昭 62.11. 20 東京都図画工作研究会南多摩研

究大会会場となる。

平元.11.18 開校十周年記念式典を挙行

平 4. 3. 31 飼育会 (ログハ ウス)新設

平 7. 3.31 卒業生総数 1，245名となる。

2. 歴代校長

氏 名 年月~年月

高田 智 昭 54.2.1 - 5& ~ 31 

近 内 信 覧li 昭 58.4. 1 - 60. 3. 31 

志 村娃次 sA 60. 4. 1 -平4.3.31 

鍋田良子 平 4.4.1 -現在

日野市立東光寺小学校

日野市新町 3-24-1

0425-84-6200・6201

中央線日野駅下車 徒歩 10分

男 188名 女 167名計 355名

教頭氏名 武 内 忠 雄

3. 地減の環境

本校は、日野市北西部にあって学区域の一部

は多摩川と八王子市に接している。学区域は新

町 3丁目、栄町 1，2，3，4，5丁目で、東西1.8伽、

南北O.8仰と東西に長く 、学校は学区域の中央、

南側に位世している。通学時聞は、 遠い児童で

15分である。

学区には、 天正 16年、僧永海が旧東光寺の

あと地に建てた万松山成就院がある。また、多

摩川と日野用水にはさまれた低地には農家が点

在していたが、都市化にしたがって兼業設家が

ふえ、まわりには宅地造成が進み、個人住宅や

集団住宅が混在している。

学校の裏側には自然林、正門近くには田畑や

果樹園等があり、自然条件にめぐまれている。

また、施設、設備、校庭が完備され、教育的

環境は優れている。

父母の学校にょせる闘心も高L、。

4 教育目標

(1) 学校の教育目標

本校の教育は、憲法及び教育基本法の精神

に基づき、 「心身ともにたくましく 、主体的

・創造的に生きる児童の育成」を目指し、次

のように教育目擦を設定する。

o明るいて子ども

o考える子ども (本年度重点目標)

o強いて子ども

(2) 学校の教育目標を達成するための基ー本方針

① 主体的に学ぶfJ:欲の高揚を図 り、 自ら考

え、正しく判断し、行動できる児童の育成

に努める。

① 人間として必要とされる基礎的・ 基本的

な内容を確実に身に付けさせ、児童一人一
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人の個性を生かした教育の推進に努める。

① 児童が、自ら進んで健康の増進や体力の向上を図ることができるように、健康・安全教育を計

画的・組織的に推進する。

④ 学級経営の充実を図り、教師と児童、児童相互の望ましい人間関係を築き、豊かな体験活動や

触れ合い活動を通して、互いに認めあい、学び合い、他を思いやる心を育てる。

⑤ 家庭 ・地域との連携を深め、より聞かれた学校を目指すとともに、地域の文化や伝統及び環境

問題への理解を深め、国際社会に生きる日本人としての自覚と責任感を養う 。

⑥ 教師一人一人が研修に努め、より緊密な協働体制を確立する。

① 学校週 5日制の拡大にあたり、児童がより主体的に自己の生活時聞を見直す一方、人や自然と

の併救的関わりを深め、より豊かな感性と高い自律性を培うことができるよう支援する。

5. 本年度の指導の亘点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

o地域素材の教材化・活用等を行い、児童一人一人の学習への興味 ・関心を高め、自ら進んで

学習に取り組むととができるよ う、自主的な学習態度を育てる。

0 一人一人の個性や能力に応じた学習の指導法を工夫し、各教科の基礎的・基本的な内容を身に

付けさせるとともに、発表の場を確保し表現力の向上に努める。

o地域や学校の特性を生かし、生活科をはじめ、各教科を通して豊かな体験的学習・問題解決的

学習を系統的に行い、学ぶことの楽しさや成就感を体得させる。

イ.道徳

o思いやりの心を持ち、相手の立場に立って考え、行動できるなど道徳的実践力を全教育活動を

通して育てる。

o各教科の指導や生産体験学習、生き物との触れ合い等を通 して、自他の生命や人格を尊重し、

自然を愛し、美しいものに感動する豊かな心を育成する。

0勤労の尊さを理解させ、学校や地域への奉仕の気持ちを深め、進んで働く態度を育成する。

ウ.特別活動

o児童の発想や創意を生かし、自ら進んで活動し、集団の一員と しての自覚を持ち学校生活を充

実 ・向上させていこうとする態度を育てる。

0 自分の生活を見つめ、進んで考え、自ら責任を果たそうとする態度を育てる。

0地域社会や自然と 関わり、触れ合える活動を多く経験させ、進んで学校や地域に奉仕する態度

を育成する。

o自分の特性を知り、学校生活で進んでそれを生かし、更に伸ばそ うとする積極的な態度を育て

る。

(2) 特色ある教育活動

o地域の豊かな自然、や広い校地を活用し、児童の創意を生かした異学年活動を行い、地域の人々

や児童相互の好ま しい人間関係を育み、児童が自ら進んで考え行動できる教育活動を推進する。

o PTAや地域の人々との協力のもと、休耕田・花壇等を活用した生産体験活動や奉仕活動に進

んで取り組ませ、生き物を育てる楽しさ、大切さを知らせ、勤労意欲や豊かな心を育成する活

動を積極的に進める。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

o全教育活動を通して、進んで、学校生活のきまりを守り 、話ーを聞く態度を育てるとともに、児童

が安全で明るく健康な活力ある学校生活を送ることができるように努める。
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o組織的な指導体制を確立し、 一人一人の児童の生活上の問題点を把控室し、 きめ細かし、指導を行

うと ともに、 他の教育機関との連携 ・協力を推進する。

o児童各自に生活時聞を見直させ、より計画的で有効な時間の使い方を帰導する。

イ.進路指導

o児童一人一人が自分の個性を自覚し、進んでそれを生かし、将来への高い目標を持って学校生

活が送れるよう努力する。

6 本年度の研究主題

「一人ひとりが生き生きと学習に取り組む指導法の研究」

7 本校の特色

(1) 地域の学校としての立場を強く自覚し、そのJW待にいっそ う応え得る学校の創造を白指す。

(2) 本年度の重点目傑である 「考える子ども」の育成を目指し、教職員はもちろん、家庭との相互理

解による連携を強め、PTA・地域との協力などを密にして教育を推進する。

(3) 児童一人ひとりが個性を発儲し、生き生きと積極的に活動する活力に満ちた教育が行われるよう

に充実した校内研究を推進する。

8 その他(教職員の研究歴)

〉ぞ更 研 究 員 闘 発 委 員

1 武内忠雄(52・体育) 武内忠雄(59・体育)

2 高 木 宏(63・特活)

3 渡辺知子(平5・学校保健)
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学校名 目野市立三沢台小学校

所在地 日野市百草 896-1

電話 0425-92-2351・2352

順 路 京王線百草園駅下車徒歩 15分

児童数男 150名 女 133名計283名

校長氏名 飯田園代 教頭氏名 佐藤静雄

1 治革の概要

昭 55. 4. 1 開校日野第八小より分離

児童数 666名(男 319名女

347名人教職員 34名で発足

4. 7 第 1回入学式 111名入学

6. 10 プール完成

8. 4 体育館完成

9. 1 校庭使用開始(芝生、アンツー

カーの運動場)

9. 10 市主催による落成式

昭 56. 2. 10 校歌 ・校章発表会

開校記念日とする

3. 25 第 1回卒業式 126名卒業

4. 6 第 2回入学式 114名入学

学級数 18

9.22 校庭改修工事完了(ダスト舗装に)

昭 57. 3. 25 第 2回卒業式 ]25名卒業

4. 6 第 3回入学式 90名入学

学級数 17

昭 58. 3 25 第 3回卒業式 110名卒業

4. 6 第 4回入学式 66名入学

学級数 16

昭 59. 3.24 第 4回卒業式 110名卒業

4. 6 第 5回入学式 82名入学

学級数 16

昭 60. 3.25 第 5回卒業式 117名卒業

4. 6 第 6回入学式 68名入学

学級数 15

6. 28 音楽室冷房設備工事完了

昭 61. 3.25 第 6回卒業式 131名卒業

4. 7 第 7回入学式 79名入学

学級数 14

昭 62. 3. 25 第 7回卒業式 119名卒業

4. 6 第 8回入学式 60名入学

学級数 13

。L
4
性

守

B
A

8.31 三沢台小学童クラブ開設

昭 63. 3.25 第 8回卒業式 104名卒業

4. 6 第 9回入学式 55名入学

学級数 13

9. 1 体育館舞台照明設備工事完了

平元 3.25 第 9回卒業式 79名卒業

4. 6 第 10回入学式 67名入学

学級数 12

平 2.3.24 第 10回卒業式 89名卒業

4. 6 第 11回入学式 52名入学

学級数 12

8.24 体育館床張替え工事完了

AV放送器機設置

平 3. 2. 1 ランチルーム設備充実

2. 9 創立十周年記念式典

父母の会より記念品贈呈(遊具)

3.25 第 11回卒業式 79名卒業

4. 6 第 12回入学式 50名入学

学級数 12

平 4. 3. 25 第 12回卒業式 77名卒業

3. 31 鳥小屋 ・砂場 ・畑新設

4. 6 第 13回入学式 41名入学

学級数 12

平 4. 8.31 ランチルーム改修工事完了

8. 31 音楽室防音工事完了

9. 3 生ごみ分解消滅機使用開始

平 5.3.20 桜、梅の苗木を槌樹

3. 25 第 13回卒業式 56名卒業

4. 6 第 14回入学式 47名入学

学級数 12

平 5. 9. 30 暖房機工事完了

12. 24 雨水利用設備工事完了

平 6. 3. 25 第 14回卒業式 61名卒業

4. 6 第 15回入学式 48名入学

学級数 12



平 7. 2. 4 開校 15周年記念コンサート 4. 6 第 16回入学式 37名入学

3. 25 第 15回卒業式 69名卒業 学級数 11

2 歴代校長

氏 名 年月 ~ 年月 氏 名 年 月~年月

初代深尾 民 昭 55.2- 昭 59.3 四代 西 田 敦 子 平 2.4 -平 7.3 

一代松日楽敬治 昭 59.4-昭 62.3 五代 飯田園代 平 7.4- 現在

一代 福地 保 昭 62.4-平 2.3 

3 地域の環境

本校は日野市東南端に位置し、多勝丘陵の頂きを開発した住宅街(西武 ・日本信販)の中心にあり、

北は日野市、立川市方面、南は八王子市、多摩市及び多摩ニュ}タウンが一望できる。東は百草閣の

雑木林に聞まれ、自然に恵まれているうえ、静かな住宅環境でおちついている。

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

人間噂重の精神を基調に、国際社会において心豊かにたくましく生きる人聞の育成を目指し、次

の教育目標を設定する。

すすんで学ぶ子

明るく思いやりのある子(重点目標)

よく考え行動する子

からだをきたえる子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

ア.自ら学ぶ意欲を高め、柔軟な思考力、虫かな創造力 ・表現力を育てるとともに学ぶことの楽し

さや喜びを体得させる。

イ.自尊と敬愛の心を育て、明るい希望をもち、心飽かに生活できるよう指導 ・援助する。

ウ.自ら考え正しく判断し、行動できるよう主体性と実践するカを育てる。

エ.生命を尊重し、自ら進んで健康の増進と体力の向上をめざすとともに、運動に親しむ態度や能

力を育てる。

オ.安全で美しい教育環境を整え、家庭や地域との述撹を深め、学校相互の連携や交流を図る。ま

た、教師自ら研修に励むとともに校内研究を充実させ識見と指母カを高め、創意ある教育を推進

する。

ヵ.学校週 5日制の導入により、fどもの学習負担が的大したり 、教育水準が低下しないよう指滋

計画及び指導方法を工夫する。

5 本年度の指瀞の重点

(1) 科教科、道徳、特別活動

ア.各教科

児童が自ら考え、諜題に向かつて主体的に取り組めるよう指羽法の開発に努め、生涯にわたっ

て学ぶ力の基礎を清う 。

o児童の学習への意欲や関心を，1'ljめるために、体験的な前動を重視した学習指導の工夫に%める。

0学科のねらいと評佃iの鋭点をはっきりさせ、計画的な学問をすることにより児童の基礎学力の

定新を図る。

0教材、教具の効果的な活用を図り、学習効果の向上に努め る。また、地域の紫材を教材化し学

科の中に生かす。
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o複数の教員がチームをつくり個に応じた指導の充実をめざす。

イ.道徳

0 生命の尊重を基調に明るく思し、やりの心をもち、たくましく生きる子を育てる。

o望ま しい行動様式を身につけさせ、節度と協調性のある子を育てる。

ウ.特別活動

o児童の主体的な活動を重んじ、個性や能力の発見と育成に努める。

0呉年齢組織などを活用して児童相互の交流を深め、協力して落ち着いた活力のあるよい校風づ

くりにはげむ態度と実践力を育成する。

(2) 特色ある教育活動

o呉年齢児童のふれあいの場を多くし、児童相互、児童と教師の交流をさかんにする。

0校内、校外での奉仕活動を通し、勤労の大切さを育み、併せて学校と地域との連携を深める。

o自然、をいつく・しむ心を育てると共に、環境の改善に働きかける実践力を育てる。

0児童の遊びを虫かにし、創造性を育み心身の調和のとれた発達の基礎を培う。

0我が国の文化や伝統についての理解を深めるとともに、世界の人々の生活や文化に対する理解

を深め 、尊重する態度を育て る。

(3) 生活折導 ・進路指導

ア.生活指導

o楽しい学校生活が送れるように、全教育活動を通じて、人間として調和のとれた豊かな心を育

てる。

offi団と しての規律を理解させ、基本的生活習慣の徹底を図る。

o児童の豊かな人間性を培うために 正しい、美しい、組かし、 言葉で話すことができるように

する 。

0家庭 ・地域との連携を深め、安全指導、健全育成の手立てに万全を期す。

o心身に障害のある人たちとの交流を深め障害に対する理解を図る。

イ.進路指導

o児童一人一人の特性を生かし、個別指導を一層徹底し生涯学習を指向する基礎作りを目指す。

o各教科、道徳、特別活動との関連を密にして、職業や勤労に対する正しい理解と判断力を育て、

労働や奉仕することの大切さを体得させる。

o海外から帰国した児童については、学校生活への適応を図るとともに、外国における経験を生

かすなど適切な指導に努める。

6 本年度の研究主題

「泣かな心を持ち、進んで笑践できる児童の育成」を目指す指導法の研究 教 科 国 語

7 本校の特色

子ど もたちの「心のふるさとJとなる地域と一利E化した学校づくりをめざす。このため全教職員の

創意を生かし、子どもと共に遊び、 j!Jjhき学ぶ教職員の後姿から教育実践の効果を高めてし、く。

8 その他 (教職員の研究歴)

沢て 都 ・文部省委員 研 究 員

1 飯田 園代(61.都研究奨励費) 飯田園代(60 特活)

2 佐藤静雄 (H2 社会)

3 茂木敏光 (H6 教育課題)
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学校 名

所在地

電 話

11国 路

児童 数

校長氏名 中村孝一

1. 沿革の慨要

本校は、日野第一小学校及び日野第四小学校

の教室不足の解消、危険な道路を横断しない安

全通学と、当地域の将来の発肢を見越して、日

野第一中学北側の固有地 「日野第一桑園」跡地

と一部口収民有地に新設された学校である。

昭 58.3. 30 

6. 22 

sj'] 59. 2. 1 

4. 1 

4. 6 

5. 23 

7.31 

10.12 

11.12 

昭 60. 3. 25 

昭 61. 3. 25 

sB 62. 3.25 

4. 1 

l沼63. 3. 25 

11. 21 

平元， 3.25 

平 2. 3. 25 

平 3. 3. 25 

平 4.3.25 

4. 1 

4. 6 

平 5，3.25 

4. 6 

3. 25 

平 6. 4. 6 

平 7. 3. 25 

仲田小学校新設のための市条例

一部改正を市議会が可決

現在地に建設着工

初代校長 山口武彦就任

開校

第 l回入学式

校庭 ・プーノレ鍛工

体育館竣ー

市主催落成式挙行

校歌 ・校章披露式挙行

第 1回卒業式

第 2回卒業式

第 3回卒業式

2代校長岩下和夫就任

第 4回卒業式

開校五周年記念式典

第 5回卒業式

第 6回卒業式

第 7回卒業式

第 8回卒業式

3代校長 9'村孝一就任

第 9回入学式

第 9回卒業式

第 10回入学式

第 10回卒業式

第 11回入学式

第 11回卒業式

平 7.4. 6 第 12回入学式

2. 庇代校長

氏名 年月 ~年月

山 p ヨ了彦 |昭 59.2. 1 -62. 3. 31 
岩下 和 夫| 昭 62.4.1 -平4.3.31 
中村孝一|平 4.4. 1 -現在

日野市立仲田小学校

日野市日野本町 6-1ー74

0425-81-8511・8512

中央線日野駅下車徒歩 12分

男153名 女 139名計 292名

教頭氏名 森野 盛

3. 地域の環境

本校の学区域は、日野市の北部に位置し、東

と南に甲州街道(国道 20号線)、西に ]R中央

線、北に多摩川にかこまれた、ほぼ長方形に近

し、地域である。

この地域は、江戸時代以来甲州街道日野宿と

して栄えてきた。近年、多摩川沿いの水田を埋

めたてて宅地化が進行している。 したがって、

古くから居住している人々、比較的新し く移住

してきた人々とが混在している。

本校は、この地減の中央部北寄 りの旧段林省

蚕糸試験場(日野第一桑園 )跡地にたて られ、

周囲は、{中旺l緑地や多摩川という自然の美しい

環境が残されてL、る。

仲間は、 この付近の古い字名で、本校名もこ

れによったものである。

4. 教育目標

人間尊重の精神を基調とし、心身ともに健康

で知性と感性に官み、人間性豊かな児童の育成

を目指し、次のように教育 目標を設定する。

0 すすんで学ぶ子

自ら学ぶ意欲を13め、社会の変化に対応でき

る力を育てる。

0からだをきたえる子

自ら進んで健康の保持 ・増進や体力の向上を

図る能力と態度を育てる。

。思いや りのある子

生命尊重を基盤とし、人間性を尊重し、人格

を尊重する、迎かな心を育てる。

o最後までやりぬく子

困難や陣容を乗り越えて自己実現を目指す、

たくましく生きる力を育てる。
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5 本年度の重点

(1 ) 各教科、道徳、特別活動

ア.各 教 科

o I思いやりのある児童」の育成を目指し、全教育活動を通して、自然、・生物 ・周りの人に対す

oる豊かな心情を養 うとともに、環境を大切にする心を育てる。

o各教科の特性を踏まえて、学習集団の編成・活用を図るなど個に応じた指導を重視する。特に、

児童が喜んで楽しく学習し、自ら基礎 ・基本を身に付けてし、く授業の実現を目指して、指導方

法の工夫 ・改善に努める。

イ.道徳

o社会の一員と しての自覚を高め、基本的生活習慣を身に付けさせる とともに、自他を尊重する

心情及び態度を育て る。

o常に目標や希望をもち、その達成を目指して、最後まで根気強くやりとげる意志と態度を養う。

ウ.特別活動

o児童の主体的な活動を促し、諸行事や学級活動を推進する。特に集会活動の充実を図る。

o学級活動の指噂計画を見直し、内容や方法を検討L、実践力を高める。

(2) 特色ある教育活動

o人権尊重教育推進校として、研究活動を継続し、その充実を図る。

0学校週五日制を月 2回実施しでも、学校裁量の|時闘を教育課程に位置付け、保護者や地域の人々

とと もに活動する体験的な活動を実施する。

(3) 生活指導 ・進路指導

o生活指導目標の達成を目指して、学校生活における基本的な生活習慣の定着を図るとともに、学

校週五日制lの月 2回実施を踏まえて、地域・ 家庭での生活体験などの成果を学校の教育活動に生

かす。

o学級での指導を中心にしながらも、教育相談:生活指導職員会議 ・朝会等を通し:児童理解に努

め、カウンセリ ング・マインドに徹した個別指導を行 う。

0一人一人の児童の能力・適性を捉え、将来を見通した個性の伸長を図る。

o学級における係活動などを通して、自主的な活動意欲を高める。

6. 本年度の研究

(1) 研究主題

「お互いを認め合い、高め合う子の育成」

(2) 研究教科

「道徳JI社会科」他

(3) 研究内容

① 基本的方向

。道徳 ・社会科他研究領域として、上記主題を追究し、本年度の重点教育目標「思いやりのある

子」の具現化を図る。

o昨年度までの研究及び課題を踏ま えて実践し、定着を図るとともに、期待される児童像をさぐる。

o人権尊重教育推進校 6年目を踏まえ「一人一人を大切にした指導」により、思いやりのある児

童を育てる。

② 研究方法

o講演及び教材研究を通して、学習指導要領の趣旨、内容の理解を深める。

o授業研究を通して、指導内容 ・方法を実証してし、く。

o研究推進委員会の計画 ・推進により、校内を三分科会に分けて進める。

o研究教科の教材 ・資料図書の充実を図るとともに、教育環境の整備に努める。
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7 本校の特色

本校は、開校 12年目を迎えた教職員の意欲と児童の活力にあふれる学校である。

( 1) 恵まれた自然環境

本市の北東部に位置する学区域は、緑豊かな仲田緑地や、流れも清き多摩川など、 美しい 自然に

阻まれている。また学校の前には、樹齢 100年に達する大ケヤキやイチョウがそびえ、四季お りお

りの京-観が子供たちの心をはぐくんでくれる。

(2) あいさつが上手な明るい子

本校の子供たちは、すこぶる明る く、素直である。来客者は口をそろえて、 「この学校の子供た

ちはあいさつが上手ですね」とほめてくれる。

あいさつは、心と心を結ぶ最高の手段であり、好ましい人間関係の形成に役立つ。豊かで明るい

学校生活を過こ・すために、あいさつは不可欠なものであ り、 全校で取り組んでいる。

(3) 研究熱心な教職員

本校では、 「お互いを認め合い、高め合う子の育成」をテーマに、昨年度までの研究の成果を生

かし、道徳 ・社会科他、 を通して更に一層の飛躍 ・深化に努めて L、る。

また用務員は、庭木の努定の時期を研究したり 、事務職は廉価で品質のよい物品購入に心がけ、

調理員は、子どもの側に立った味付けなどを絶えず研究している。

(4) 協力的な地域の方今

本校を取り巻く地減は、 「日野宿」跡地に象徴されるよ うに、大変歴史の古い所である。それだ

けに貴重な遺産や資料がた くさんある。以前、同校五周年記念、の資料集を作成するため、地域の方

々に資料提供を要請ーしたところ、驚くほど多くの資料や古文書を寄せてくれ、また古老から、 昔の

話を十分聞かせていただいた。昨秩、十周年記念行事を地域の協力のもと実施し連携を深めた。

8 その他(教職員の研究歴)

~ 研 究 員 開発委員 研 究 生

1 中村孝一 (52.社 会 ) 八 木 正子(5 生活科) 和田いさを(53.教育方法)

2 中村 孝 一 (58教育議題)

3 岩崎英夫(元.体育)

4 植松久美子(2 国語)

5 八木正子(2.教育課題)

6 雨宮宣夫(6.教育課題)

7 小山しおり (7社会科)
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学 校 名 日野市立日野第一中学校

所在地 日野市日野本町 7-7-7

電 話 0425-81-0009・0261

11関 路 ]R日野駅下 車 徒 歩 10分

生徒 数 男335名女 298名 計 633名

校長氏名 松揮茂久 教頭氏名 石川光男

1 沿革の概要

昭 22.4.30 
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公立中学校として設置許可、日

野中学校と称する。

校歌制定

校名を日野第一中学校と改称

新校舎(鉄筋防音)74成
プール落成

特別教室落成

体育館落成式

創立20周年記念式典挙行

校舎増築(普2、特別 2) 

30周年記念、校歌刻字の記念碑

大坂上中新設に伴い学区縮小

給食棟増築(食堂 1、特別 2) 

学校給食開始、

創立四十周年記念式挙行

校庭整備工事

柔道室改築

コンピュータ室工事

氏 名 年月~年月

町田勘之助 昭 22. 4 - 25 9 

飯塚節 三 昭 25.10 - 37 3 

大 沢 彰 昭 37 4 - 40. 3 

大沢量作 昭 40. 4 - 45. 3 

安部達郎 昭 45. 4 - 49. 3 

東 恭朝 昭 49 4 - 53 3 

松延耕作 昭 53. 4 - 57. 3 

小林節夫 昭 57. 4 - 59 3 

奥村節生 昭 59. 4 - 63 3 

高橋豊彦 昭 63. 4-平元.1 

宮本裕子 平苅 2-平 6. 3 

松海茂久 平 6. 4-現在

3 地域の環境

日野市の東部、多摩川と浅川の合流する第四

紀沖積層の低地に当り、水の使よく水田が発達

し、甲州街道ぞいの宿場町として栄えてきた。

近年、郊外の住宅、アパート、工場、特に中

小企業、家内工業、商業が多く、近郊農業も見

られる。

4 教育目標

( 1) 一人一人を尊重し、心理と平和を求める社

会の形成者として、 世界に聞かれた人聞の育

成を目指し、次の目標を定める。

一、自ら考え、 学びつづける人 (主体性)

一、協力し、全体につくす人 (連帯性)

一、心豊かで、思いやりのある人(人間性)

一、進んで、心身をきたえる人 (健康)

(2) 教育目標を達成するための基本方針

① 生徒一人一人の個性や能力を生かし、基

礎・基本を重視した分かりやすい授業の実

践と指導の工夫により、自ら学ぶ意欲と柔

軟で豊かな思考力・創造力を育て、主体的

に考え、判断、行動できる能力を育成する。

② 生徒に学級 ・学年 ・学校、さらに地域社

会の一員としての自覚を促し、集団の一員

としてよりよい生活を築こうとする自主 ・

自律的態度、地域から学ぼうとする心情や

人々との連帯感、郷土愛を培 う。また、校

内や地域の美化活動 ・奉仕活動から環境改

善への意欲を育む。

① 人権尊重の精神を培い、常に国際的視野

をもち、一人一人の生徒の成長 ・発達と自

己実現を図る人間性豊かな教育を徹底する。

④ 生徒が生命古尊び、健康で明るく活力の

ある生活を送るため、生援にわたって運動

に親しむことができるよう体育の充実を図

り、健康の保持増進と体力の向上を図る能

力 ・態度を育成する。また、性に関する理

解を深めるための指導を充実する。

⑤学校5日制に伴い、指導方法の工夫 ・改

警に努めると共に、家庭や地域社会との連
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携を一層深め、地域との連帯感、地域との帰属意識を培い、聞かれた学校教育を進める。

5 指導の重点

(1 ) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

・基礎 ・基本を重視 したわかりやすい授業の実践により、基礎学力の充実を図 り、生徒自 ら学ぶ

意欲を培う 。

・学校 5日制をふまえ、授業時数の確保と教材の精選に第める。

・理科 ・保健体育科におけるテ ィームティーチングの導入や選択教科の充実により、個に応じた

J旨羽法の工夫を進める。

・体験学習、問題解決的学習、地域素材を生かした学習や学校図岳館、視聴覚教材、教育機器を

活用した学習を充実し、生徒の興味 ・関心 ・意欲を伸長させるとともに、情報を選択し活用す

る能力を高める。

イ.道徳、

・道徳の時数確保と教育活動全体を通して 、組織的 ・計画的 ・継続的な指導に努める。

・いじめや差別 ・偏見を排除し、人権尊重精神に基づき、思いやり 、認め合い、支え合う心と態

度を育てる。

・地域や社会の一口として、社会規範を身に付け、自主的判断のもとに責任ある行動が取れる道

徳的実践意欲と態度を培う 。

・他領域、特に進路指導との闘連を図りながら、各学年の発達段附に応じて、生き方 ・在り方な

どの指導を充実し、盟かな心を育てる。

ウ.特別活動

・教師と生徒、生徒相互の心の触れ合いを深め、信頼関係を確立する。

・小集団を基礎に、 個人の自発性や個性を啓発し、学級集団の質を向める。

・生徒会活動や部活動を充実させ、生徒の自主的活動力と一人一人の個性 ・能力の伸長を図る0

・学校行事を通して体験的な活動を促進し、成就感が意欲につながるよ うな指導に努め、合わせ

て集団への所属感を深めさせる。

(2) その他の活動

サンフラワ一一中(学宵 ・心身 ・環境)を合い言葉に、務ち着きと紅j¥， 、のある学校生活を築くた

め、次のro境教育や社会性を育む教育、並びにボランティア臨力校としての活動を推進する。

• h'ff"}・美化活動の徹底を図り、心也lかな教育環境を触成する。

・ クリーン フ ェ ス ティ パ ノレ、イEと乱止のある学校づ くり 、 古切手 ・ アルミ缶~め、ユニセフ募金等

の併験的 ・勤労的 ・奉仕的な活動を通して、心:c2かな社会性をrrむ。

(3) 生活mm;.進路指導

ア.生活指導

・生徒の規律ある充実した学校生活の確立と込:本的な生活判官iの徹底を図り、社会の一員として

の自覚を高め、社会規範を守る態度を育てる。

・生徒指潟の共通理解 ・共通実践に努め、職員が一枚if?となって取り組む生徒指瀞態勢を確立す

る。

・あいさつや朝会等の集会指母の充実により 、集団行動の質的向上を図る。

・教育相談室を前川し、生徒理解を深めるとともに、生徒一人一人の内而に迫る個別指導の徹底

を図る。

・保護J号、 地域、小学校、倒係機関等と緊密な連撹を図り、生徒の健全な育成に努める。

イ.進路指導

・一人一人の生徒が自己理解を深め、将来にわたる生き方を考え、主体的に進路を選択する能力
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と態度を育てる。生徒進路の選択に当たっては、生徒の能力 ・適性 ・希望等に基づいて適切に

助言 ・援助を行う 0

・3年聞を見通した全体計画に基づき、組織的 ・計画的 ・継続的な指導を行う 0

・学級活動における進路指導の時聞を確保し、充実に努める0

・職場訪問 ・職業調べ ・留学生の話を聞く会・上級学校調べ・卒業生の話を聞く会 ・高校の先生

の話を聞く会等偶験的な学習を通して、生きた進路情報を習得させ、適切な進路選択能力を育

てる。

6 本年度の研究主題

① 進路指導と関連した道徳教育のあり方

② 生徒の活力を引き出す指導のあり方

7 本校の特色

次のことを、組織的な活動のもとに推進する。

サンフラワー ー中

・学 ・心・ 体の力

・美 しい環境

8 その他(教職員の研究歴)

研 究 員 開発委 員

松樽茂久(59.特活) 石川 光男(60 保体)

2 石川光男(46 保体) 山 田 智 之( 7 美 術)

3 吉田 俊明(63. 教育課題)

4 岸 隆男(63. 閑語)

5 浅野和也( 2 教育課題)

6 清水 E盗( 3 特活)

7 千葉英明( 4 教育課題)

8 沢田 陽子( 5 英語)

9 菅野 武( 5 保体)

10 鈴木直也( 5 保体)

11 山田 智之( 6. 教育課題)
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学校名

所在地

電 話

11領 路

生徒数

校長氏名 日 食和維

1 沿革の慨要

昭 29年度 設立認可、開校式、入学式

(生徒 200名)

第二期工事八教室増築落成

昭 31年度 第三期工事竣工落成

昭 32年度 第 1回卒業式(卒業生 204名)

昭 33年度 校旗 ・校歌制定

昭 34年度 産業教育研究校に指定される

昭 35年度 特別教室(工作、調理、理科)

昭 36年度

竣工落成

第二期特別教室竣工

産業教育研究発表会、修学旅行

研究発表会

昭 37年度 プール竣工落成

昭 38年度 保健体育研究発表会

昭 39年度 普通教室 3教室竣工、倉IJ立 10

周年記念式典挙行

昭 40年度 体育館竣工

昭 41年度 防音校舎第一期工事完成(6教室)

昭 42年度 防音校舎第二期工事完成(18教

室 )、 プール用吏衣室工事完成

H召43年度 南校舎前、境裁イE庖完成

体育倉町と校庭用使所完成

昭 48年度 創立 20周年記念式典挙行

昭 49年度 南校舎 3階塗装。伎術科教室及

同準備室改造整備。中庭 ・他整備

昭 50年度 南校舎 6教室増設、南校舎2階

塗装

昭51年度 理科室、家庭科調理室、机、床整備

昭52年度 体育館照明工']i:、|情森完成

校舎電気配線整備

昭 55年度 第二技術室の新設

昭 56年度 北校舎内部塗装工事、校長室 ・

事務室の床張替え工事

昭 57年度 南校舎窓枠改修工-']i:。フ.ーノレサイド

改修工事。体育館床塗装工事

日野市立日野第二中学校

日野市多摩平 4-5-2 

0425-81-0056・0262

中央線豊田駅下車 北へ徒歩 10分

男291名 女272名計 563名

教頭氏名 太田俊鴻

昭 59年度 創立 30周年記念式典挙行

昭 60年度 給食棟建設工事着工

昭 62年度 給食始まる

南校舎内部塗装工事

昭 63年度 南校舎内部塗装工事

体育館西側舗装工事

健全育成相談室設置

平元年度 南校舎二階廊下改修塗装

青桐祭(文化の部)市民会館で

挙行

平 2 年度 体育館、床、壁、更衣室等改修

被服室、理科室の床改修

平 3 年度 コンピュータ一室新設

平 4年度 南校舎一階廊下天井改修

北校舎階段張替え工事

北校舎二階トイレ改修

平 5年度 南校舎二階教室天井改修

南校舎昇降口1.2階戸改修

北校舎廊下手すり新設
(第二音楽室)

平 6年度 南校舎一階教室天井改修

金工室前廊下天井改修

南校舎二階トイレ改修

2. 歴代校長

氏 名

橋本質 ー 昭 29. 3. 1-3 O. 9. 30 

増 山 恒 昭 30.10.1-41.3.31 

飯田栄一 昭 41. 4. 1 -4 6. 3. 31 

河村俊一郎 昭 46. 4. 1 -4 8. 3. 31 

飯 m BlJ 吉 昭 48 4.1-51.3.31 

小林政之助 昭 51. 4.1-55.3.31 

渡辺吉彦 昭 55 4.1-59.3. 31 

小林節夫 昭 59 4.1-63.3.31 

大野隆久 昭 63 4.1-平6.3.31 

日 食和維 平 6. 4. 1-現在
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3. 地域の環境

学区は 3.000世帯を収容する多摩平公団住宅を中心に、日野五社を中心としたサラリーマンの住宅

地として発展Lたベッ ドタウンの中央に位置している。

4. 教育目標

人間尊重の精神を基本とし、民主的な社会の形成者として、たくましく実践力のある人間をめざし、

(1) 健康なからだと自主的精神を養う。 I自ら学習に励む人になろう

(2) お互いに尊敬し合い、奉仕の態度を育てる。 I思いやりの心で他に尽す人になろう

(3) ~.~~、知性と豊かな情操を養う。

5 指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア各教科

進んで心身を鍛える人になろう

年間指導計画を基に、指導内容の充実 ・精選及び、指導方法の工夫改善につとめ、基礎基本

の充実を図り、ゆとりある学習を通して自主学習を促進し内発的意欲、主体的学習態度の育成

を図る。

また、指導方法の改善のひとつとして、J!J!.科においてチームティーチングを実行し、授業の

効果を高める。

イ道徳、

日常の教育活動全体を通して、組織的 ・計画的に内容の重点化を図り、学校生活全般におい

て自主的判断のもと、責任ある行動がとれる豊かな道徳性の育成に勿める。

また、人権尊重教育の立場から学校の教育活動全体を通して、

① 互いに認め合い、励まし合う態度を育む。

② 『人の命の尊さJを学ばせる場面を設定する。

③ 偏見や差別の根絶に努める。

ウ 特別活動

学年 ・学級の諸活動を基盤に、生徒会活動など集団活動を通して、自主性 ・協調性・ 奉仕性

等を養う。

特に、生徒会活動においては環境教育の一環として 、リ サイクル運動を発展させ、よりよい

環境の創造活動に主体的に参加させる。

部活動の種類や内容の充実を図ることによって、生徒の活動意欲を促進し、学校生活の活性

化を図る。

(2) その他の活動

小集団を基に学級・学年・生徒会の活動の中で、個々の自発性を{足し、生徒集団の質を高める。

行事や諸活動を充実させ、活発な活動を促進することによって生徒自身の参加の意欲を高め、

主体性 ・協調性 ・創造性の伸展を図る。

地域に根ざした学校教育を推進するために、生徒が地域の自然や文化を愛し、地域から学ぼう

とする心情を育む。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア 生活指導

教師と生徒、生徒相互の人間関係を深めるこ とによって 、基本的生活習慣を身につけさせ、

自ら正しく判断し、 実践していく能力を養 う。

問題行動わ指導は、共通理解に基づき一致した指導を継続 ・徹底するとともに、ゆとりを持

って自己教育力、自ら正す力の育成を図る。
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上記の 目的を達成させる手段として、教育相談を進め 、生徒一人一人を理解することによっ

て、指導 ・助言を行う。

イ 進路指導

教師 ・生徒 ・保護者の交流を促進し、発達段階に応じた指導をすすめ、自己の個性や適性の

伸長を図り、正しいl械業観を育成し自らの進路を選択できる能力を高める。

進路学習として次のことを学級活動時に行う

第 1学年 …・・・ 『自己を知るJlr職業調べ』

第2学年 …・・・ 『上級学校』

第 3学年 『高等学校等の受験 』

6. 本年度の研究主題

「人の命の尊さ」を学ばせる為の指導法の研究

7 本校の特色

日野市最大の多摩平第 1公園に接し多摩平団地のほぼ中央に位位し、けやき、白かし、くぬぎ、こ

なら、赤松、ゆりの木等々の木々に阻まれ、自然環境は良好である。広い校庭は桜に阻まれ、体育系

のクラブ活動は活発で優秀な成績を上げている。都の愛鳥モデノレ校にも指定されており、生徒も自ら

小鳥 ・小動物の飼育を行い、情操面の高揚も見られる。青桐祭 (運動会 ・文化祭)も 16年目を迎え

定着してきた。年2回実施される生徒会主催の球技大会、合11昌祭は、学級のまとまりを強めるととも

に、生徒の自主性を育てている。特に青桐祭を通して生徒の誇りと二中の特性の育成に努める。

8 その他(教職員の研究歴)

コ々と WF 究 員 日日発委員

小島俊子 ( 6研究美術) 倉橋延男 ( 5.開発社会)

2 田中 幸美 ( 7研究音楽) 秋庭英子 ( 7開発家庭 )

。aFD
 



学校名

所在 地

電 話

J[原 路

生徒数

校長氏名 名塚三雄

1. 沿革の慨要

sB 22. 4. 1 学制改革により七生村立中学校

を役場庁舎内に設置

5.15 七生村役場を仮校舎として開校

式挙行 2部授業で発足

日目 23. 2.15 七生村南平 1994番地に七生中

学校敷地決定、地鎮祭を挙行

9. 4 新校舎完成、当日より授業開始

昭 32.12. 1 PTA結成第 1回総会を挙行

創立十周年の記念式典及び校歌

制定の発表を挙行

nB 33. 2. 1 日野町立七生中学校と校名変更

H召37. 7.31 プール聞きを挙行

up， 37. - 39 鉄筋 3階 3教室 ・6教室完成

flB 41. 7. 1 体育館落成

附 42.11.33 創立二十周年記念式典挙行

flB 45. 3. 31 鉄筋防音校舎 9教室完成

4-9 七生中学校に三中分校設置

H百46. 3 31 第二期防音鉄筋校舎完成

8.24 フ.ール浄化装置 ・更衣室完成

flB47.3.20 観察用水幡完成

522 訪問学級開級式

昭 50.5.22 南校舎西側 (4階 )増築工事完

成訪問学級教室完成

7. 1 地番変更日野市南平 6-7-1

sB 52.11. 3 創立三十周年を祝 う会挙行

昭 54. 9. 30 校庭、運動場改修工事完了

RB 57. 3 31 社教による夜間照明工事完了

日召 58. 4. 1 心障学級開設(2教室改造)

5 {;僻特別教室完成

昭 59. 5 校庭南フェンス改修 (歩道完成)

sB 59. 8 全教室窓枠アルミサッシに交換

-外装吹付け工事実施

日野市立七生中学校

日野市南平 6-7-1

0425-91-0174・0175

南平駅(京王線) 下車徒歩 8分
豊田駅(J R ) 下車徒歩 18分

男 272( 5・3) 女 197( 6・1)計 469(11・4) 
)内は心障・相談学級の生徒数

教頭氏名 片倉俊秀

昭 60. 3. 廊下塗装工事実施

5 給食棟 (厨房 ・食堂 )完成

昭 61. 3 校庭南フェンス (高 )延長

昭 62.9. 12 創立四十周年記念式典 ・祝賀会

を挙行

平 2. 3. 訪問学級を閉鎖

2. 4. 相談(情障)学級を闘級

3.10 体育館を改修

4. 3 コンピュータールーム工事完了

2. 歴代校長

氏 名 年月~年月

飯塚節 三 昭 22 4-昭 25 9 

増 山 恒 昭 25.10-昭 30.10 

飯島一吉 昭 30.10-昭 37 3 

木 村 巧 H召37. 4-昭 40 3 

芳困幸 三 日召 40 4-昭 44. 3 

羽崎一男 昭 44 4-昭 47 3 

高橋太 一 flB 47 4-昭 51 3 

吉岡孝二郎 昭 51 4-昭 55 3 

山 本 保 sB 55 4-昭 61 3 

川崎 昭 三 昭 61 4-平成元.3 

村田志信 平成冗・4-平成 4.3 

名塚 三 雄 平成 4. 3-現在

3. 地戚の環境

学校は京王線より徒歩 8分、中央線豊田駅よ

り南へ 18分、浅川に沿う静かな位置にある。

学区成は京王線に沿って東西に長く 、平坦部と

多摩丘陵からなり、自然環境に恵まれている。

学区近くには、高幡不動、また多摩動物公園、

平山城祉等の文化施設がある。
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4. 教育 目標

(1) 学校の教育 目標

基本的人権を尊重し、平和で民主的な人聞を育成するために、次のこ とを 目標とする。

自主 ・敬愛 ・勤勉・ 責任 ・健康

・自ら学び、考え、行動しよう 0

.責任と思いやりの心を持とう 0

.健全な心と身体を作ろう。

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

① 教育活動全てにわた り人権尊重の精神を培い、 生徒の個性を伸長し、心盛かでたくましく 生き

る生徒を育てる。

② 基礎的 ・基本的な内容を身に付けるために各教科および学年聞の連携を密にして、組織的 ・計

画的な研究を日常的に進める。

③ 心身障筈学級との積極的な交流を図ることを通して、障害児に対する理解を深め、互いに認め

合い、支え合い、励まし合う態度を育てる。

@ 学区小学校、諸機関との連携を深め、生徒の健全育成に努めるとと もに、学校5日制に伴い、

地滅の人々や文化と触れ合う機会を通して、地域との連帯感、地核への帰属意識を培い、地域に

聞かれた学校教育を進める。

⑤ 生命を尊び、健康で明るく活力のある学校生活を送ることを目指して、 自ら進んで健康の保持、

増進や体力の向上を図る能力と態度を育てる。

⑤ 自主性と創造性に富む集団の育成を目指して 、生徒会活動や学級での話合い活動を積極的に推

進する。

⑦ 教科 ・学級での指却を通して、自国の文化や伝統に対する理解を深め、国際的な視野に立って

行動できる生徒を育てる。

(3) 心障学級の目標

① 情緒 ・情操豊かで、健康な身体を育てる。

② 一人一人の発達段階に応じて、言語によ る表現活動(認識)を虫かに育てる。

③ 生活に必要な知識や技能を学び、自分から進んで行動できる力を育てる。

④ 互いに命や個性を大事にし、助け合って働ける力を育てる。

(4) 相談学級の目標

① 登校のための援助を通して、生活のリ ズムを回復するよう努め、基本的な生活習慣を養う。

② 小集団指導の中で個別指導を中心として、継続しでもの ごとに取り組む意欲を育て、豊かな人

間性を養 う。

① 体験を豊かにし、判断力を餐い、自ら行動できる自立心を養う 。

@ 人間性を虫かにし、人権を尊重する対人関係を養い、社会性を育てる。

⑤学習に対する不安感を取り除きながら、学習の遅れを取り戻し、学習の習慣化に努める。

5. 本年度指却の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

・指導内容 ・方法 ・評価の改善を通して、基礎的 ・基本的事項の指導を徹底し、生徒一人一人の

個性の伸張を図る とともに、主体的に学ぶ意欲の向上を図る。

・基礎的 ・基本的事項を徹底し、より一周の定着を図るために、2 • 3学年の外国語、 3学年の

社会、理科、保健体育 、技術家庭の授業時数は下限を趨えて定める。

・理科においてティーム ・ティーチングを滋入し、個に応じた指導法の研究を進める。

イ.道徳

・健康で、明るく 、他を思いや り、互いに協力する態度を育てる。
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-物事を正しく理解し、判断して、建設的に実践してし、 く態度を育てる ことを通して、社会規範

を身に付ける。

ウ.特別活動

・学級活動 ・生徒会活動、クラブ活動を一層充実することを通して、生徒の自主的活動を積極的

に援助し、一人一人の個性 ・能力の伸張を図る。

生徒が主体的に取り組む行事を行うことを通して、達成感 ・充実感を味わうよう指導する。

(2) その他の活動

・生徒理解を深めるための教育相談を充実し、生徒一人一人の内面を捉えることを通して、生活意

欲の向上に努める。

・学校 5日制と関連し、地域社会と結び付いた活動を充実し、 地域の社会人講師を活用する 0

・小学校、育成会との連携を通して、地域に聞かれた学校教育を推進する。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

・啓発 ・体験的な行事活動への取組みを通して、生徒の自主性と自治能力の向上に勿める。

・学級を基盤として、 支え合い、励まし合う集団の育成を通して、中学生と して望ましい生活態

度 ・基本的生活習慣を身に付ける指導の徹底を図る。

・多耐的に保護者と話し合い、 地域、闘係機関との連挑を密にして保護者とともに生徒の個性を

伸張し、健全育成に努める。

イ.進路指導

・自己理解を深め、自分の特性に合った進路を選択するとともに、自ら向上し、生涯にわた って

自己実現を図ろうとする態度を育てる。

・啓発的活動を重視し、生き方 ・在り方を考える指導の充実を図る。

6. 本年度の研究主題

生活指導の在り方

7. 本校の特色

o生徒は明るく素直であり、 父母も教育熱心である。 PTA活動も伝統と新しさをうまく調和して

意欲的に活動している。

o研修会や綬業研究等を通して、 基礎学力の定着.授業の充実を図っている。

0 生徒会活動が盛んで、新入生を迎える会、 三年生を送る会等の行~Jçが、活発に行われている。
o地区育成会や小学校とも連携して、聞かれた学校づくりに努めてし、る。

8. その他 (教職員の研究隆 )

〉々を 研 究 員 開発 委 員 研 究 生

1 名塚 =雄 (43.特活) 柳沢美澄(56英語) 瀬川 昭英(元.国語) I 

2 柳沢美澄 (55英語 ) 瀬川 昭英 (63国語 )

3 瀬川 昭英 (60国語)

4 片倉 俊秀 (62.道徳)

5 長坂 昌弘 (元.音楽 )

6 岡田 洋子(元.障教 )
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学校名

所在 地

電 話

11頂 路

生徒数

校長氏名 福島良樹

1. 沿革の概要

昭 45.4. 1 

昭 45.10. 1 

日召 46. 3. 27 

4. 1 

7. 

10. 2 

日召48. 1. 31 

昭 50.4 

昭 54. 4. 2 

昭 55.10. 5 

sB 59. 4 

sB 59. 9. 

sB 62. 3. 31 

平元.8.31 

平 2.6.22 

平 2. 6.26 

平 2. 8.13 

平 2.9.28 

平 2.11. 17 

平 4. 5.20 

日野市立七生中学校日野第三中

分校として、七生中学校内で授

業開始生徒数 26名、教職員

数 12名

目野市立 日野第三中学校開校

七生中学校内で授業生徒数44

名、教職員 14名、百革、高幡の

両団地を学区成にする

校舎新築工事竣工

学区域変更、程久保地区の全部

三沢地区上、中を加える

学区域変更、西部百草団地を加

える

開校式を挙行 10月 2日を開校

記念日とする 校章 ・校歌を発

表

体育館工事竣工

第二期校舎増築竣工

第三期校舎増築竣工

創立十周年記念式典

学区域変吏、西部百草岡住宅お

よび日本信販西部百草図住宅地

戚を除外、三沢中学校区に移す

第四期特別教室増築竣工 プー

ノレ管理棟竣工

プーノレ改修工事竣工

集中コントロールヵ・ス暖房工事

綾工

クラブハウス峻工

校庭夜間照明施設竣工

給食練竣

給食開始

創立二十周年記念式典

校庭改修工事者工

日野市立日野第=中学校

日野市程久保 650

0425-91-2228・2229

京王線高幡不動下車 百草団地行パスで
高幡台団地下車徒歩 7分

男336名女 268名 H604名

教頭氏名 正留久巳

平 4. 7.27 

平 4.10. 3 

平 4.10.20 

平 5. 4.26 

体育館改修工事着工

校庭改修工事完了

2. 歴代校長

氏 名

橋本敏 一

松延耕作

田中弘明

長 岡宗次

千葉康志

体育館改修工事完了

パソコン教室工事完了

年月~年月

昭 45. 9 - 48 

H百48 4 - 53. 

昭 53 4 - 56. 

昭 56. 4 - 59. 

昭 59 4 - 63 

3 

3 

3 

3 

3 

清水春海 昭 63. 4 - 平 3.3 

高木宏文 平 3. 4-平 6.3 

福島良樹 平 6 4 -現在

3. 地域の環境

本校は日野市南部の多摩丘陵地帯にある。学

区域は住宅公団の高幡 ・百草の両団地、民間分

譲の三井、電建の諸団地及び在来の程久保、三

沢の両地区を含んだ地域である。

昼上からは眼下に浅川が流れ、その北に起状

に官み緑盛かな武蔵野台地を一望することがで

き、西方遥か富士の秀峰も眺められる。学区内

には郡立多摩動物公園、明星大学があ り、付近

には百草圏、東電学園、帝京大学、中央大学な

どがあって、文教1也区を形成している。

4. 教育目標

( 1) 人総尊重の精神を基調に国際社会に活躍で

きる心身共に健かな人聞を育成するため次の

目標を定める 。 r自ら判断し、責任をも っ

て実行する人となる。J
o自ら学び、考え工夫する人

o自然や人々を大切にする人

0自ら心身を鍛え、やりぬく人
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(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

① 教育目標を具体化した学年 ・学級目標を設定し、それに基づいて学年 ・学級経営の充実を図る。

① 指導方法の改善、工夫、基礎基本の重視をするため、 パソコン、VTRなど視聴覚機器の利用

やテ ィームテ ィーチング ・外国人講師を導入し、生徒の自主性を啓発し、充実した学校生活をお

くらせる。

① 修学旅行の自主学習を始め、学年・生徒会行事・委員会の諸活動を通して、生徒の自主的実践

的な特別活動を充実させるとともに、満足感、のある学校生活を送らせる。

@ 行事の精選や授業内容の精選を図り 、ゆとりのある学校生活を送らせる。

⑤ ティームティ ーチングや外国人講師の導入による効果を通し、研究 ・実践部門の活性化と充実

を図る。

5 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

・教材を基礎的 ・基本的な内容への一層の精選を図り 、自ら学ぶ意欲を大切にし、自主的な学習

を促進する。特に、T ・Tの導入により基礎学力を向上させ、 AETの導入においては基礎

的英会話力を身につけさせるとともに、国際理解を役立たせる一助とする。

・視覚に訴える機器、VTR・パソコンなどを活用し工夫することにより 、生徒によりわかりや

すい授業を展開する。

・指導と評価の一体化により 、学習意欲の増大を図る。

イ.道徳

• f也領域との関連を図りながら豊かな心を育て る。自主的判断のもとに責任ある行動がで きる生

徒を育てるよう 、指導内容を工夫する。豊かな体験を通して思いやりと協調性を養い、感謝の

，むを育てる。

ウ.特別活動

・学級 ・学年内の小集団を基本に、学校行事:等に主体的に取り組ませ、協力し、力強く生きてい

く能力を育む。諸行事における班活動や、学校行事での兄弟学級の活動を通して、生徒の自主

的活動の力を育てる。

・生徒会活動に重点をおき、各委員会で重点目標を設定し、生徒の自主的 ・体験的な活動を重視

する。また、清掃活動などを通して、勤労生産 ・奉仕活動の充実を図る。

・地域の中での交流を通して、心や身体に障害のある人への正しい理解を培い、思いやりの心を

育てる。

(2) その他の活動

・落ち着きと1到し、のある学校生活を送らせるため、清掃美化指導の徹底を図る。あわせて、地域

環境美化につとめるため、リサイクルボックスの利用 ・空き缶の回収を行う 。

・諸行事において、計画の段階から生徒の参加場面を設定し、自主的 ・自立的な活動ができるよ

うに指導にあたる0

・地域の小学校 ・養護学校との交流を図り 、相互の理解を深めるため、小学校との交流会を行い、

養護学校生徒を合唱祭に招く。

・移動教室においては、校内では経験できないスポーツを体験するとともに地域では経験できな

い自然に親しむ機会を与える。

(3) 生活指導・進路指導

ア.生活指導

・自ら正しく判断することを基本に、自律ある生活態度を身につけさせる。具体的には、 「時間

のけじめをつける JI話を聞く態度を養う Jを2本の柱として指導をする。

O
O
 

F

、u
'
BA
 



-教育相談を充実させ、学校生活への適応に関する指導をする。

・問題行動に対する指導は、全教職員の共通理解に基づき、一致した指導の徹底をめざす。

イ.進路指導

・各学年に応じた系統的指導の徹底をめざし、生き方に闘わる舟導を充実させる。 1年の職業調

べ、2年の進路指導行事、3年の卒業生の話を聞く会を通して、具体的に自己の進路を考えさ

せる。

・教師、生徒、保護者の緊密な交流を図り、進路情報を有効に活用し、適切な進路選択ができる

ようにする。

6. 本年度の研究課題

ア.主題「個性 ・創造性 ・自主性を育てる指導の工夫」

イ.研究内容

① 主体的に学習させる授業研究

② 自主、自律、思いやりの心を育てる道徳の進め方

③ 自主的活動を促進する生徒指導

① 各学年に応じた進路指滋の検討

7. 本校の特色

o本校は多摩丘陵の高台に位置し、南には雑木林が接し、四拳おりおりの樹木、小鳥のさえずりを楽

しむことができ、自然環境に恵まれている。

o開校 25年目で、学級数は17、学区域の小学校は、潤徳小、百草台小、高幡台小、程久保小の4校ある。

o開校以来、 「自ら判断し、責任を持って実行する人となる」の教育目楳の具体化をめざし、全教育

活動を通じて、生徒の自主性の育成に努めている。

o気持ちよく学習できる環境を整えるため、教室美化、 掲示指滋にカを注いでいる。月一回、美化デ

ーを設定し、清掃活動の徹底に努めている。

0学校、地域環境美化と省資源 ・省エネノレギーのためリサイクノレボックス利用、空き缶回収を行う。

8. その他(教職員の研究燈)

~ 研 究 .0 開発委員 そ σ〉 他

1 福島良 樹 (52理) 福島良樹 (57教課) 福島良樹 (61研究生、理科)

2 山口 俊浩(4.保体) 正 留 久 巴(62.美) 山口俊浩 (H6海外派遣短期)

3 井上義孝(5.技)

4 正留久巳(6.教課)

5 黒須 恵子(7.給)
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学 校 名

所在 地

屯 話

)1煩 路

生徒数

校長氏名 高橋和子

1 沿革の概要

昭 47.5. 10 市教委に四中設立委員会設置

8 21 校舎起工式 (工事費19億円施工

小田急建設 )

12. 7 学区決定

昭 48 1. 18 屋内体育館着工

3.26 都教委 ・第四中学校設立を認可

4. 1 初代校長河村俊一郎以下

教員 24名発令・開校

7. 2 屋内体育館完成使用開始

7.18 

8. 7 

10.13 

10.16 

]]. 10 

11. 16 

11. 17 

11.22 

sB 49. 2. 2 

5.30 

7. 1 

7. 3 

9. 6 

H召50. 1. 8 

3. 8 

(工費約 4，600万円施工小

田急建設)

本校シン ボル「泰山木」決定

プーノレ完成 (工費 2，700万円)

校歌作詞完成

校章決定、教育目標設定

校歌作曲完成(寺原伸夫氏)

校旗完成

落成式挙行

第一回開校記念日

標準服制定

保健室 冷房装置取り 付け

増築工事開始

保健室空気清浄装置取り付け

駐車場舗装(体育館西側)

体育倉庫、砂場完成

増築部完成校舎 3スパン

機械室 工資約 1億 6千万円

施工小田急建設

4.26 テニスコート完成

校庭の校舎にU字溝設置

H召51. 1. 16 図書館開館

昭 52.4. 1 二代校長 山口幸雄着任

日 野 市 立 日 野 第 四 中 学 校

日野市旭が丘 2-42

0425-83-3905・3906

中央線豊田駅下車徒歩 17分
パス (長房団地行、者11立科学技術大学下車 5分 )

男 339名女 339名計678名 18学級

教頭氏名 酒井徳行

昭 52.9. 13 第三期工事開始(工費 9，500万

円 施工 小田急建設、年度末

完成)

sB 53. 3.28 校庭に防球フェンス設置

昭 54.5. 15 校庭東側に防球フェンス設置

6.26 校庭南側に防球フェンス設置

昭 56. 4. 1 三代校長花牟礼哲 着任

11沼58.4.10 学校警備、機械化となる

11. 21 創立十周年記念式典挙行

校歌碑建立 ・除幕

昭 60. 4. 1 四代校長立川泰 司 着 任

昭 62.1. 17 給食棟建設工事着工

9. 30 給食棟及びテニスコー ト(全天

候型に)改修

昭 63.4. 1 五代校長桑原和正着任

5.16 給食開始

平成 2.8.18 西側校舎外壁塗装

平成 3.7.21 東側

平成 4.4. 1 六代校長高僑和子着任

平成 5.10.30 体育館改修工事終了

平成 5.11.5 開校 20周年記念舟良

明求6 9. 10 相談室完成

平成7.2. 7 健全育成研究発表会

平成7.4. 1 七代校長松原 勇着任

2 歴代校長

氏 名 年 月~年月

河村俊一郎 H召48.4. 1 - 52. 3. 31 

山口 幸 雄 昭 52.4. 1 - 56. 3. 31 

花牟礼 哲 H召56.4.1-60. 3.31 

立 川 泰 司 H百60.4 1- 63. 3.31 

桑原 和正 昭 63.4.1-平3.3.31 

高橋和子 平 4.4.1-平7.3.31 

松原 勇 平 7.4 . 1~ 
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3 地域の環境

本校の学区は、地形的 ・地質的に北半分は洪積台地 (日野台)、南半分の浅川ぞいの沖積低地に2

分されている。台地部は 2-3段の段丘状になっており 、その境界は高低差 10-20 mの急崖になっ

ている。

戦後にここにも都市化の波が押し寄せ、昭和33年多摩平団地入居をきっかけに、人口は急増しはじ

めた。平山工業団地・ JR盛田電車区、多数の住宅、アパートなど、畑や雑木林をつぶして設置され、

学区内の様相は最近 15年ぐらいで、いちじるしく変化 し、人口が急増した。

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

平和で民主的な国家社会の形成者として世界にひらかれた個性豊かな生徒の育成をめざし、つぎ

の目標をさだめます。

一、よく考え、自ら学ぶ人

一、心身を鍛え、やりぬく人

一、他を思いやり 、責任ある行動をとる人

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

前年度までの研究の成果をふまえ、健全育成を推進する。

そのため、望ましい人間関係を育てる基盤である学級経営の充実、心豊かな生徒を育てるための

道徳教育の充実、生徒理解を深め、イ悶を生かす教育の充実、基償 ・基本の徹底と意欲を高めるため

の指導法の改善に努める。

1. 各教科 ・領域及び学年の指導目擦を学校教育自標との関連において明縫にし、全教職員の共通

理解のもとに指導にあたる。

2 生徒の自主的活動を重視した行事、および学年・学級経営の充実をめざし、研修・実蹄こ努める。

3 基礎的 ・基本的な内容を監視する上に個に応じた指穏に努めるため、上限下限の時数を示され

た教科については、 3年保健体育を除き上|恨の時数とする。

4 生徒理解を深めるため、余裕教室を教育相談室として活用するとともに諸会議の効率化を図り、

学校裁蛇のl時間を計画的に運用し日常的な教育相談活動の充実を図る。

5. 学ぶにふさわしい教育環境の整備、美化に第め、あわせて地域の自然や文化を大切にする態度

を育成する。

6 地域 ・家庭との連燐を密にし、理解と協力を得て、教育目標の達成を図る。

7. 学校週五日制への対応については、地域 ・家庭に理解を得られるように配慮する。

8. 教師としての力量を高めるため、研修の充実 ・抱部資料の収集 ・活用を図る。

5. 指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

1 生徒の活動を生かす指穏につとめ、自ら進んで学びとる学習態度を育成する。

2. 教材等のあ!j選につとめ、基礎的 ・基本的な内容の指導を徹底し、生徒一人一人の能力の伸長

に努める。

3 ティームティーチングなど指導法の改善を図るとともに教材や指導法の工夫によって、個を

生かす指滋を進める。

4 音楽科の指穏をティームティーチングにより充実させ、学校全体の情操教育の向上に役立て

る。

イ.道徳

1 お互いの人権を尊重し、思いやりの心を養う。

2 物を大切にする心を養う。

3 よく考えて行動し、結果に責任を持って着実にやりぬく強い意志を養う 。

4 各学年の発達段階に応じて、生き方在り方などの指導を充実し、よりよい生き方を考えさせる。

5 八王子東農護学校をはじめ近隣の福祉施設との交流を進め、生徒の体験を監視した人権噂ι

教育の推進を図る。
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ウ.特別活動

1. 学級経営の充実を目指し、教師と生徒、生徒の相互の心のふれ合いを深める。

2. 生徒自身が自己の役割や責任の自覚を深め、集団の一員としてよりよい集団生活を送れるよ

う社会性を育む。

3 諸活動を通して、生徒の能力や個性を的確にとらえ、個を生かす場の設定と伸長に努める。

4. 学級活動と生徒会活動との関連を深めて、生徒の主体的な活動を充実する。

5 生徒会活動や学級活動の充実を図り、生徒一人一人が満足感 ・充実感を得られる行事にする

ように努める。

6 クラブ活動は、部活動によって代替し、年聞の計画のもとに実施する。

(2) その他の活動

充実 した中学校生活を送らせるために

1 学校行事への取り組みを通して、自主的体験的活動を重視する。

2. 生徒一人ひとりの学習や生活の悩みを解決するため、教育相談活動を充実し、生徒理解を深

める。

3. I八王子東養護学校との交流」や「旭が丘ふれあいマラソン大会Jなど生徒の体験を重視し

した人権尊重教育の推進に務める。

(3) 生活指導、進路指導

ア.生活指導

1 基本的な生活習慣を身につけさせるとともに、家庭・地域との連携を密にし、生徒の健全育

成に努める。

2 身近な環境の清掃活動や整備に務めさせ、ものや自然を大切にする心や勤労意欲を向上させ

る。

3 心身の健康安全に対する指導の充実を図り 、事故防止に努めさせる。

4 学級活動や学校行事などを通して、集団生活の意義や個人の果たす役割を理解させ、主体的

に責任を果す態度を養う。

5 一人ひとりの生徒について正しい理解を深めるため、教育相談活動を充実する。

6. 生徒による全校集会 ・学年集会などの企画運営を通して、集団としての資質を向上させる。

7 引き続き校則検討委員会を設世し、学校生活のきまりを検討する。

イ.進路指導

1. 3年間の系統的な指導で自己理解を図り、生徒一人一人が将来の進路を主体的に選択する能

力と態度を育成する。

2. 各教科の学習活動を通して人間の生き方在り方に触れる指導の工夫をする。

3 図書資料等の情報を有効に活用し、主体的に進路を選択する能力の育成を図る。

6. 本年度の研究主題

「豊かな人間形成をめざした指導のあり方」

7. 本校の特色

(1) 教育活動 各領域の調和を保ちながら、明るく活力ある校風を育てる。

(2) 健全育成の推進…・・東京都健全育成推進校として健全育成の推進に努めた。

(3) 父母との連携・・・…学級 ・学年父母会 ・地域懇談会などによ り、共通理解をふかめ連携を図る。

(4) 美化・ 緑化の推進……清掃のゆきとどいた校舎内外の環境美化に努める。

(5) 体験学習の推進

・八王子東養護学校や光の家との触合いマラソン等の交流を通して、共に生きる豊かな心を育てる。

8 その他(教職員の研修歴)

研究[

m 37 

47 音

63 英

盟~韮
村上敏雄 62 

酒井徳行 63 

高麗隆治
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学校名 日野市立三沢中学校

所 在 地 日野市三沢 1-17-4

電話 0425-92-5017・5018

順 路 京王線百草園より西へ徒歩 10分
高幡不動駅より東へ徒歩 12分

生徒数男 264名女284名計548名

校長氏名 山 崎 妙 子 教頭氏名 深山陸弘

1. 沿革の慨要

昭 51. 9. 18 

~B 52. 2. 1 

仮称 5中学校校舎起工式

初代校長古川監発令

4. 1 日野市立三沢中学校開校教頭

以下教職員 22名発令

4. 6 始業式(2年156名、 3年 147

名

4. 7 第 1回入学式(1年 188名、

全校生徒 491名)

9.16 第 1回開校記念日

昭 53. 3.22 第 1回卒業式(努80名女6e:名)

4. 7 第 2回入学式(男1ω名女85名)

昭 54. 3.19 第 2回卒業式(男75名女88名)

4. 7 第 3回入学式(男111名女91名)

昭 55. 3. 18 第 3回卒業式(男93名タ91名)

4. 8 第 4回入学式(男107:名女105名)

昭 56. 3. 20 第 4回卒業式(男105名女86名)

4. 6 第 5回入学式(男131名女94名)

昭 57.3.19 第 5回卒業式(男1081'i 5(95名)

4. 1 二代校長降族経雄発令

4. 7 第 6回入学式

(男 137名5(108名)

flR 58. 3.19 第 6回卒業式

(男 110名タ 108名)

4. 7 第 7回入学式

(男 107名交 J22名)

18学 級教職員 35名

昭 59.3.19 第 7回卒業式(男130名女95名)

4. 1 校舎増築、給食宅完成

4. 7 第 8回入学式

(男 174名 k161名)

[1(:3 60. 3. 19 第 8回卒業式

(男 136名5(102名)

3. 31 西側第二グランド完成

第 9回入学式

(男 171名女 153名)

第 9回卒業式

(男 110名女 119名)

3.31 前庭、中庭緑化完成

4. 8 第 10回入学式

昭 60. 4. 8 

昭 61. 3. 20 

(男 169名女170名)

24学 級 教 職 員 55名

昭 62. 3. 20 第 10回卒業式

(男 174名 女 169名)

4. 1 三代校長 綿引正己発令

4. 7 第 11回入学式

(男 173名 女 142名)

23学級教職員 55名

11. 7 創立 10周年記念式典

昭 63. 3. 18 第 11回卒業式

(男 175名 女 164名)

4. 7 第 12回入学式

(男 142名女 129名)

23学級教職員 56名

平元. 3.20 第 12回卒業式

(男 170名女168名)

4. 7 第13回入学式(男132名女97名)

21学級教職員 50名

平 2. 3. 20 第 13回卒業式

C男 173名女 142名)

4. 1 四代校長 阿部忠志発令

4. 7 第 14回入学式

(男 129名 女 111名)

18学級教職員 44名

平 3. 3.20 第 14回卒業式

(男 142名 女 123名)

4. 8 第 15回入学式

(男 96名 女 103名)

17学級教職員 42名

q
d
 

po 



平 4. 3.19 第15回卒業式(男 133名女99名)

4. 7 第16回入学式(男 108名 女86名)

18学級教職員 42

平 5. 3. 19 第16回卒業式(男 136名女111名)

4. 1 五代校長 山崎妙子発令2. 歴代校長

氏 名 年月 ~年月

古 川 豊 昭 52 2. 1 ~ 57. 3. 31 

4目 7 第17回入学式(男86名女101名)

15学級教職員 40

平 6. 3. 19 第17回卒業式(男97名女106名)
隆族経雄 昭 57.4. 1 ~ 62. 3. 31 4. 7 第18回入学式(男80名女 78名)

綿引正己 昭 62.4. 1 ~平2. 3. 31 14学級教職員 38

阿 部忠志 平 2.4. 1 ~平 5.3. 31 

山 崎 妙子 平 5.4. 1 ~現在

平 7. 3.20 第18回卒業式(男 107名女87名)

4. 7 第19回入学式(男1∞名女98名)

14学級教職員 38

3 地域の環境

本校は、京王線の高幡不動駅と百草園駅のほぼ中間の北側にある。学区域は京王線に沿って北は浅

川までの平坦部、 南は多摩丘陵からなり 、環境に恵まれ、高幡不動尊、百草園などの名l携がある。

4 教育目標

憲法と教育基本法にのっとり、広い視野に立って平和で、民主的な人聞に育成することをめざして、

次の目標を定める。

① みずから学び、真の学力を身につける人聞に育てる。

@ 心査かで、みんなと協力できる人聞に育てる。

③ からだをきたえ、健全な心身をもっ人聞に育てる 0

・教育目標を達成するための基本方針

(1) 各教科、各領域の調和とそれぞれの充実により 、学習の基礎的 ・基本的内容の定着を図る。

(2) 生徒と教師、 生徒相互の理解を深め、一人一人を生かす指導を充実する。

(3) 学校週五日制の拡大に伴い、指導内容の精選、指導方法の工夫に第め、現行の教育水準を維持

する。

(4) 健康 ・安全の指導を充実、体位、体力の向上に努めるとともに、集団の一員としての自覚ある

態度を育てる。

(5) 教育環境を整えると ともに、生徒の自主的・ 自治的能力の育成に努め、明るく生き生き した校

風を確立する。

(6) 保護者、地域と連携い その役割を明確にし、一体感のある指滋体勢を高め、社会の信頼に応える0

・ 指導の重点

(1 )各教科

自ら学ぶ意欲を高める指導を推進する。 そのために

ァ.指導内容を精選、 工夫し、基礎 ・基本の指導の徹底に努める。

イ.生徒の 自主的な学習活動、体験的な学習活動、地域の教材を生か した教育活動等を重視した

指導の推進に努める。

ウ.情報の収集や活用の能力を高める指導の推進に努める。

(2) 道 徳

ァ.人権尊重の精神を基本に据え、自他を尊重し、認め合い 、支え合い、励ましあう態度の育成

に努める。

イ.自然、をいつ くしむ心を育て 、心の輩かさを倍 うとと もに、環境改善に主体的に働きかける実

践力を育てる。
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ゥ.郷土を愛する心、地域社会の一員と しての自覚を育くむ指導に努める。

(3) 特別活動

ァ.望ましい集団活動を育成し、自己実現をはかる能力の向上に努める。特に、生徒会活動、学

級活動の活発化とともに、学年、学級単位の活動の創意工夫に努める。

イ.自主性、自律性の向上を目指す指導の推進に努める。そのために自己理解の深化、集団のー

員としての自覚の高揚、進んで生活課題の解決に取り組む態度の育成に努める。

ウ.学校行事を体験的な学習の機会として生かし、個性、創造性の伸長に努める。

(4) その他の活動

ァ.校舎外の美化活動を通して、連帯感や奉仕の心を育てる。

イ.特別活動と関連させ、学年 ・学級の独自性を生かし、明るく楽しい学校生活を創造する意欲

や態度を育てる。

ゥ.社会人講師の活用を積極的に推進し、社会性や広い視野に立った国際感覚を養う。

(5) 生活指導

ア.教育相談の手法を取り入れ、教師と生徒との心の触れ合いを深め、全教職員のまとまりのあ

る指導を徹底する。

イ.健康 ・安全についての理解を徹底し、規則正しい態度を身につけさせる。

ゥ.進んで協力し、責任を巣たす態度を育てる。

ェ.集団生活のきまりを守り、明るい学校生活を送らせる。

オ.余暇を有効に利用できるようにするため、主体的に行動できる態度を育てる。

(6) 進路指滋

ア.3年聞を見通した進路指導を整備し、適時、適切な指導を工夫する。

イ.将来の希望や期待をもたせ、目標達成への意欲を高める。

ウ.個性、能力の理解を深め、進路選択を適切に援助する。

5 本年度の研究主題

自ら学び、坐かな生き方を培 う生徒指導(文部省指定の生徒指導総合推進校として、 TT授業など

の授業研究をはじめ、徹底した生徒理解にたった指導法の工夫、改善に取り組む)

6. 本校の特色

学校長の学校経営方針(安全、安心、安定)に再づき、全教職員の協力のもと、 「見える学校、聞

こえる学校、開かれた学校」を目指す。文部省の指定研究校として、教職貝全員がし、ずれかの研究部

会 (授業研究部、生徒理解部、地域連携部)に所属し、研究を進めてし、る。

教職員は常に和の精神を堅持して、当面する多くの問題を解決し、教育内容の充実を図ってきた。

特に、生徒一人一人の個性を伸ばし、能力を開発するために、厳しい中にも明かるく、のびやかな雰

囲気を大切にしている。その中で自ら考えさせ、自主的な行動のとれる生徒の育成を目指している。

7 その他(教職員の研究隆)

中央研修 開 発 委 口 道徳助言研 研究生

石田匡志(平 6.) 深山陵弘(61英語) 111附妙チ(46.47年度) 中野秀樹(平3.社会)

中野秀樹(61.社会) 中野秀樹(55年度)

磯部博子(平6国語)
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学校名

所在 地

電 話

11領 路

生ー徒数

校長氏名 谷合明雄

1 沿革の概要

昭 55. 2. 1 初代 長谷川辰美校長着任

4. 1 日野市立大坂上中学校開校

教頭以下教職員 37名発令

4. 7 始業式(2・3年 449(15)名

4. 8 第 1回入学式 272 (2)名

5. 15 校舎 ・校庭工事完成

6. 6 体育館工事完成

6.28 プール工事完成

7. 12 落成式挙行

8.11 生徒標準服 ・校章 ・校旗制定

11. 1 体育館鍛帳、暗幕工事完成

11. 8 校歌制定校章、校旗、校歌発

表会挙行

昭 56. 3. 9 第 1回卒業式 244名

4. 7 第 2回入学式 262 (12)名

昭 57. 3. 19 第 2回卒業式 222名

4. 7 第 3回入学式 225 (7)名

昭 58. 3. 9 第 3回卒業式 292名

3.31 理科室、食堂、図書室、美術室、

普通教室 4完成

4. 7 第 4回入学式 269 (5)名

昭 59.3. 19 第 4回卒業式 285名

4. 7 第 5回入学式 317 (6)名

昭 60. 3. 19 第 5回卒業式 257 (4)名

4. 8 第 6回入学式 284 (4)名

昭 61. 3. 20 第 6回卒業式 270 (5)名

4. 8 第 7回入学式 336 (5)名

昭 62. 3.20 第 7回卒業式 320 (6)名

4. 7 第 8回入学式 307 (3)名

昭 63. 3. 18 第 8回卒業式 285 (4)名

4. 1 第 2代名塚三雄校長着任

4. 7 第 9回入学式 278 (4)名

平元 3. 20 第 9回卒業式 334 (6)名

日野市立大坂上中学校

日野市大坂上 4-17-1

0425 -83 -9755・9756・9696FAX 0425 -83 -9696 

中央線日野駅下車徒歩 12分

男 326(6) 女 305(4)数計 631(10) 
( )内心障学級生徒

教頭氏名 鈴 木 渉

平元 4.7 第 10回入学式 244 (1)名

平 2. 3. 20 第 10回卒業式 296 (3)名

4. 7 第 11回入学式 242 (4)名

平 3. 3.20 第 11回卒業式 276 (3)名

平 4. 4. 8 第 12回入学式 241 (3)名

3. 19 第 12回卒業式 243 (1)名

4. 1 第 3代伴野博夫校長着任

4. 7 第 13回入学式 214 (3)名

平 5. 3. 19 第 13回卒業式 240 (5)名

4. 7 第 14回入学式 183 (5)名

平 6. 3. 19 第 14回卒業式 24平(3)名

4. 7 第 15回入学式 226(2)名

平 7.3.20 第 15回卒業式 220 (3)名

4. 1 第 4代谷合明雄校長着任

4. 7 第 16回入学式 223 (4)名

2. 歴代校長

代 氏 名 年 月 ~ 年 月

1 長谷川 辰 美 sB 55. 2. 1 ~ 63. 3. 31 

2 名塚 三 雄 昭63.4. 1 ~平 4 . 3. 31 

3 伴野博 夫 平 4.4. 1 ~平 7 . 3. 31 

4 谷合 明雄 平 7.4. 1 ~ 

3 地域の環境

現在地は日野の発祥の地として知られて いる。

また、関東ローム層の日野台地にあり 、昭和11

年日野工場地稽の中に設立された神鋼電機(株)

のあと地に新設された中学校である。

学区内に日野自動車(株)をはじめ中小工場も

多 く、また実践女子大学、日野台高校と隣接し

ており 、教育環境は良好である。

4 教育目標

広い視野に立って、進んで自己を開拓し、向

上しつづける人になろう 。

① よく考え、進んで学ぼう 。(知性)
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② 思いやりの心をもち、他につくそう。(敬愛)

① 心身を鍛え、全力でやりぬこう。(健全)

特殊学級の教育目標

1. 自分で考え、判断し、自主的に行動する生徒を育成する。

2. 生徒が楽しく、意欲的に授業に参加できるよう教材研究、環境整備に努める。

3 生徒が積極的に通常の学級の活動に参加し、多くの友達を作れるよう環境作 りに努める。

4. 生活に密着した教材を提供し、より実践的な知識を身に付けられるように努める。

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

・授業規律の確立を図り、生徒一人一人が主役となるように、小集団による主体的、創造的な学

習活動を通して、生徒の興味や関心を引き出す授業を展開する。

・地域の自然や文化、股史的事象を教材として取り入れ、実験や体験を通して、生徒が生きた知

識を修得できるよう努める。

・英語科、数学科でチームティーチングを取り入れ、生徒の個性や能力に応じた、きめ細かな指

指導に努める。

・芸術教科については、生徒の創造的な活動を重視し、豊かな心と感性を培う。

・情報教育を重視し、コンピューター設備や学校図魯館の効果的な活用を図り 、さまざまな情報

を主体的に選択、処理、活用していく能力の育成を図る。

イ.道徳

・自らが主体的に考え、善悪、の判断Iをきちんとつけられる正しい道徳的判断力を培う。

・人権尊重の精神をふまえ、互いを認め合レ、思し、やる心を培う 。

・社会の一員としての奉仕と感謝の心を培う。

・学校生活全体を過して 、系統的に道徳的実践力を育てる。

・ 年間指滋計画の整備を図り、道徳l時間の確保と充実に~める。

ウ. 特別活動

・自主性を育て、主体的な実践活動を通して充実した学校生活を送らせる。

・体験を重視した学校行事を通して、社会性を暗い、感動や充実感を得させる。

・歌声の響く学校づくりを通して、みずみずしい感性と鐙かな心を培う 。

・心身障害学級との交流を積極的に図り、生徒、保護者、並びに全教職員の理解を深める。

(2) その他の活動

・落ち着きと潤いのある学校生活の中で、喜びと生きがし、を育てるために消婦美化活動の徹底を図

る。

・外国人講師等を招いて、進路指導の充実を図り、国際的視野を広げる教育の推進を図る。

・委日会や学級の係り活動等を計画的に行 うとともに、リサイクル運動を展開し、綴境に配慮、した

望ましい行動のできる技能や判断力を育てる。

・教師と生徒、生徒相互の好ましい人間関係を育てるよ う、学年、学級の諸活動の充実に努める0

・各種委員会の活動を活発にし、 一人一人を生かす教育活動の充実を図る。

・地域の社会人講師を如き、地区育成会との交流を深め、生徒の視野を広げるとともに、地域の教

育力を学校教育の中で効果的に前川できるよ うに努める。

・地域の施設の利用、教育活動への参加を促し、帰属意識を日めるとともに、地域の自然や文化を

大切にしよ うとする態度を育む。

(3) 生活指導 ・進路指現

ア.生活指潟

・生徒一人一人の臼ら律する態度の育成を図る。
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-規律ある学校生活の確立と基本的生活習慣の徹底を図る。

・指導すべき事柄と方法について、職員闘で十分共通理解を図り、学年や学級の枠を越えて、常

に同ーの歩調で指導ができるよ うに努める。

・教育相談やカウンセリングの手法を取り入れるために、職員の研修をふやし、生徒個々に応じ

た適切な指導ができるように努める。

・言語に対する意識や関心を高め、適切な言葉づかいができるよう指導の徹底を図る。

・生徒一人一人の環境保護に闘する意識を高め、生徒会を中心とした リサイクル運動の活発化を

図る。

・不登校生徒への対応については、関係諸機関との相談や連携を図り、家庭との連絡を密に取り

ながら、一日も早く登校できるよう改善に努める。

イ.進路指導

・生徒が広い視野に立って、自己の能力と適性を伸ばし、目的意識を持って将来の進路を選択で

きるよう、きめ細かい指導の徹底を図る。

・生涯をたくましく、目的意識を持って意欲的に きょうとする力を育てるために、 3年聞を通

じた、系統的、計画的指導の充実を図る。

・外国人留学生や地域の社会人講師等との交流を通し、啓発的経験を重視し、生き方、在り方を

考えさせる指導の充実を図る。

・進路選択にあたっては、生徒の能力 ・適性や進路希望等に基づいて、適切に助言 ・援助するこ

とができるよう 、指導内容 ・方法の改善、充実に努める。

6 本年度の研究主題

生き生きと魅力ある学校をめざして 一一一人一人の生徒に目を向けた指導 一一

7. 本校の特色

本校はー中と二中を母校とし、各方面の理解と協力により作られた近代的な設備の整った開校 14

年目の学校である。校舎内は非常に明るく 、校庭には樹齢 30年を超える桜、ヒマラヤスギが生え、

校門には樹齢 100年ともいわれる棒がそびえ、教育環境は非常に良L、。日野台高校と隣接し、生徒は

は高校生活を窓ごしに見て生活している。

開校以来、地域社会 ・家庭と協力して子どもの長所を生かし、本校の基礎固めに全校職員が力を結

集して第カしてきた。教職員の新しい校風をつくる意欲や父母の学校への期待 ・協力により、おちつ

いた雰囲気のある学校となり、生徒が意欲的に活動する学校となった。 58年度より学校給食が始ま

り396名入る食堂が完備し、各地よりの参観者がある。

また本校は心身障害学級設置校であり、交流学習等教育内容の充実に努めている。幸いにして在学

する生徒の一人一人が明るく生き生きとした姿で学んで、いる。

平成六年度t土、①研修会や授業研究を通じて指導技術を高め、授業の充実をはかり、②生徒会活動

を重視し、計画的な指導によ り生徒の自浄能力と意識をさらに高め、③生活環境を全校あげて整備す

るとともに、家庭 ・地減との一層の連携を推進してし、く方針である。

以上のことを通じて教育目標に示された思いやりの心をもち、他につくす心情を大切にする生徒の

育成を図っている。

8. その他(教職員の研究歴)

~空 研 究員 開 発 委 員 研究生 そ の 他

1 谷合 明 雄(50.道徳、) 鈴木猷59音楽) 佐藤至正 (59進路中央研)

2 田熊 俗(49.数学)佐藤至正(60技術) 鈴木渉 (H元道徳助言)

3 渡辺やす子(H3家勝十成瀬 誠 60特活) 谷合明雄(6U玩指噂要修敏訂)

4 字国川 修(H4心障)木嶋鐙(62.社会) 11 
(付盤側四〕

5 山田よ1矛 (l玩音鴻

6 高橋陽子(H4美 術
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学校 名

所在 地

電 ~i5 

11慎 路

生徒数

校長氏名 中 根 勉

1. 沿革の概要

昭 55. 6. 14 校舎建設工事着

昭 56.2. 1 初代校長河野寿忠着任

3. 26 校舎使用開始

4. 1 開校乙戸教頭以下教諭 29名

主査 1名 市 職 員 11名着任

4. 7 第一回入学式挙行(男チ 137名

女子 140名計277名 7学級)

5. 6 市内中学校最初の完全給食開始

5. 27 プーノレ完成

8.21 体育館完成

12.25 校依完成

昭 57.1. 7 校歌完成

2. 6 校歌、校章発表会

昭 58. 1. 24 平山中PTA規約成立

4. 1 第二代校長 川崎昭三着任

H召61. 4. 1 第三代校長高木宏文着任

平 元 8.31 図宮室 (四階)の改修完了

平 3. 4. 1 第四代校長北原長昭着任

11. 9 10周年記念式典

平 4. 4. 13 食堂建設工事完了

平 5.4.26 パソコン室工事完了

平 6. 4. 1 第 五 代 校 長 中 板 勉 着 任

平 6.9. 1 下水道工事完了

日野市立平山中学校

日野市平山 4丁目 21番地の3

0425-93-3015 

京JR王中線央線南盟平国駅駅下下車車徒徒歩歩101分8分

男子 216名 ・女子 188名 ・計 404名

教頭氏名 辻 野良子

2 歴代校長

氏 名 在職期間

河野寿忠 昭 56.2. 1 -58. 3. 3 1 

川 崎昭 一 昭 58.4. 1 -61. 3. 31 

高木宏文 昭 61.4. 1 -平3.3. 31 

北 原景昭 平 3.4. 1 -平6.3. 31 

中 根 勉 平 6.4. 1 - 現在

3 地域の環境

多摩丘陵北部に聞けた低地に学校がある。校

百南側にある校庭の目先を京王線が走り 、校舎

北側は、提防道路を隔てて浅川の河川敷につな

がっている。緑豊かで自然環境に恵まれている。

学区域は、東西の最長部分が約 2.3km、南北

が約 1.5 kmにわたり 、学校は学区域の最も北東

部に寄った位置にある。

近年、都市化の進行に伴い、ベッドタウンの

たたずまいを濃くし、人口の急土問がみ.られたが

生徒数は昭和 62年度を峠に漸減に向かってい

る。

保護者の教育への関心は極めて向い。

4. 教育目標

本校は、憲法 ・教育基本法の示すところに従

い、学力 ・体力の基礎とゆたかな情操を身につ

けることを教育の基本とし、生涯を通じて学び

続ける人間を育てることを目標とする。

1. 考え、工夫する人

1 協力 し、進んで働 く人

1. 自然や人々を、大切にする人

1. 心身を鍛え、やりぬく 人
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5. 指導の重点

(l) 各教科、 道徳、特別活動

ア.各 教 科

・教育内容を精選し、わかりやすく 、楽しい学習を展開し、個性を伸ばす指導法や教材に工夫を

こらす。

・教育機器や学校図書館の活用を通 し、生徒が積極的に主体的に情報を選択する力を養うととも

に、機器操作の基本を学ぶ機会を通 し、情報社会への適応能力を高める。

・地域の自然、文化を教材や教育活動に取り入れる。

・基礎学力の充実を図り 、日常の学校や家庭生活の中で、生徒が自主的に学習を進めることがで

きるように、意欲を育てる習慣を身につけさせる。

・体験学習を通し情操教育を充実させ豊かな感性を養う。

・地域の教育への期待にこたえ、かつ基礎 ・基本の充実を図る観点から、第2学年の音楽、美術、

第 3学年の社会、理科、技術 ・家庭は上限の時数で実施する。また、外国語 (英語)は、1年、

2年、 3年とも 1時間を学校選択として履修する。

イ.道徳、

・温かい人間愛を基礎とした望ましい人間関係をつくるよう、すべての人を尊重し、理解する心

情の育成を図る。

・ものごとの善悪を正しく判断し、正しい事は勇気をもって実践する態度を養う。

・全教育活動を通して、人間としての生き方についての自覚を深め道徳的実践力を育成する。

ウ.特別活動

・生徒会 ・クラブ ・部活動 ・学年 ・学級の諸活動への積極的な参加を通 して、所属意識を高める

と共に連帯感の精神を養い、責任感と実行力を身につけさせる。

• 1年野外活動 ・2年スキー教室 ・3年修学旅行などを実施し、各学年の発達段階に応じた協力

・思いやり ・責任感等の心を育てるとともに、物事を計画的・組織的に進める能力や態度を養

う。

(2) その他の活動

・教宵相談 ・個人商談 ・進路相談の実施をおしすすめる。

・基礎的な学力を身につけるための自主活動、補充学習 ・質問教室な ど計画的にすすめる。

・生徒会活動を通じて、浅)11の清掃活動や リサイクル活動などボランティア活動を積極的にすす

める。また、地域の福祉施設との交流を深める。

(3) 生活指導、進路指導

ア.生活指導

・生徒が主体的に運営する集会活動などを計画的に実践し、望ま しい生活集団や態度を育て、集

団の質を高める指導を行う。

・個人面談、教育相談などを通して、生徒理解を深め、教師と生徒、生徒相互の信頼関係を確立

し、 豊かな人間関係を育てる。

・全教職員が一致して指導する体制をつくって、問題傾向には早期に対応策を構じ、家庭や関係

諸機関との連携を密にして、全生徒の健全育成に努める。

イ.進路指導

・自己の特性を知って、その伸長に努め、適切な進路を選択できる能力を育てる。

・個々の生徒や各学年の発達段階、特性等を考慮して、 3年聞を見通 した計画的、系統的な指導

を実施する。
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6. 本年度の研究主題

「生徒の主体性を育てる指導の工夫 ・改善」

7 本校の特色

開校 15年自の学校で、生徒一人ひとりの個性を尊重し、生徒一人ひとりを大切にする教育を基本

としている。

0生徒が自信と誇りを持って生き生きと学んでいる学校

0生徒のために力一杯やろうとする教師のいる学校

0生徒を取り巻く教育環境のよい、活気に満ちた学校

8 教職員の研究歴

コぐさ 研究員 開発委員 研究生 その 他

1 
中根 勉 中板 勉 坂井悦子 中根 勉

( 56. 教育課程) ( 62 社会 ) (元.理科) ( 63.海外派遣 )

2 辻野良子 北野一也 北野一 也
( 4 道徳) ( 4 保体 ) ( 5.海外派遣)

3 
池田純 二
(元.数学)

4 渡主盛 淳
(元.3.英語)
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